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Ⅰ．特別セッシぎン   



（1）＝木の明川別封」能調香の変遷と撲粗相帥隠7炉世の推考  

甘木分析センタ岬  

中村 勇   

1．環上剛史別能羽衣体制  

大気圏内でのヰ刻こ暴発実験（こよるフ寸・－ル‾アナウトの状況を把握し、周ほの安全を確保す  

る必要があるとの原子力委員会の悪牒＝こ基づき、我カ〈周における環境放射能調香休制の   

幣備が開始されたのは1957咋である。これには什羊技術け、厚生省、農林省、気象庁、  

軋卜保安け、防潮庁、一一■椰の地方自洲本等の関係磯憫が参画した。さらに、1鋸廿隼には  

閣議決克により放射能調杏肘l川の拡充姉化が関られ、その後、改定を経て現花は蓑1に  

示すような調禿肘剛が禰宜されている。  

初佃劇ここの放射能側定調香に参加した地方作相対ま北柏道他（1郡肘県であったが、  

川6川三には22、1977咋には32となり、チェルノナイル原子力発電所事故を契機として  

川馴年に47抑道肘県の全同調香体制が繁った。  

－・方、原子力平和利川が推進され、原子力発電所等が各地に設置されるとともに、そ  

の安全運転を確認するため施設間辺の環境放射柁黙視が立地県により行われてきた。   

197仰には、いわゆる電源三扶に基づく交付金冊順により同がこの監視体制を支櫻する  

こととなり、現在では汗道旧県が原子力施設周辺の環境放射線監視を実施している。   

2．f即発放射能分析・測定技術  

当初の放射能測定力灘はGM計数管による全ベーク放射健脚定がj三流であり、1！）57咋  

に「放射能測定法」が刊行された。その後、196昨に1放射性ストロンチウム分析法！、  

用紺ドに「納骨‖隼セシウム分析扶lが制定され、放射化半分析によるベータ綿放射伏の   

核種分析洗が柵＼■工された。この頃からNal（′‖）シンチレーション検川開を川いたγ根ス   

べクい1メトリが普及し始めてきた。また用70年噂カ、らゲルマニウム半導体検川器を利   

川することで、商精度・多核和の放射性核種分析が迅速にできるようになった。1耶柑隼   

のチェルノブイル事故後、環境放射能調査手法はゲルマニウムさIく導附則臼器によるγ綿  

スペクトロメトリが三i三流となる方向に展開している。これらの放射憶測魔のためのマ  

ユニーーアルは、放射性ヨウ素等の放射性核椰の分机法、ゲルマニウム）ド剰木椀川謂を川い  

た機器分析法、環境試料慄間丑、環境†繰測定法等合わせて2∩和が「放射能刑届灘シ   

リーズ」として科学抜硝石から発Hされている（，  
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：1．環墳放射能購灘の服隼哲理  

長期にわたり途絶えることなく‖われてきた環境放射催朝悸の膨大な惜灘を・元仙こ   

管理し、有効に利川するため、科学技術庁はl，木分析センターに委託して用77叩から環   

境放射拍デーク収集管理部業を開姑した。これまでに†，l木分析センターは放射能測定調   

杏相異、原子力発電施設等周辺監視結果及び気象け、梅l二俣安汀、水稚け等の研究機関   

で実施された放射能調香㈲果の当初からの開門吾を収集し、約棚方件のデータを環境放  

射拍データベースに収録してきたぐ，このデータベトースを利川して科学抜≠吊‥を始め、郡  

道旧県の循壁研究所等に環境放射能データを稚々の形で提棋している。   

4．環境放射儒水準の推移  

米・ソ・英・仏・111田の大気圏内の核爆発実験は1945～1耶丑年に423回て了われ、放＝  

された総則まおおよそ、90sr・がq．6×10川R（ト137csが】×101Rlうqと抑計されている。   

19631F8月に米・英・ソの大気圏内の核爆発実験が「い」l∴され、197仰にはすでに大きな   

核実験は行われなくなっていたが、1椚4咋以降でフオ・－ルアウト剛こ彩管するような川  

来弔として1974、1976、1977、1978、川8仰の・1偶の核増発実験とl耶≠隼のチェルノフ  

ィル事故があった。  

これらの弔象を普貝にして、197仰二度以降の放射能測定調香におけるりOsr▼、－＝csに  

ついて報督する（，  

フォールアウトの影響を直接示す試料である降下物や浮遊じんでは＝7csが最も変動   

の大きい推移を示し、特にチェルノナイル事故の影響が顕常に現れている。（闇1）  

二し壌試料がOsrI及び137csの蓄積吊の経年変化は上層（＝cm）、F屑（520cm）ともに   

ほとんどなく、他の環境試射とかなり異なる傾向を持っている。  

精米、葉菜及び根菜類では、9nsI、については精米が葉菜，根菜に比べて1／川以Fのレ   

ベルであるが、りOsr、137（：s共にほぼ同様の減衰傾向を持っている。  

茶は降F物や軌拉じんと似たパターンを示し、フォールアウトの影響を更けやすい試  

料と思われる。  

／卜乳では、9nsrのほぼ・定の減衰仰向を示しているが、t37（二sはチ＿tルノナイル甲故  

等の影響を明白に受けながらも、その後はほぼ従来の減衰傾向に従っているように見受   

けられる。  

日常食もほぼ牛乳に莱酎以したパターンの推移を示している。（図2）  
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梅水、胸底卜、海席隼物はともにゆるやかな減衰柳眉jを示しているが、フォールアウ   

トの影響としては海水中の】17csにl椚4、伸紺隼の核爆発潔朋滅び川紳「のチェルノフ  

ィル事故の影響が見られる。   

5．裾語 】  

周民の健康と安全のため環境保全が叫ばれている今「】、環境放射能水準が低†：傾Irう」に  

あるとは言え、環境モニタリングを怠ることなく、将に過去の1大悦を確認しつつ、現状  

を把嘱して不測の事態に備えておく必要がある。環境放射能を分析・測屈することが′・  

っの大きな輪であるとすれば、その情報をデータベースにt榊展して相ヤ．に比較検討し、  

脈析することにより環境放射能の安全性を柿認する情報胃押事業はもうー1▲つの輪に当た  

る。この両輪が機催して始めて、全ほl民の環境放射確に対する安全な＝澗隼活が保証さ  

れることから、両者の意義は享割こ大きなものと言える。  

この意義を踏まえて、科学技術有の委託のもとにr■1木分析センターは環境放別稚1、即日  

の収集管理事業を的確に逐て■iすべく努力しているところであり、関係諸機関のん々のご  

協力を仰ぐ次耶である（，  

表l．放射佗調禿体制  

調査対象  放 別 件 ヰ亥 和 分 析   

防備け技術研究木部  
防衛大学校   

放射線医学総合研究所  
県軍制生研究所、H木分析センター   

放射線医学総合研究所  
罠業膜墳技術研究所  
県等価隼朝死所、r］木分析センター   

放射線医学組合研究所  
水経け、海上保安け  
県等価隼研究所、「1木分析センター   

放射繰医学総合研究所  
農業環境技術研究所、畜庫試願所  
家畜衛丹誠験所  
惧等衛隼研究所、Il木う）析センター   

放射線医学総合研究所   

気象庁、県等簡生研究所  

仝 β放射徳測定   

防衛け技術研究本邦  
気象け高層気象台  

．
 
 
 

究
 
 
州
 
 

庁
 
 

象
等
 
 

気
配
 
 

県等裾／巨研究所  

気象Ii二、気象研究所  

水産け、栴＿L二保安庁  

県等価桂研究所  

県等勒隼研究所  上
L
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里
先
見
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▼
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ソ
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J
 
 人 体  

空間γ緑  放射繰医学総合研究所、  

（原子力安全局僚ア■力安全課防災環境対策室調べ）  
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Ⅱ．環境に関する調査研究1  

（大気、 陸）   



（2）大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  

1．目的   

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性  

核種による環境レベルを把掘し、国民の被爆線量評価に資すること  

を目的として大気浮遊塵中の放射性核種の漉度を調査する。  

2．方き去  

（1）試料採取  

千葉市穴川にある放医研構内の地上1－1．5mの外気浮遊摩   

を試料とした。ハイポリュウムエアサンプラ一により捕集効率が   

0．955以上のグラスファイバー波紙（20．3c m X 25．   

4c m）に連続集塵するが、流量はマイクロコンピュータによっ   

て一定量を保つように制御きれている。洩紙の目づまりは約2か   

月程度の集塵ではおこらなかったが、日づまりを生じて流量が下   

がった場合でも、積算流量は正しく表示きれるように設計されて   

いる。  

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大きき   

に折りたたんで、G e（Li）検出器によるガンマスペクトロメ   

トリを行った。ガンマ線放出核 種定量後、N aOHとHClに   

よりS rを抽出し、発煙硝酸法で精製した。ストロンチウムー9   

0はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バックグ   

ラウンドベータ線スべクトロメータにより定量を行った。  

3．結果   

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、  

今回は未発表の1987年9月からから1988年10月までの採取試料につ  

いての結果を報告する。この期間中は浮遊塵採取期間をほぼ2週間  

として、放射能の変動をより細かく観察した。表－1にγ縁故出核  

種の定量値を示した。ストロンチウムー90の分析は現在実施中で  

ある。  
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義一1 大気浮遊塵中のγ線放出核種濃度  

大気浮遊塵  通風圭  

採取期間  m3（xlO3）   137cs   

1987 9／3－ 9／24   13．2   6．48   

9／24～10／8   7．63   9．65   

10／8一－10－22   8．13   9．21   

10／22・－11／5   7．24   10．8   

11／5一－11／19   5．95   8．36   

11／19一－12／3   7．04   16．7   

12／3・－12／17   4．93   14．0   

198712／7一－，881／14   9．56   8．27   

1988 1／14一－1／28   5．65   27．5   

1／28・－ 2／12   8．38   4．48   

2／12・－ 2／26   8．73   14．0   

2／26・－ 3／18   13．5   8．37   

3／18一－ 4／7   13．4   4．54   

4／7一－ 4／21   8．62   10．2   

4／21～ 5／6   7．63   4．93   

5／6・－ 5／26   12．0   9．39   

5／26・－ 6／9   8．23   欠測   

6／9～ 6／23   7．93   9．88   

6／23一－ 7／7   6．94   9．57   

7／7～ 7／21   7．93   24．2   

9／トー 9／14   10．6   11．2   

9／21一－10／5   14．1   4．15   

10／5～10／26   19．1   7．89   
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（3）環境中の14Cの濾度調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、岩倉哲男  

1．緒言   

核爆発実験によって大気中に放出された－4Cの環境中における濃  

度の長期的な経年変動を調査し、人工td Cによる人体への被曝線量  

を評価するためのラー一夕を得る目的で、1959年以来主に植物精油と発  

酵アルコール中の－4C濃度を測定して き た。植物のある年に生長した部分  

に含まれる成分中の炭素が、その年の大気中の二酸化炭素由来であ  

る こ とから、大気中のId C濃度を良く 反映する と考えられる。また  

植物が地球上の炭素循環サイクルにおける生物圏への移行の第一段階の  

フ●－ルであ り、目的に即し たテ’一夕が得られる と考え られる。   

これまで得られたテ◆一夕から、これらの植物中の＝C濾度は、1961  

－62年の米、ソ両国による大規模核爆発実験によ って1963年には自然  

平衡レへ●ルとされる14dpm／gCの約90‡増に相当する最高値に達した後、  

中国、フランスの核実験によ る＝Cの放出、化石燃料消費量の消長に起  

因する と考えられるレへ’ルの変動を伴いながら、最終フ■－ルである海へ  

の移行によ る減少を示して き た。最近では減少速度がかな り小さ く  

な っ て いる。  

2．調査研究の概要   

今年度測定した試料は、1989年に日本で収穫されたフ～ト●りを原料と  

して発酵醸造されたワインである。ま た1986年4月 に発生したチェルノフ●イリ  

原子炉事故の影響を調べるため1985と1986年産のイタリアワインも測定した。  

3回蒸留精製し約96－98Ⅹのアルコールを得、比重を測定 して正確な濃度を  

決定後、その10mlを川エンシンチいタ10mlと混合 し、液体シンチレーションカウンタ㌧  

Packard社製TRICARB 226日Lで各々900分測定した。ハ～ックク●ラウント●計測  

試料は、同量の合成アルコールを用いて調製した。この測定法で1試料に  

導入でき る炭素量は約4gであ り、測定効率は59‡であっ た。   

測定結果を表に示 し た。1g89年産ワイン8試料の14C濃度平均値は  

15．6 d叩／gCであり、昨年報告した1988年産のワインの平均値16．3 dpm  

／gCと比較して少 し低下し た。図に示 し た1980年以降の経年変化を見  

る と現在でも年々僅かづつ減少傾向を示しているこ とが分かる。   

ま たイタリア産ワインの14C濾度は、1985年産が16．8dpm／gC、1986年産が  

15．9dpm／gCであっ た。測定誤差を考慮する と両者の間で差がな く、  

日本の濾度と も大差なかっ たので、チェルノフ～ィリ 原子炉事故は イタリアの  

ワイン の＝C襟度にはほとんど影響を及ぼさなかっ たと判断される。  

3．結語   

大気中の14c濾度は、漸減傾向を示し核実験以前の自然平衡濾度  

に近付きつつある。この減少傾向が化石燃料の消費量の増加に伴う  
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希釈効果（Suess 効果）によるのかまたは単に＝C O2の海洋への移  

行に伴う現象であるのか、また何年後に自然平衡濾度に達するか、  
そ して原子力サイ州の招動に伴う1月Cの放出量の増加が再び大気中の  

＝C濾度を上昇させるかなどに着目 し、今後も植物成分を試料と し  

自然環境の大気中の1d C濾度の測定を継続する。ま た施設から放出  

される11Cが周辺環境に及ぼす影響も調査研究する必要がある。  

国産ワ イ ン中の1d C濾度  

生産国  ブドウ  

生産年  

日本  198g  

日本  1989  

日本  1989  

日本  1989  

日本  1989  

日本  1989  

日本  1989  

日 二本  198g  

14C濁度 ±1SD   

（dpm／gC）   

15．64 十－8．09   

15．5g・＋－8．09   

15．55l－0．09   

15．71＋－0．D9   

15．66 ＋－0．09   

15．51＋－0．09   

15．43 l－0．09  

15．55 ＋－0．09  

平均値：  15．58 ト0．08  

イ タリ アワイ ン中のt4C濾度（dpm／gC）  
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（4）主要部市におけるバックグラウンド空間放射線の測定  

放射綿医学総合研究所  

阿部史朗，藤高和信   

1．緒言  

自然放射綿による体外被曝は避けることが出来ない。国民全体   

に及ぼすその線量寄与を明らかにするため，また原子力利用の進展   

によって生じる環境問題の解決のための資料とすることを考慮し，   

全国的なパックグラウンウド空間放射線レベルの測定を行っている。   

前回までに四国，九州．東北，北陸，北海道，中国，近畿，東海・   

東山地方，南西諸島，関東，佐渡島，淡指島．小笠原地方，大東島   

地方，対馬地方，隠岐地方，広島市，小豆島，名古屋（一部）の順   

で発表してきたが，人口密度の高い市町村地域に重点を置き，かつ   

地質分布．測定密度を考慮した上で測定地を選んでいる。今回は名   

古屋市の残りの部分と新潟市．高松市の測定結果を発表する。測定   

は平成2年1～2月に行った。  

2．調査研究の概要   

（1）測定地  

測定地は名古屋市の一部，新潟市，高松市であるが，測定部分全   

体で1測定地として扱う。測定点（実測点）は必ずしも開放的でな   

くてもよいが，そこの生活環境を代表していると考えられるところ   

を選んだ。測定点数は名古屋市21（この内1は前回の測定点と重   

複），新潟市1丁，高松市1丁である。  

（2）測定器と測定方法  

測定器としては1●’≠×1●’N∂l（Tl）シンチレーション・サーベイメー   

タおよび直径200mm，厚さ3mmのプラスチック電離箱，振動容量型電   

位計，記録計を組み合わせたシステムを用いた。サーベイメータの   

言亮み取り値は後に標準根源で校正した電離箱の値に換算する。いわ   

ばサーベイメータを仲介とした電離箱測定と言える。サーベイメー  
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夕の誤差は標準偏差で表すと±4％である。測定器の再現性は標準  

根源により各測定地点毎にチェックしたが今回の測定では異常は認  

められなかった。このサーベイメータの結果をさらに換算する電離  

箱の誤差は標準偏差で表して±3．5％である。測定する高さ地上約  

1m，またサーベイメータの検出部は水平にして使用した。さらに  

降雨開始時を避けるようにしたが，今回の測定時に降雨，降雪はな  

かった。ただし．新潟市には一部で積雪があった。  

（3）結果   

各地のバックグラウンド放射緑綬豊率（宇宙線の寄与を含む）を  

示すと蓑1のようになる。  

蓑1 各測定地域の棟量率（宇宙線，大地，大気．  
フォールアウトからの放射線寄与を含む）  

地区   測 定 地 点   地 内   代 表   測定値の   
番号  測定点  線量率  

市町村  地 域  の 数 （〟R／h） 標準偏差   

口  名古屋市 中村区   2  10．5  0．4   

中川区   2  10．0  0．2   

港 区   2  10．3  0．2   

熱田区   2  10．3  0．2   

中 区   1  10．6  0．0   

南 区   2  10．1  0．5   

緑 区   1  9．0  0．0   

天白区   2  11．9  1．7   

名東区   1  10．9  0．0   

守山区   4  10．6  1．2   

瑞穂区   1  9．7  0．0   

昭和区   1  11．8  0．0   

平均  名古屋市今回測定分   21   10．5  0．8   

四  新潟市  lT  lO．1  0．8   

14  高松市  1了  9．9  1．1   
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（5）屋内・外のラドン等による被曝線量調査  

放射線医学総合研究所 特別研究官  阿部史朗  

環境衛生研究部 阿部道子・藤高和信  

東 京 理 科 大 学 理工学部  児島 紘   

1．緒言と調査研究の進展   

ラドン（トロンも含む）ならびにそれらの娘核種による日本国民への  

線量寄与を求めるために調査研究を行っている。第一にラドン娘核種群  

を中心とし，生活環境の中での線量算定上必要欠くことのできない各種  

パラメータについての調査研究，第二にラドンを対象とした日本国内の  

全国分布に関する調査研究である。後者については，全都道府県を網羅  

はしていないものの，日本の平均的被曝線量が第一近似的に求まるよう  

に配慮してデータを得ている。すなわち地理的配置，地質的な分布，気  

候等を考慮して測定地点を選びラドンー222の測定を行っている。そこで  

は，また，対象とする家屋の屋内，外を対にして測定を行い，屋内値の  

チェック，諸外国の値との比較が可能なようにしてある。   

一方ラドンガスの濃度を測るだけでは線量の概要を把握するだけに過  

ぎず，線量を求めて行くにはラドン娘核種群の日本での状況を知ること  

が重要になって来る。この件に関しては，一般人の生活環境での値は世  

界的にもほんのわずかであり，ラドンガスからの線量寄与の算定には推  

定パラメータか多く入って正確さに欠けるところがある。当研究室でほ  

以前からこの点に着目し鋭意研究を進め，順次，生活環境的に意味のあ  

る長期の測定結果を報告して釆た。屋内，外でのRaA，臥C濃度，Rnと  

RaA，B，Cとの放射能比，RaA，B，Cのフリー成分の各時間変化，等の部分  

的報告を続けてきたが，今回は，線量算定上残る重要パラメータである  

生活環境中のRaA，臥Cの粒径分布の計測器について報告する。  

2．調査研究の概要   

ラドン娘核種（RaA，RaB，RaC各核種）の粒径分布を全自動計測できる  

計測器を開発した。全自動化することにより長期の測定結果を得ること  
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が可能になった。装置の吸引部は，12チャンネルのエアサンプラから成  

っている。また全体の作動は継続する2段階作動から成立する。   

各エアサンプラにははじめの6チャンネルサンプラと次の6チャンネ  

ルサンプラとの2段階作動各々について1チャンネル分の流路を開放に  

しておき，2段階各々の粒径分布のグロスデータか得られるようにして  

ある。これで各段階の大把みな様子が把握でき，また両段階間のグロス  

的な差の有無のチェック，各段階の粒径データ間の基準化に役立つ。  

12チャンネルのサンプラのうち2チャンネルかグロスデータ用なので  

10チャンネルが残る。これらの流路には全部ワイア・メッシュ・スクリ  

ーンを装備する。各チャンネルのワイア・メッシュ・スクリーンはすべ  

て違うものにしそこでつかまえる粒子の粒径の上限はすべて適うように，  

また系統的なものにしてある。これらの流路を通って残った粒子かフィ  

ルタ上に捕捉され，各々がα線スぺクトロメータ上に記録され，解析さ  

れて，各1時間ごとの備になる。各段階の所要時間は30分である。  

計測時間が1時間のとき現計測器について計数の不確かさを10％にす  

るには20Bq／m3が最低測定可能濃度ということになる。しかし本器は連  

続的にデータを得られるので時系列的な配慮か加わればそれよりはるか  

に低い濃度まで使えることになる。本器は日本の家屋内でも十分使える  

と考えられるし，さらに改良が進めば屋外の計測も可能になろう。   

実測データの一端を図1に示した。  

図1．屋内での測定データ例  
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（6）パ ッ シブモニター に よ る屋内 ラド ン濃度全国調査  

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所  

給 括 安 全 解 析 研 究 官  

小 林 走 者・藤 元 恵 三・土 居 雅 広・岩 崎 民 子  

内 山 正 史・完 倉 孝 子・中 村 裕 二  

（1）緒 舌   

ラ ド ン お よ ぴ ラ ド ン 娘 核 種 は 我 々 の 周 囲 に 広 く 分 布 し、 大 き な 線  

圭 寄 与 を も た ら し て い る。 こ れ ら の 濃 度 お よ び 線 圭 を 推 定 す る た め、  

我 々 の グ ル ー プ で は1985年 か ら 一般 居 住 家 屋 に お け る ラ ド ン 濃 度 の  

全 国 調 査 を 実 施 し て い る。 こ の 調 査 の 目 的 は 日 本 全 国 及 び 各 地 域 に  

お け る 屋 内 ラ ド ン 濃 度 の 代 表 値 並 び に 家 屋 構 造 や 地 域 に よ る 差 異 を  

得 る こ と と 共 に、 高 濃 度 を 有 す る 地 域 あ る い は 家∴屋 の 有 無 を 明 ら か  

に す る こ と で あ る。 こ の 調∴査 で は 多数 の 家 屋 を 測 定 の 対 象 と し て い  

る の で、 比 較 的 安 価、 価 便 で か つ 必 要 と す る 測 定 相庚 が 得 ら れ る ポ  

リ カ ー ポ ネ イ ト フ ィ ル ム を 用 い た カ ッ プ 型 パ ッ シ ブ ラ ド ン 軸 定 器 を  

採 用 し て 調 査 を 行 っ た。 以 下 に そ の 進 展 状 況 を 報 告 す る。  

（2）坤）選定   
屋 内 ラ ド ン 濃 度 の 調 査 に 当 た り 全 国 の す べ て の 都 道 府 県 か ら、 家  

屋 構 造 を 考 慮 に 入 れ て 網 査 家 屋 を 抽 出 し、 6 ケ 月 間 の 軸 足 を 引 続 き  

2 回 行 い、 年 間 の 平 均 濃 度 を 求 め る よ う に 努 め た。 ま た、 屋 内 濃 度  

の 平 均 値 を 求 め る た め 一 軒 で 2 ヶ 所 を 測 定 す る こ と と し た。 61年 度  

の 第 一 回 測 定器 配 布 家 屋敷 は18都道 府 県 の 3，452軒、 62年 度 は19県の  

2，936軒、 63年 度 は10県の1151軒、 平 成 元 年 度 は 2県 の 276軒 で あ り、  

こ の 合 計 家 屋敷 は 全 国 の 世 帯 敢 の 約 0．020％（約 5，000軒 に1軒 の 割合）  

に あ た る。  

（3）エ ッ チ ン グ 処 理   

回 収 さ れ た 測 定 器 の フ イ ル ム は 20● cの 恒．温 槽 内 で、 ⅩOHと エ タ ノ  

ー ル と の 混 合 梓液（体 積 比： 4：1、 水 酸 化 カリ ウ ム 濃 度： 6N） を 用 い  

て1時 間 の 化 学 エ ッ チ ン グ を し、 そ の 後、 2kHz、 800Vの 条 件 下 で 3．5  

時 間、 電 気 化 学 的 エ ッ チ ン グ を お こ な っ た。 こ の エ ッ チ ン グ に よ り  

可 視 化 さ れ た α 線 飛 跡 の 赦 を 画 像解 析 襲 せ あ る い は 目 視 に よ り 計 数  

し、 屋 内 の ラ ド ン 濃 度 を 算 定 し た。  

（4）測 定 器 の 校 正   

軸 定 結 果 の 信 頼 性 を 高 め る た め、 オ ー スト ラリ ア の A R L 研 究 所  

で の 3 回 の 国 際 比 較 お よ び 米 国 の E M L 研 究所 の ラ ド ン チ ェ ン バ ー  

で の 標 準 曝 露 実 験 を 実 施 し て き た。 そ の 結 果、 校 正 定 数 は 0．02181±  

0．00081tracks／cm2 per Bqxday／m3と 求 め ら れ、 A R L と E M L の  

結 果 は 非 常 に 良 く 一 致 し て い た。 ま た、 京 大 炉 に 於 て 実 施 さ れ た 比  
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較 測 定 に お い て も 我 々 の 値 は 他 の 参 加機 関 と 良 く 一 致 し て い た。  

（5） 小 関 結 果   

こ れ ま で に す べ て の 過 程 が 終 了 し た 約 6300軒 の 測 定 結 架 か ら 濃 腰  

分 布 を 求 め る と 圃1と な る。 固 か ら わ か る よ う に 濃 度 分 布 は 対 数 正  

規分布 に 近 く、 そ の 中 央植 は 23Bq／m3（界 術 平均28Bq／m3）、 幾 何 平  

均 値 は 24Bq／m3で、 幾 何 標 準 偏 差 は1．6で あ る。 こ れ ま で に 見 い だ さ  

れ た 屋 内 濃 度の 最 大 値 は年 間 平 均屋 内 濃 度 で 表 す と 320Bq／m3で あ り、  

約6300軒 の 家屋 の 申 で 米 国 の 環 境保 誰庁 の アク シ ョ ン レ ベ ル（150日q  

／m3）を 超 え る 家 屋 は 0：5％と 大 変 少 な い。  

（6）今 後 の 調 査 研 究 計 画   

平 成 2 年 度以 降 に 行 う 内 容 は 以 下 の 適 り で あ る。 ① 平成 元 咋 度 に  

配 布 し た 約 300軒 分 の 測定 器 の 回 収 と そ の フ イ ル ム の エ ッ チ ン グ、 カ  

ウ ント、 デ ー タ 処 理、 ②測定 定 数の 不 十 分 な 地域 の 追 加 測 定、 ③ 我  

々 の 使 用 し て い る 測 定 器へ のト ロ ン の 影 響 の 評 価 検 討、 ㊥ 全 国 網 杢  

に 於 て 見 い だ さ れ た 高 濃 度 家 屋 の 現 地 で の 再 調 査、 ⑤ ア ン ケ ート 調  

禿 項 目 と ラ ド ン 濃 度 と の 統 計 的 解析、 ⑥ 公 共施設 等 の 屋 内 に お け る  

ラ ド ン 濃 度 の 測 定。  

な お、 当 調 査 に お い て は、 調 査 家 屋 の 選 定 な ら び に 測 定 器 の 配布  

・回 収 等 に あ た っ て、 下 記 の 大 学・研 究 所 等 の ご 防 力 を 仰 い だ。 記  

し て 謝 意 を 表 す る。  

北 博 通 大 学 獣 医 学 部、 福 島 県 会 沖 若 松 保 健 所、 日 木 原 子 力 研 究 所、  

離 軍 医 科 大 学、 金 沢 大 学低 レ ベ ル 放 射 能 実 験 施 設、 大 阪府 立 放 射 線  

中 央 研 死 所、 広 島 大 学 原 掛放 射 髄 医 学 研 究 所、 産 業 医 科 大 学   

屋内ラドン洩度分布  
（年平均漉度：約6，う00軒）  

⊥リ  〈】  ・1り  H－  】  lヱノ  ＝り  
lill lbU  2州  

ラ ド ン 濃 度 （Bq／m3）  
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（7）環境中のトリ チウム濃度の調査  

放射線医学総合研究所・環境衛生研究部  

井上義和、宮本霧子、岩倉哲男、福島和子  

1  緒言   

1988年度までの成果によ れば、茨城県東海相の日本原子力研究所  

と 動力炉核燃料開発事業団 との中間に位置する村松・福地区で施設  

由来の3Hの影響が観測されて いる。本研究調査の目的は、施設から  

放出される3Hが環境生態系（大気、陸水、土壌、植物な ど）に及ぼ  

す影響の程度、3Hの地域分布、滞留時間の推定などを調査研究する  

こ とであ り、 このため環境試料の3Ⅰ‡濃度の経時変化と地域分布を  

1981年度以来この地域で観測を続けて来た。 ま た環境水中のフォールアウ  

ト3Hの濾度の時間推移も1971年以来継続測定 し て き た。  

2 調査研究の概要   

1989年に毎月採取 し た試料は、河川水（水戸市1、東海村2地点）、  

池水（東海村1地点）、月間降水（千葉市1地点、東海村10～12地点）  

、井戸水（東海村7地点）である。 こ れらの他、年1～2回採取 し た試  

料は、水道水（茨城県8地点）と海水（茨城県2地点）である。 ま た、  

不定期に東海村の土壌お よび植物試料を採取 し た。試料は蒸留精製  

後その40瓜1をテフロン八◆ィアル中に秤取し、液体シンチレ一夕60mlと混ぜ安定化さ  

せた後、液体シンチいション計数器 AlokaLBlで500～1008分計測 し た。一  

部の低3H濃度の試料は、電解清純によ り 濃度を約25倍高く し た後、  

Tricarb 2000CA／LLで計測 し た。  

〔降水］  

一般環境の千葉市（分析センタ㌧）で採取 し た月間降水の3H濃度の  

1989年平均値は0．64 Bq／1であ っ た。 このこ と は1982年平均値 1．3  

Bq／Lと比較 し て8年間で約1／2に濃度が低下 し たこ と を示 している。  

一方東海村の施設周辺地域で採取 し た月間降水の3H濃度分布は、福  

地区の北部で高く、南部で低い傾向を示 し た。年平均偵の推移は、  

1984およぴ1g88年が他の年よ り 高 く、 ま た1989年の年平均偵の最大  

濃度は、千葉よ り10倍程度高かっ た。  

［地下水（井戸水）］   

施設から遠く 離れた那珂町（東大倉）の地下水の年平均濾度は、  

1982年の約2．8 Bq／1から1989年の1．2 的／1まで漸減傾向を示 し た。  

一方村松福地区の地下水の年平均濾度は1984年に北部の1地点で最大  

値15Bq／1を示したが、その後全ての地点で年々漸減傾向（図）を示  

し、 1989年では 約5 8（】／1であ る。これは施設からの3H放出量が近  

年減少傾向にある こ とを反映して いる と考え られる。  

【河川および池水〕   

久慈川、那珂川、阿漕浦（久慈川よ り 引水）の3H濃度の年平均佃  

は、1981年の 3．1Bq／1から1987年の1．6 Bq／l」まで互いに良 く 一致  
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し た漸減傾向を示すのに対し、東海村の新川の濾度は前者よ り常時  

0．5～1．O Bq／1程度高い水準を保ちながら漸減傾向を示 し た。  

［水道水】   

東海村を含む茨城県内で1988およぴ1989年に採取し た水道水の結  

果は、全て1．4 Bq／1以下であっ た。簡易水道水の3H濾度は源水の河  

川水か地下水の溝度を反映 し、上水道水の3H濃度は源水の河川水の  

濾度を反映して いる傾向を示 した。  

【沿岸海水】   

東海村と南方約38 k皿離れた大洋村で年1～2回採取し た沿岸海水の  

3H濾度は、1g87およぴ1988年では両地点で差がな く全て平常値の約  

0．5Bq／1であっ た。 と こ ろが、1g86年12月2日 に東海村で8．9 8q／Lお  

よ び大洋村で3．4 8q／1と同時に平常値よ り も高い凛度を観測し た。  

3 結結   

一般環境の3Hレへ■ル調査については、降水および河川水のフォールアウト  

さH濾度はなお漸減傾向を示し、核実験以前の自然平衡レへ●ルに達して  

いないので継続測定する必要がある。今後、線量評価上重要視され  

ている食品中の特に有機形3Hに着日 し測定する必要がある。   

施設影響評価に関しては、東海村村松で観測した1982年または  

1984年に地表に高濃度で沈着 した3Hが、数カ月～数年後に周辺の地  

下水（井戸水）観湘された と推定される。時間の遅れの大きな変動  

幅が主と して井戸水の揚水率の差に依存するこ とを明かにするため、  

1988年11月に高濃度で沈着した3Hを指標と して、前述の地下水の滞  

留時間の推定に関する観測を継続する必要がある。   

遠く 離れた沿岸海水で同時に高硬度のさHを観測し た事実は、海洋  

放出後の3Hが計算から期待されるほどには希釈されずに移行する場  

合がある可能性を示唆 しているので、 さ らに例証を増やす必要があ  

る。今後、滞留時間の長い有機物を含む植物や土壌への影響も網査  

する必要がある。  

l
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喝
鴨
一
恵
宣
 
 

年  

図  東海村村松の6地点の地下水の3H濃度の年平均値の推移  
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（8）高 空 に お け る 放射能塵 の測′定  

防 衛．庁 技術 研 究 本 部  第1  

松 村 豊 道  西 山 益 夫  彦
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（3） 調 査 結 果  

1g89年 4 月 か ら1990年 3 月 ま で の 間 に お け る 全 β 放 射 能 損度  

の 測 定 結 果 を 図 2 に 示 す。本 期 間 で の 高 度10 km 試 料 の 全 測 定  

値 の 平 均 値 は1．O mBq／m‘きで あ り 前 年 度 の1．2 mBq／m… と ほ ぼ 同 じ  
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（9）土壌及び米麦子実の放射能調査（平成元年度）  

農林水産省農要項境技術研究所  

騎村美佐子 結田康一 d、山堆生  

1，緒言  

昭和3 2年以来、農耕地（水田・籾）土壌及びそこに栽培生産   

された米麦子実を対象に、降下放集＝生検様による汚染状況とそれ   

らの経年変化を調査してきたが、今回は平成元年度に収穫した試   

料について90sr及び13Tc＄の接種分析を行ったのでその調査結果   

を報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）拭料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ケ所の国公立農美技♯研究機関の特  

定鴇場から、それぞれの収穫期に採取された水田・畑各作土及  

びそこに栽培された水稲と小麦を分析用に洞泉し供試した．  

9●srの分析は、発煙硝酸法によった。土壌中の▼Osrは、1M  

中性酢酸アンモニウム法により抽出した書換麿▼Osrを樗定した．   

1＝cs の分析は、ガンマ線計譜により、全＝Tcs を測定した。  

（2）調査結果  

イ．農耕地土壌  

平成元年度の収穫期に，水田及び籾陣場から、それぞれ採  

取した作土中の書換感■Osr及び全 ＝Tcs含圭を表1、2に示  

した。  

これらの調査結果から、作土中の置換愚▼●sr含量は、全国  

平均で畑土壌2．40 8q／kg、水田土壌1．63 Bq／kgのせを示した．  

置換愚90sr含量は、爾土壌とも前年度に比較すると庄かに減  

少している．採取地別に比較すると0．34～7．218q／kgと地域  

差が大きい．また、全13Tcs含量は、全国平均で畑土壌15．2  

Bq／kg、水田土壌で16．7 8q／kgのせを示した．全 ＝Tc5含圭  

を前年度に比較すると、畑土壌は僅かに増加、永日土壌は僅  

かに減少した．揉取地別には 5．1～35．3 8q／kgと地域差が大  

きい。  

ロ．米麦子実  

平成元年度の収穫した水稲（玄米）及び小麦（玄麦）中の  

全90sr及び全l＝cs含量を表1、2に示した．  

これらの綱査結果から、全＝sr全室は全国平均で玄麦の0．14  

8q／kg、玄米 0．035 的ルgのせを示した．全▼●sr含量を前年  
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度に比較すると育子実とも僅かに減少した．採取地別に比較  

すると 0．803～0．318q／kgと著しい地域差がある。また、全  

＝†cs 含量は玄麦0．033Bq／kg、玄米0．1148q／kg のせを示  

した．全 一＝c5含量を前年度に比較すると、丙子実とも僅か  

に減少傾向を示した。また、採取地別には 0．011～0．3918q  

／kgと著しい地域差があった。  

3．結碧  

平成元年度に収穫採取された農耕地（水田・畑）、土壌及び米麦   

子実について■Osr及び13Tc5の接雀分析を行った．  

農耕地土壌及び米麦子実の，Osr及びl＝csの含量は、年次によ   

り多少の増減はあるが、ともに僅かに減少傾向を哀しながら推移   

していることが再確象された．  

●●sr  l＝cユ  

拭科搬地  収穫日          玄 よ  ●畑 作 土   玄 麦  畑 作 土  

恥／b  h／k  恥／h■  蝕l／b  恥／ll  恥／bt   

札 す（北海道）  7．刃  0．10  1．80  1f汀  0．別7  14．4  1β旧   
1 胃（薪 義）  6．20  0．31  丁．21  耶6  0．018  か．3  3．555   
畳 胃（着 手）  丁．10  0．16  3．刃  3防  0．011  1了．4  2．肥   
水 戸（美 ■）  6．か  0．13  2．46  239  0．849  9．9  
欝 谷（ヰ 王）  6．12  0．13  1．10  1訪  0．陀d  6．1  T溺   
立 川（文 京）  6．鴎  0．10  0．45    0．㈱  19．丁  2．663   
山 机（円 山）  6．15  0．08  0．48  脚  0．021  10．1  1，705   

平   均  0．14  ●2．40  ●2㌍  0．033  15．2  1，拓1   

● 書換農量  

▼●sr  l＝cき  

拭科謀取地  収穫日          玄 米  ●水田作土   ′  永日作土  

叫／b  恥／b  粗扉hl  馳／k  恥／b  仙l   

札 餞 北海道）  10．4  0．0罪  l．17  195  0．脱  8．1  1，別6   
秋 田（秋 田）  10．9  0．079  3．d8    0．272  31．1  3，別2   
上 越（薪勇）  9．別  0．0了5  5．52    0．149  35．3  3．了24   
野々市（石 川）．  9．18  0．041  l．4了  2鋸  0．014  9．9  1．釘6   
▲ 取（鳥 取〉  10．11  0．816  l．42  232  0．0刃  16．8  2．T封   
盛 岡 着 手）  10．2  0．016  0．5    0．212  22．2  1．470   
名 取 官 ♯）  10．18  0．033  3．唖  凹  0．刃l  16．8  2．315  
水 戸（茨 城）  9．19  0．M  0．69    0．貯r  16．4  1．71訂   
立 川（東 京）  10．16  0．003  0．34    0．m  22．8  3，124   
羽曳野（大 阪）  10．6  0．004  0．：拓    0．0鴎  5．1   579   
岡 山（同 山）  11．l  0．018  0．刃  105  0．把  9．5  1．別   
筑紫野（福 岡）  10．別  0．皿  1．08  l封  0．011  6．1   757   

平   均  0．035  ●1．63  ●2（裕  0．104  16．T  2，012   

■ モ換扇宝  
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（10）元年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜拭）  

三橋俊彦・須藤 ま どか・中嶋雅仁  

農水省北海遭農業試験場（北農＝試）  

山岸規昭・早坂貴代史・田軌直淫  

農水省九州農業試験場（九農＝試）  

相井孝允・栗原光規  

1． 緒首  

わが国の牛乳の人為放射能に関する調査研究を行った。 と く に今   

年度もま過去の測定データ， と く に牛乳中137csを基に地域別，全国平   

均， それぞれについて減衰パ ターンを観察 し， 今後の予測を試みた。   

ま た， 北点試， 九農拭では緊急時測定に備え， バック グラ ウンド と   

しての土壌，牧草，牛乳，野菜などの測定を行っ た。  

2． 調査研究の概要   

（l）牛乳中の90srおよぴ137c＄の経常調査  

前年と同様，経常測定では北緯道（新得畜産試験場〉，岩手（岩   

手県畜産拭験増），秋田 く秋田県畜産試験場），福島（福島県畜産   

試験場），茨城（農水省畜産試験場）．静岡（静岡県畜産試験場），   

福井 く福井県畜産拭験噂），香川（香川県畜産試験場）および福岡   

（福岡県農業抱合試験場）の9カ所から測定試料（原乳）を採取した。   

元年度における牛乳中の90srおよぴ＝7cs測定結果を衰1，2に示す。   

地域別には90sr，1＝csともに北海道が一番高 く，次いで岩手，秋田，   

福島と東北地方が高い と い うバ タ ーンである。 ま た，東沖地方の静   

岡が高 く 特異的であるが， いずれも，傾向と しては例年どお り であ   

る。前年度の本抄録に掲載した数値と本年度のそれとを比較すると，   

全国平均値で，90srが90％に，137csでは64％に減少していた。   

（2）わが国の牛乳中1ヨ7c＄の減衰パ ターン  

ソ連原発事故で経験したよ うに，放射性セシウムが多く 放出きれ   

る よ うなアク シデント が今後も考え られ る と すれば， 環境に放出き   

れた137csが牛乳にど う影響し， ま たそれがどのよ う なバ ターンで減   

衰するかを知る こ とば重要である。 そこで，1965←1985年までの牛   

乳中1＝csのデータを基に減衰パ ターンを解析すると，事故（核爆発   

実験）直後に牛乳の汚染はピーク となり，以後，数年同は急減して，   

その後lま縦やかに減少する こ とが稚放された． その半減期は地域差   

はあ る ものの， 約1年と10年であ っ た。   

（3）北農試（札幌）におけ る13Tcsの測定  

原発事故，核爆発実験など緊急時に備え測定体制を整えるなかで，   

バックグラウンド レベルを知るこ とと，ソ連原発事故の影響を追跡   

する目的から牛乳，牧草および野菜（根菜）などを対象に137csを洲  
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定した。今回測定した牛乳中の汚染は，3月が170雨Bq／t，12月が  

115M8q／t であ った． これで，ソ連原発事故直後の1／10以下になった  

ことが確放きれた。このときの飼料の汚染濃度は乾草が 3．0βqハg，  

サイ レージが 0．158qハg，配合飼料は 0．48qハgであった。また，測  

定が冬場であり，当該地域（札幌）産の葉菜規の採取が困難であっ  

たため，ジャガイモを測定したが，椿黒ば 0．368q／kgであった。  

く4）九農拭（熊本）におけ る13Tcsの測定   

明仁査目的は北農拭と同様であるが測定地域を拡大し，沖縄，鹿児  

島もそれに加え，牛乳，牧草および土壌について測定を行った。牛  

乳の測定枯黒ば，熊本が 67．41m8q／ヱ，沖縄で138．89M8q／t であっ  

た。乾草では熊本のイ タリアンライグラスが1．278q／kg，沖縄のギ  

ニアグラスは1．828q／kgであり，牧草以外で鹿児島のヨモギを測定  

した結果は1．08qハgであった． また，各地域の土壌（乾燥）とま，熊  

本：13・228q／kg，沖縄：1．838qハg，鹿児島：4．128q／kgであった。  

平成元年度牛乳中137c＄ （m8q／£）  

北海連  

署 手  
秋 田  

福 島  

茨 城  

静 岡  
福 井  

香 川  
福 岡  

373．4±16．6 171．0±14．1125．0±11．6146．1±12．0 203．9土13．6  

108．9±11．2 81．1±10．4 79．5± 9．1 56．7± 9．1 81．6±10．0  
63．3± 9．1  

135．4± 9．9  

53．0± 7．9  

55．9± 7．9  

38．9± 7．9  

17．8± 7．0  

17．0土 6．6  

50．5± 9．5  44．3± 9．5  58．0± 9．5  54．0± 9．4  

77．8± 9．1106．8± 9．1 39．3± 7．5  89．8± 8．9  

25．3± 5．8 19．9± 7．9 17．4± 5．8  28．9± 6．9  

47．6± 7．9118．0± 9．1168．1±10．4  97．4± 8．8  

27．3± 7．0 10．8± 6．2 27．7± 7．5  26．2± 7．2  

4．1±6．6  9．5± 6．2  31．1± 7．9 15．8± 6．9  

19．0± 7．0 14．5± 6．6  7．0± 6．6 14．4士 6．7  

3． 措 辞  

経常調査によ る牛乳中の90Srと137c＄をそれぞれ前年と比較すると  

1＝c＄の方が減衰が激しい。 これは，ソ連原発事故の影響が継続して   

いることを示唆している。 このよ うに一旦環境が汚染きれると，か   

なり長期間にわた り牛乳への影．響が現れる。 これを予測する目的で   

過去のデータの減衰パターンから，牛乳の＝Tc＄減衰予測係数を摸索   

した。北農試，九農拭は緊急時の観測地点と して玉章である．本年   

度は，牛乳，牧草および土鳩などの137c＄を測定し緊急時に備えた．  
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（11）家畜の骨中＝Sr渡度調査（1989年度）  

農林水産省家畜相生試験場北海道支鳩  

第 2 研究室  加藤憲夫，村田英雄，近山之雄  

1g57年以来，家畜飼養環境 にお け る 放射能汚染を，家畜の骨 中  

＝Sr濃度湘定に よ り 継続調査 し て い る． 馬，牛等の家畜は汚染 さ れ  

た飼料を 直接採取す る ため，骨中98Srを 測定す る こ と は汚染を 知る  

良い指横 と な る． 今年度は前年度 と 同様 に馬及び牛の骨中＝Sr靖  

度を ロ ーバ ヅク カ ウ ン タ（LBC）を 用 い て 測定す る と と も に，同 一試  

料を 液体シ ンチ レーシ ョ ン カ ウ ン タ（LSC）で も計湘 し．両カ ウ ン タ  

で得 ら れ た 値を 比較検討 し た．  

2  調査研究 の概要  

（1）材料 と 方法  

測定拭料は1g89年5月 か ら10月の間 に，北海道各地か ら 採取 し  

た馬17例．牛20例の 中辛骨であ る． 測定方法 は紙料 を 乾式灰化後  

ジ ー（2 －エチ ルへキ シ ル）－リ ン醸 に よ る ＝Yの溶媒抽出法 に  

よ っ た．  

（2）測定紹上条  

馬骨で は 6．30土 2．38pCi／Ca，牛骨では 3．98土 2．41pCりCa  

（表1，2）であ っ た． 前年（馬：5．18，牛； 3．TT）及び前約年  

（馬；8．93．牛：4．27）の平均値 と 比較す る と，今年度は有意な  

変化を ㍑めな か っ た． ま たLSCでの測定値はLDCでの偵に比べて  

25‡糧高い傾向があ っ たが，両者間 に はr＝0．8736と 高 い相関が見  

ら れ た（図1）．  

3  桔 諸  

骨の98Srは，1965年 を 頂点 と し て 次第 に減少 し，こ の数年 は 測定  

開始年度 に 近い 水準で維持 し て い る． し か し，前年度 と 同様 に，若  

齢馬 で も 高 い偵 を 示す 例（lト4，5．10）が 見 ら れ た こ と は，現在 で も  

依然 と し て 高渡度 の汚 染土頬 の存在 す る 可能性が示唆 さ れ る． 今  

後も 長期間のモ ニ タ ーが必要であ る． ソ 連原発事故（86年4月）に  

依 る と 思 わ れ る 変 化は 今年度 も 組 め ら れ て い な い．  

LSCに よ る ＝Sr濃度 は 従来 のLBCの 偵 よ り も 若 干高 く 算出 さ れ た  

が，両者間 に は高 い相関がみ ら れ た．  
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（12）浮 遊 じ ん 放 射 能 の 測 定  

気象庁戟測部測候謙  

土田正夫 杉村秀夫  

1 緒  書  

気象庁は、1957年以降環境放射能粥査の一環として浮遊じん放   

射能の観測を全回5気象官署（札幌、仙台、東京、大阪∴福岡）   

で実施しており、通常週1回、核爆発実験後などの異常時には毎   

日、試料を採取し全β抜放射能濃度の測定を行っている。  

昭和62年度の論文抄録集に、1987年 4月から1988年 3月までの   

浮遊じん放射能について銅査し報告したが、本稿においては、引   

き続いて1988年 4月から1990年 3月までに得た測定結果について   

報告する。  

2 調査研究の概要   

（1）試料の採取  

ろ紙式典じん装置によって約5時間連続して吸引し、吸引  

パイプの途中に装着したセルローズフィルター（東洋ろ紙恥   

・5A）に浮遊じんを吸着させる。空気吸引量は約 300汀？、フィ  

ルターの有効径は 9．6cm¢である。   

（2）測定法  

採取した吸引フィルターを電気炉内で灰化細粉ののち、少  

量の蒸留水を加えて試料皿に移し、赤外線ランプ等で照射加  

熱して蒸発残留物を試料皿底に乾固する。  

放射能の測定は、端窓型GM管を用いて鉛しやへい帯中で  

測定する（20時間更正値）。   

（3）網査結果  

1988年 4月から1990年 3月までの期間における全β放射能  

濃度の月別平均値を囲1に示す．これは、チェルノブイリ原  

発事故のあった1986年を除き、大気中の核嬢発実扱が行われ  

なくなった1981年以降の平均値とほぼ同レベルを示している。  

各官署の放射能濃度月別変化をみると、札幌と仙台は変化  

が少ないが、東京、大阪、＝福岡については、1988－89年冬期  

の値が大きくなっているのが目を引く．また、夏期は低く冬  

期に高くなる季節変化が揉められるが、大気中の様様発実験  

が行われなくなってからの一般的な傾向となっている。  

3 結  請  

浮遊じん放射能は近年横ばいの傾向にあるが、放射能濃度の官  
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著聞の差異、大阪の値及び変動幅の大きいこと、季節変化、年変  

化などを解明するため、引き続き調査を重ねる必要がある。  

－26－   



固1 浮 遵 じ ん 全 β 放 射 絶 濃 度 月 別 変 化  
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（13）日本における人1放射性時下物について  

気象研究所 地球化学研究部  

高谷 祐吉，緑川 貴，井上 久幸，野木 義史  

l．緒言  

】957年4月から気象研究所（乗京都杉並区，1980年4月からは筑波）で採取した  

月間降下物について、137c s，98s rの測定が開始され、1963年より3Iiの測定  

が加わり、現在まで継続されている。今回は、約30年に及ぶ測定結果について示  

すとともに、1986年4月に起きたチェルノブイリ原子力発電所事故以後の最近の陀  

下垂についても報告する。  

2．調査結果の概要  

1963年から1988年までの年間降下畏を図1に示す。この期間においては】963年  

に最大値（98s r；0．70kβq／m2，137c＄；Ⅰ．9k8q／m2，3Ii；155t的／m2）を観測した。  

その後、1967年まで降下桑は指数関数的に減少を続けた。1968年から19旧年まで  

は一連の中国核実験の影響を受けて、増減を繰り返し、】980年に行われた第25回  

申同核実験の影響を受けた1981年以降は再び指数関数的に減少を続けた。1986年  

に起きたチェルノブイリ原子力発電所事故は、9匂S r，137c sの降下費の再増加  

をもたらし、1986年の年間降下蔑は、9切S r；1．8Bq／m2，137（：s：1358q／m2を観測  

した。大気浮遊塵の対流圏滞留時間は短く、翌19日7年においては事故由来の対流  

圏降下東は無視できる。一方、1987年の降下燕ほ1981年～1985年の成層圏降下照  

と滞留時間から予想きれる降下尭より大きく、事故由来の13月c sが1987年←19日  

8年においてほぼ成層圏滞留時間に対応して降下している事から、増加分の多くは  

チェルノブイリ事故由来の成層阿降下物と考えられる。  

1988年の降下照は137c s；0．57Bq／m2，  ほ（7）  

9ns r；0．13Bq／m2であり、19日7年から予想  

される成層圏降下帝より137c sは約0．1仇  

98s rは約0．058q／m2大きい降下吊を示した。  

1989年前半においても、19日8年前半からの  

予想陀下乗よりも大きい降下申を示し、現  

在の降下果は、成層圏降下だけに支配され  

るものでなく、他の降下（例えば、まいあ  

がり）の影響を無視できない事を示してい  

る。一方、3fiの年間降下革は、すでに198  

2年以降1600±400Bq／m2の範関内にあり、ほ  

ほ一定の値を示している。  

3．結語  

1987年以降では137c s、…s r共に降下  

罷のレベルはかなり低下し、成層圏降下の  

みでなく、他の要素（例えば、まいあがり）  

を考慮する段階にある。3Hの場合は、98s  

rや13Tc sと異なり、核実験以外の発生源  

を持つため、核実験の彩響が少なくなった  

現在、その別の発牡源である字間抜や原子  

力施設等に由来する3fiレベルに達したもの  

と考えられる。  
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（14）地表大気中の放射性クリプトン濃度の経年変化  

気象研究所 地球化学研究部  

鈴木 款  杉村行勇  

1．緒 言   

大気中の放射性クリプトン（‥K r）は、原子力施設等（発電所、  

核燃料再処理施設など）から放出される。‖K rは、空気の移流拡  

散に伴って全地球的規模で拡がり、その濃度は増加の一途をたどっ  

ている。著者らは。1979年以降、日本の各地（札幌、仙台、筑波、  

東梅村、大阪、福岡）の地表大気中の‖K rの濃度を測定している。  

2．調査結果の概要   

図1に筑波の地表大気中の放射性クリプトン濃度の経年変化が示  

されている。1986年4月26日にソ連のチェルノブイリ原子力発電所  

の事故が発生し、大量の放射性希ガスが放出された。  

1986年5月6日の筑波の地表大気中で事故の影響によるとみられる  

1．03Bq／d（27．8pCi／ポ）の高い濃度が観測されたが、1986年6月20日  

以降、筑波においては事故前の0．89Bq／n！（24pCi／d）のレベルに戻  

った。この事故による放射性クリプトンの地球規模の濃度増加への  

影響は小さいと考えられる。  
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図l筑波の地表大気中のKr－85濃度（1986～1989年）  

－29－   



その後、放射性クリプトンの濃度は増加の一途をたどっている。  

現在のレベルは、1．OBq／ポ（27pCi／汀i）である。1989年9月から1989  

年12月までの3カ月間に約0．048Bq／ポ（1．3pCリボ）の増加が観測さ  

れた。この増加は、1984年から1988年までの年平均増加率0．01－0．02  

Bq／d・y（0．4－0．6pCi／d・y）に比べると著しく大きい。放射性クリ  

プトン濃度は夏期に低い。放射性クリプトン濃度の低い南の空気の  

移流混合によって相対的に希釈されるためと考えられる。   

図2に1979年から1989年までの10年間に日本の地表大気中の放射  

性クリプトン濃度の観測結果を示した。1988年10月の5地点におけ  

る平均値は、0．93Bq／d（25．OpCi／ポ）で前年に比べると、・0．02Bq／ni  

（0．5pCi／ポ）の増加であったが、1989年10月の平均値は、0．99Bq／d  

（26．9pCi／rrS）と、前年より0．07Bq／ni（1．9pCi／d）の著しい増加が観  

測された。札幌における値は他の4地点に比べると高い。表1に観  

測結果をまとめた。  

3．結 語   

大気中の‖K r濃度は増加の一途をたどり、この増加が地球の生  

態系にどのような影響を与えるかば、まだ良くわかっていない。今  

後とも、原子力政策の重要な柱として、世界でも数少ない貴重なデ  

ータであるから、引き続き研究を行っていく必要がある。  

表1日本の地表大気中のKr－85濃度  榊・l  
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（15）筑波におけるプルトニウムの降下豊について  

気象研究所  
広瀬勝己、杉村行勇  
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（16）宮城県における移動観測車を用いた環境放射線の調査  

宮城県原チカセ ンター  

佐藤健一、石川陽一、加賀谷秀樹、村上 弘  

菊地秀夫●、佐藤侶俊一、 中村栄一  

Ⅰ 緒  言   

宮城県原子力センターでは、19 81年以来、東北馬力女川原子  

力発電所周辺における環境放射線（能）の調査、監視等をおこなっ  

てきた。その一環と して、バックグラウンド レベルを把握するため  

に空問ガンマ線線量率の県内分布調禿を持った結果、空間ガンマ線  

線量率に与える安国と しては、地質及び地形が考えられた。そこで、  

可搬型G e検出器によ る土用巾放射能測定及び、測塵器械によ る立  

体角の測定をする笥により地域特件の評価を行い、若干の知見が得  

られたので、報告する。  

日脚＝既要  
（1）宮城県における空間ガンマ線繰畳平分和   

国－1は、19 8 4年から4年間にわたる走行サーベイ調査から  

得られた繚貴賓の値を、市町村別（仙台市の合併前の区分）にまと  

めた宮城県内の空間ガンマ線緑吊雫マップである。牡鹿町の4．07  

〃R／hが最大で、名取市の1．70〃R／llが最小であった。全県の  

平均値は2．42／JR／hであった。図－2 に地質図を示した。  

（2）可搬型G e検出器による環境ガンマ線測定   

図－3 は、県内の敷地点において、地上7 0 c mに下向きに設置  

した可搬型G eで1時間測定した環境ガンマ線スペクトルである。  

同時に、検出器付近の上場試料の採取及びD B M線泰平の測定を行  

い、線堕率と地質の関係について調査した。  

（3）空間ガンマ線線屑率に与える地形の影響について   

大地が検出烏詩をおおう度合を、立体角として表わし、これを検出  

器周辺の地形と仮定して、株屋率との関係を調査した。その結果を  

図－4に、測定地点の地質を義一1に示す。  

JII ま とめ  

1．移動税測車を用いた環境放射線（能）の測定によ り、広い範囲  

の地域間で比べた場合にはある程度地質の影響を受けているが、局  

地的にみると強く 地形の影響を受けているこ とがわかった。  

＊＊：現宮城県保健環境センター  ＊：一現宮城県原子力安全対策室   
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2．環境ガンマ線スペクトルの合計数と1）B M線量率とはよい比例  

関係にあった。  

3．可搬型G eのin－SiLllスペクトルと、付近の上場言式料のスペクト  

ルは同様なエネルギー分布を示した。  

4．同じような形成過程と考えられる地質那においては、線量率と  

立体角に有為な相関が認められた（同一4、直線（⊇と（D）。  

図－1 宮城県空間ガ ンマ 線  

線量率 マ ッ プ  

†‡費  工  ネ  ル  キ  ー  

8 Tト2鴨（弘3IkeV），h n卜2＝（鯛3lでV）  
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亡 ∧亡228（恥16．【略8りk．－∨）  

lll卜2】」（l】203leV）．EK一珊（t相打8kV）  

h F】い2】d（17f，】5keV）  

開－ 3  環境ガ ンマ線  

ス ペクト ル測定結果  
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同一2  宮城県地質図  

表－1測定地点における表層地質  

代  し  世  層   忙状  地口嶋サ  記号  新世代  ホ4紀  完粁世  沖川平Iト 声‖束凡析物   Jtさ、抄、花  穐Il鞠  ○  中生代  白象托  刑斯             u人老m（安山苦打帆l     P  ◇   二’ユラ岨  it中  小用托岩既■   八竜  Kl  ∇     lIこのi  ▲     ′ ・ 一 一   砂岩、買善、八さ琶  Mk  △     れl考砂岩良岩霞層   杵号．耳管  トl  ▲    中瑚  月の  ∴   ・ 二  Ii告  Sm  ▼   三爪に  中期  伊里  筍  只岩  Ish  ■     風塵層   抄吉、穴岩  Fk  ニ   
水平沌‖二の1川巧（ステラソアン）  

㊥；○相川物 ●1sl－＆雄梢物 ◇l）■Jsh［1fごk  
⑤：▲Kl  

図－4 水平面上の立体角と  

株屋牽の関係   
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（17）福島県における空間線量率と土壌の放射能調査  

福島県原子力センター  

仲井康通、三瓶良和  

酒井広行、伊藤 紫  

1．緒言   

昭和60年から62年にかけて県内全域において、サーベイメータによ  

る空間線量率の測定と、その地点における土壌の採取、核種分析を行い、  

放射性物質の平面的な分布状態を把握するための調査を行ってきた。l）   

今回は、その核種分析結果をもとに、地上1mにおける核種からの線量  

率寄与をJAERトM84982｝及びHASL－25針＝の換算係数を用いて計算し、サーベ  

イメータの測定結果との比較を行った。  

2．調査の概要  

（1）試料採取と測定方法   

県内を10kmメッシュに分画し、そのうち135地点において調査を行  

った。   

空間線量串の測定は、科学技術庁放射能調査実施要領に基づき、1”¢  

×1”NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（Aloka TCS－121）を使用し  

て測定した。   

土壌の採取は、ステンレス襲円筒型採土類（深さ5cm）を用いて、十字  

形に30cm間隋で5点採取した。   

風乾細土800g程度を測定容器に詰め、G e半導体検出装置で核種分析  

を行った。  

（2）測定結果   

全地点の空間線量率及び核種濃度の測定結果は以下のとおりである。   

天然放射性核種はほぼ同様の分布形態を示し、地質によく合致した結果  

が得られ、花崗岩が分布する阿武隈山地、飯豊山地、帝釈山脈で高い憶を  

示している。  

平均値  

空間線量率  6．4  

核種濃度 214Bl  O．40  

28◎Tl  O．70  

」8K  12．1  

137c s  O．79  

最小値  最大値 （単位）  

4．1   17．3 （〝R／h）   

ND  l．60（pCi／g）   

ND  2．86（／l）  

2．6 2  30．8 （ 〝）   

ND  5．71（ 〝）   

つぎに土壌採取地点での核種濃度からJAERト打とHASL258の2方法により  

空間線．真率への換算を行った。その換算係数を次に示す。  
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換算係数：（〝R／h）／（pCi／g）  

U系列  T h系列  48K   

JAERトM  l．574  2．3615  0．1786   

1一人SL258  1．82  2．82  0．179  

換算は、U系列は2t4Biを、T h系列は288Tlをもとにして求め、さ  

らに実測値との比叡のため宇宙線からの寄与分として3．2J‘R／hを換算値  

に加えている。また、137c sについては、空間線量申への寄与が非常に低  

く、13Tc＄濃度の大噸な変化があってもその地域の空間線量率はほとんど  

変わらないと考えられるため、今回の計算では除外した。   

核種濃度にそれぞれの係数をかけて、核種からの線量率の寄与を求める  

と以下のとおりである。（）内は換算値全体に対する割合（ポ）である。  
単位：〝R／h  

U系列  

JAERトM 平均値 0．57（7．6）  

最小値  

最大値 2．52（14．8）  

llASL258 平均値 0．66（8．3）  

最J＼価  

T h系列  ＝K  

1．6 2（21．4）  

6．75（40．0）  

1．9 3（24．3）  

2．17（28．7）  

0．4 7（12．8）  

4．51（26．5）  

2．17（27．2）  

0．4 7（12．8）  

4．51（24．1）   最大値 2．92（15．8） 8．07（43．2）  

これをみると、換算係数の大きいT h系列と土壌中の濃度が高い＝Kが、  

線量率に大きく寄与しており、U系列からの寄与は少ないといえる。   

今回測定した全地点について、天然核種の空間線量率への寄与割合は約  

13～83％の範囲であった。宇宙線からの寄与がほぼ一建であることを  

考えると、その場の垂間線真率の高低は、土壌中の天然核種濃度、しいて  

は地質に大きく影響されることを義付けている。  

図－1、2は、空間線量率の実測値と換算値との関係を示したものであ  

る。実測偶と両者の間には、次式に示すとおり一次の良い相関が得られた。   

JAERトM 換算値 ＝1．047 × 実測値 ＋ 0．805 （R＝0．803）   

11ASL258 換算値 ＝1．181 × 実測値 ＋ 0．478 （R＝0．804）  

llASL258方式においては換算係数の遠いから㌃係数で0．1高くなってい  

るが、いずれの方法においても、実測値に比べ換算憎が1．1～1．5〝R／  

h程度高くなっており、同様の傾向を示している。  

3．楷絹   

サーベイメータによる空間線量率と、その場から採取し測定した土壌の  

核種濃度から線量率を計算により求め、その比叡を行った。その結果、両  

者は良い相関を示し、数値的にも近いものであった。土壌からの線真率の  
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寄与としては、T h系列と川Kが多く、U系列は少なかったが、それぞれ  

その場の地質の影響を強く受けており、このことは空間線量率の測定結果  

にも認められた。   

また、核種濃度から線量率を求めるにあたって、JAERトM6498とHASL258  

の2方法を用いたが、それぞれ実測値に比べ1．1及び1．5JIR／h高い傾が  

得られた。  
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1）昭和62年度福島県内自然放射能実態調査報告書（1988）  

2）阪井英次、寺田博海、片桐政樹；可搬型Ge（Li）検出器を用いた環境ガ   

ンマ線のin－Situ測定（1976）  

3）H・LtBeckら；In situ Ge（Li）and NaI（Tl）γ－ray SPeCtrOmetOry（1972）  

，Health and Safety Laboratory  
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（18）新潟県6こおもナ■るl至垂上手旨棲植物の放身寸個藍 レーへくル  

マツ葉及びヨモギ中の＝†c5，，Osr＋  

新顔県衛生公書研究所  

諏訪虎雄、安達 憲、斎藤真一、米田和広、田逢廣和  

1 緒 言   

植物中の放射能は大気中から降下するものと土壌中のもの両方の影響を受けるが、両者の寄与を分  

離して評価できれば、指標としての利用価値がさらに高くなる。そのためには、どちらか一方との関  

係を定量的に税明できればよい。手近の人工放射性抜穂の降下壬は、■86年のソ連原発事故の影響も  

急激に減少し事故以前と同程度に下がっている。そして、今後さらに減少するものと考えられる。大  

気中から降下する放射能か充分少なければ、掩物中の放射能は土壌由来のものだけと考えられる。し  

たがって、土壌と植物の関係を検劇する方が有利である。今回はこの前一段階として、県内の植物中の  

放射能を珊重し、土壌由来の放射能レベルや採取地点間のバラツキを把捜し、土壌と橿物の相関関係  

を検肘した。  

2 調査研究の職芋  

（1） 方 法   

マツ薫は’88年9月16日～10月11日に海岸部の12地点からタロマツの一年葉及び二年葉を採取した．  

また、同時に土壌を0～5（Ⅶ，5～25ql，25～50c血の3層に分けて採取した．ヨモギは’89年9月12日～10  

月5日に内陸部も含めた16地点から採取した．植物拭料の採取壬はいすれも2kg程度であり、水洗せず  

に450℃で摘時間灰化した後、r練スペクトル、▼Osr、Ca及びSrを測定した．  

（2） 網査結果   

ア  マツ葉及びヨモギ申のl＝c5，…sr濃度とバラツキ   

測定値の範囲，平均値等を表－1に示した。l＝cs濃度は低く、18q／kg生を超えたのはヨモギ2拭料  

だけであった。137c5濃度を平均値で比較するとヨモギ＞一年葉＞二年葉の囁であった。131c5の変動  

係数は、価体間のバラツキを表すと考えられるKのそれより大きかった．   

，Osrはすペての拭料で＝7c5より高く、最萬値は218q／kg生であった。＝sr■度を平均値で比較する  

と二年薫＞一年葉≒ヨモギの頓であった。90srの変動係数は、個体間の／ヾラッキを表すと考えられる  

Caのそれより大きかった。   

イ 県内各地のマツ棄及びヨモギ中のt31c5，90sr濃度   

マツ葉は一年葉も二年葉も同じ傾向だった。二年薫で混明すると、13Tc5は新潟南浜以北で高く、  

中央部の巻，寺泊で低い傾向にあった。＝srは山北が218q／kg生で非常に高かったが、全体的な傾向  

は＝7c5と類似していた（図－1，a，b）。   

ヨモギ中のlコ7c5は揚沢，中条が18q／kg生を超えており、この周辺に濃度の高い地点が多かった。  

また、中央平野部及び南部満岸地方に低い地点が多かった。，Osrは朝日が208q／kg生で非常に高く、  

北部に濃まの高い地点が多く、中央平野部及び南部海岸虻方に低い地点が多かった。（図－1，C，d）。   

ウ マツ薫と土壌中の13Tcs．＝srの関係   

■＝csの場合、二年葉は採取地点間の濃度差が小さいため有為な相関が認められなかった。一年葉  

は5～25qn肩との間に有為な相関が組められた（国一2）。採取地の土壌は抄質なので保水性が悪くマ  

ツが水分や養分を吸収する層は5c■より疎いと思われる。また、5～25ql膚と25～50c力府中のl＝c5濃  

まを比較すると、前者は3．0～34Bq／kg乾、後者はLTD～7．1Bq／kg乾であり前者の方が高かった。した  

がって、3層のうち1＝csの経根吸収に最も影響するのは5 ～25cn層であると考えられた。   

土壌中の＝sr濃度はマツ葉と異なり北部が低かった．また、土壌中のCaやSr濃度は北部が低く南部  

が高い傾向にあり、その比は長大10倍以上であった。植物が栄養素として必要なのはCaであり、同族  

元素のSrもこれと一緒に吸収されると考えられる。そのため、マツ葉と土壌との間では、＝sr濃度で   

はなく10sr／Ca や▼Osr／Srで良い相関が組められた（図－3）．  
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3 結 語   

＝7cs，，8srの降下宝が少ない’88年，’89年に県内各地の指標種物の－＝c5，，Osr濃度を鋼査した．そ  

の結果、＝－cs濃度は低く1Bq／kg生以下の地点が多かった。，Osr濃度はこれより高く20Bq／kg生に達す  

る地点もあった。Ⅰ＝cs．＝sr濃度が高い地点は北部に多く、低い地点は中央部に多かった．また、マ  

ツ藁だけではあるが、137c5，＝sr濃度の地点差を土壌中の放射能との関係て捉えることができた。  
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表一1 マツ葉及びヨモギの－＝cs．，Osr，＝K及びCa濃度  

131cs（8q／kg生）  ，Osr（8q／kg生）  

範 囲  平均  壊準備羞 変動係数  範 囲  平均 増準備羞 変動係数  

一年葉  0．032～0．73 0．34   0．23  

二年葉  0．066～0．30 0．18   0．0了7  

ヨモギ  0．14 ～1．8  0，54   0．43  

69  0．26 ～ 8．4 3．2  2．0  63  

42  1．6 ～21  T．8  4．7  60  

80  0．64 ～20  3．6  4．4  120  

＝王く（8q／kg生）  Ca（g／kg生）  

拭 料  範 囲  平均  捜準偏差 変動係数  範 囲  平均 標準偽善 変動係数  

一年葉   84 ～110  94  9．4  

二年葉   56 ～ 88  67  8．2  

ヨモギ  260 ～380 320  32  

10  0．53 ～1．1 0．74   0．16  

12  1．1 ～2．6 1．9  0．35  

10  3．1 ～5．9  3．9  0．66  
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＊＊ ：Pく0．01   

－40－  



（19）可搬型スペクトロメータを中心とした空間放射線等の測定  

福井県衛生研究所 吉岡満夫 五十嵐修一 高山裕美  

徳山秀樹 菖］」猛  

1．緒 言   

核実験等の外因による広域汚染や原子力施設に起因する放射線影響の確認のため、TLD  

やモニタリングポスト等による空間線量の測定が各地で実施され、また地表面に沈着した  

放射性核種からの空間線量への寄与および植物への移行の基礎データを得るため、土壌の  

放射能測定が行われている。福井県でも、昭和32年以降放射能7k準調査を、また昭和44年  

度以降原子力施設周辺の調査を実施してきており、数多くのデータが蓄積している。   

しかし、空間線量測定では地質等による地点差の検証や周辺状況等の変化の直後の評価  

が困難という問題があり、土壌の調査では試料代表性等に問題点が多い。このため、   

①空間線量の地域差・地点差に対し、自然：人工の寄与を成分別割合で示して、施設  

寄与の有無を検証すること、   

②TLD等の設置状況の変化の直後など、データの蓄積がない場合に、成分別測定に  

基づき空間放射線の測定結果の評価を行うこと、   

③土壌の調査は採取面積が小さく、環境条件や地質に基づく試料代表性の問題で変動  

が大きいため、数百m2程度の広い範囲を代表する方法を実用化すること、  

を目的に、可搬型スペクトロメータによる空間放射線の測定を行い、各種測定結果と比較  

し、併せて有用性の検討を行った。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所、設備、試料、方法   

TLDによる測定は県内49地点で、モニタリングステーションにおける空間線量の測定  

は原子力施設のある若狭湾地域の11地点で行っている。これらすべての地点で可搬型スペ  

クトロメータによる5分間の測定を平行実施し、測定結果の解析はピーリングオフおよび  

レスポンス行列法によった。   

土壌の調査は、5地点でそれぞれ400～600cm2の面積で定期的に採取し、乾燥後、2mm  

以下の約300～500gの試料を、高純度ゲルマニウム半導体検出器（効率約30％、分解能約  

2keV）で80，000秒測定した。  

（2）調査結果   

調査結果の一部として、可搬型スペクトロメータによる調査結果を図1に、土壌の測定  

結果を蓑1に示す。ガンマ線線鼻だけに着目すれば、福井県内・では0．018～0．14IIGy／Ilの  

範囲にあり、線量差は約8倍にも達しているが、いずれの地点でも大部分天然放射性核種  

からの放射線で構成されている。…K，U系列，Tll系列の比はおよそ40：20：40である。土壌  

については、各地点の】87csの変動係数は21～98％で、地点間の差はかなり大きい。  

3．結 語   

TLD等の空間線量の測定結果に見られる地域差・地点差については、原子力施設起因  

で生じていると誤解されることがあるが、可搬型スペクトロメータによる測定結果はほと  

んどが自然起因であることを示している。高い線量の地域（敦賀半島先端部）はいずれも  

花崗岩地帯であり、地域差は地質に、地点差は起伏等の周辺状況に基づくものである。従  

って、地質等により線量差が大きい地域では、空間線量の測定には周辺状況変化の把握が  

最も重要と言うことができる。なお、一部の地点に検出されている＝Tcsからの放射線は  

、長期間にわたる推移等から核実験寄与によるものとみなすことができる。  
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図1  可   

次に、目的（診に述べた点に  

ついては、TLDの場合、地  

点移動や地盛り・土木工事・  

隣接する建築物等の周辺状況  

の変化、あるいは設置箱や素  

子の更新などの測定条件の変  

更等が頻発し、約20年間の間  

に1ケ所当たり平均0．9回に  

達しており、 線量の増減は  

搬 型 ス ぺク ト 田 メ ー タ 測 定 結 果   

表1土壌の測定結果（1980－1989）   単位：Bq／kg艦上  

放 射 性 接 種 濃 度（（）内 は 変 動 係 数）  
綱卜査  

川K  ウラ ン系列    トリウム系列    lいCs  
地点  
最  
高   高   高   高   

靖 底  14鋤  740  m（2鴫）  48  訂  訂（1潔）  100  蔚  瑠（1硝）    5  B（4粥）   

丹生  17∝）  1α和  1怒）く1哨）  訂    伯（11沿  1刀  亀  100（1㈲    5  且3（21船   

日角浜    2即  310（11船  刃  16  a（1モ抑      か（17％）  別0  訂  134（識）   

小康飯  7t刀  310  ≡桜）（E輸  訂    2（1郵）  労  賀  朝（お％）  240    防（7跳）   

桔柿市  既）  440  ≡蔦）（11％）  ZZ    18（11郭  芯  凱  認（1哨）  尉    16（9既）   

TLDの平均的な平常値の範囲の12％を大きく上回る±25％程度になる場合がある。この  

ような変化の直後など、データの蓄積がなく評価基準（平常値の範開等）が未定の場合に  

は本法による構成成分別割合がTLD等の測定結果の評価に活用し得る。   

土壌の測定結果については、人的な要因も含めて各地点の137csの変動係数は21～98％  

（平均57％）となっているが、不均質な人工環境（地盛り）＞＝不均質自然環境（斜面）  

＞均質平坦な自然環境＞均質な人工環境（区画管理）の順で変動が大きい。搬入土壌の起  

源や植生、腐食質含有量、表流水等の偏りなどで変動が左右されると考えられる。本法に  

よるt3Tcsからの放射線の測定結果では、検出限界が悪く一部の地点でしか検出されてい  

ないが、不均質な自然環境でも甜ク左程度の変動係数であり、基本的には、今後の地点固定  

の工夫等により更に変動を小さくできる可能性がある。   

可搬型スペクトロメータ、in situ ゲルマニウム検出器、その他の空間線量測定器、土  

壌測定については、簡便性、手数、不確実さ、感度または検出限界、精度および再現性な  

どの点で、それぞれ得失がある。従って、目的・それぞれの用途に応じ各手法に役割を持  

たせ、使い分けることが必要となろう。   

現在、これらの結果を用い集団線量当量の推定作業を別途進めている。  

（文献）1）福井県環境放射能測定技術会講，22，No．6，88－91，1990  

2）Tokuyama，H．：福井県衛生研究所調査研究報告，20，31－46，1983  
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（20）福井県における環境中のトリチウム濃度調査（1989年度）  
福井県衛生研究所   徳山秀樹   富山猛  

l．はじめに  
1白細年4月から1990年3月に、福井県内で行なった環境におけるト  
リチウム洩度の調査結果について報告する。本調査は、福井県内の  
原子力発電所から放出きれているトリチウムの環境への影響を把握  

するために、1975年から行なっているものである。  
革・調査方法  
（1）試料、調査地点：海洋関係では、表層海水（14点、年2回）、陸上  
関係では、水道水（5点、年4回）、大気中水分（4点、毎月）、雨水（5  
点、毎月）、河川水（5点、年3回）、湖水（1点、年3回）ならびに松葉  
組織自由水（2点、毎月）を調査した。  
（2）測定：試料水を蒸留精製した後、40mlをテフ…l“イアルに移し、液体シ  
ンルータ（インスタケ“ル）60mlと混合した。これを安定化した後、500分計測  
した。測定器はAtoka製LSC－LBlである。  
3．結果  

（l）海水・水道水：今年度は、平均すると両者ともl．58q／tの漉度が姐  
測きれ、発電所影響は組められなかった。  
（2）大気中水分・雨水：調査を始めた1970年代には、3～58q／lの濃度  
であったが、最近ではl．5～2．OBq／tまでに低下してきている。今年  
度も両者ともこの程度のレベルが検出された。雨水では、かって春  
頃に高いという季節変動が認められたが、年々その変動が乏しくな  
り、最近ではほとんど観測されない。高浜地区小黒嫉の後半期の雨  
水には、発電所からの影響が含まれている可能性がある。  
（3）松葉組織自由水：環境におけるトリチウムの動態を把握するため  
に、数年前から調査している項目で、大気中へのトリチウム放出量  
が比較的多いふげん発電所周辺（明神崎）で松葉を採取した。B．G・と  
しての福井地区よりも高い測度は施設寄与分と考えられる。  
（4）河川水・湖水：河川水は今年度15試料採取したが、5試料から検出  
されたのみで、その平均値は1．2Bq／は、他の陸上環境水トリチウ  
ム沸度とほぼ同程度であった。湖水は、敦賀市持ケ弛で年3回調査  
したが、いづれの試料からもトリチウムほ検出きれなかった。  
第1表 松葉組織自由水のトリチウム濃度  単位：Bq／1  
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第2表 梅水中のトリチウム漉度  単位：Bq／t  

採取地点   4月   10月   採取地点   4月   10月   

原電放水口   0．9   1．3  美浜3放水口沖  
浦底湾口  大飯放水口  
動燃放水口  〝 沖  

立石岬   1．1  高浜l、2放水口   2．5  
美浜1、2放水口   1．3  高浜3、4放水口  
〝 沖   1．5  高浜発電所沖   1．7  
美浜3放水口  小丹生  

第3表 水道水中のトリチウム漉度  単位：Bq／l  

地区  採取地点   6月   9月   12月   3月   

敦賀  輔底   2．0  l．4  
美浜  丹生   ■1．6  1．3  
大飯  宮留   1．4  
高浜  青梅  
福井  衛研   1．3  

第4表 大気中水分、雨水中のトリチウム濃度  単位：8qハ  

地区  地点  4  5  6  7  8  9  10  皿  12  口  2  3   

敦賀  淵底  3．4  2．6  2．1  2．0  1．3    2．2  1．3  1．6  3．1   

美浜  什披  2．4  3．6  3．4  1．1  1．5  1．3  1．4  1．3    1．2   

大飯  宮留  1．1  1．5  1．1  2．4  1．5  1．6  1．6  4．3  3．1   
高浜  青梅  1．l  1．1  1．2  0．9  1．5  0．9  1．6   

敦賀  浦底  2．4  2．8  2．8    1．2  2．0  l．0  1．7  1．6  

美浜  竹波  4．0  2．3  1．1  1．7  1．6    1．0   2．9   
大飯  宮留  1．3  1．6  0．9  1．0     1．8                                       2．6  2．4  1．8     2．7   

高浜  オク‾ル  1．4  2．1  2．1   1．7  4．0  5．2  4．2  2．8  3．0  2．3  3．4   
福井  衛研  1．1    1．4  

注）第4表では、上段が大気中水分、下段が雨水中のトリチウム測度  
を示す。表中 「－」は検出限界以下、空白は測定しなかったこと  
を示す。  
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（21）原子力発電所周辺における松葉中のトリチウム濃度  

徳山 秀樹   五十嵐 修一  
富山 猛  

福井県衛生研究所  

と
し
チ
料
植
由
 
 

環
と
り
試
標
目
 
 

一
象
卜
物
指
織
 
 

の
対
た
生
る
姐
 
 

グ
、
れ
、
け
る
 
 

ン
が
き
く
お
れ
 
 

り
る
出
な
に
ま
 
 

タ
い
放
で
上
含
 
 

こ
て
り
り
陸
て
 
 

モ
つ
よ
か
、
し
 
 

墳
な
投
ば
回
と
 
 

環
行
施
料
今
水
 
 

発
 

軋
h
 
 

t
 

る
を
、
溜
電
場
服
瀾
Ⅶ
J
チ
 

閻
”
冊
錮
…
錆
錮
㈹
摘
旧
桝
銅
鉱
掴
鍼
錮
鮎
 
 

斬
削
脚
㈲
車
い
嗣
輌
 

子
け
水
け
す
わ
査
査
ム
、
の
定
時
察
 
 

原
お
に
お
査
使
調
調
り
）
ら
測
測
考
 
 

‥
に
主
に
調
く
、
‥
チ
崎
か
の
計
び
 
 
 

卜
科
挙
こ
て
た
点
出
ら
織
A
は
表
の
憤
っ
密
牒
闇
≠
牒
誹
誹
仲
が
 
 
 

はじめに  
して、環克  
ているのは  
ウムの環境  

も
広
し
法
 
 

て
て
出
方
 
 

い
し
抽
査
 
 

つ
と
を
調
 
 

に
物
水
 
中
周
あ
ト
使
 
 

平
l
脚
腑
悪
霊
裾
酢
臥
 
l
卵
 

9
8
ト
 

」
 
 
 
 
 
○
 
 
気
所
で
〓
 
 
 

大
電
）
た
 
 
 

M
 

、
苑
k
し
 
 
 

も
ん
5
0
出
 
 
 

で
げ
り
抽
 
 
 

中
ふ
よ
で
 
 
 

の
「
投
留
 
 
 

所
燃
施
蒸
 
 
 

電
動
（
彿
 
 

．
先
の
市
共
 
 

る
力
市
井
の
 
 

リ
押
葉
ム
 
○
よ
 
 

ト
明
松
り
た
お
 
 

の
く
．
チ
し
果
 
 

へ
辺
る
り
用
結
 
 

紺
㌫
 
 

を
 
 

l
 
 

D
D
 
 

L
 
 
 

C
 
 

S
 
 

L
 
 

器
 
 

○  

麦
ナ
 
 
ー
r
－
 
 

て
の
あ
と
や
問
げ
体
度
ム
 
 

臥
れ
同
り
気
ん
つ
り
よ
ト
す
約
な
こ
て
な
と
デ
 
 

す
得
ほ
り
は
ふ
で
り
井
気
を
る
長
上
と
と
る
し
 
 

．
ら
ば
チ
大
げ
あ
チ
市
状
示
と
く
の
し
し
こ
た
 
 
 

示
が
と
ト
度
、
倍
卜
福
蒸
果
す
は
以
料
要
べ
連
 
 

を
値
ル
の
沸
方
2
の
て
水
結
算
問
 
試
必
通
関
 
 

有
朋
臓
椚
配
桐
油
 
 

る
を
が
に
 
 
 

す
筐
点
価
 
 
 

映
装
地
坪
 
 
 

反
な
取
立
 
 
 

く
別
採
線
 
 
 

よ
特
に
喋
 
 
 

を
に
意
被
 
 
 

度
め
任
の
 
 
 

満
た
り
へ
 
 

．
ム
の
お
閉
 
 

る
り
取
て
人
 
 

す
チ
探
し
の
 
 

裳
り
、
布
て
 
○
 
 

減
ト
は
分
し
る
 
 

で
の
葉
に
と
あ
 
 

期
中
松
商
用
が
 
 

減
気
 
○
範
代
所
 
 

半
大
る
広
の
長
 
 

の
は
あ
に
物
る
 
 

1）五十嵐修一：福井衛研調査研究報告、23、58－61（1985）  
2）高島良正他：第29回放射化学肘給金予稿集（1985）、P・76  

－45－   



表1   松葉の組織自由水トリチウム   単位：Bq／l  

福井市（B．G．）   敦賀市   

1984 12 l．7   1986 11 2．8   
85   1 1．9   87   1  2．6   

5  1．8   2  6．l   
6  1．9   10  4．2   
8  1．2   11 4．4   
11 1．4   12  3．5   

86 11 1．0   88   1 3．l   
87 12 1．3   2  3．8   

平均   1．5±0．3   平均  3．8±1．1   
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図1 ふげん発電所からのトリチウム放出塵と  
明神崎松葉中のトリチウム測度  
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（22）居住環境におけるγ線線量率分布の調査研究  
Ⅲ．TLDを用いた積雪による環境放射線場の変動調査  

日木原子力研究所  

坂本隆一、長岡 鋭、斎藤公明、堤 正博、森内 茂   

1．緒言   

自然放射線による国民線量評価を行なうため、原研ではいろいろ  

の居住環境下での自然放射線測定を行ない、その特性の解明、線量  

率データの蓄積を行なっている。この研究の一環として、根雪が自  

然放射線に与える影響を調査してきたが、本報告は．昭和63年度に行  
なった調査の結果をまとめたものである。   

環境放射線場は地殻ガンマ線、宇宙線、空気中ラドン娘核種等か  

らの放射線、人工構造物からの放射線等から構成きれる。これらを  

変動させる要因はいくつか考えられるが、その重要なものの一つと  

して根雪がある。積雪ほ、地殻ガンマ線を遮蔽するが、広い根雪地  

帯をもつ日本では、これが地殻からのガンマ線に大きな影響を与え  

ることが予想きれる。   

これまで、年間線量におよばす積雪の効果についてはあまり検討  

されていない。本調査ではT L Dを用い、実環境での無雪時・積雪  
時期間中の平均線真率を求め、積雪による地殻ガンマ線の減衰の程  

度について検討した。また、調査地域の公表積雪データを用い、調  

査期間中（62／12／9～63／3／14）の根雪による地殻ガンマ線の減衰の程  
度について検討を行なった。これらの検討結果をもとに、新潟県全  

域について、公表積雪データから地殻ガンマ線の減衰の推定を試み  

た。これらについて報告を行なう。  

2．調査研究の概要   

昭和63年度に新潟県長岡市で野外及び屋内に無雪時、積雪時にそ  
れぞれ3カ月設置し、積算線量を測定し、積算綾里の減衰率（積雪時  
／無雪時の線量比で、以下これを線量減衰率という）を調査した。調  
査は4地点の屋内、屋外でMg2SiO。（Tb）素子を用いて行なった。   
T L Dによる測定を行なうためには、アニーリングを行なったの  
ち、フェーディング調査用のT L Dの準備、及び輸送・保管中の線  

重評価のためのコントロールT L Dの準備を必要とする。T L D調  
査は、事前処理としてアニーリングを行ない、この後、郵送により  

長岡市の現地に送り、予め決めた場所に配置した。配置設定時閉経  

過後、郵送により返却きれたT L D素子の読取りを行なった。この  
時、コントロール用T L D及びフェーディング用T L Dも同時に郵  
送した。   

測定結果からT L Dの自己照射寄与、宇宙線寄与を除き、評価を  
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行なった。長岡市街の4地点から得られた線量減衰率は、野外で0．5  
4～0．67、屋内で0．73～0．95であった。このうち一般民家屋内での  
値は0．90～0．95であり、野外に比べ減衰が少ないことを示した。   

また、長岡市と新潟県における公表積雪データと長岡市における  

根雪全層平均密度を用い、T L D配置期間中の線量減衰率の算出を  
行なった。すなわち、これらのデータから積雪探を積雪水量に換算  

した量を求め、さらに地殻ガンマ線の積雪水量による線量率の減衰  

の計算結果（モンテカルロ計算によるシミュレーション結果に基づ  

いて得た領雪水量と地殻ガンマ線の減衰の関係）を用いて、毎日の  

線量減衰率を求める。これをT L D配置期間中について行ない、  次
を
 
 
 

式による比 Rく根雪による冬期間の地殻ガンマ線の線量減衰率  

求め、T L D調査結果と比較するデータとした。  
R ＝ ∑Fl／ n   

ここに、Flは積雪時のi日における線量減衰率  

n は配置期間日数  

TLD配置期間中の根雪深から計算によって得た［積雪］／［無雪］の野  

外での線量減衰率は0．54となった。T L D配置場所は家屋からあま  
り離れていないため、これらの影響を若干受けるのに対し、根雪デ  

ータは理想的な場所での値である。このため、計算結果が実測値に  

比べ大きくなるが、野外における線量減衰率の最小値と積雪観測デ  

ータから得られた計算結果の比較では、良く一致する結果となった。  

3．結語   

上に述べた方法による長岡市での昭和53年度～昭和62年度の11月  
←4月間の野外での線量減衰率の値が0．4～0．9と推定され、最小で0．  

4程度である。屋内における測定値yに寄与する成分を野外起因成分  
aと屋内起因成分bの二つに分けると無雪時屋内線量率y，はy－＝a＋bと  
なる。積雪時には屋外からの地殻γ綻ば根雪を斜に透過し、この効  

果による減衰がモンテカルロ計算による検討の結果0．7となるため、  

無雪時の野外起因成分に緑塵減衰率xと0．7を乗じた寄与となり、屋  
内線量率y2はy2＝0．7ax＋bとなる。各測定場所のy－、y2およぴxを代  
人して得られるa、bの値および上述の最も根雪の多い年度の線量減  
衰率0．4を用いて根雪時屋内での線塁減衰率について検討した。一  
般民家では全線量率に占める屋外起因成分は10Ⅹ～20Ⅹであった。そ  
の結果、積雪時屋内での線量減衰率は0．87～0．94になり、屋内では  
若干減衰率が低くなる程度であり、屋内においては積雪量の大小が  

屋内積算線量の減衰に及ばす影響は小さいと思われる。   

また、昭和60年度の新潟県内での碩雪による野外での地殻γ繰の  
線量減衰率分布を検討した。その結果、年間を通じての線量減衰率  

は上・中越の山間那等では0．6～0．7、佐渡・新潟市では0．9～1．0と  
なることがわかった。  
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（23）居住環境における？緑組員平分布の調禿研究  

Ⅳ上空からみた椚雪によるγ線練炭率変動  

日本原子力研究所  

堤 正博，長岡 鋭，坂本隆一，斎藤公明，森内 茂  

1．緒言   

自然放射線による国民線量評価を行うため、原研ではいろいろの居住環境下  

での自然放射線測定を行い、その特性の解明、線員率データの蓄積を行ってい  

る。この研究の一環として、椚雪が自然放射線に与える影響を調査した。冬季  

に、積雪地域の住民が戸外で受ける自然放射線による線員は、地殻からのγ線  

が柄雪により遮蔽されるためにかなり小さいものとなる。地上サーベイだけか  

ら、広域にわたる積雪の影響の調査をおこなうには、①人工融雪された道路等  

の簡所からの寄与、②積雪周内での雪の密度の不均一、③土壌含水昆の不均一  

分布等の影響があるために、大変困難な作業となる。今回は、原研が開発した  

航空機サーベイシステム（ARS＾S；ÅerialRadiologicalSurYey and Åssess－  

ment System）を用いて、広域に於ける新雪の平均的な影響（水換界塁、緑塁  

率の減弱比を指標とする）の調査を豪雪地で知られる新潟県長岡市で行った。  

一般に裸地における椚雪値は気象台等により公表されているが、居住環境内で  

は、そのままこれを適用し積雪地における線昂評価に結び付けることはできな  

い。このため、実際の上空の測定値をもとに、公表された値からのずれを飛行  

下の土地利用と併せて検討を行った。  

2．調査研究の概要   

ARSASには、DEl㌧1024（4”x16”x4”x4木）、5”¢x4”、DET－21（3”¢x3”）の3系統  

のM8Ⅰ（Tl）シンチレーシぎン検出器を使用した。木システムでほ、40keV以上の  

線毘率、256ch．の政商スペクトルを1秒毎に位置情報と共に磁気テープに記録  

したが、後の二つの検出器は債雪時の測定には感度が低いため、ここではDEl㌧  

1024検出器による測定値を用い、繰畏率の群山は全吸収エネルギーから行った。   

ヘリコブタに川SASを搭載し、昭和62印度の無雪時の10月と柄雪時の2月の2  

回に分けて、飛行高度150¶で、同一コース上を地殻γ媒について測定した。主  

なコースは、長岡市一新潟市聞の国道8習練に沿ったコース上、および長岡巾  

摘とその周辺域に設定した合計8本の東西平行ライン上、理想的な平坦地に設  

けたキャリプレーシぎンラインである。図1に、無零時と横雪時における長岡  

市一新潟ボ聞の緑鼻率の変化、および積雪時／無雪時の比をヒストグラムで示し  

た。無雪時にほ、川の影轡がある部分を除くと、場所による変動ほほとんどみ  

られないが、一刀積雪時においては、長岡市から三条市に北上するにつれて、  

柄雪塁の減少に伴った線量率の増加がみられる。線量率のおおまかな上昇の途  

上にみられるピークは集落からの影野によるものである。また、三条巾以北で  

ほ、雪がうっすらと部分的に残っている状況であったが、それでも20－30％の減  

少があるのほ、季節による土巾水分の追いによるものである。一般に、土中水  

分が増えると土の密度が小さくなるため、10％の土巾水分の増加は、約10％の線  

昆の減少をもたらす。  
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図1無雪及び積雪時における繰具申分布（長岡一新潟市悶）   

柄雪の程度を表す水換算量を求める指標として、40keV－3MeV線量率と，2Q8Tl  

（2．62HeV）ピーク計数率の2つに着目した。2椚Tlのウィンドウを用いる利点は、  

宇宙線の据がかかるだけで、ラドンの変動の影響寄与がないことである。しか  

し、得られる計数が少ないため、統計変動が大きくなる欠点がある。均一な柄  

雪が期待できるキャリプレーシオンライン上で比較した結果、両パラメータで  

も同じ結果が得られることが確認された。   

また、人の生活圏では、建物の影響及び除雪、融雪により地表の出現箇所が  

多くなるため、雪による線量率減衰効果は小さくなることが予想される。この  

効果を確認する意味から、長岡市周辺上空の広域測定の結果から、土地利用毎  

に、無雪時に対する積雪時の線量値の比を求めた。その結果を表1に示す。長  

岡市における積雪公表値、周辺の田悶での柄雪測定値等から得られた椚雪員は、  

約29ch（水換界）であった。  

3．結語   

長岡印周辺において、上空から椚雪の影響の調査を行った。調査時の椚雪昆  

は約29cm（水換算）であり、この積雪昆では、均一に積もった平坦地では無椚雪  

時に比べ、線量が15％程に減少することが理論朴界から予想される。気象庁の公  

表柄雪見は、表1の⑧、⑥に相当  

する場所を代表しており、人口、 
剋  

＝曜雌  
酢紬 0．65  

②商業地に隣接した一般住宅地 0．48  

建物の集巾皮に応じ、予想される  

繰塁減衰の程度は、これよりも小  

さくなる。この調査で、居住環項  

の場所による平均的な積雪の影響  

を明らかにした。  

③郊外の一般住宅地  

⑥工業地  

⑤田  
⑥ゴルフ場  

0．35  

0．50  

0．21  

0．15   
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（24）降下物、陸水、海水、土壌および各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

平野見明、木村敏正、福嶋浩人  

1．緒 言   

科学技術庁委託調査にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試料中の放  

射能調査として、平成元年度に採取された降下物、陸水、海水、土壌および各種食品など  

の環境試料についてgOs rおよぴ‖7csの核種分析を行ったのでその調査結果を報告す   

る。  

2．調査の概要   

平成元年度に44都道府県の各衛生研究所などで採取され送付を受けた各種環境試料に  

ついて、平成元年4月から平成2年9月までに90s rおよび‖7csの核種分析を行った。  

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、  

牛乳、ドライミルク、野菜、茶、海産生物などである。  

試料は44都道府県の各衛生研究所などで採取され、所定の前処理を施された後、  

㈲旧本分析センターに送付されたものである。  

（2）分析方法  

POs r及び137csの分析は「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭和  

58年改訂）および「放射性セシウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に準  

じた方法で行った。  

3．調査結果  

平成元年4月から平成2年3月までに採取された試料の試料別調査結果の概要を述  

べる。  

（1）降 下 物  

各県で毎月採取された試料の放射能を測定した。その平均値および最小、最大値は  

次の通りである。  

90s r o．03（0．00 ～0．30）MBq・km‾2（n＝485）  

‖7cs o．05（0．00 ～0．63）MBq・km‾2（n＝485）  

（2）大気浮遊じん  

27県で四半期毎に採取された試料の放射能を測定した。その平均値および最小、  

最大値は次の通りである。  

gOs r o．001（0．000～0．003）mBq・m‾き  （n＝101）  

t37cs o．001（0．000～0．005）mBq・m‾〇  （n＝101）  
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（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）については各県で年1～4回、淡7kについては9県で年1回   

採取された試料の放射能を測定した。それらの平均値および最小、最大値は次の通り   

である。  

上 水  …s r  

137c s  

淡 水  90s r  

t87c s  

（4）海水、海底土  

海水、海底土とも1   

の平均値および最小、  

海 水  pOs r  

＝7c s  

海底土  けOs r  

137c s   

2．2（0．2 ～5．3）mBq・ゼ‾1（n＝98）   

0．1（0．0 ～0．5）m8q・ゼ‾1（n＝98）   

3．2（0．03 ～6．9）mBq・ゼ■l（n＝ 9）   

0．8（0．0 ～3．9）mBq・ゼ‾1（n＝ 9）  

1県で年1～2回採取された試料の放射能を測定した。それら  

最大値は次の通りである。   

2．6 （2．2 ～  3．1）mBq・ゼ‾1 （・n＝11）   

3．2 （2．1～  4．0）m日q・ゼー1 （n＝11）   

0．1（0．0 ～ 0．4）8q・kg‾I乾土（n＝12）   

2．1（0．3 ～ 6．6）的・kg‾1乾土（n＝12）  

（5）土  壌  

各県で年1回採取された試料（深さ0～5cm、5～20（：mの2種類を各1試料）の   

放射能を測定した。それらの平均値および最小、最大値は次の通りである。  

0～ 5cm gOs r 180 （8 ～ 550）  
5．2（0．1～ 18）  

137c s 890 （29 ～2900）  

28 （0．4～110）  

5～20cm …s r 450 （17 ～1600）  

3．8（0．1～ 12）  

137c s 1200 （27 ～12000）  

9．8（0．2～110）  

MBq・km‾2（n＝38）  

Bq・kg‾1乾土  

MBq・km‾2（n＝38）  

8q・kg－】乾土  

M8q・km‾2（n＝38）  

8q・kg‾1乾土  

MBq・km‾2（n＝38）  

Bq・kg－t乾土  

（6）日 常 食  

各県で年1～2回採取された試料の放射能を測定した。その平均値および最小、最   

大値は次の通りである。  

…s r o．072（0．018～ 0．16）Bq・人‾】・日‾Ⅰ（n＝82）  

0．14（0．050～ 0．41）Bq・（g・Ca）－1  

187cs o．082（0．023～ 0．31）Bq・人‾1・日‾1（n＝82）  

0．039（0．015～ 0．11）Bq・（g・Kト】  

（7）精  米  

各県で年1～2回採取された試料の放射能を測定した。その平均値および最小、最   

大値は次の通りである。  

POs r o．008（0．000 ～ 0．021）8q・kg‾1精米（n＝36）  

0．19（0．000 ～ 0．60）8q・（g・Ca）‾I  

137cs o．037（0．001～ 0．41）Bq・kg，1精米（n＝36）  

0．043（0．001～ 0．39）Bq・（g・K）‾】  
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（8）牛乳（原乳，市乳）  

各県で年1～6回採取された試料の放射能を測定した。その平均値および最小、最   

大値は次の通りである。  

…s r o．038（0，01～ 0．24）Bq・ゼ‾－（11＝119）  

0．034（0．01～ 0．22）Bq・（g・Ca）‾1  

137c s o．070（0．004～1．0）Bq・ゼ‾l（n＝119）  

0．045（0．003～ 0．79）Bq・（g・K）‾1  

（9） ドライミルク  

ドライミルク、スキムミルクとも市販のメーカー別12試料の放射能を測定した。   

その平均値および最小、最大値は次の通りである。  

80s r o．25（0．046～  0．81）Bq・kg‾1粉乳（n＝12）  

0．030（0．011～ 0．066）Bq・（g・Ca）∴l  

】37cs o．98（0．26 ～ 4．4 ）8q・kg．1粉乳（n＝12）  

0．092（0．045～ 0．23）Bq・（g・K）－】  

（10）野  菜  

ダイコンおよびホウレンソウについて、生産期に合わせ採取された試料の放射能を   

測定した。それらの平均値および最小、最大値は次の通りである。  

0．55）Bq・kg▲1生（Ⅰュ＝34）  

2．9）Bq・（g・Ca）【1  

0．21）Bq・kg‾Ⅰ生（n＝34）  

0．12）8q・（g・K）‾1  

0．55）Bq・kg‾1生（n＝37）  

0．75）Bq・（g・Ca）■1  

1．2）8q・kg‾1生（n＝37）  

0．25）Bq・（g・K）－1  

ダイコン  90s r  

（タマネギ   

を含む。）137cs  

0．13（0．005【〉  

0．57（0．027 ～  

0．020（0．000 ～  

0．009（0．000 ′）  

0．14（0．005 ～  

0．21（0，020 ～  

0．066（0．000 ～  

0．014（0．000 ～  

ホウレンソウ …s r  

（ハクサイ、   

キャベツを ‖7cs   

含む。）  

（11）茶  

5県で年1回採取された試料（各2試料）の放射能を測定した。その平均値および   

最小、最大値は次の通りである。  

口ns r l．0（0．28 ～ 2．6）Dq・l（g‾一指茶（n＝10）  

0．39（0．11～ 1．0）Bq・（g・Ca）‾l  

t37cs l．4（0．22 ～ 5．0）Bq・kg‾l精茶（1l＝10）  

0．064（0．012～ 0．22）8q・（g・K）‾1  

（12）海産生物  

各県で年1～2回f采取された試料（魚類、貝類、海藻類）の放射能を測定した。そ   

れらの平均値および最小、最大値は次の通りである。  

魚 頬  90S r O．008（0．00 ～ 0．05）Bq・kg‾1生（11＝＝23）  

0．008（0．000 ～ 0．099）Bq・（g・Ca）‾l  

‖7cs o．】8（0．10 ～ 0．49）Bq・kg‾1生（n＝23）  

0．052（0．026 ～ 0．11）Bq・（g・K）‾】  
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貝 類  8Ps r o．003（0．00  

0．004（0．000  

t37c s o．05（0．01  

0．017（0．007  

海藻類  P？S r O．03（0．02  

0．026（0．018  

1＝c s o．04（0．02  

～ 0．01）Bq・kg‾】生（n＝ 6）  

～ 0．020）Bq・（g・Ca）▲1  

～ 0．06）Bq・kg‾1生（n＝ 6）  

～ 0．023）Bq・（g・K）－l  

～ 0．03）Bq・kg‾1生（Il＝ 4）  

～ 0．033）8q・（g・Ca）‾Ⅰ  

～ 0．05）Bq・kg‾1生（rl＝ 4）  

0．007（0．006 ～ 0．009）8q・（g・X）‾I   

（13） 淡水魚  

6県で年1回採取された試料（コイ、フナ、ワカサギ）の放射能を測定した。その  

平均値および最小、最大値は次の通りである。  

…sr l．4（0．06 ～ 5．5）Bq・kg‾1生（n＝6）  

0．12（0．061～ 0．30）Bq・（g・Ca）－1  

137cs o．30（0．00 ～ 0．82）8q・kg－1生（n＝6）  

0．076（0．000～ 0．14）Bq・（g・K）‾1  

4．結  

科学技術庁委託調査にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試料中の放  

射能調査として、平成元年度に採取され送付をうけた各種環境試料についてPOs rおよび  

137csの核種分析を行った。   

平成元年度の各種試料の平均値は、DOs r、＝7csともに昭和63年度と同程度また   

はやや低い値であり、減少傾向を示している。  
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Ⅲ．環境に関する調査研究 2  

（海洋、 廃棄物）   



（25）外洋の解析調査  

放射線医学総合研究所  

長屋  裕・中村  清  

1．緒言  

前年度に引 き続き、外洋における人工放射性核種の挙動を知る   

ために、ア ラ ビア海・イ ンド 洋・ベ ン ガル湾・南シナ海において   

採取した表面海水試料および海底堆積物柱状試料について、   

＝＝cs．＝○・玉■Opuを分析 し た。  

2．調査研究の概要  

東京大学海洋研究所「白鳳丸」の K H － 8 9 － 2 航海に際 し、   

アラ ビア海（1点）、イ ンド洋（3 点）、ベンガル汚（3点）お   

よび南シナ海（1点）で表面海水および堆積物柱状試料を採取   

し、分析 し た。  

3．結果 と 考察  

図1に試料採取点および表面海水中のlミ，7cs 濃度（mBq／ゼ）を示   

す。ベンガル湾の－＝cs 濃度は他海域よ り低い傾 

には、海底堆積物中でのl＝cs お よ ぴ＝9・2■Opu の鉛直分布を示   

す．海底表面に堆積 し た人工放射性核種の堆積物下層への浸透は・   

底生生物に よ る堆積物粒子の指拝に よ る と 考え られる が、ベ ンガ   

ル湾の場合は海底での乱泥流の影響もある と 推定さ れる。  

ま た表1には海底堆積物中の こ れ ら核種の全量と放射性降下物   

に よ る 海表面への供給量推定値 を示す。海底へ堆積する こ れ ら核   

種の全量には、核種間、地域間にかな り の差があっ て海水中から   

の除去効率の差の あ る こ と を示 し て い る。  

図1  試料採取地点  
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表1   放射性核種の海底堆積物中全量  

239，240pu   137cs   
xlO2  

MBq／km2 （％）   MBq／km2 （％）   

アラビア海  2・0±0・1（9）   117±6 （12）   1．7±0，1   

ベンガル湾  2・9±0．2 （13）   56±6 （6）   5．3±0．6   

ベンガル湾  3・1±0．1（14）   71±6 （7）   4．4±0．4   

南シナ海   4・0±0・2 （18）   15±4 （2）   26．9±6．4   

F．0．■   22・2  （100）   1，008 （100）   2．2   

＊UNSCEAR（1982），19gO年1月1日換算  
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図 2  放射性核種の海底堆積物中鉛直分布  

（○ ＝Tcs：● 239・2一OPu）  
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（26）沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  

巾村  清・中村良一  

鈴木  議  長屋  裕  

l．絹言  

前年度に引 き 続 き、日 本沿岸に おけ る 放射性核種の動向を知る   

た め に、茨城県沿岸、青森県太平洋沿岸、瀬戸内海 な どか ら海洋   

試料を採取 し て、13T cs，239・ 2－Opuな どを分析 し－た。現在ま でに   

得 ら れた結果を報告す る。  

2．調査研究の概要  

茨城県沿岸か ら、海水、海産生物、青森県太平洋沿岸か ら海産   

生物、瀬戸内海 か ら 海水お よ び海底堆積物を採取 し た。分析方法   

は 前年度 と 同 じ で あ る。  

3．結果  

表1に平成 2 年 3 月 採取の茨城沿岸海産生物、表 2 に昭和62年   

～平成元年採取の青森沿岸海産生物の187cs．＝9・2一OPu濃度を示   

す。両核種 と も、生物中の濃度に地域に よ る 差は認め られな い。   

表 3 に沿岸海水の分析結果を示す。前年度に比べて レベルはほぼ   

同程度であ る。図1に瀬戸内海の海底堆積物の分析結果を示す。  

表1．茨城沿岸海産生物の放射性核種濃度  

t87cs  Z39▼ 240pu  

イ イ ダ コ  全体  91‡14  1．1‡0．2  

ハ マ グリ  軟体部  90‡ 9  0．6‡0．1  

モ ス ソ ガ イ  軟体部  107‡45  2．7‡0．3  

シ ャ コ  全休  105‡11  1．3‡0．3  

ヒ ラ ツ メ ガニ  全休  95‡45  4．4‡0．7  

テ ン グ サ  473 ‡ 52  42．1‡ 3．6  

ウ ミ ト ラ ノ オ  318 ‡ 30  24．1‡l．7  

（平成 2 年 3 月 採取）  （単位  mBq／kg－Wet）   
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表 2．青森沿岸海産生物の放射性核種濃度  

137cs  239・＝Opu  

部
 
巣
 
 

肉
臓
 
内
臓
 
肉
臓
 
体
 
殖
 
休
 
 

筋
内
 
筋
内
 
筋
内
 
軟
 
生
 
全
 
 

ヒ ラ メ  

ア イ ナ メ  

ホ タ テ ガ イ  

ウ バ ガ イ   

キ タ ム ラ サ キ ウ ニ  

マ コ ン ブ  

300 ‡11  0．1  

155 ‡15  0．1   

522 ± 18  0．0   

92 ±  7  4．6  

67 ‡ 27  1．5  

11 ± 11  5．1  

0．3  

0．Z   

O．1  

0．4   

0．3  

0．4   

42 ‡13  ・5．7 i O．3   

129 ± 15  4．Z i O．8   

155 ‡ 33  10．る ‡1．2  

（昭和62年～平成元年採取）  （単位  柑Bq／kg－Vet）  

表 3．沿岸表面海水中の放射性核種濃度   

＝Tcs  ＝＝・ 2d Opu  

（mBq／ゼ）  （mBq／100月）  

茨城県東海沖  

安   芸   灘  

図1．響灘堆積物中の放射性核種鉛直分布  
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（27）沿岸海域試料の解析調査（2）  

一放射性物質の漁網への移行一  

放射線医学総合研究所  

鈴木  諾、中村良一、中原元和  

松葉清江、上原子持－■（■研究生）  

1．緒言  

放射性物質による沿岸海域試料の汚染機構に関する実験的検討と し   

て今回は我国の沿岸で一般に使用されている漁網へのRIの移行につ   

いてト レーサー実験を行なっ た。  

2．調査研究の概要   

（l）実験方法  

使用 した漁網は、市販の定置網4種、刺網2種、棒受網1種であ り   

RlはBロCoのト レーサーと してS7co．＝■Ce の代 り に ■■．ce．10BRuは  

103Ru． ＝＝cs，S－Mn．8SznのCD型（1＝Ru はニト ロ シル型に変換）を   

同時に200 月 海水に添加し、この中にl′｝ 8 g に切っ た漁網を 3試料   

ずつ7種類全部が海水中に没するよ うに吊し、撞時的に漁網及び海水   

のGe検出器による γ線波高分析を行ない、漁網及び海水の単位重量当   

た り の RI量との比をそれぞれの核種毎に計算した。吸着実験は、8   

日間行ない、毎日、海水中のRIを一定の濃度に保つよ う調整した。   

その後、非汚染海水に移し、漁網からの RIの離脱を軽日的に観察し   

た。海水は、Rlの再吸着を避けるため頻繁に交換した。実験水温は  

15‡2 C．循環ポンプとエア レーシ ョ ンで海水の流れを作っ た。得ら   

れた値は指数関数と して表現でき吸着速度及び離脱速度を求め、その   

比を移行係数と した。漁網の形状による ジオメトリ ーの差を補正する   

ための実験を行ない、試料相互の移行係数の比較ができ る よ うに し   

た。更に、B E T法による漁網の表面積を測定し、単位表面積当た り   

の移行係数の比較も行なった。更に新旧の漁網による移行係数の変化   

について も検討した。   

（2）結果  

図1は1例と して定置網（箱網）における各核種毎の吸着及び離脱   

の様相を経目的に示したものである。これらの結果から導かれた漁網   

の Rl移行バラメータを表1に示す。漁網の種類材質及び核種によっ   

て移行係数や、有効半減期も異なるこ とがわかった。また一般的に漁   

網は使用年数の接遇と共に移行係数は増加するが、この傾向は必ずし   

も漁網の表面積の増加だけに依存するのではなく、表面に付着する微   

細な生物の影曹を受ける こ と も示唆された。  

3．結語  

今回の実験で検討した RIでは、おおむね1＝ce 〉l06Ru  ＜
＞
l
 
 

C
O
で
 
 

6
。
網
 
 

ゝ
一
 
 ＝Nn 〉 68zn 〉J31cs の傾向を示した。特に＝＝cs は全ての漁  

以下の移行係数であり化学繊維へ吸着しずらいこ とが示された．今後  

も、沿岸の放射性物質による汚染機構の解明のためのト レーサー実験  

を続ける予定である。  
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0 10  20  30  40  501ヨ  0 10  20  30  40  50】リ  

図1．放射′性核稀カリの挽網への吸尭守及び湧確脱（走駅監網）  

表1．各種漁網の移行係数  Bq／g／B扉祀  
（有効半減期、日）  

≡式 科 名  材  質   
表面横  BOco  暮＝ce 106Ru  l＝cs  8Szn   

（cmソg）  

テトロン及び   30   200  10  10  
垣 網  ポリ塩化  210  ＜1  

定  ピニリデン  （50） （14）（33）  （8）  

胴 桐   〝   
1019010  

18 0  
10  

＜1 
置  （20）（17）（55） （11）  

箱桐（鉛なし）   〝   
30 580 20  

800  
10  

網  
＜1 

（12）（17）（30） （8）  

箱桐（鉛入り）   〝   
10 230 10 10  

350  
（32）（21）（39） 

＜1 
（10）   

コウナゴ樺受桐  
20 270 20   

960  
20  

ナイロン  ＜1 
（11）（13）（23） （10）   

則  〝   
10 230 30   20  

310  
（18）（12）（34） 

＜1 
（11）  

桐   〝   2 6 0   
30 250 20   20  

（31）（11）（19） 
＜1 

（！））   

（漁網は全て新品）  
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（28）高知沖大陸斜面～四国海盆北部における深海性底魚類と放射能  

水産庁中央水産研究所  

吉 田 勝 彦  

1．緒言   

放射性固体廃棄物の海洋処分候補鴻域B点、及びその周辺海域における「連の調査によ  

って、北西太平洋海盆深海底（水深6，000れ）から房総半島犬吠埼沖～三陸宮古沖の大陸斜  

面（水深3，000M以深）には深海性ソコダラ類二種（Corephaenoides arqatus，C．yaquinae）  

が生息し、それらの生物量l知覧生生物中泉も多いが糾明した。そこで、昭和62年度から深  

海性ソコダラ類二種を深海生態系を代表する指接生物として、B点周辺海域から日本列島  

ぞいの海盆、大陸斜面の敷海域を選定して、その鉛直・水平分布量と放射能を調査するこ  

とになった。   

本年度はその2年目であり、伊豆／jヾ訂軒毎嶺をはさんで北西太平洋海盆（水深6，00伽）  

と独立した地形（フィリッビン・プレート）にある四国海盆北部（水深右00仙台）とそれ  

に連続する高知沖大陸斜面を調査海域に選定し、三陸宮古沖の大陸斜面から北西太平洋海  

盆にかけて行った調査に対応した調査を行った。  

2．調査研究の概要  

（1）調査航海：昭和63年6月4日から7月1日まで、四国海盆とそれに連続する高知沖  

大陸斜面海域にSt．1～5の調査地点（図1）を設定し、水産庁調査船  

蒼鷹丸を用いて行った。  

（2）試料採取：深海性底魚類は、径1糾cれ，高さ100c静の大型カゴ5個を一連とし、着底  

時間を24時間とする「蒼鷹丸式深海柳漁法」、及びベントスネットに  

よった。St．1，3，4では深海籠、ベントスネットともIl醐に操業で  

き、試料採取に成功した。St．2の海底は極めて悪く、海底探索に努め  

比較的良い棚を見つけて操業したが、悪天侯にも見舞われ深海籠は失敗  

に終わった。しかし、ベントスネットは何とか操業にこぎつけ試料採取  

に成功した。St．5で海底探索を始めたところ暴風雨に遭遇した。天候  

の回復を持って調査を開始したが、海況は好転せず操業を強行するのは  

乗組員に危険であると判断し、St．5での調査を打ち切った。  

（3）書式料保管：採集生物は全て船上で、種類ごとに分別し、所定の計測を行った後、ポ  

リ容器にいれて、－200c以下で凍結した。  

（4）放射能分析：乾燥、炭イL灰化など所定の前処理を行い、灰化物を調整して、ガン  

マ十線スベクトロメトリーをおこなった。  

（5）結 果   

1．深海牡鹿魚類の分布について  

水深1，000M台まではハナソコダラ、アナダラなどのソコダラ類とソデアナゴ、イラ   

コアナゴ、コンゴウアナゴなどの深海性ウナギ目魚類が、2，000M以深～3，000扉寸近では   

ソコアナゴなどの深海性ウナギ目魚軌こ加えて、ソコポウズなどのアシロ類が採集され  
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た。これらの底魚類の分布状況は、三陸宮古沖の大陸斜面から北西太平洋海盆の調査結  

果とほぼ同様であった。   

しかし、指標種二様、及びホカケダラ属底魚類に関しては、様相を全くことにし、生  

物相、量ともに極めて貧しい事がわかった。特に、3，000M以深～4，50伽（四l蟄毎盆北部   

の深†毎底深さ）では、水深4，460Mの地点でC．armatusが1尾採集されたのみで、他は全   

く採集されなかった。操業回数、漁獲努力ともに充分ではないので、正確な知見は得ら   

れないが、昨年度までの鍋査により、北西太平洋海盆でのC．yaquinaeの分布の上限は水   

深4，000扉寸近であることが明らかにされた事とあいまって、伊豆小笠原海嶺をはさんで  

北西太平洋海盆（水深6，000■）と独立した地形にあり、北西太平洋晦垂より約2，㈱m   

浅い四国海盆（水深4，00仙台）には、C．yaquinae は分布せず、また、C．arnatusの生   

物量も極めて少ないことを示唆する結果を得た。   

2．放射能分析結果   

フオ‥－ルアウト核種を中心に16核種について検索したが、検出されたのは、13Tcsの   

みであり、その他の核種は全く検出されなかった。  

13－cs濃度はコンゴウアナゴ（採集水深1，000■台）が最も高く 0．34±0．03 8q八苦．   

舵tであり、アナダラ．（1，00仙台）が最も低く 0．鋸±0．01、その他の魚種の濃度は   

0．15 8q／kg．Het前後であった。   

水深3，00伽～4，00伽で採集されたソコポウズの筋肉は0．訪±0．018q／kg．Het，ソ   

コアナゴも0．17±0．02であり、採集水深1，仙台の魚種の濃度とほぼ同じである。   

水深3，0（Xh～4，仙に生息する魚種と水深1，（耕h台の魚種の13Tcs地変がほぼ同じ   

値を示していることは注目される。このことはホカケダラ属ソコダラ類ハナソコダラ（   

採集水深1，仙台）の濃度が、0．10±0．01Bq／kg．㈹tと、いままでに調査された   

水深4，000～6，（抑0鵬こ生息するホカケダラ属ソコダラ類の濃度より低いこととあいまっ   

て、む－137の移行経路は食物連鎖に寄ることを支持するものと考えられる。  

3．結語   

次年度以降も深海性ソコダラ類二種を深海生態系を代表する指標生物として、B点周辺  

海域から日本列島ぞいの海盆、大陸斜面の敷海域を選定して、その鉛直・水平分布量と放  

射能の調査を継続する。四国海盆（水深4，0∝k白）海域にC．yaquina功く生息するか否かの  

間接は、重要であると考えるので、出来るだけ早い機会に再び調査を行いたい。  
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（29）海底土中の人工放射性核種の水∴平及び鉛直分  

布に関す る調査  

中央水産研究所  

鈴太頴介  

括  言   

日大の沿岸、近海及び外洋域の海底土における人工放射性核  

種の分布及び変動傾向を知るために、各海域よ り 試料を採取 し  

、分析を行っている。今回は昭和6 0一、6 2年度に実施した東  

京湾の調査結果を示した。  

鋼養研究の概要   

海底土の操取は中央水産研究所の試験調査船着艦九（494 ト  

ン）に よ り、10 c m Oまたは 2 0 c m O x 7 0 c mの牡状採  

掘器を用いて辣取した。試料は、採取後直ちに凍結 して持ち帰  

り、表居から 2 c m毎に切断、2 爪m以下の粒径区分について  

、ガンマ ー線核種分析を行っ た。  

結  果   

ガンマ ー線スベクト ロ メトリ イ で検出される人工核種は，従  

来と 同 じ く、主 と して 137C s と 2078iであ っ たが、1一－ 2  

の採取点では60c o と L3■C s が検出された。 1＝c s はチェ  

ルノ ブイリ 事故に よ っ て飛乗 したものである。   

図に、鉛直分布から得られた各接収点における 1：－7c s の蓄  

積量を示した。操取点の間の差が著し く、蓄境皇の最大値と最  

小値では16倍程の開きが認められる。こ の差異はおおむね海  

底上の粒径と堆積量に依存 している よ う に見受けられる。  

1．  
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回1   東京湾におけるC s －137 の蓄積量  
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（30）放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に伴なう海水・海抵土の放射能椚査  

海上保安庁水路部海洋調査課海洋汚染調査室  

宮木哲司、峯 正之、三宅武治  

小嶋哲哉、須田洋二郎  

1．指 貫  

本調査は、放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち、処分候補海域の放射能／くックグラン   

ドを把抱することを目的としている。海上保安庁では、昭和肘～伯年腐にA，8，C，Dの4海域、52   

～55年度にA．8の2海域、56～58年度は瞞域、更に59年度からは8海域及びその周辺術域にお   

いて放射能調査を実施した。  

今回の報告は、昭和63年度の海水・海底土の放射能測定結果をとりまとめたものである。  

2．調査研究の概要  

試料の採取は、海上保安庁所属測風麒l「昭洋」により実施し、採取した試料は水路部において   

放射化学分析により放射能測定を行った。分析核種は、海水・海底土ともに 
239・240pu、137cs、   

90sr、60coの順種である。放射能測定結果を表1及び表2に示す。  
（り海 水   

8海域における137cs及び90s帽、これまでの調査で表層（表面～500肌）はそれぞれ、   
4．500及び2，500〟8q／」程度のほぼ一定の値であり、中層（500吼～1，500m．）で急汝ヒ減少し、   

底層（1．500m～海底）では表層に比べ20分の1から100分の1の一定レベルであるという鉛直   

分布が得られており、今回の調査（測点6）でも、ほぼ同様の結果である。また、8海域の東方の   

測点2でも同様の鉛直分布となっている。 239・2イOpuは瞞域（測点6）及び東方の測点2はほ   

ぼ同様の鉛直分朽を成しており、表面から2．000mの問でア50m付近で顕著な極大を持ち（45   

〃的／慮）、2．000れ～海底で10～20〟8q／止のほぼ一定の値となっている。137cs及びgOsrと   
比暇すると、表面では10〃Bq／』以下でこれらの数百分の1程度と著しく低いが、2．000m以深   

ではほぼ同様なレベルであり、また、極大を示す屑が5㈹mほど更糾→という特徴がみられた。   

60coは非常に低いレベルであり、いすれの試料かちも検出されなかった。  
（2）海底土   

8海域の海底土の表両川～2c爪）における放射能胤喪は137csが他の核種と比べるとト29憤   

種菌くなっており従来の調査と同様の比を示している。海底土中の鉛直分布は、各核種ともにお   

おむね深さとともに減少し深さ8cmまでで表面濁度の数分の1となっている。  

北棟30度繰上で東西方向の分布を見ると、名核種ともに東方の測点2では8海域と比べてやや   

高くなっている力く、これまでの調査で見られた南北方向の差に比較して、変動幅は小さくなって   

いる。  

3．桔 謂  

今後も引き続き、8海域及びその周辺海域において海水及び海底土中の人工放射性核種の調査   

を実価し、その立体分布及び経年変動を把帽する。  
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表l  北大平澤西部渇域の放射能掬査桔輿一満水（昭和63年l  

利点  水深  放 かl帽 増 収（〃8q／♪）  
採取年月日  

ホ号   （m）   90sr  80co   
2  門－59  15ト03  198l．8．29  S．丁40  

‖川  
15．！川   ユ4．T19  1丁 ±1   5D川土2川  Z890±き0  ！9±20  

り0  

喪2  北太平洋西部鳩域の放射僻柵壬繕晃一渇底土（昭和開年）  

細点  水澤  放 射 椛 め 庇 （8q／k一乾土）  

布号   
ほ糎年月日  

（m）   1附c5  9¢sr  ¢Oco   

u  ‡2－5l．l  11ト00．5  1988．8．門  5．錮0    ・－ 2    ．18 ±0．01    1．11士8．05      ．16 ±  ．Ol  
2  2！卜5d．5  15トOZ．l  198l．8．29  ～．丁川   

・－5  

・－8  

ー11  

－14  

〕  30－【川．4  15l－59．5  19‖．島．30  5．耶○  ○・－ 2     ．13 ±  ．01   0．丁4±   ．05    ，18 ±  ．Ol    ．0？，±  ．08  

4  29－S9．書  ＝トM．2  川‖．9．1  5．g50  ○－ 2     ．28 士  ．0l   2，18土   ．08    ．15 ±  ．01    ．058±  疋  
5  30－00．0  1り－20．2  1988．9．さ  8．220    一－ 2    ．18 ±    コ  1．1T±   ．05    ．1】±8．¢1     ．011±  ．00  
6  38－00．0  11ト川．2  1帥8．9．2  ＄．210   

2一｝5  

5－！  

ーIl   

～14  0．8‡4±        ．81±  ．Ol   ．82，±0．00）    ．00¢±0．80   

7  30－さ○，○  lり－00．3  川8l．g．3  8．220    ・〉 2    ．22 ±0．   コ    ．0さ±  ．08    ．14 土  ．01    ．053±  ．00  

8  30－59．丁  11¢－59．8  1M8．9．！  8．010    ・－ 2    ．川 ±0．   コ    ＋      ．18 ±  ．Ol    ．q51±  ．80  

全細点の裁屈【○－2cl】の平均他   0．22  

（8締域（測点5．8．‖表層の平均随）（0．門）  
l．65  0．18  0．0GO  

（1．り〉  川．1り  （0．851）   
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（31）日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部梅澤調査課海洋汚染朋査璽  

宮木哲司、盗 正之、三宅武治  

小鳩哲哉、須田洋二貼  

1．綿 貫  

本調査は、日本近海における絢水及び海底土の放射性核種の分布及びその経年変化を明らかに   

することを目的とし、海水については昭和34年に、海底土については昭和48年に調査を開始し、   

以降毎年継続して実施している。今回は昭和63年調査分について報告する。  

2．調査研究の概要  

拭料の採取は海上保安庁水路部並びに各管区海上保安木部が担当し、海水は黒潮域、親潮域、   

日本海の各海域で年4国表面海水を、海底土は沿岸域で年1国表層堆漬物を採取している。   

試料の放射測定は、水路部において放射化学分析法により行い、海水については13Tcs、   
90sr、1O6Ru及び144ceの4核種、柄底土については更に60co及U239・240puを加   
えた6核種である。   

昭和63年の海底土及び海水の放射能測定結果をそれぞれ表1及び表2に示す。   

海水中の13Tcsについては前年に引き続き各海域とも濃度の減少が認められた。また、   
90sr、106Ru、及び144ceは小幅な増減はあるものの、緩やかな減少傾向が続いており、   
特に144ce及び106Ruは低いレベルで推移している。   
海底土中の各核種は、長期的には横ばい又は減少傾向にあり、80coは1特約に比べ3分の1   
程度となっており、また、144ce、106Ruは、年毎の増減はあるものの、ここ1時ほど減少   
傾向が続き、非常に低いレベルとなっている。  

3．桔 糟  

我が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能は長期的には減少傾向にある。今後も引き続き日   

本近海における海水及び海底土の人工放射牲核種を調査し、その分布及び経年変化を把推する。  

蓑1   日本近海放射能絹査結果－∵海底土（昭和63年）  

玖村  水深  放 射 一佗 椚 庇 （帆佃「能土）  

蕎号   
採取年月日  

（l）  帥sr   60伽   106Ru  …c8   

ロ  35－さ1．T  13，－52．¢  1988．l．T  凹  2．7 ±0．1  3．T 土0．2  0．1T ±0．03  0．D62 土0．00丁  0．叩±0．51  0．2了±0．1l   

2  ‡5－35．  13ト20．  川‖．T．1‡  田  1．4 ±0．1  ｝．）±0．2  0．092士0，003  ○，034 ±0．00丁  0．22±0．22  0．01±0．28   
∋  3卜‡0．  130－38．  lgさ8．8．15  四  1．9 土8．1  l．9 ±0．l  0．28 ±○，01  ¢．ZO ±0．Ol  0．02±0．22  0．H士0．24   
4  3T－5T，  1閃－02．  1988．l．22  20  0．24±0．02  0．2丁±0．09  ¢．014士0．002  0．ロ05 土0．0耶  0．21±0．1l  0．丁3±0．2き   

5  13－12．  14l－15．  19り．8．25  田  0．53±0．03  l．0 ±○，3  0．019±0．002  ¢．O13 士0．00丁  0．29土0．18  0．8丁±0．21   
6  引卜13．0  132一川．8  19‖．9．21  円  0．80士0．04  2．8 土0．l  0．11土0．01  0．028 ±0．08書  8．¢1±0．2‡  0．0（）±0．22   

7  38一川．3  11卜川．2  1988．川．1  四  1．4 ±0．1  2．9 ±0．1  0．12 ±0．01  0．0日 ±0．00丁  0．21±0．23  0．28±0．21   
8  a5－3l．8  139－52．5  1988．川し 7  四  2．3 ±0．l  4．2 ±0．l  D．13 ±8．02  0．033 士0．08！  0．45±0．22  8．1ロ±0．20   
9  3ト28．1  135－13．4  lg88．11．28  田  1．1±0．1  ユ．8 ±0．1  8．ロ53±0．00g  0．081±0．008  0．10±0．1‡  0，24±0．19   
10  糾－13．5  138－40．2  1g88．12，4  口  2．0 ±D．1  4，9 ±0．1  0．12 ±0．Ol  0．85（I±0．08丁  0．川±0．15  0．00±○，lg   

平 均      1．4   2．9   0．1l   0．054   0．17   
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姦2  日本近莱放射能調査結果一滴水（昭和63年）  

試料  放 射I恨 f貞 肛（t用1／p）  
採胴昨月日  

番号   137cs   90sl・  10¢Ru  1日cu   
艮l潮 域   
2g－00  138－00  19る8．3．7  3．8士1．8  l．8±0．4  ーl．3±仁2  0．1±l．0   

2  30－20  133－40  1988．3，9  2．了±0．g  l．8±0．4  －1．8±l．0  －0．2±1．0   
∋  3ロー43  13卜d7  1988．3．1l  4．1±0．7  1．7±0，さ  －0．イ土1．2  1．4±1．0   

d  29－38  138－00  1988．5．21  l．0±0．7  2．1±0．1  1．1士l．l  0，5±1．0   
5  30－00  126－00  1988∴5．2G  2．7±0．g  2．2±0．4  1．7土l．5  －0．8±l．5   
6  30－55  130－50  1988．8．4  0．9±0．丁  1．8±0．5  ＿＿＿＋＿＿＿   0．0±8．9   
7  3卜80  1さ8－00  1988．7．29  3．さ士0．T  1．5±0．4  －0．1±2．0  0．4士0．8   
8  29－00  133一用  1988．7．3l  3．丁士0．8  1．g±ロ．5  －l．5±U．9  l．9±U．8   
9  3ロー43  13卜47  Ⅰ988．8．18  2．8±0．9  l．4±0．5  －l．8士】．4  2．9士0．g   
10  27－03  128－03  1988．9．11  1．9±0．7  1．T±0．4  －1．5±1．3  1．2±0．¢  

26－24  128－18  1988－ 9．12  d．さ士0．7  1．5±0．4  0．4±0．7  0．8±0．さ   
12  29－0（】  138－00  1988．10．2g  3．G士0，7  l，8±0．4  2．2士1．8  ひ．9±U．丁   
13  32－00  138－00  1988．10．30  3．丁±0．丁  2．3±0．4  1．5士l．！  l．了±b．8   

14  2ト59  12¢一45  】g88．11．12  4．T±0．T  1．0土0．5  －0．4±1．1  l．0士0．8   
15  25－01  128－22  1988，ll．18  3－8±0．8  2．0±0．5  0．8±0．7  1．0±U．9   
16   30－55   130－5D  1988．11．21  4．0土0．7  1．9土0．5  2．8±2．2  1．2±0．8   

平 均     3．2   l．丁   0．9   
わ！柑I域   
17  3ト40  ‖卜20  1g88．3．川  3．7±0．了  4．1±0．5  －1．2士l．1  1．2±l．0   
18  亨卜川  l柏一さ8  1988．3．19  3．2±0．？  1．T±0．4  一口．6±l．0  0．9±1．2   
19  a8－20  ＝トM  1988．5．12  2．2±l．1  2．丁士0．5  －2．5士2．0  仁G±0．9   
20  38－20  142－0ロ  ＝柑8．5．‖  1．1±0．T  1．8±0．5  －l．3士l．5  ¢．4±2．0   
21  39－00  145－00  1988．8．‖  3．2±0．8  1．3±0．4  0．1±1．l  1．7±0．8  
22  3‡－20  142－00  1988．8．15  」．5士0．7  1．0±0」  ーⅠ．8±1．l  2．0±1．2   
23  4卜00  145－00  1988，10．8  3．2±0．7  0．5±0，4  0．2±l．2  l．7±0．8   
24  H－40  1‖－20  1988．10．川  8．1±0．8  2．5士0．4  0．2士0．丁  1．5±D．G   
25  88－20  142－00  1988．11．17  8．0±0．9  1．0±0．4  ロ．4±1．3  1．1±0．¢   
26  38－20  ＝H－30  19さ8．11．17  4．2±0．8  2．8±0．5  －D．8±0．4  －0 8±10   

平 均     3．4   l．9   0   l．1   
日 本 蒔   
27  3丁－30  138－00  1988．3．10  5．1土0．8  2．2±0．4  1．2±1．4  0．T±1．5   
28  さ9－30  137－t川  ＝川8．：．13  3，3士0．9  1．2±0．5  －1．3±1．1  4．4±l．8   
29  d2－30  13ト30  1988．4．℡  3．2±0．8  0．7±0．4  ーl．0±1．0  2．0土1．4   
∋0  41－05  139－42  1g88．4．川  ロ，4±ロ．8  1．丁±0．4  0．3±1．1  1．¢±1．0   
∋1  さt卜00  13！卜30  1988．5．3  1．0±0．6  2．1±0．4  ーl．1±l．2  －0．5±1．0   
∋2  3ト30  134－2D  1988．5．4  0．8±○，7  l．9±0．5  －1．3士1．3  1．4±1．0   
3∋  3ト30  138－01  1988．8．22  3．8±0．7  1．3士0．4  －l．3士0．8  】．9±0．7   
〕4  39－0丁  135－‖  1988－ 8．22  4．2±0．丁  2．1±0．5  0．8±l．0  l．0±0．7   
∋5  42－30  13ト59  1988．8．24  3．2±0．8  2．2±0．4  －1．8±1．2  1．0±1．0   
36  4卜2D  140－OD  1988．8．24  3．4±0．7  2．4±0．4  0．3±1．0  2．5±0．8   
37  3ト25  13ロー10  1988．川．】3  4．8±8．8  l．2±0．5  0．8±l．0  l．4±0．丁   
∋8  34－10  129－50  1988．10．13  4．2±■8．8  2．2±0．5  －0．8±1．2  2．2士0．7   
∋9  34tOO  129－30  1988．10．1‡  5．¢±0．8  0．9±0．4  －2．0±1．7  2．4±0．9   
40  33－叩  129－50  川88．川，13  3．2士0．8  l．5±0．5  2，2±l．3  1．G±0，丁   
41  43－30  い川－30  1988．1l．24  2．8±0．8  t．G±0．5  0．7±1．0  仁5±0．7   
42  43－30  138－00  1988．1l．2d  2．9±0．8  l．さ±0．5  刊」±O g  14＋0 8  

平 均     3．2   1．7   1．7   
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（32）沖縄県におけるバックグラウンド鱒査  

（財）日本分析センター  

阿部俊彦、磯貝啓介   

1．緒言  

沖縄県におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能調査委託）として昭和49  

年～63年に引さ続き平成元年10月、沖縄県那覇港及び漫湖で採取した海底土及び海  

産生物について80co、C5zn、137cs及び1＝ceの分析を行ったので、その結果  

を報告する。   

2．分析試料   

平成元年10月31日、科学技術庁、沖縄県公害衛生研究所及び第一11管区海上保安  

本部の協力を得て、那覇港において海底土15試料を採取し、また浸湖で採取された海  

産生物（カニ、テレビア、ポラ、貝）を入手した。海底土の採取地点は前年度と同じで  

ある。（図1）   

3．分析方法  

採取した試料は、それぞれ前処理操作を行ったのち、ゲルマニウム半導体検出器を用  

いて＝co、＝zn、1＝cs及び‖1ceのγ線スぺクトロメトリを行い、さらに海   

底土については80coの放射化学分析を行った。   

4．結果  

海底土及び海産生物のγ繰スベクトロメトリの結果及び80coの放射化学分析の結果   

を義一1及び一2に示す。海底土のγ線スペクトロメトリの結果によると、1＝cs以   

外ほ検出されず、昨年度と比較して、特に差異は認められなかった。また、海底土の放  

射化学分析の結果によると、…cは検出されなかった。  

0l   



真一1海底土の核種分析結果  単位 上段 Bq／kg乾土  
下段（pCi／kg乾土）  

分析方法   γ繰スペクトロメトリ  放射化学分析   

採取点  60co  ¢5zn   13Tcs   l11c   ＝co   

1測点  ＊＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （ ＊ ＊ ）  （＊ ＊）   （＊）  

2測点  ＊＊   2．6 ± 0．60   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （70 ±16 ）  （＊ ＊）   （＊）  
3測点  ＊＊   3．0 ± 0．54   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （80 ±14 ）  （＊ ＊）   （＊）  

4測点  ＊＊   4．4 ± 0．64   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （120 ±1了 ）  （＊ ＊）   （＊）  
5測点  ＊＊   7．2 ± 0．92   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （200± 25 ）  （＊ ＊）   （＊）  

6測点  ＊＊   4．0 ± 0．70   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （110±19 ）  （＊ ＊）   （＊）  
7測点  ＊＊   4．6 ± 0．91   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （120±25 ）  （＊ ＊）   （＊）  

8測点  ＊＊   4．0 ± 0．63   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （110±17 ）  （＊ ＊）   （＊）  

9測点  ＊＊   4．8 ± 0．71   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （130 ±19 ）  （＊ ＊）   （＊）  
10測点  ＊＊   6．3 ± 0．93   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （170 ±25 ）  （＊ ＊）   （＊）  

11測点  ＊＊   2．9 ± 0．65   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （78±17 ）  （＊ ＊）   （＊）  

12測点  ＊＊   5．4 ± 0．91   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （150 ± 24 ）  （＊ ＊）   （＊）  

13測点  ＊＊   5．5 ± 0．68   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （150±18 ）  （＊ ＊）   （＊）  
14測点  ＊＊   4．0 ± 0．69   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （110 ±19 ）  （＊ ＊）   （＊）  

15測点   ＊＊   6．4 ± 0．98   ＊  ＊   ＊  

（＊＊）  （＊＊）  （170±26 ）  （＊ ＊）   （＊）   

真一2 海産生物の核種分析結果  単位 上段 8q／kg生  
下段（pCi／kg生）  

試 料 名  …co   ¢5zn   11†cs   tllce   

カニ  ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （＊ ＊）   （＊ ＊）  
テレビア  ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （＊ ＊）   （＊ ＊）  
ポラ  ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （＊ ＊）   （＊ ＊）  

月  ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （＊ ＊）   （＊ ＊）   

備考   
分析結果の表示は、その結果がおのおのの分析目標値以上のもの及び計数値が  
その計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁で数記した。それ以下の  
ものについてはゲルマニウム半導休検出器によるγ緑スベクトロメトリの場合は  
＊＊印で、放射化学分析の場合は＊で示した。測定結果は試料採取日に換算した。  
誤差は計数誤差のみを示した。  
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（33）日本近海海産生物中の放射性コバルト、銀とその安定元素  

㈱日本分析センター  深津弘子、庄子隆、室井隆彦、大橋直之  

今澤良章、上田泰司  

仁．緒言  

昭和53年度より環境中の放射性核種の濃度とその分布を把握するため、我   

が国近海および沿岸に生息する各種海産生物中の放射性核種およぴその安定   

元素の分析を行い、両者の関係について検討し、12年間にわたって定点的、   

経年的な調査を行った。  

2．調査研究の概要  

分析対象試料は回遊性生物の代表としてイカ（内蔵）を、沿岸性生物の代   

表として貝類を取り上げ、北海道から沖縄までの8地点で採取した。  

＝c oの放射化学分析は「放射性コバルト分析法」（昭和49年、科学技術   

庁）に準じて行った。また、放射性銀はゲルマニウム半導体検出器によるγ   

緑スペクトロメトリで定量した。安定元素については吸光光度法および放射   

化分析法によって定圭した。  

3．調査結果および考察  

平成元年度の謁査で得られた海産生物の分析結果を表lに示す。  

昭和53～平成元年度の12年間の本調査で得られた回遊性と沿岸性の海産生   

物中の放射性核種とその安定元素との相関関係より、日本近海およぴその沿   

岸の放射性核種の起源について、ある程度把捷できた。   

12年間の分析結果からイカ（内蔵）、貝類中の＝c oと安定コバルトにつ   

いてはそれぞれ良い相関が得られた。スルメイカ（内蔵）中の採取時の＝c o   

／C oは半減期4年前後で減少していることも判明したが、現在では日本近   

海に存在する＝c oは比較的一様に分布しているものと考えられる。本調査   

で得られたイカ（内蔵）中の大部分の＝c oは】950～60年代の大型核実験に   

よるものであると考えられる。  

一方、スルメイカ（内蔵）中の－＝【A gと安定銀との関係は昭和61年度を   

境にして2 グループに別れたが、それぞれ相関が得られた。また、昭和61～   

平成元年度には多種類の貝類にもー＝mA gが検出され、これらは昭和61年4   

月26日に発生したソ連チェルノブイル原発事故による影響と考えられる。   

採取時の110【A g／A gは見掛け上の半減期、0．3年前後で減衰しており、   

平成元年度には事故以前の濃度となり、環境への影響の大きさが事故以前の   

データの蓄積からある程度把握できた。  

試料採取に御協力頂いた東海区水産研究所、日本海区水産研究所、西海区   

水産研究所、宮城県水産試験場、動燃新型転換炉ふげん発電所、東京都水産   

試験場八丈島分場、千葉県水産試験場、沖縄県公害衛生研究所、北海道電力   

株式会社、北海道漁業組合連合会、鹿児島県西薩水産改良普及所、九州環境   

管理協会、および西郷漁業共同組合に感謝致します。  
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（34）原子プノ発屯所阻川水等によ少飼育  

した海路生物の放射能鯛慨  

（肘）温水車魚開発敵会  

↑原 則 高橋正弘  

床鴨糾孝 【lコ野良志   

1．緒 言   

削年度にひさつづさ．原了・力免職所帯周辺の府城にぉりる－1三撃な漁場の放身川巨粥養等の総合   

押飾に歎するため、原子力殉職研からの弧排水等によ少節用した渥塵生物の放射絶椚尭を実施   

した．  

2．鯛査研究の概要   

川 実地場所等  

帆査は、美妓県那珂那東海書寸の日本腺子力椚死所．鬼瀬研死所洞内の当陰金東舟木藁所に   

おぃて実穐した．試験地は12面（720I㍉）を使用し、侃排水は日本原子力発電剛史陶発  

t所から放水される温排水を18II′／外取水して硬川した．  

tた、軸外県敷穴山涌痍地先の日本腕・■r■力発和印放門発†t紺から放水される粗排水拡牒朋   

線化股鳳した桐生簡を使用した．   

ほl飼育撫産生物  

飼育憮産生物の檀籾は、酌毎度と同様．チダイ．クロダイ．7ダイ、スズキ、タロノイ、  

ヒヲノ．イシガレイ、クルマエビ、丁ワビむ9穫頼ピある．このうら、刷咋股上少チタイ、  

タロダイ、マダイ、スズキ、タロノイ．ヒラメ．イシガレイを継続桐拝したほか、今年庇イ  

シガレイ．クルーエビ、丁ワビを棚光して伺拝した．また、－ダイ、ヒラメの稚苗を生産し  

幼魚tで飼層した。更に、浦底地先海域では、タロソイを継続飼育した○  

（a）何軒情義生物専の放射能珊鑓  

放射性機種州短日拭賽lむうら陶産生物としては、温排水拡散府城て岡持したもの、試験地  

で脅威した幼魚を合わて飼群陶庵生物の金側闇は上び別途、鮎排水て良川桐詳してぃるウナギ   

（ヨ一口タバウブ・ギ）を、押飼料としては丁ワビの椚田の丁オサ、魚川かょびクルーエビ  

用の配合飼料を、砂柁は試験地l勺K沈静したものを採収し．00）日本分析セノクーへ送付し  

放刑場を州偏した．  

分析力法吐、＝腋外光分析に上少実柏し、分榊兵制1り－u，、…u。、8‘h．、鵬u。の4抜  

檀とした．  

放射性核種分析結果は．表のとお少である．  

（4）飼繹水の放射線剛史  

拭験他の注水Uに水モニターを投降し・放摘監視棚（ソユ／チレイシ，ン10Juレ・‘   

瞼山町細）に上って滞時放射線を州別己録した。祖傭の仇30～40Ul，Sの亀岡であった。  

3．給 餌  

周れ憮産生物、晒桐朋、砂泥等の放射性は碩分析の魁傑、分割‖真相のうら検山舞承引Lたもの   

吼…usのみであ少、その値札魚札飼削明州、内行㈲斯等比朋係なく、異常比低められなかった．   

tた、伺清水の放射絹水モニターによる81暁帆も油偶の依であ少興酌ま膿めら」Lなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種外析結果表  

試 科 名   刺 定   1137cs   
54仙軸co  

年月日  
蒐慮  飼 育 期 間   備 考   

144ce   （毎）   

チ   メ●   イ  2．2．13  0．17士0．03丁   ＊   5．4   84  2年1ケ月 （62 
．8．20－1．9．22）  

タ  ロ タ  イ  2．2．13  0．18士0．026   ＊   5．1  392  4写 ．8～1．11．24）  

マダイ（親 魚）  2．3． 7  0．22士0．044   ＊   5．a  1．丁70  5年4ケ月 （59．9．12－2．1．9）  

マダイ（2年魚）．  2．2．13  0．097士0．032   ＊   5．2   163  1年牒ケ月 （63．5．11・－2．1．9）  協会採卵ふ化   

マダイ（幼 魚）  2．2．20  0．18±0．036   ＊   5．0   7g  7ケ月 （1．5．31－2．1．10）  

．ス   ズ   キ  2．2．13  0．12土0．023   ＊   4．9  408  4年6ケ月 （¢0 ．5．27・－1．12．28）  

ク ロ ソ イ（D  2．3， 7  0．19土0．034   ＊   5．2  578  3年2ケ月 （61 ．10．1丁・－1．12．28）  

タ ロ ソ イ ㊥  2，2．23  0．15土0．043   ＊   3．9  355  1年6ケ月 （83 敷欠市浦底地  
．7．26－2．1．1¢）   先飼育   

イ シガレイ ①  2．2．15   ＊   ＊   5，1  567  1年 （1．1，31■－2．1．9）  

イヤガレイ⑳  2．さ．2   ＊   ＊   5．3  294  ○（放♯時）  

ヒラメ（親 魚）  2．2．19  0．11士0．032   ＊   3年10ケ月  
5．4  1．080   （61．3．28－2．1．9）  

ヒラメ（2年魚）  2．2．19  0．19士0．047   ＊   5．0  128  1年8ケ月 （63．6．15・－1．12．30）  融合採卵ふ化   

ヒラメ（幼 魚）  2．2．21  0．20士0．029   ＊   5．0   22  7ケ月 （1．6．1・－2．1．10）   〝   

ク ノレ ▼ エ ビ  2．2．20   ＊   ＊   5．0   7  6ケ月 1 
（．7．3－2．1．9）  

丁ワビ（か（筋肉）  2．2．21  0，078士0．025   

〝 （内層）  2．2．21   ＊   ＊  ト  ト  4ケ月           ＊    （l．8．10・－1，12．21）   
丁ワビ⑧（筋肉）  

〝（内臓）   ＊   ＊ ＊  ト  ト  l 的・：三  

ウ   ナ   ギ  2．3．7  0．11土0，O14   ＊   
13年  

6．0  2．000   （52．1．26－2．1．9）  

丁   オ   サ  2．2．23  0．27土0．0（‖’   ＊   5．0  屋外池自生   

配合瞬科（魚用）  2．2．22   ＊   ＊   5．0  

〝 （エビ用）  2．2．23   ＊   ＊   5．0  

砂  泥  2．2．23   ＊   ＊   5．0  暮魚瑚池内   

（注）1．放射性核積分析値の単位払 砂泥以外はBq／／巾生、砂泥はBq／／′如乾土である。  

2．分析結果の表示は、†l▲数値が、その折数瞬差の3佃を超えるものについて石動数字2柄、それ以外のものについ  
ては＊で表示し、娯羞は計数誤差のみを示した，  
3．11】q＝27pCi  
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（35）平成元年度・原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

㈲ 海洋生物環境研究所  

上田泰司，西園敏則，富澤 利  

山田桝司，河村広巳，野中信博  

1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて，同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に資す   

るため，原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとその変動傾   
向を調べた。  

2．調査研究の概要  

北海道，宮城，福島第1・第2，茨城，新潟，福井第1・第2，静岡，島   

根，愛媛，佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で，海水104 試料（表面・   

下層水），海底土 52試料（海底土表面から探さ約3cmまでの表層土）を5   

～7月に採取した。海産生物試料は当該海域で漁獲量が多く，定着性が強い   

魚種を各海域3種類ずつ年2回（5月前後と10月前後），合計 78試料購入   

した。  

海水試料の ＝sr は放射化学分析に，また海水，海底土及び海産生物試   

料（筋肉部）の†線放出核種はγ線分光分析によった。  
3．結語  

海水，海底土及び海産生物の分析結果は，それぞれ表1，2，3に示した。   

これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  

表11989年海水試料の 90sr，－37cs 濃度範囲  

単位 mBq／β  
137cs  

調 査 海 域  採取層   
最小値  最大値  最小値  最大値  

北 海 道  面
層
 
面
層
 
面
層
 
面
層
 
面
層
 
 
 

表
下
 
表
下
 
表
下
 
表
下
 
表
下
 
 

2．5  

1．6  

2．0  

1．1  

2．3  

‖＝亭  

2．5  

2．5  

2．7  

2．8  

2．7  3．8  

1．9  2．7  

2．9  3．4  

3．0  1．6  

3．0  3．7  

2．7  2．0  

3．0  3．7  

3．1  3．8  

3．0  3．7  

3．1  3．7   

宮城，  
茨城，  

新潟，  
島根  

2
 
 
 
 
 
（
ソ
】
 
 

島
岡
 
井
 
 

福
静
 
福
 
 

佐賀，鹿児島   

愛  媛  

沿岸全域平均  



表2 1989年海底土試料の －37cs濃度範囲  

単位 Bq／kg乾燥土  

最小値  最大値  調査海域  最小値  最大値  調査海域  

福井1・2  2．1   

島  根  0．90   

愛  媛   1．2   

佐  賀   

鹿 児 島  

北 海 道  2．7  10   

宮  城  1．5  2．1   

福島1・2  0．81  2．5   

茨  城  1．7  2．6   

静  岡  1．5  4．8   

新  潟  5．0  12  

11   

3．0   

2．1   

1．2   

‖＝山  

－：検出下限値以下を示す。  

表3 1989年海産生物試料の －37cs濃度範囲  

単位 Bq／kg生鮮物  

ス ズ キ 科   

タ  イ  科   

カ サ ゴ 科   

ア イ ナ メ 柑   

ヒ ラ メ 村   

カ レ イ 柑   

タ  ラ  科  

4  0．30   

4  0．19   

4  0．18   

5  0．31   

4  0．16   

13  0．11   

9  0．26  

0．55   

0．24   

0．37   

0．37   

0．29   

0．31   

0．59   

0．26  その他の硬骨魚類 16  0．093  

硬骨魚全試料平均 59  0．24 ± 0．11  

ア カ エ イ  2  0．29  0．48  

イカ頬・タコ頓  15   

エ  ビ  類  2  

－：検出‾F限値以下を示す。  
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（36）海藻中の99T c  

財 団 法 人  九 州 環 境管 理 協 会  

松岡＝言明． 岡村n三紀． 白石直典  

1． 緒 言  

テク ネ チ ウ ム ー 9 9（99T c）は核燃料再処理や放射性溌乗物   

の処理処分に関連 し て重要な環鳩モニ タリ ン グ柁椎 と な る。 当 協   

会で は昭和 6 2 年度 よ り 放射能調査対策研究 と し て海水中及び海   

藻中の99T c の分析 を行 い現状の，9T c レベ ル を調査 し て い る。   

平成元年度は、 海藻及び海水中の＝’r c やそ の他の接種を調査 し、   

濃縮係数、 同位体比等を検討 し た。  

2． 調査研究の概要  

調査は長崎県対馬 で行 っ た。 海水は南北 2 地点で採取 し、海藻   

は島内 4 地点で採取 し た。 採取 し た試料につ い て、＝sl、は発煙   

硝酸法で、．”c s 及び1B e は G e 半導休検出器法で、 そ れぞれ   

分析 し た。9，T c は既に 報告 し た 方法（第 3 0， 31回環境放射   

能調査研究成果論文抄録集）で測定 し た。  

3． 結語  

海水及び海藻中の放射性物質濃度を表1及び 2 に示す。 海藻の   

09T c 濃度は検出限界以下か ち10．6×10－i Bq／Xg生の範囲 で あ り、   

昭和 6 3 年度に 同一地域 で得 ら れ た結果（検出限界以下～7．3×  

10‾2 Bq／Kg生）と 同等の濃度であ っ た。  

海水及び海藻の濃度か ら計算さ れる 各f亥種の濃縮係数を表 3 に   

示す。 海水の濃度は表1の 2 地点を平均 し て 用 い た。99T c の濃   

縮係数は、 り†c s や90s r のそれよ り 大き いが、 ヨ ー ロ ッ パの褐   

藻類で報告さ れて い る値（＝㍉～10ち）よ り か な り 小さ い。 こ れは、   

調査 し た海藻の種類が異なる こ と や調査地点の海水温な どの条件   

が異 な る こ と に起因 し て い る と 考 え ら れる。  

海藻及び海水にお け る核種間の 同位体比を表 4 に示す。 こ こ で   

示さ れる 同位休比は施設汚染の景ヱ響が無い地域の値 と 見な す こ と   

がで き る。 核燃料再処理施設排水の貫2響を受け た セ ラ フ ィ ー ルド   

付近の海藻の＝T c／l｝7c s 比と して は、1．5～22が報告 さ れて   

い る。  

本研究 を通 じ て、 海洋 にお け る90T c モニ タリ ン グ で は、 こ の   

核種の海水中濃度が極めて低いので、濃縮係数の高い海藻を選定   

し て モ ニ タリ ン グ指標 と す る こ と が妥当 で あ る と 考え らゎ た。  
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表1 海水中の放身寸性†易鳩濃度  

99T c  lぐS r  】；T c s   

lO～Bq／色  川一ちBq／免  tO▲qBq／色  
採 取 地 点  

長嶋県下県郡厳原印浅藻  7．4士l．6  2．Z±1．1  3・8土l・1  

長嶋県上県郡上県印漢  4．9士1，7  2．3±1．1  2．7土0．9  

喪2 海藻中の放射性ほ稚■度  

＝Tく：  りS r  l】TC s  TBモ  

10‾】8q州g生    8〟l書生  恥／kg生  8〟l一生  
搾取地点    試 科 名  

轟叫県下れ群  
集躊■町尾嶋  

コモングサ  （1．抽土8．85）   0．21士0．03  0．0丁土0．02  13．8士0．9  

‡．83士0．35  

l．叩士0．25  

1．5さ土0．28  

10．70土0．2引  

0．21土0．0～  0．0丁土0．0Z  l．0土0．さ  

0．1～土0．02  0．13士○，03  5．I土0．9  

0．10士0．M  0．！l士0．M  【0．8土0．3）  

0．Il士0．01  0．10土0．陀  3．3土0．6  

イ  シ  ゲ  
鼻叫県下県群  ホンダワラ  
慮席呵蹟覆    ア  ラ  メ  

ノコギリモク  

マ  タ  サ   2．14±0．らヱ   【0．01土0．0！I  0．18士0．01  4．1±0．，  

丘叫県下れ那  チャシオグサ   沌．1，土0．58）  肌的士0．021   tO．1は0．04）  3，7士l．0  

厳オ呵小蒲    ノコギリモク   5．‡3土0．25  0．用土0．0！  0．09土0．03  l．9土1．3  

ア  ラ メ  （0．別士0．抑    0．05士0．O1  8．36土0．01  （0．ほ8．2l  

畏■県上県郡  ウミトラノオ  10．8 士0．6  0．10±0．02  0．0，士0．01  2．1±0．8  

上県町議  ヒ  ジ キ   0．65土0．2】  0，10土0．0‡  0．川士8．03  0．4士0．1  

イ ワ ヒ ゲ   l．51士0．伯  0．‡○土0．02  ロ．10土0．02  】2．D±0．丁  

＝は娩出曙界以下であるが計暮された散鳳を示したもの．  

喪4 醐及び海水中の怯耶同位体比   喪3 各接稚の海藻に創ナる■締撒  

批点  

長q嘱下軸  
卿l糾  

試 料 名 ‖T〟‖TC5   

コモングサ   0．2丁  

）〕T㌦一Sr ■1TC封／川Sr  

0．09  0．33  

一ITc  ユJSr  

l／k生   l／k生  

303  gl  

肌色点  拭 I斗 名  

長嶋県下県郡  
美樹尾崎  コモンプサ  

イ  シ ダ  
ホンダワチ  
ア  ラ  メ  
ノコギリモク  

‖
田
1
6
鵬
 
 

畏嶋県下県詐  
麒呵浅才  

イ  シ ダ  
ホンダワチ  
ア  ラ  メ  
ノコギリモク  

長嶋県下相  
応原呵8闇  

サ
サ
タ
 
メ
 
 
 

グ
モ
 
 

ク
”
削
ラ
 
 

ヤ
 
コ
 
 

マ
チ
ノ
 
ア
 
 

剛
 
 

マ タ サ  
チ▼シオグサ  
ノコギリモク  
ア  ラ  メ  

長嶋県下腑  
脚小蒲  

員疇県上相  
上県町凛   

L
 
n
V
 
O
 
 

オ
▼
キ
∴
ゲ
 
 

∵
 
r
．
 

エ
フ
 
ヒ
 
イ
 
 

長ヰ県上れホ  
上県印譜  

ウミトラノオ  
ヒ ジ キ  
イ ワ ヒ ゲ  

長嶋県下酬  
脚浅膚  海   ＊  0．019  

閥県上県郡  
上県町議  海   水  0．0柑  
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Ⅳ．食品及び人に関する調査研究   



（37）ノ＼■冒・仁lコのg8s riこつt、－こ  

放射線医学総合研究所  

五十硯康人・白石久二雄・河村日佐男  

1．緒言   

人骨中のMs rは、環境中に放出された放射性核種からの体内被曝繰鼻腔定上の指標核  

椛として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行機作の梢明のための  

参照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中の98s r濃度の分析測定は1  

962年より継続して行い、その年齢別濃度水準の年次変化、年齢別差異などに加えて、  

比放射能の観点より骨中天然安定S rについても随時報告してきた。今回は、前回に引続  

き得られた1988，89年の分析結果を中心に報告する。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析） 骨試料は、主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各機関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨、肋骨、骨盤骨なども含  

め、多骨種サンプリングの方針に従って収集してきたが、今回は脊椎骨が大部分であった。  

今回は主に、1988年死亡例および1989年死亡例につき分析を実施した。   

98s rの放射化学分析は、骨試料のC a含有率が高いため、発煙硝懐法を用い、クロム  

醸バリウム沈将による精製後、最終的にシュウ醸イットリウム沈毅法によるミルキングを  

行い、98Yの放射能を測定した。 削定には、T CN－T r a c e rla b社製OMNl  

／GUARD型低バックグランド・ベー▼タカウンタを使用した。   

（分析測定の結果と考察） 分析測定の終了した試料の98s r横度を衷1に示した。1  

989年死亡例の平均骨中g匂s r潤度ほ、5～19才群で17 ± 5．9および成人群で  

13 ± 4．4mBq98s r／g C aであった。0～4才群では1986年に51mr3q  

98s r／g C a、1987年およぴ1988年にそれぞれ42，70mBq98s r／g C  

aであった。また、1989年には46mBq98s r／g C aであった。   

UN S C E＾R（1982年）のP45を標準E7本人に適用して、骨中の98s rからの成  

人の骨髄および骨表面に対する吸収線最を抑定した。その結果を表2に示す。  

3．結語   

人冊巾98s r濃度は緩慢に減少し続けており、この傾向は変わっていない。また、19  

86咋のチェルノブイリ部故により放出されたg8s rの影幣は明瞭には認められない。し  

かし1988年では、いずれの年齢群でも、ごくわずかではあるが平均濃度が上昇する傾  

向が認められたが、1989年にはほぼ前々年の値にもどっている。   

人骨q】g8s r洩度水準の調査研究を進めることは国民線塁（集団緑塁）推定の観点から  

重要であるばかりでなく、P u等超ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較解析を可憶  

にするので、検討を続行する。又、天然放射性核種による内部披喋繰壁との対比について  

も検討したい。  
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衰1 年齢別人骨中の98s r濃度  

mfiq98s r／g C a  

死亡年  0～4y r  5～19y r   20y r～  

2（9）  16  29  分析数＊  

平均値  

1987 標準偏差  

最小値  

最大値  

17  15   

4．1  3．7   

7．0  8．5  

2 3  2 3  

4 2   

19   

2 8  

5 5  

3（11）  5（6）  分析数＊  

平均値  

1988 標準偏差  

最／ト値  

最大値  

2
 
 
1
 
 

8
 
3
 
 

1
 
7
 
4
 
9
 
6
 
 

2 4   

5．2  

17  

31  

7 0   

3．6  

6 7   

7 4  
2
 
 

2（7）  6（8）  126 分析数＊  

平均値  

1989 標準偏差  

最／ト値  

最大値  

＊）合併後の試料数に相当する  

衷2 骨組織における9日s rからの吸収線用（成人）  

吸収線塁（〝Gy a－1）  

死亡年  

赤色骨髄  骨表面  

16±4  

17±5  

14±5  

19 8 7   

19 8 8  

19 8 9  
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（38）人体臓器中の 239－248pu濃度  

湯川雅枝・佐藤愛子  

■阿部享・●滝澤行地  

放射線医学総合研究所  

‡秋田大学  

1．目的   

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等担ウラシ元素は   

広範囲に大気圏内に拡散し、徐々に地球上に降下蓄積されている。   

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素測度   

が増加するおそれがある。国民の健康安全の面から環境試料、人   

体臓器中のプルトニウムなどの超ウラン元素濃度を測定し、その   

循環形を把指する。   

2．方法   

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定表に際し、臓器試料は湿垂喪を測  

った後、凍結乾燥して乾垂墨を測り水分含有奥を求めた。凍結  

乾燥した試料は硝酸により湿式灰化した。   

（2）プルトニウムの分離定量  

23g■248puは化学技術庁縞の「プルトニウム分析法」に従っ  

て、灰化試料から陰イオン交換樹脂（DowexlX8）をのちいて  

分離し、ステンレス根上に電着した。プルトニウム垂の定豊は  

α緑スベクトロメーターにより実施した。   

3．結果  

今回、四体分の主要臓器についてP uの定圭を行った。結果を   

表－1に示す。臓器中のプルトニウム濁度は試料の保存時や解凍   

時に失われる親織水を考原して乾燥重責当りとした。湿垂垂当り   

への換算を可能にするため水分含有黒も併記した。  

他に、二休分の臓器について湿垂畏当りのプルトニウム購度を   

表－2に示した。これらの検体に関してほ水分量の測定を行って   

いない。  

これらの四検体からは肺や脾臓などの臓器も採取しており、現   

在分析中である。   

4．結語  

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。   

また、環境から生休への移行を把握するために、大気浮遊摩、食品   

等の分析と、他元素との相関関係などについても検討していく。  
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義一1人体臓器中のプルトニウム測度  

検休   臓器   湿重責（g）  専乞垂奥（g）  水分（Ⅹ）  239■2…pu  238pu  

Bq／g・d「y  Bq／g・d「y   

77才（男）   骨   40．6   19．8   51．8   8．3×10‾5  4．0×10‾5  

筋肉   92．2   36．2   60．8   4．5 〝   N．D．  

肝   114．9   29．9   74．1   14．2 ふ   N．D．   

55才（女）  筋肉   195．4   96．4   50．7   1．7 〝   N．D．  

肝   226．5   114．0   50．0   1．9 〝   N．D．   

N．D．；検出限界以下  

表－2 人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体   臓器   湿垂喪（g）  239●248pしl  238pu  

Bq／g・Uet  Bq／g・Vet   

80才（女）   骨   51．4   3．1×10‾5   N．D．  

筋肉   55．0   8．0 〝   6．9×10‾5  

肝   44．3   14．3 〝   N．D．   

55才（男）   肝   115．0   2．8 〝   N．Dニ  

膵   31．5   3．4 〝   H．D．   

N．D．；検出限界以下  
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（39）茨城県沿岸原子力施設周辺住民の放射性及び安定元  

素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

住谷みさ子、村松康行、大桃洋一一郎  

1．緒言   

茨城県沿岸の原子力施設から環境に放出される放射性物質の経口  

摂取量を予測するためのパラメータとして、地域住民の食品摂取量  

と食品中に含まれる放射性核種、及び安定元素の濃度を測定するこ  

とを目的として調査研究を続けてきた。   

今年度は、昭和58年度から茨城県東海相、那珂湊市および大洗  

町で実施してきた野菜類の消費実態調査のうち、那珂湊市の■調査の  

集計が終了したので報告する。  

2．調査結果の概要   

（1）調査方法   

那珂湊市の沿岸漁業世帯（延べ世帯）を対象とする調査は59年度  

に1日分の全食品の消費調査を聞き取り調査で実施した。引き続き  

昭和60年から61年にかけて、同じ世帯について四季毎に5日分の野  

菜類の消費調査を日誌方法で実施した。  

（2）結果の概要   

1日分の全食品摂取量調査の結果から集計した、那珂湊市の沿岸  

漁業世帯の1人1日当たりの米の年平均摂取量は、269g であり、  

昭和59年度の厚生省の国民栄養調査結果の中の茨城県が含まれてい  

る関東ⅠⅠブロックの債、227．9 g と比べて約40g 多い値であった。   

5日間の調査から集計した野菜類の摂取量を、表1と表2に示す。  

表l那珂湊沿岸漁業世帯野菜類摂取量（g／d／p，Wet）  

5日間の調査から集計（昭和60～61年）  

秩  冬  年平均  野菜の種類  春  夏  

126  77 194 220  15/1 

131 246   87  51  129  

5  2  5  7  5  

238 180 230 293  235   

57  55  67  60  60  

葉茎菜  

果花菜  

キノコ頼  

根 菜  

イモ類  

558 560 583 631  583  合 計  
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表2 那珂湊市沿岸漁業世帯の主な野菜の摂取量（g／d／p，WeL  
5日間の調査から集計（昭和60年～61年  

野菜の種類 野菜名  春  夏  秋  冬  年平均  

葉茎菜  ハクサイ  6  4 104 100  54  

キャベツ  46  41   22  40  37  

ホウレンソウ  23  4  30  33  23  
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イモ頬  ジャガイモ  50  49  52  42  48  

サツマイモ  5  4  6  3  5  

サトイモ  1  8  10  5   

主要な野菜の摂取傾向については、62年度に報告した茨城県東海  

相、大洗両地区と同じような傾向を示しており、葉菜ではキャベツ、  

ハクサイ、ホウレンソウ、果花菜ではキュウリ、 トマト、ナス、根  

菜は大根、タマネギ、ネギ、ニンジン 、等が良く食べられていた。  

また、夏季に葉菜の摂取量が減り、そのかわり果花菜の摂取量が増  

えるという野菜類摂取量の季節的変動も同様であった。  

3．結語   

この調査研究は茨城県沿岸原子力施設周辺住民の内部被曝線量評  

価に賛するため、食品摂取量調査と、食品中の安定元素及び放射性  

元素の分析を行い、地域住民の摂取している放射性及び安定元素量  

を明らかにすることを目的としている。昭和63年度からこの地域  

の乳幼児（0～6歳）の食品摂取量調査を始めており、又、同地域住  

民の摂取している食品中の微量元素の分析も引き続き実施している。  
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（40）キノコ蛸とその生息基質中における放射性セシウムの分布  

阿立須栗衛生院 7夜射綿用材卜羊郡  

杉山 築モ乃・軍言方7i 盲盲1  

1．緒 言   

匡肘11寝食品の輔人の判断基準であろ暫定択愕（tり（一s＋1’7tてsとして370柚／kg）を超え  

ろ輔人魚－Ⅳ腋幡摘、件数ともに斬潤していろが、キノコぴ〕違反塀度は高い（1i柑梢：（こt川＝二  

の連侯食品「ll畔トl耶氾年は4‖二巾2‖二）状況にある。ここでほ、摺鳩か・うキノコ粕への移  

行分布を開明することを目的として実施していろ国内の野生ならびに我Ⅰ吾キノコ、および  

その生息菟閂であろ上場、木り†l用）】17r：s、1ラバ（「Sについての椚花研究1－u卜■郡結果につい  

て用旨する。  

2．調東研究の概要  

（1）方 法：（払拭科：キノコ粕は主に宵土山山階（標高1700～2300m）ならびに山梨倶、  

長野県、東京都および神奈川県で198！）年10～11日、19！）0咋7～9月に採取、あるいは晒人し  

た。ニ日夜および木材はキノコ粕が野生する即位て揺服し、また．キノコを榔吉巾の原木を  

栽培業召から摘人した。なお、宮上山5台目†］道の酢ト．地て沃地衣粕ならびに一訂襲樹（高  

さ3～5用）を採耶した。（針試料那慄：キノニTI用い揉拇印に応し、生あろい乙正昭Orてけ・rこ化、  

二！∴鳩ミよ】05し◆ぞ陀燥し拉径2…以lこ－とした拭＝を、正た、木材江150（：で炊化、地衣摘ふ吊  

Uげて襲持＝ま50℃で陀燥した後、それぞれ円筒常北リラス・トソウ育器（再掛iO…，高さnO胴1）  
に密封し計測用試軍－はした。凱料の重昂は！ト．”灘て2（ト50㌣程腰であった。（弓）7■線スペク  

トHメトり：定懲対象核挿は＝一・∴（「S、1り（‘sおよび川Kとし、1や＝ll（・l代社牒圧貢臣軒体掩拙ぽ  

（宵闇82（二m3）をNt」（、l州S社製SいP（、†「＝蛸倶緋標高分析牒に接続して行った。r′享）土鳩の州およ  

ひ強熟減熱：試料調製した土鳩について、l州は■rオン交撒水（上場：水＝l：2．5）で30分  

振とうし・た後測定、押掛滅間闇7（）0て，て2岬問以l二憧市となろ詫で加科して求めた。  

（2）結果：（i二）キノコ中の放掛＝て一三（「s潤度：野生：l、ノコ（ペニタケ手：l、イクナ科、ラッパ  

タケ手い冒よU■テンケクケ科など）2桐昭一＝lの1－7（’s寺㌍愕己J【3．1～107（用り／l、さ性（平l別l再：17  

2±235Bり／lくg生）で、このうち7試料から13dr－sl．3～13．0【‡（I／l、がl二（平均値：5．0±q一日抽／  

l、書生）が†鋸Ij定昂された。また、鞘1抒キノコ（シイタケ、マイクケ、丁－j■シメゾおよひナ  

メコ）ではシイタケたけに】〕7（二sがl鋸Ll（0．7～10．OR（l／幅生）された。なお、野生キノコ  

ーい山K含重ミュ0．】2～0．！）2リ石生（てド1別府：0．11±r）．2r）リム生）であー）た。し衰1生息、基汽車の故朝  

田中のl？7（：s濃度と詫】2  性ユ±星空：野生キノコ採取那†加J」二用20試、  0～52l■；臥I／l、  

：192±1G5帥／lくg柁）て、このうち鴨廿Iから＝（●sが7E草二（2．R～！）．5輌／1、書tl二）さjtた。  

野生および哉招キノ＝lの木材－I－1？7し1si㌍倍仁よ5．5～l：‡．Ot‡り／lく書陀であった。なお、土用I巨の  

k含準ほ0．21ト1．9【う％陀（平・均憤：0．72±0．41％柁）、木‡jでは0．川ト0．2（i％陀てお－〕た。  

（針地衣開およU■広葉樹の放中川臣＿官撰度：地衣用の】りrls富農腰は110R†l／1、g柁、1り（二s潤度は  

9．8R（1／I＼8陀であった。また、同…・場所の広層1；＝ごt－〕7「si㌍腔12．8勒／幅柁、11d（二S濃粍l．3  

柚／lけ陀を示した。（郡上順の州およひ弥熱汗茂同＿：野生ヰノコ揉収郡†か甘上掩（20試料）  

のI川は3．G～5．2（17・均値：4．3±0．1）、ならび甘仲熟減軒烏8．2～椚．RワG（Tl了・均†l草：1れ0  

±22．1％）であった。  

こ‡．結 謂   

中野生キノコの117（一s壬農度乙J上川口～川フRrl／l雄牛と脛度靴囲がJムく、とくに書士山山阿で  

揺旧したキノコは10＝フ～10ノ餌／l、書生と高い憫を示し′た。託た、代用（流通）キノコてはシ  
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イタケのみ10‾1～101餌／kg生の  

l？7〔sが検出定男された。このう  

ち、シイタケを代表とすろ木材甫  

朽性キノコは今回数多く採取した  

土鳩を生息基質とする前幅性キノ  

コに比べ低い1？7cs濃度であった。  

（号）同1に示すように、キノコとそ  

の生息基質との】37（二s椚度比（生  

／柁）はキノコの117cs濃度によ  

り10‾l～10日レベルを示す傾向が  

みられた。この測度比は葉菜、限  

菜および首相の移行係数2・3）10‾2  

～10‾3、あるいは今回採取した広  

葉樹の濃度比10‾2より高いレベル  

であることが認められた。富士山  

l．虹順の土鳩（強熱減塑：23．9～84．  

鋸％）中の13Tcs濃度102餌／k只陀  

レベルは国内の憤101鋸／柏柁レ  

ベル（阿部ほか：放訓諭文抄録集  

1987，1988）より高かったの‾ぞ、  

この周辺のキノコは特徴的に高い  

1＝cs濃度を示したものと考えら  

れろ。  

③図2に示すように、キノコの  

lつ7r：s摂度ならびに生息基質との  

摂度比は土鳩l川の低下とともに高  

くなろ晒l司が示唆され、キノ＝叫】  

のK含毘は比較的一定であった結  

果とともに＝7csの取り込み持性  

の一郎として紀識された。   

キノコとは生態を異にする地衣  

桶でも高いl？7（二s濃度を示してお  

り、璃在、これらも含めて絶合的  

に頂鳩からの移行動態について掩  

銅を続けている。  

綱辞：木研究に御協力黙いた山梨  

県挿業ほ術センター柴田 尚氏に  
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感謝勤します。  土鳩のPH  

凹2 生息基質（土鳩）のPI†と濃度比（生／柁）およぴキノコの13Tcs放射柁濃度  

（文献）1〉1・仙莱瓢岩附帯，柴口内：りコ蛸およUその生息別冊こおりる放射性セシウムの醐・R∧D101SOTOP臥39・Ho川・1990・  
2）Re糾1atory Guitlel・109・  
3〉卜IethotloIogy ForEvaIuaLing LheRadiol一）gica－ConsequcncesofRat＝oaetiveEff＝∫entSRcIcase11川Nor帆10perations・Com・  
Missiol10†tl忙Ell川肛allCo仰Ullities・力‖yl耶9・  
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（41）ヒト永久歯［llのgロs r に関する研究  

国立予防衛生研究所 歯車斗衛生部  

樋山守世、井上一彦、中村秀班、  
今井  奨  

1   緒言  

98s r はC a と同族の元素であるので、C a の代謝に伴って骨   

や前に蓄積される。前ほ形成が完了すると、代謝がほとんど行な   

われないので、いったん蓄積されたg8s r は崗牙中にそのま ま蓄   

積されるといわれている。従って、崗が形成された時期に環境が   

98s rで汚染されていると、歯牙にはそれに比例した買の98s r   

が蓄積されている ものと考え られる。  

木研究ではヒトの第三大臼歯を試料として、生年で層別した試   

料那を椛成し、そのg8s r の含有招を測定した。  

2  研究の概要  

昨年は、ドナーの生年（19 2 9～19 7 0）別に層別した試   

料（一群の平均歯牙数2 8本、3 0検†本）について、98s r雪！を   

測定 し、経年推移を調べた。  

本年は、一群の歯牙数が10本の小規模の試料でも経年推移を   
調査できるか否かを検討する目的で本実験を行なった。 歯牙のド   

ナーの生咋は19 2 5～19 6 8 叩、抜鶴崎の年齢は2 0～ 2 9   

才、歯牙数は2 9 0本である。これを 生年別に2 9の試料群に層   

別し、98s r を測定した。  

19 9 0年時点での98s r の放射能強度を図1に示す。   

g巧s r は、ドナーの生咋で19 2 5－19 2 8年の試料では検山  

限界以下の値であった。19 2 9～19 4 0年では微鼻の放射能が  

検出された。しかし、19 4 3年噴から急激に上界し、19 5 3咋  

のピーク時には、6 6．4～7 2．8m B q／g C a（平均6 8．  

7m B q／g C a）の放射能耕度を示した。以後、直線的に下降し  
たが、19 6 0年噴からわずかに下降が鈍く なり、19 6 8年には  

21． 6 m B q にまで減少した。   

以上の結果を、昨年報告した一群平均2 8本の経年推移と比較す  

ると、検出限界以下の年数、上昇傾向、ピーク時の年数と放射能強  

度、下降の傾向等はいずれも、良く 一致していた。  

3   結語  
本実験から、一群の歯牙散が10本程度の′ト規模の試料でも柁  

iF推移を調査するこ とが可能であるこ とが明らかになった0  
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（42）日常食中の放射性セシウム潤度推移について  

沖縄県公嘗椰牡研究所  

金 城 義 勝  

l．はじめに  

沖縄県では科学技術庁の委託を受け、昭和147年から環鳩試料中の放射能調   

査を実施している。昭和Gl年4月に起きたチェルノブイリ原子力発電所弔根   

は地球的規模の放射能汚当モを生じさせ、その彩野は本県でも5月から〔；月にか   
けて降水、陀下物および環鳩試料中に博かながら見られたが、その後、環鳩試   

料【†1の放射能レベルは減少し事故以前に帰した。しかし、日商食中の放射性セ   

シウムは昭和62年度前期採取試料に事故以前のレベル（約 0．05 Rq／人・日）   
の約2倍、後期には約18僧の濃度が検‖トざれた。この様な状況から日帯食、   

細入食品およびローカル的な沖縄の食事メニュー中の放射性セシウムについて   

調査した。  

2．調査の概要  
（l） 試料の採取  
日常食（陰膳方式）は科学ほ術けの「放射能調禿委託計両市」に恭づき、  

郡市成人の5人を対象として（；月、12Hを目途に年2同委託購入した。  

輔人食品はスーパー、食事等は各一冒l「▲lにつき5人分ずつ食発から隅人した。  

（2） 処理方法  

日常食は1人当りの1［］の摂取帯を1試料とし、食事等は5人分まとめて  
1試料として畷惟mに椎しガスバーナーで炭化後、電気炉を用いて450℃  

で24．時間灰化した。輸入食品は隼の状態でホモジナイズし測定試料とした。  
それらの試料はアクリル製 い8 容器に入れγ綿スペクトル測定を行った。  

（3） 使用測定器  
G c半額休検出器・・・（てANRERR〈 GC2（‖9－7500S  
波高分析塁蔓帯・…・C州BERR〈 射上州誹（：j5 PIItaS）  

（4） 調査結果および考察  
同一1に昭和61年度から平成2年腔仁γ期までの日常食中の放射性セシ  

ウム濃度のl件移を示した。l即†Jの放射性セシウム濃度は5人の各々の試料を  
測定し、（二s－134 濃度の算術平均肺および〔s－】37 潤攫の許術平均肺をブラ  

スして許出した値である。但し、平成元年度の後期試料については各々の試  

料では放射悍セシウムが検出限界以l∴ごあったため5人分をまとめて測定し  

た。同一1に見られるように昭和61年度までは過去に行われた核爆発実験  
による残留セシウム漉度と同レベルの推移であったが、62年度前期にほ  

0．10 日q／人．Rとチェルノブイリ事故以前の約2僧、後期試料では 0．93 βq  
／人．t］と約1日僧の濃度が倹出された。この様な現象から、62年腔試料に  

ついて更に棲討を行ってみた。前期の試料では5試料とも Cs－134は検出さ  

れず、〔s－】37 が 0．07～0．】3Rq／人．日 の稲阿で棉出され、後期試料ではチ  
ェルノブイリ事故由来の Cs－1：－4 が5試料巾l試料に 0．79 8q／人．日、Cs－  

137 が5試料中2試料に P．OG、3．Ol拍／人．口と検出きれた布から欧州等か  

らの輔人食品との関連が推察された。ちなみに、本県の食生活は他府県と異  
なり肉、棄貧相・豆資勇の消告が多く昭利＝；1年の用人食品等の実績を調べてみ  

ても魚介吏弱が約2％に刺し、鳥警夫内相が約2（；％、章楚賀巧・夏期約22％と㈹  

人食■打lの約4日％を占めている。  
未－1に本県で主に消門されていろ輔人食晶申の放射性セシウム濃度を示  
した。fi2年度後期に〔s－1：川 が摘出された試料は（てs一】37 椚度も 3．Ol！q  

／人．日と最高伸を示し、放射性セシウム濃度として約 3．8 日q／人．日となる。  
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その試料のメニュを細入食品の放射作セシウム潤攫と照らし合わせてみると、  

ポーク（N．い）、コンビーフ（4．0～ぺ．Gl射l／lく只牡）、牛肉（N．n～27．3）、そ  

の他に順の耳皮、蒲鉾、チキン符身、ピーナ、ソバタ、海老等があり、原間食  

晶を摘定するには多挿類の柏人食品に悍Iする測定データが必要とされ、これ  
まで行った食品項目のデータだけでほ究明が困難であった。   

日常食巾の放射性セシウム椚度は昭和＝う3年度前期試料では Cs－134（  
D～0．06 日q／人．日）、（二s－137（N．D～0．53 Bq／人．F】）、平均濃度（0．24  

・
 
n
l
 
 

H
 
D
い
 
 

／人．日）と62咋度後期の約1／4 に減少し、後州試料からは Cs－134 は  
検出されず、（二s－137 だけの推移となり、平成元年度後期試料では 0．04 Rq   

／人．日 とチェルノブイり発電所事故以前のレベルに帰した。しかし、平成  

2年度前期試料で‘は（：s－134 は検出限界以下であるものの、全試料から（二s  
－137 が 0．04～0．32 錮／人．臼 の簡岡で相＝＝され、・平均濃度も 0．11Rq／人  

．日と事故以前の約2倍となり、細入食品によると思われる・影野が見られた。  

そこで沖縄県の代表的な食事メニュとして義一2の食■冒一中の調査を行った。  

食品項目の中でチ1・ンプルとは季節に応じた黄緑野菜類と内莱頭を炒めた余市  
で、その中のメインになる食一畳－がメニュとなる大変バランスのとれた副食品  

である。表－2のメニュでゴーヤチャンプル、沖縄そば、焼きそば、味噌汁  
の4挿析に 0．01～0．021うー】／人の Cs－137 が検出され，他の3押野は拍鋸刃限界  

以下であった。これらのメニュから類†任してl］帯食巾の 0．05 Rq／人．日程庶  

の濃度については説明可能と思われるものの、それ以上の濃度に附しては閃  

難と推察きれた。  

3．まとめ  
I］常食巾の放射件セシウム濃度はl昭和G2咋度をピークに減少する傾向が  
見られたが、個々の試料を碩討した場合、62年度以降については欧州等か  

らの柏人食品による杢）のと思われる茅…群が見られる弔から、63年度後期以  

陀は平均的にチェルノブイリ事故以前の約2僧精度の調度で推移しているも  
のと膵容される。しかし、的として高い濃度の欄人食－7子■がきi昌人する郡もぅ1糾  

されることから今後とも多挿類の調香の継続が必聖と思われる。  
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S引／価 S8レ12 崇泣ノ価  

図－1 日常食中の放射性セシウム測度膵移  

義一1 細入食l†いいの放射性セシウム満腔  

名  件数  ＿旦旦」．辺上 最下幡  亡I 凹  13  H．n   3  H．D  「J l＝l  5  H．U N．D  口 I川  口 1 2   
義一2 沖縄県の地域惰性的な食事  

名   件数  Cs－134（輌／人）  Cs－137（輌／人）   

ゴーヤチャンプル   1   ＝．U   0．02   

牛肉いため   1   H．1）   H．1）   

神川そⅢ■   1   N．1）   0．（‖   

やきそば   H．n   0．02   

おかず   】   N．n   H．1）   

味噌汁   
l   N．n   0．02   

豆困チャンプル   N．1）   N．U   
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Ⅴ．分析法、測定法に関する調査研究   
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2．調査研究の概要  

対象と したド水処印場は、衷嘉ミ郡の三河   

処fliトヒ ンクーおよび森ケ崎水処理セ ンターー・   

吸毒号萬稲されている と考え られる清竹＝雪泥   

卜の巾の返送汚泥を採Ⅰほ し、前年僅までに   
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托すこ、汚泥は楓乾してガンマ線スぺクト ロ メトリ を行な 一Jたが、  

その紙製を表1【に示  した。大然の放射性核柏と しては、7Be や  

lりKが掩けlさ れ、放射作降下物に起因する核柁と しては －‥う′csか  

検出され、医・学則用に起＝刃すると考え られる放射性棲棚と してほ、  

5】cl・， 
11 7 （；a．「〔se．1111，＝11tβおよび ＝Zrr打等が検  

これらの放射能 レヘルは、風乾物1Kg当た り致～数百  
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なお＝Tcの槻核柿の ～｝つ＝nTcけ、物叩的’＝臓期が短iく  （
 
し
 
 

頂か ら分離・風乾ま で相ぎー1島時  】【 11  

要 したので減衰  を
＝
 
 

年度試料では検拙されなか一・）た。’－1lllも同様であ  っ た   

＝′∫cの分析測定に関しては、上澄液については、濃縮してから  

硫化銅勺巨成による共沈法で＝Tcを捕貸し、蒸留法 －宿機溶媒榊＝Ll  
穣一低バック グ ラ ウ ンド・ベーー タ拍スペクト ロメトリ を待ったハ  

清作汚泥についてほ、硫倣と過傾化水素による渦iい大化法によ り、  

＝’rcを溶山せしめ、硫化郎による共沈法以 F・同上のプ／法で放射化  

学う〉折測定を章子った。分析測定結果は蓑2 に示すとおり であ一，た。  
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3．結言た  

＝Tcの放射能 レベルは、L澄邪では川？浦q／′′／β のオーダーで  

あ り、活性汚泥では、勧：十m1日／Kg のオー ダー であ り、これノら‥の  

問の分配係数は平均 して約500 と な り、活性汚泥に＝’rcが濃縮さ  

れてい る こ とが判っ た。  

今後の調香研究計l珂と しては、特別研究「環境特研lで†寄 られ  

た”川T c 添加土壌およびり5mTc を紹眼吸収させた農作物（ホ ウ レ  

ン草等）を用い、平成元 年度までに開発さ れた分析方法の総合的  

な検討を行う と共に、放射性降1∵物によるバ ック グラ ウ ンド レベ  

ルが高い地域（例えば秋H等）、放射丹＝司梢元素瞑′半本り押＝撫㌫主周  

辺（水処理セ ン タ ーー等）および原 ㌣力施設周辺等を対象と し′て環  

境試料しいにおける ＝ い：等長上卜械期核稚の放射能 レベルと その蕎  

稽＝大沢を把握する と共に、＝Tcの蓄積傾向を把捉するための指標  

となる環境試料を見出すこ とを予近 している 

供試鼻：返送汚泥100β  
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（瑚自然放射線の擬似実効エネルギ ー調査  

放射綿医学総合研究所  

小島  敏行   

l．緒言  

自然放射線にはエネルギーおよび緑帝などの物押的な田子が含まれている。これらは地  

織こおける地学的な条件の速いによって変わる。このような自然放射綿の理学的な基礎デ  

ータを得ておくことば自然放射線による何民綿垂の推定や緊急時における被膵紙屑推定ま  

たその線喪を利用する科学、ほ術分野に有用な情柑を提供するものと考えられる。  

これまで宮城、福島、新潟、静岡、福井、島根、牽嬢、佐閂、鹿児島の各県の公的開聞  

の協力により、これらの横間が管摺するモニタリングポイントを使用し、自然放射線の曙  

羽を行い、これらの地点の線申摩とエネギーとを測定し、その結果を押論的に輪討を加え  

た。この結果この両者の間に相関性があることを見い出した。前年席にひきつずき、自然  

放射線の擬似実効エネルギーと綿昂率の調香ち行うとともにこれまでに得た測定結果をも  

とにそれらの相関関係をより明相にした。木年度はこの関係式における係数の物理的意味  

について検討してきた。ここでは純照につき和脅する。  

2．調査研究の概要  

（1） 実験iいこついて  

自然放射線の線鞍手ミと関根実働エネルギーとの間に相関関係があり、それらは享又伸綿の  

一般式、Ⅹ＝∧＋C／（F一日）で乗せた。この一般式の係徽について、その物理的青喋  

を検討した。  

（2）実験式の掩討、考軒  

イ，係数∧  

この係数闇手前線の綿照準を示すことを既に前年腔に絹脅した。この際附則9．5n〔ハくg   

／h（1．92／上R／†1）であった。ただし、測定状況からこの伸ば宇南緯の竹城分を示していた。  

恍用したTl．nの密度効果と宇宙線の確成分を・打照した甥合、木実験から得られた宇宙線綿  

既卒は7G．4～椚．2nC／lくだ／ll（2．96～3．43／川／h）であった。この値ほ他の研究者がNal（Tl′）  

および電柵粕で門た値85．9～R7．2n川（只／h（3．33～3．3R／川／ll）とよく一一戦していた。こ  

のことば実験憎が理論的予測とよく一致していろことを示している。  

口．係数R  

押論ではこの惰は大地からの日黙放射線の椚似実効エネルギーの最小エネルギーを与え  
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ることを示していた。測定データから得られた伸ば約0．t洞MpVであった。大地からの放射   

線根源としては－プラン、トリウム、カリウムがある。特に、前二者の元素の崩壊過程で生   

ずる光子の平均エネルギーは0．79と0．88Me〉であり、測定データから得た慣0．68卜1eVとは   

異なっていた。これは朗横過程から待た値は大地中の水、岩石、土、空気などによる光子   

の散乱効果を無視してきたが、測定データからの紺定値にはこれらの効果をも含んだ値と   

なっている。このように計策、測定集件の相違により両者間のエネルギーの速いが生じた   

ものと考えられる。これらのことを配席したとき両者の償はより近いものであり、係数B   

は大地からの自然放射線の最小実効エネルギーを示すものと云える。  

ハ．係数C  

この憤は理論ではモニタリングポイント地点の高度、緯度の大きな変動による宇前線線  

奥の速いに左右きれることを示した。今回のモニタリングでは、全地点を通じ高度は海抜  

数mから30m、緯度は31から39度と比較的宰相根絶興が変わらない地点をi襲んできたため   

、係数Cの変化は無視してきた。しかし、槻測怖が恢絆度、高緯度を遇ぶなら、係酌Cの   

怖は変化することが予測きれる。  

3．結青  

白然放射線の尉似実効エネルギーと綿革率との相関式とその係数の物理的意味を検討し   

てきたが、理論と実測値とがよく一致していた。この調査から異常時の放射線のエネルギ   

ー値を州定でき、また応用としてモニターの校i仁緑源の遇択に対するエネルギー博聞など   

が考えられる。   

［研究発表］   

1）Nalくa、iima，T．：4t．h（ntcrna．Symp．Na・LuralRarliation r：nvironment，Portl用aI，   

12，19R7．   

2）Nalくa、iima，T∴Radiatipn Pro・Lection nosi［tel・ry．， 24，357－360，19叩・   

3）Nakajima，T．：Radiation Protection DosiMetry．， 25，191－200，】988・  
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（45）緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所  

小 島  敏 行  

l．緒言  

一般の人々が被曝するような放射線被暇事故が起っている。このような被曝事故や緊急  

時における被曙患者の治椿および便康影響の調査、研究にはその人々の被喋繰環情和が必  

要かつ不可欠な帽子の一つである。特に、＝一舵のほ民は日常生活上放射線の計測器を摂濁  

することば全く得ない。前述のような場合、人々にとって自己の被喋繰覇がどの位かば東  

大な関心事である。しかし、一般人用の個人被曝線帯計の研究開発は全く成きれていなか  

った。このため、われわれば一般の人々の被喋繰熱情絹を得る手段を研究してきた。その  

一手段として、電子スピン共鳴（ESR）吸収法を開発してきた。前年席までに、その方法論  

に適する材料の一郎とその放射線特性の調奈研究を行い、その中で放射綿の検出那に相当  

する物質として、蕨糖を発見し、その怖れた放射線惰性を報告してきた。  

本年はこの検出那に相当する蕨糖について、その特性が産地同により変わるか否かにつ  

いて検討した結果を報告する。  

2．調轟研究の概要  

（1） 試料の収隼と刑詫  

最初に各国産樵糖の定燕をしておく。原糖生産国の赦に乙ま限度があるり、多くの国は消  

汽車の大半の原糖を㈹人し、精製している。このような精製している同を産地国とした。  

同じ国の異なる精糖会社の作る杵糖もー一一持と数え、また、異なるタイプの無職も一挿と教  

えた。熊糖吉雄lは26か固から約50種集まった。日本精糖工業会からは純度99．粥の甜  

菜糖と砂糖黍糖の提供とともに種糖についての捕守剛是供を受けた。  

これら熊糖の形ほ大きく分けて小粒の結晶、これらを固めた角砂糖のような固形化した  

もの、氷砂糖のような大きな結晶杓のもの、ケーキなどにまぶす粉末状、さらにこれを固  

めた斯粒状の5様に分かれた。色あいは透明、褐色、白色であった。  

（2） 各国産辣糖の放射線に対する相対感度  

各国の燕糖の放射線特性比較にあたって、「国産」のグラニユー糖を基準にし、相対感  

度の標准偏差には誤差の伝播をも考惜した。  

表1は各国産鮮糖との感度比較と照射後一週間におけるフリーラジカル勒の絶時変化  

である。兼lの巾で米印の試料は結晶が大きいか、または、固形化したためESR試料管に  
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人らないため、粉砕、粉末化した腫糖試料あるいは初めから粉休の酢糖である。このよう   

な粉棒の試料5樺は全て感度が大きくなっており、基準試料よりも平均的2倍の感度でっづ、   

た。策頭粒状の無糖も同様に感度闇大きかった。  

その他の各国産簾糖の相対感度を兼1の「相対感度」の榊に示した。なお、褐色がかっ   

た砂糖（表1の＊米印のもの）の感度は3研呈倍大きくなっていた。しかし、これほ実験謂   

差内に入るものであった。粉末化蕨糖の相対感度を除いた26ケ1司36挿の解析の平均相対感   

愕とその標準偏差は1．00日と0．035であった。   

（3） ラジカルの安定性  

同一試料の照射後一週間におけるフリーラジカル軌の綿時変化について、夷lの最右榊   

に示した。  

それによると鮮稚内のフリーラジカルは照射後1週間でも、そのぅジカル濃度は照射殖   

碓のそれとほとんど変わりない1．028±0．042であった。このような安定した特性は市販   

の線僕計、例えば、TLDやその他の緑中計とさほど変わりない相性であり、こ8）ように宥   

定した性質は線素計としては債れたものの一つであろう。   

3．緒言  

各国の砂糖はESR信号測定上、邪魔になる不純物の信号が見られないし、頗る安定した   

フリーラジカルが放射線で一様にでき、高感度であることがわかった。このような特性を   

有する燕糖は緊急時の一般人の個人被喋繰静計となることをしめしていた。このような物   

質が我々の身の回りにあることを発見したことば有意禿であろ。   

木調動こあゃたて、心溜かいご協力を掩いたガルーダインドネシア航空、IくLMオラン  

ダ航空、サベナベルギー航空、フィリッピン航空、ユーゴスラビア航空、斎藤（日本精糖   

工彗会）、附辺（共同通信）、丙脇安（ウィーン大）、SutllCe ChamnonヌChnb（タイ）、福島   

（スキャンウ、ソド）、田載植（相国）、11arHiSjMajiya（インドネシア）、Imre Kasa（   

ハンガリー）、小泉（季力燃）の諸氏に心から感謝致します。また、実験にあたって良き実   

験助手役を勤めてくれた大槻敬子きんに心からお礼申し上げます。   

［研究発表］   

1）Naka、iima，and et al：l雨ernat．ConF．So＝d State Dosimetry，Vie11na，Nov．1989．   

2）Nakajima，T．：British tl．Radinl叩y．，62，148－153，19開．   

3）Naka．iima，T．and O†ぷuki，T．，：Appl．Raりiat＆暮sotopes，4】，35ロー365，19叩．   

4）Nakajima，T．and et al：Radiat．Protect． Dosimetry，（in press）．  
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Tablel Relative Sensitivity and fading of sugar  

SaJTIPles producedin twentY－Six countries  

COuntrY  relative  fading  

SenSltivitY  at One Week  

Austrla（1）  U．991± 0．075  0．948 ± 0．124  
Austria（beet） 1．025 ± 0．101 1．073 ± 0．075  

Austrla（3）★  2．635 ± 0．237   0．991± 0．059  

BG of Ausヒria（3）1．3ユ  
Australia  O．96’7 ± 0．040   0．994  0．069  

0．074  

0．066  

0．067  

0．070  

0．083  

0．158  

0．059  

0．106  

0．151  

0．038  

0．080  

0．094  

0．0■70  

0．035  

0．063  

0．071  

0．029  

0．139  

0．136  

0．042  

0．052  

0．070  

0．101  

0．081  

0．049  

0．050  

0．0了3  

0．086  

0，056  

0．040  

Belglum（1）  0．9’74  

Belgiu∬l（2）   1．077  

Brazil  O，959  

Canada  O．960  
China  O．995  

Denmark  l．007  
Egypt★★  1．022  
GermanY  l．096  

H011and  l．007  

HungarY  O・948  

Indonesia  O．991  

Iran★  1．482  

Japan  l．000  

KenYa（1）★★  1．016  

Kenya（2）★★  1．064  

Korea  O．960  

Newjlland  l．008  

Phillpplne  l．014  
Sweden  l．039  
South Africa l．026  

Taiwan  O．948  

でhailand（1）   1．049  

でhallan（ヨ（2）＝ 1．021  

UK  l．036  

USA（1）  1．033  

USA（2）  1．021  

USA（3）  1．041  

USSR（1）  0．980  

USSR（2）  1．013  

USSR（3）  1．007  

USSR（4）★  1．853  

USSR（5）★  1．614  

Yugoslav土a（1） 0．990  

Yugoslavia（2） 1．020  

0．055   1．038  

0．052   1．016  

0．079   1．013  

0．069   1．034  

0．066   0．997  

0．139   1．044  

0．040   0．962  

0．066   1．038  

0，127   0．976  

0．045   1．058  

0．086   1．053  

0．146   1．043  

0．060   1．028  

0．024   1．060  

0．051  1．050  

0．097   1．067  

0．026   1．000  

0．082   1．107  

0．098   1．087  

0．060   1．051  

0．068   1．036  

0．114   1．028  

0．092   1．096  

0．090   1．025  

0．057   1．003  

0．023   0．968  

0．076   0．940  

0．066   1．126  

0．064   1．038  

0．054   1．061  

0．118  

0．120  

0．038   1．001  

0．043   1．035  

0．087   1．055  

0．048   0．988  

0．083   1．009  

0．064  

0．045  

0．075  

0．043  

0．042  

Yugoslavla（3） 0．964 ±  

Yugoslavla（4） 1．020 ±  
Yugoslavla（5）★ 3．011±  

BG of Yugoslavla（5）1．85  

Means  l．008 ± 0．035   1．029 ± 0．042   

★ the powdered sugars and those data was  
excludedin mean sensitivity．  

★★ brown sugar．  

（BG means a relative ESRintensity of free raくヨicalsin the  
POWdered sugar to thatin the crystalline sugarirradiated  

Wlth 3 GYト  
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（46）環境放射能迅速評価システム（ERENS）  

（Enviromentalradiation Estimation NetworkSystem）  

放射線医学総合研究所  
本郷昭三 竹下 洋 内田滋夫 岩倉哲男  

はじめに  

放射能、放射線は人間を取り巻く種々の危険性のなかで最も良く管理できているもの   

の一つでと考えられるが、最近問題となっている炭酌ガス、フロンガスによる成層圏の   

汚染、チェルノブリの原子炉事故などにみられるように、汚染管理は全人類的規模で行   

う必要があることが明らかになりつつある。 日本における環境放射能調査研究もコン   

ビュターを含むネットワークを整備し国際化に備える必要があるものと思われる。これ   

らの観点から、放射能調査研究で得られたデータ・成果を電算機ネットワークを用いて、   

データベースを構築し資源の共有化・有効利用をはかり、平常時、緊急時の放射能レベ   

ル把捜、綿塵評価の基礎処理を行うことをを目的として放射能迅速評価システムの華人   

を昭和63年度に行い、平成元年は那珂湊支所への拡充、図形処理ステー ション、低   

バック グラウンドβ線スベクトロメータ，及び空間純真計のネットワーク化を行った。  

導入機器とその規格  

現在、本所のERENSは電算室、図書室とも接続され、那珂湊支所ではファイル．   

サーバー台に通信ステーションとともに既設のパーソナル・コンピュータ4台がネット   

ワークに接続されている。平成元年度までに導入したERENS関連機器の概略を図  

1に示した。表1に那珂湊ステーションの規格を示した。本所・支所間の交信につ   

いては、表2にその規格を示した。空間線量計NaI3インチのシンチレーション検   

出器と1000チャンネルの波高分析器を用いた。低バックグラウンドβ綿スベクト   

ロメータのネットワーク化については昨年度導入したGe半導体検出器用のコントロー   

ラと同一規柏のものを涛入した。  

機器名  
CPU  
FP P  
語調  

EWS4800／20  
MC68030（33MHz）  

MC68882（33MHz）  

32ビット  

メモリ容量  16Mバイト（最大32Mバイト）  
キャシュメモリ  32Kバイト  

ハードディスク  328日バイト  

光磁気ディスク 600Mバイト（300Mバイト×2）  
最大ディスク容量 984Mバイト  

オへ●レiイげ・システム AT＆T UNIXSystenV R2．0  
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公衆電話回線  
全二重  
300／1200／2400／4800／9600bpsデータ圧縮なしで18Kbps  
300bps：Bell103J，1200bps：V．22BelL212＾  
2400bps：V．22  9600bps：V．32  
19200bps：Packetized ttigh Speed Data Trans両ssion   

A八（自動発着信）  
Haysコマンドコンパチブル  

適応回弁泉  
通信方式  
通信速度  
変調方式  

自動通信速度設定  
NCU形式  

制御コマンド  

涛入結果と運用状況  

那珂湊ステーションの導入により、体内被曝線量計算システム（IDES）をはじめと  

する各種のアプリケーション約500本が支所でも利用できるようになった。 本所・  

支所間の交信については、公衆回綿としては最速の19200BPSで接続することができるが  

LAN間接続するにはまだ通信速度が低くポイントーポイント間の通信に限られている   

。 空間線量計のデー タは収剰寺開聞隅を任意に変えられるが現在は30分間晒でデー  

タを収集し基準となるデータのトータル・カウントの変動の2針以内のときはトータル  

カウントのみをサーバに登録し、2（rを越えた場合にスペクトルも登録される。ファイ  

ル・サーバに入った、これらのデータは別のステーションで分析され特に異常が検出さ  

れない場合は合計値だけに圧縮して記録される。空間綿畳率の変動や異常のあったスペ  

クトルはネットワーク上のどのステーションからも閲覧することができる。  
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（47）河川水のヨウ素建具法   

郎
 
 
 

年
 
 
 

村
 
 
 

松
 
 

所
 
 

翰
二
昭
 
 

試
勝
 
 

生
谷
 
 

衛
亀
 
 

立
 
 

国
 
 

書
 
 

緒
 
 

l
 
 
 事故等に由来する大気中の放射作ヨ ウ素は、  

下 し土壌に吸着されるが、 土壌か ら河川への  
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機物に吸着され易いが、IO3‾イ オ ンの吸着件  

は全 く 河川水に依存して いるから、 も し放射  水
 
 

河
 
 

で
 
 

素
 
 

ウ
 
 
 

ヨ
 
 

性
 
 汚染きれた場合、 その除去のために河川水申のヨ  を
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 充分明 らかに してお く必要がある。 しかし河川水申のヨ  約
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 2－5J▲g／1と非常に相克であ り、 これらのイ オンを分離薙孟する  

こ とは困難であると されている。 一方榛イオン交換樹牌への陰イ  

オンの吸着件の順序は、Ⅰ‾ ＞ HSOd‾ ＞ ClO3‾ ＞ NO3‾ ＞ Br‾  

＞ CN，＞ HSO3‾ ＞ NO2．＞ Cl，＞ HCO3‾ ＞IO3‾ ＞IICOO－  

＞ Ac‾ ＞ OH‾ ＞ F‾ と されているか ら、Ⅰ▲イ オン とIO3→イ オ ン  

の分離は容易であると考え られた。 即ちⅠ‾イ オンのみを樹順に吸  

着させたのち、 これをIO3‾イ オンに稚化所出させれば、Ⅰ－イ オン  

のみを在来するこ とができ ると考え られた。 またIO3－イ オンは、  
イ
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し
 
 

元
 
 

應
 
 

オ ン と し、 交換樹潤で同様に吸着分割すれば、IO3‾  

が可熊である と考え られた。 以下にⅠ‾イ オンの定景  最
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方
 
 

法の概略  

オン交換機仁服カラム（Anberlite CG400 Cl型，100－200メ7シュ）  

1¢ × 2cm にⅠ‾イ オ ンを吸着きせる。 ついで 0．5M Na2SOd 40 ml  

を通し、 Cl‾およびIO3■をのぞき、 硝月旨をSOd型とする。 この樹鵬  

に 0．5＄】＝hOd 40mlと 10雫 NaOHlOmlの婦液を通 し、Ⅰ‾イ オン  

をIO3●イ オンと して渾＝即する。 河出液は無色である。 この溶出液  

に 30第112023適を加え、 砂裕上で 4－5mlま で蒸締 し、 持出液中  

の有機物を完全に分解する。 再びこの液を水で 40mlに希釈し、  

2‡KMnOA5満を加え、 水沼上で加温し、Ⅰ‾イ オンをすべてIO3‾イ  

オンとする。 冶後 30鰐 H2SO4 を加えて礫性と したのち、2‡NaNO2  

を加えて mnO」を脱色する。 ついで 30＄ NIi2CONH23滴を加えて  

過剰の NO2‾を分解する。 さ らに1第 XI溶液1mlを加えて 50℃  

に加温し てIO3－か らⅠ2を生成させる。 これに 0．1雫 ロ イ コクリ ス  

タルバイオレ ット溶液1ml，PH4．0 酢松枝筒液 4ml，0．1劣 塩化  
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第二水銀溶液 2mlを加えて、 ロ イ コクリ ス タルバイ オ レ ット を   

発色させ、 592nmでヨウ素を定桑する。 本法によると、 相克のⅠ‾   

イ オ ンを定尭する こ とが可絶であ る。  

3． 倍音吾   

検討されて いないが、  

定量が可熊であ る。  

本分析法は、 未だⅠ▲イ オ ンの超克  

TO3‾イ オンもⅠ－イ オンに遼元すれば、  
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（48）環境試料 中 P m －147及 び S m －151分析法の 開発  

動燃東海事業所  

住谷 秀一  

1．緒言  

近年、原子力利用に伴う長期的な環境影響評価の観点から、長   

半減期の軟ベータ核種についても環境中での挙動を把握すること   

が話題となって来ている。  

このことから、①半減期が比較的長い核種であること②使用済   

燃料中のイ ンベントリーが比較的大きいこと③生物試料に濃縮さ   

れやすいこと等を考慮し、Pm－147及びSm－151の分析手法の開発、   

環境中でのバックグラウンドレベルの把握及び移行．係数の評価に   

ついての研究を進めている。  

本報では、これらのうち、Pm－147及びSm－151の分析手法につい   

て検討した結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

サマリ ウム、プロメ チウム等の希土類元素は、その化学的挙動   

が類似しているため、環境放射能分析に通常用いている溶媒抽出   

法やイオン交換法では分離が難しい。このため、分離能を高め迅   

速に希土類元素を単離することを目的と して、高速液休クロマト  

グラフ装置（HPLC）を用いた分析手法の検討を行う  

HPLCにおけるPm－147及びSm－151の分離条件の検討、  

の通用について検討した。  

（l）HPLCにおけるPm－147及びSm－151の分離条件の検討   

安定Sm及びNd（分析回収率補正用）を主に用い、  

カラムへのフ ィ ード条件、②溶離条件を検討した。  

については、濃縮速度、酸濃度及び溶液塵に対する  

らの安定Sm及びNdの溶出率との関係について検討し  

離条件については、溶離液に乳酸一水酸化ナトリ ウ  

こ と と し、（1）  

（2）環境言式料へ  

①試料の濃縮  

フ ィ ード条件  

濃縮カラ ムか  

た。また、溶  

ム系溶液を用  

い、Sm、Pm、Ndの分離条件、除染係数、保持時間の再現性等につ  

いて検討した。  

（2）環境試料への通用   

環境試料中Am分析法を応用し、Sm等の希土頬元素を精製・分離  

した。その後、HPLCによりSm、Pm、Ndを分離し、Pn及びSmを液体  

シンチ レーシ ョ ンカ ウ ンタによ り定盈し、また、NdをICP 発光分  

析装置により分析回収率を求めた（図l）。  
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3．結語  

（1＝1PLCにおけるPm－147及びSm－151の分離条件の検討  

①試料の濃縮カ ラ ムへのフ ィ ード条件の検討  

濃縮速度、酸濃度及び溶液盈に対する濃縮カ ラ ムからの安定  

Sm及びNdの溶出率との関係について検討した結果、濃縮速度 5  

ml／min、酸濃度0．1N、溶液泉300 mlの条件においても安定Sm及  

びNdの溶出は見られなかった。  

②溶離条件の検討  

IiPLCにおけるSn、Pm、Ndの分離は、溶離開始p Hを約3．5 に  

したp Hダラディエント法により良好な分離ができた。この溶  

離条件における除染係数はPm及びSmフ ラク シ ョ ンにおいて250  

以上であり、保持時間の再現性については変動係数と して 2 ％  

以下と良好な結果が得られた。  

（2）環境言式料への適用  

杖†斗（土壌、灰拭‖）  

【  
攫出又は通式分解  

t  

濾過  
l   

容1調整  
l  

分封  

llPLCによる分離前  

までの工程における  

Sm及びNdの分析回収  

率はそれぞれ約90％  

であり、Sm／Nd比は  

1である こ とから、  

Ndによ りPm及びSmの  

分析回収率を捕正す  

るこ とは妥当である  

こ とが分かった。ま  

た、全分析工程にお  

ける繰り返し分析精  

度は、変動係数と し  

て約10％程度であ り  

分析回収率は約80％  

であった。   

こ こで開発した分  

析法は、環境言式料へ  

の通用が可能である  

こ とが分かっ た。   

なお、本法の検出  

下限値は、測定時間   

500分において、約  

10mDq／サンプルであ  

る。  

10％  90％  

イト（灰拭拙こ景＝ノNd漬加）  

シュウ酸カルシウム共沈  

暮  

水酸化鋏共沈  

ウ  シュウ微力ルシ  

‡   
水酸化践共沈  

イト8N塩酸  
lイト8N塩酸   

陰イオン交織（DowoxlX8）   

ト←…檜  
陰イオン交換（DowoxlX8）  

陰イオン交換（m｝WOXlX8）  

t  

忙P一乗光分崩  

（拭日中安定Nd濃度測動  

∃：一1N硝酸－∞％メタノール  

0．1N塩酸－0．5MHシ丁ン融′ンモニル80％メタノール  

「－・5N塩削6％メタノ‾ル  

陰イオン交換（DowoxlX4）  

図1環境試料中Pm－147及びSm－151分析フロ‾  
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（49）名称環境試料斗の放射能レベルとその帖抑l勺変化  

環墳放射拍データベースを利川して 

小利軋 矧l英肌 楠木丈夫   

上杉正樹，武l朴陛治  

財団法人 口木分析センター  

1．緒言  

l］本分析センターはわが同の環境放射線データの服集・管理をl任用152年度からキ了って  

おり、現在までにデークベース化したものは原子力施設周辺モニタリング、放射徒刑定  

調香及び国公立研究機関等の調査等の耗果を中心に約80万作である。木データベース  

の小から昭和49年度以降の放射能測定調査における浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農  

林席物、海水、海底土、梅席壁物等の90s r，】37c sのデータを利用してこれら環境  

試料小の90s r， ＝7c sの柿年変化について報告する。   

2．調査研究の概要  

大気浮遊じんや降下物は小間の核実験やチェルノブイル事故の影習が最も早く現れる  

試料であることが図1の降下物lいの13Tc sで明らかである。いずれの試料も平成元咋  

にはチェルノブイル事故の影野は見られなくなり、l昭和60咋と同レベルまでになってき  

ている。茶巾の137c sは大気浮遊じんや降下物と同様に核実験やチェルノブイル事故  

の影野を顕著に表している。  

土壌試料（0←5cm）をみるとチェルノナイル朝敵の影Wで胴和‖年以降徐々に荷稲吊が  

上がっているように見受けられる。精米試料小の90s r，】37c sは土壌試料と同様に  

チエルノブイル市政以降II柵川2叩～64咋とほぼ同レベルを維持しているような傾向が見  

受けられる。これに対して牛乳、葉菜類、根菜類はチェルノナイル事故時には上昇した  

が、その後年々減少傾向にある。  

図2に見られるように日常食lいの137c sは町絹【161～62咋まではチェルノブイル事故  

の影響が見られたが、昭和63叩からは咋々減少傾向にある。   

3．結語  

以上のことから環境試料小の90s r， t37c sには試料毎に特徴のあることが判り1し  

た。これらから更に事業を充実するために環境放射能関連データの収集と解析機徳の向  

上を関り、より良い情報の提研が川来るようにしたい。  
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（50）放射線計測機器の規格化に関する対策研究  

（肘）放射線計測協会  

大井 義弘 宮本 俊寛   

1．緒 言  

現在、環境におけるγ線積算線量の測定には、これまで主としてT L Dが使   

用きれている。T L Dは、簡便に広抱囲のデータが取得できる利息があり、環   

境γ縁側定法についてのマニュ アルも整備されている。  

蛍光ガラス線塁計は、最近レーザ光を利用した読取装置の開発により測定精   

度、安定性とも飛躍的に向上したと言われているので、今後環境モニタリ ング   

用と しても極めて有用であると考えられる。  

このため、環境モニタリ ング測定器の規格化を研究の一環と して、ガラス繰   

塁計を環境γ線の積算線量測定に使用する場合に必要な諸特性試験を行った。   

2．調査研究の概要  

平成元年度は、基本性鰭試験と して、ゼロ照射指示値試験、繰塁計問のばら   

つき試験、指示値の再現性試験、指示値の比例性試験、エネルギー特性試験及   

び方向特性試験を実施した。  

試験に用いたガラス繰塁計（S C－1）及びリーダは同一メーカーのもので   

ある。照射試験は、日本原子力研究所の校正施設で行った。特性試験における   

緑丑計読取りのフ ローチャートを図1に示す。  

使用前には4000C、1時間の再生処理を行った  

（積算に用いる素子については、最初の照射時  

のみ行った）。照射前後の読取前には1000C、  

10分間の熱処理を行った。熱処理は、放射線  

の照射（自然放射線を含む）により生しる蛍光  

中心を早く ビルドアップさせるための便作であ  

る。 したがって、熱処理によ り ビルドア ッ プの  

時間を考慮する必要がなく なる。ただし、自然  

放射線による線負が照射予定線虫に対し無視で  

きるときは熱処理を省略した（フローチャート  

中、点線で囲んで示した）。   

線曳評価については、ゼロ照射指示値及び指  

示値の再現性試験を除き、照射前後の読取値の  

差（増塁値）から求めた。   

リーダ内部のキ ャリ ブレーシ ョ ンガラ スは、  

‖’c s根源で標準照射し熱処理を施したものを  

用いて校正した。リーダの校正定数はマニュア  

ルに従い測定の郡度（照射単位毎）確認した。   

特性試験項目毎の試験条件及び測定結果を  

表1に示す。リ ーダでの読取時における レーザ   

（I凡 策）  く再生処理）  

図1線量計読取りのフローチャート  

パルス発振数及び読取回数を照射緑塁に応じて適宜に設定した。  
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表1 試験丁貞日子亘の試巧貪条什及び州定結果  

試 尽負 堀 口   紹昂計偶数   照 別 条 什   測 定 結 果   

ゼロ照駄＝旧示仲   1 0   （Ⅲ住処Ⅰ〔l！後5時m冷叫  17．5±0．31JGy   

線日計間の   4 0   1DOJノGyへ5mGy（4ノさ■ま）   変動係数：1％以「勺   
ばらつき  

指示仰の円現性   3〃Gyへ′500mGy（12点）   変動係数：3％以内   

指示順の比例性  20  

31ノGy～500mGy（12点）   101JGy～500mGy  
門壁処理  （10）  指示言誓言莞：±5％以内   

積 算  （10）  

24．1kcV  

エネルギー特性  120  、′6．13McV（‖点）  
1a7cs基準  

（10個  400ノ川yへ・800ノ川y   0．71一－l．25   

×12点）  

80keV（X抹）、■37cs、  相対レスポ ンス  
2 5 5  10 co   ＝＝cs基準  

方 向 特 性                  （5個   方向：上F、左右   0．22～1．0（X綿）  
×17点）  0∴30∴60∴75’，90’   0．84－1．0（t3Tcs）  
3回  0．94～1．03（80co）  

これらの試験奉≠f黒から次のこ とが、川った。  

（1）プレドーズ成分を分離して放q・川長の照射による明光（Rl－lノ）だけを測  

定するため、爪繰吊械から市線吊械までiミ■紺■i度で測定でき る。  

（2）測定線現に対しレーザパルス軌、試用＝司雛の設定条件を変えることにより  

低線．吊でも円現作良く 州定できる。  

（3）線印計問のばらつき（変動係翫）が非′さ首に小さい。  

（4）数10keVから3MeVのエネルギー穐囲では±20％以内であった。   

3．結 語  

本試写灸は、室内での予仰川1」結果であるが、環境γ抹を精度良く測定できる特   

牲が得られている。平成2年度には、ガラ ス線星計及びリーダの漫才指圧試験、   

長期にわたる再現性、線昂計の日己汚召さ及びフ ィ ールド試厚頻を行う ことを予定   

してい る。  
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Ⅵ．都道府県における放射能調査   



（51）ヨヒ音≠壷遥乙こ 車う 乙ナ る 放身寸青巨言伺査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射能科  

福田 一義、奥井 普代、小林 智  

1．緒 言  

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成元年度の北海道における環境放   

射能水準調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

全ベータ放射能調査の対象は、降下物・降水・陸水・海水・海底土・土壌・  

農畜水産物・日常食であり、核種分析調査の対象は、牛乳の131Ⅰ及び牛乳・  

野菜・海産生物の90sr及び137csである。また、空間放射線量率調査は、モニ  

タリングポスト及びサーベイメータに拠った。  

（2） 測定方法  

全ベータは科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法」、131Ⅰは同庁筋「放射  

性ヨウ素分析法」、90srは同庁編「放射性ストロンチウム分析法」、137csは  

同庁編「放射性セシウム分析法」に準拠して測定を行った。なお、海水の前  

処理は鉄－バリウム共沈法に拠った。空間放射線量率は、モニタリングポス  

トによる連続測定及びシンチレーションサーベイメータによる月に一度の測  

定を行った。  

（3） 測定装置  

G日計数装置； アロカ TDC－103（GN－HLB－2501，GH－5004）  

NaI波高分析器； コロナ 505  

低バックグラウンド放射能自動測定法置； アロカ LBC－451  

モニタリングポスト； アロカ HAR－11  

シンチレーションサーベイメータ； アロカ TCS－121C  

原子吸光分光光度計； 日立180－50  

（4） 調査結果  

全ベータ放射能調査結果を蓑Ⅰ、月間降下物及び降水の全ベータ放射能調  

査結果を表lI、90sr及び137csの放射化学分析結果を蓑M、牛乳の131Ⅰ分析結  

果を表1V、空間放射線量率測定結果を表V”に示す。牛乳の90sr及び137csの測  

定値には従前と同様な地域差が認められた。  

3．結語  

本年度の調査において、牛乳の137csにやや高い値が検出きれたが、他の測   

定値は平常の場合と同等のレベルであった。  
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I全ベータ放射能調査結果  

採取年月  放射能濃度  前年度まで過去  単 位  

数！  （含K）  

直面†‾  最大値   

、
 

－
・
‥
㌧
 
 

ル
 
 

17，平  

16，12  

0－ 5 cm  

I I 
⊥－  

5－20cⅢ  l 10．43  乙1】 0．46l  uDq′hlll‾ Bq／8乾土  
l                    n  1 80  1 62  1 69  GBq／km2   

柄  3l   21   35  m8q／g  

米   28   24   30  l畑q／g   

野  石狩町  l平18   65   44   76  lmBq／g生  

口  l   莱  l大 根  l    Ⅷ  u  1   1   1      lほうれん草  l石狩町  l平18      250  190  1280  l畑q／g生  

生産地WHO  l札幌市  41 52   43  】  5l  】Bq／l生  

札幌市   ト与叫2月   42  

淡水産生物  石狩町  平17  mBq／g生  

日 常 食  札幌市  平16，12  Bq／人・日  

平17  

海 底 土  余市町  平17  Bq／g乾土  事 0・67i   

持産生物  平I10  

1Ⅰ大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の全ベータ放射能調査婚果  

－114－   



Ifl放射化学分析結果  

＊前年度まで過去3年間の憤  

IV 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所 札 幌 市  と   ）㌢ 過去の値   

摘撒年月日 星  平15・30坪17・12匪19・6坪111・20坪21・l軒23・8i   最低値；  最高   

放射能漬度 

（8q／l生）   I     l     l     l  l    l   ⅣD  
採取場所   音 更 町  ＊ 過去の値  

採取年月日  i平15・31秤17・13梓19・7秤111・21秤21・1坪23・7   ！最低値  座高   

i放射能濃度 l（Bq／l生）  等  ND萱ND毒N口きND  i ドロiND  
＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅶ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ  

（nGy／h）  

モニタリングポスト（cps）  測 定 年 月   

平均値  最低値  

平成1年4月  

【  6月  47  

7月  l  9．51  13．8l  10．4  I  53   

8月   9・8  18・3  10・8  51   

9月   9．8  15・9  10．9   51   

10月   
lO・0  19・8  11・2   52   

ll月   【9．7  王18．2  lll・0  ！   50   

平成2年1月  

45 ′・一 53  年 間 値  
39 ′一 51  前年度まで過去3年間の値  
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（52）肯扁集配における放射性調ホ  

習姦県斑鳩保健センター  

西沢陸地一、I卵子正義、阿郎征裕、庄司博光●  

木目秀樹、外崎久美子、竹ケ原仁  

●規六ヶ所放射線監撹局   

1．緒 言 前年度に引き続き、平成元年4月から平成2年3日までに科学技摘庁の委託により実施した放射能調否の概要  

を報告する。   

2．調杏の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土鳩、日常食、農畜産物、海水、海底土、テ毎薙生物、空間綿堅牢。  

2）測定方法  

試料の嗣処理および測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定億（昭和51咋改訂版）」、「放射性ヨウ素  

分析法（昭和52年改訂版）」、「NaI（T’1）シンチレーションスベクトロメータ機器分析法（昭和49年版）」  

、「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」、「放射性ストロンチウム分析法（昭和58年3訂版＝に準拠し  

て行なった。空間根尾率および計数率は、「放射能測定調養蚕言亡実施計画替（平成元年度）」により測定した。  

3）潮定装置  

β根の計測  紙パックグラウンド放射闇汀1動測定集配  

（アロカ製l．nC－452型）  

γ綿スベクトロメトリー  Hal（’rl）シンチレーションスベクトロメータシステム  

（N∧IG Eシリーズ）  

空間綿黒率  Mal（Tl〉 シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 －Ⅰ’CS－121C型）  

モニタリングポスト  

（アロカ製 M∧ll一日42型）  

4）調奈結果  

①各種試料中の全ベータ放射能測定結果をⅠに示す。  

（参詣森市における降水（定時採Ⅷ）と降下物（大型水難による一か月ごと）中の全べ一夕放射能測定結果をIlに  

示す。  

③農産物、海産生物中の＝Srおよぴ■＝csの分析結果を1IIに示す。  

④原乳中のt｝llの分析結果をIVに示す。－＝Iは検出されなかった。  

（訂許森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの測定結果をVに示す。  

3．緒 言吾  

測定結刺ま、全般的に例年と同程度であり、特に異常は認めらオ■Lなかった。  
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I全ベータ放射能謹慎新潮  

放射能洗度 （含K）   前年度択過去3年l肘）他  
試：rl名  採m場所   採耶年月  検休放  単 位  

最低値  鼠高値  最低値  臨即直   

陸  Hl．6  

上水（蛇tコ水）  再 森 巾  Nl）  ND   軋l／ゼ   

水  lIl，12   

0．34   D．28   0．37  叫／舵ニヒ  
0～5 cⅢ   市 森 下け  l11．7   

15，0（】け  1l，ODO  15－nl）0  怖れ几㌦  

土  
0．26   n．26   0．30  仇／g乾土  

5′・・ノ20 cm   〝   lIl．7   
25，000  23，Onn  30．0（】0  ⅦVh2  

0．59   0．59   0．G3  恥／g車乙土  

0～5 cm   む つ 市  ttl．8   
29．000  27．000  2g．000  仰Z  

用  
0．57   0．56   0．59  ml／戒止  

5～20 cm   〝   lIl，8   
57．000  59．OnO  63．000  仙t   

和   光  弘 前 巾  l12，l   0．q34   け．026   0．034  恥／g柑米   

大  桐  三 戸 町  l11．11   0．869   0．063   0．070   
野  

キャ′くツ   〃   lIl．10   0．07g   0．063   0．079  
帆／ピと  

〝   む つ 市  1tl．10   0．080   0．Ofi7   0．P78  
某  

ジャガ■イモ   ′／   lll，8   0．11   0．1（I   0．12  

－Il，6  

牛  乳  習 森 市  5n   58   叫／ゼ   

lt2．Z   

Itl，6  
口 珊 食  背 森 市  60   73   55   61   勒／人・日   

l11．12   

むつ市関根浜沖  l11，5   49   44   4g   
海   水  仙吋Ⅷ  

陸 奥 湾  l11．8   33   

むつ司了関根浜帥  l11，5   0．け91   0．10   0．12   
海 底 土  

陸 奥 湾  t11，8   0．55  0．59   

ホ タ チ 貝   〝   lIl．1l   8．09（I   0．085   0．096   
海  

カ レ イ   ノ／   l11．1l   n．12   0．10   0．12  
産  

ムラサキイガイ  むつ市関根浜洲  ltl．6   0．08（；   0，074   Wg生  
生  

ワ カ メ   ノ／   t11，5   n．OA9  
物  
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lI大彗■王水矧こよる月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時膵水）  大型水矧こよる降下物  

採駁  

降水界  放射能濃度（叫／戚）  門間降下革  

咋f】  （Ml丸几ポ）   佃勒／h2）  

測定数  羅低値  最高値   

lI元咋 4月  1G3．5   9   N r）   4．2   2∩   

咋 5†1  37．0   7   ND   l．8   8．6   18   

咋 6月  41．0   ND   l．6   N【）   

咋 7月  34．0   Nn   0．99   0．71   ND   

咋 8月  78．5   ND   1．1   20   ND   

咋 9r！  195．5   Nl）   ND   ND   ND   

咋10月  134．5   ND   37   65   

咋11rl  104．0   N D   2．5   N D   

咋12月  103．5   Nr）   2．4   3g   ND   

It 2咋1月  110．0   ND   3．8   58   69   

年 2月  12．8   ND   4．3   50   

咋 3月  36．D   8   ND   1．3   NO   

年  間  椚  1【】46．3  四   ND   4．3  Nけ～58   N†）～69   

約咋度土で過去3咋間の値   414   ND   120  Nひ一－｝82（I   N【トーー・・一両0   
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日 放馴化学分析結果  

採拇  90Sr  1＝cs  

試  料  名  検体数  単  位  

年月  愚低値  最高値  過去の憤  最低値  爵高僧  過去の値   

野  tll，11  8．094  0．13～0．25    ND  ND～0．052   
恥／他生  

菜   0．27  0．24～0．41    0．12  n．056′）0．17   

海  ホ タ テ 貝  lIl，11  l  N D   ～目 口    0．10  0．063  

IIl，11  NDND 0．19～0．26  恥／他生  

過去の値は、的年度までの過去3咋問の憤。   

】Ⅴ 牛乳中の1＝l分析結果  

採 取 場 所  帝森市  〝   〝   〝   〟   〃   荊咋度まで過去三年間の値   

採 取 昨 月 日  ーー■6．2l  7，25  8．10  9，28  川．17  11，16   最低個   最高値   

放射髄熱度（恥／£）  ND   ND   ND   MD   ND   ND  ND   

V 空間放射線員率測定結果  

モニタリングポスト（cl唱）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

局低個   煩高値   平均値   （鵬yハl）   

ll元咋 4月   7．0   12．0   8．0   4n   

咋 5月   7．0   12．5   7．9   41   

咋 6月   7．0   12．0   7．8   

咋 7日   7．0   12．0   7．8   4〔   

iF 8月   7．0   12．0   8．0   39   

咋 9月   7．0   17．5   8．2   36   

年10月   7．0   19．0   8．4   38   

咋11月   7．5   21．0   8．9   

年12月   6．5   19．5   8，7   37   

112年1月   5．5   18．5   7．8   3l   

年 2月   5，0   14．5   7．3   29   

年 3月   7．5   18．0   8．4   

咋   問   値   5．0   21．け   8．n   29～4l   

荊咋低までの過去3年間の値   3．5   28．0   7．5   29～42   
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（53）芋芽・平 日詫（こ お け る 方丈排J▲ fi巨計守】季年  

岩手ビ真衛壁研究所  

五［＝け 治，佐藤 用人  
で1：野  沖，梢谷 昭輔  

1．緒  言  

岩手県では，前年度に引き続き科学技術け委託による頂鳩放射能水準調デモを  
実施したので，その結果の概要を和；l子すろ（〕   

2．刑責の概要   

（1）調査対象  
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（2）測定方法  
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（3）測定巻§㌍  

イ  全ベータ放射能  
口 空間ガンマ線の税額率  

ハ Ge半導体核節分折栗岡  

（4）調査結果  

GM日動測定共同  ∧loka製 JDC－163  
サーへ◆’イトタ  ∧loka製 TCS－131  
モニタリンク■ホースト  Aloka製 h…卜11  
0I‡TEC 引用－15‖川，Sl＝KO 7800－8A2 他   
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イ メ ーク，モニタリ ングポスト）に発  

3．結 言吉  

相米の1さ7csの椚がやや高かったが，いずれの調香埴目においても荊印度とほ  
ぼ同程度の州定植であり特に異常は認められなかった。  
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l 全ベータ放射能調飛㈲ぱ  

放射能濃度（含K）   前作眩まで過去3年閏の怖  
昌式 fごト 乍；   採取場湖  採m祥月  検 体 数  叩 付  

最鵬†lri  砧別l■盲  最低値   桐高橋   

大嵐浮遊しん  盛岡印  2．7 （62iFl件）  哺q／mヨ   

降下物  盛岡巾  1．4   MBq／km2   

上水 源 水   
陸  

盛岡用  N．D （62咋1件）  Bq／1  

7K  

0．37（62咋1什）  Bq／g乾土  

0一 5c¶l  滝沢村  
・卜  9100  （62叩1什）  MBq／kmフ  

用  0．22（62fFl作）  Bq／g陀上  

5・・20cm  花沢村  
19000  （62年l什）  雛Bq／km㌻   

邦雄  滝沢村  0．018（82咋1什）  Bq／g用米   

野  玉山村  0．058（82叩1什）  
Bq／gそl三  

葉   玉山村  0．070（62年1件）   

茶  Bq／g生   

叶乳  花沢村  48  （62   咋1件）   円q／1   

淡水緒生物  馳／g〈l三   

［l常食  盛岡市  67  （62   Fl件）   nq／人・［1   

湖水  冊l‡q／l   

Bq／g乾土   

山田町  0．10 川2年】件）  
押   海蛇上                   淘  田 物  ホタテ貝  

l！q／g｛巨  

It：大聖水鰍こよる月間降‾下物拭椚及び定時降水試料tPの全β放射低調吾結果  

降 水 の 定 時 操 舵（定時降水）     大型水盤による降下物  
採 取  降水m  

放射能繊度  
祥 月  （¶）  （MBqハm2）   （M”q／km2）   

測定級 慮低値  

ヤ」成 元叩  4月  178．1   M．D  1．5  

5月  72．4   N．D  2．2   

6Jl  62．3   N．D   2．4   

7月  37．4   N．D   0．4g   

8月  165．5   N．D   0．88   

9月  343．1   N．P   

10月  も4．0   N．D   0．96   7．g  

11月  73．5   N．D   1．5  

12月  51．2   N．D   0．99   
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ヤ」成 2 咋 1月  54．3   軋n   

2月  85，3   N．D   0．40  

3月  60．3   N．D   4．6   

咋椚槽  川l  N．D  4．6  7．g－71  

皿           ＊i那Iこ檻までの過去3   N．D  3．4  N．D～88   1．d ～ 32  

＊降水の定時採取：昭和62，63年度調王童結果  

大！I■川く棺  ：叩和62印度調ヂ‡結刀ミ  

Ill放射旭化学分析結果  

つOsr  
137cs  

試 筆：l名  里付  

最低植    過去の純  最代価    過去の肺   

押下拍  Mt‡（l／kmユ  

膵水（上 水）  ml！（l／1   

11q／kg陀上  
0 5cm  

上  Ml‡q／km7  

用  bq／拍乾1二  
5 －20clれ  

hl11q／km2   

毀珊（用米）  Bq／拍梢謀   

野菜用  †与（l／kg丑   

茶  l！q／kg乾亨勿   

／卜孔  
l！（tハ   

淡水推壬I．三才勿  lj（1／kg′ト   

l持ち■食  l！q／人・ll   

減水  ml！q／1   

凋 搾 批 物                    nq／kg生  
過去の植は，前年度までの過去3ケ年間の柄。  

】V／卜孔■いの1311分析結果  
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V ゲルマニウム坪導休倹損得こよる伎柑分断測定開講結渠  

検  ＊  

117cs  消咋度まで  その他の検出された  
拭 ギ1 名   採腋場所  採桐年月   体  過去3年制の俵    人」二放射性接朋   叩  位  

数                      最低値  爪石肌  頂†1日立  最■高値   

大気浮遊じん  盛岡印  l甘半期毎  ロ  N．P  N．D  N．D  なし   捕q／m〕   

陀下軌  N．D   なし   MIうq／km2   

上水 源 7k  
陣  

N．D  N．D  なし  MIiq／1  
7K  

淡 7k  

なし   Bq／kg乾■1二  

0－ 5cm  滝沢村  元．8   
十  1500  3100  Ⅶ1q／kmフ  

用  7，7  ‖  なし   勒／kg托．l二  
520cm  滝沢村  元．る   

l100  椚！q／k¶二   

精米  滝沢村  元．‖   0．49  0．37  なし   Bq／kg†帯米   

野 大根  玉山村  元．10   0．026  なし   
円q／k只′巨   

栗  ハクサイ   玉山H  元．10   N．D  0．032  なし   

茶  蜘／k見乾物   

／卜孔  花沢ヰ、l  元．8／2．2  ロ  Ⅳ．D  0．14  N．D  0．14   なし   Ⅰ！（】／l   

撒水路丑l勿  じq／kg∠上   

I二川‡食  盛岡Tl亨  元．6・12  ロ  0．047  0．070  0．】5  0．17   なし   1jq／人・tてl  

満水  mI‡q／1   

洞純一1二  Rq／kg陀二卜   

弼  山車1町  2．2   Ⅳ．D  0．078  なし   

椎  

丑  

可勿   。。ノ′kgtト1  
＊【171抑63年度椚飛拙Ⅷ  

l′lウラン分析結果  

言i（半斗 名  探眼場所    ウラン潰皮  過去の肺  叩 位   

河 川 水  

弼 7k  

l二1柁  

河 底 土  mg／kg陀土  

海 底 二L  

mg／kg」三   
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Ⅶ 空間放射劇潤招Ⅷl促結果  

最低値  収高値  く1そ均伯   （nGy／h）   

ilそ 成 元 咋  4月   7．2   12．8   8．1   

5月   7，3   11．0   8．3   

6月   7．5   11．3   8．4   

7月   7．5   12．8   8 3   

8月   7．9   18．2   

9月   7．8   11．9   8，7   

10月   7．g   11．5   8．7   

11月   7 8   1T．3   8 9   

12月   7．7   11．6   8 7   

平 成 2 年 1月   7．0   1Z，8   8．6   

2月   T．2   15．1   8．8   

3月   ！1．4   8．6   

年  間  櫨   7、0   18．2   8．8   30 － 36   

＊嗣咋皮までの過去3年間の値  6．7   11．9   8．3   33・－ 77   

＊モニタリングポスト：昭和悶咋度調査結果   
サーベイメータ ：昭和62，83印度那花結果  
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（54）宮城県【こお【ナる放射肯巨調東  

宮城県原子力センター  

佐席 健 一 船木 宏  

1 緒  言   

前年度に引き続き、平成元年度に科学技術庁の秦言モを受けて宮城県が実施した「環境   

放射能水準調査」の桔果を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査の対象  

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、   

海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核稗分析を行なった。   

また、サーベイメータによる空間棉1率を毎月1臥 モニタリングポまトによる空間相   

乗率を周年連柄で測定した。   

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁絹「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種   

分析は同庁楕「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、   

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間綿最率は「放射能測定調査実施計画   

書（平成元年度）」に基づいて行なった。   

（3）測定装置  

① 全ベータ放射能  オートサンプルチェンジャー付GM計叡蓑田  

（アロカ製JDC－163）  

②核種分析  プリンストンガンマテック G e半導体検出精  

オルテック G e半導体検出幣  

セイコーE G＆G 7800 多妻波高分析装置  

③ サーベイメータによる空間綿景率  

N al（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製 TC S－131）  

何 モニタリングポストによる空間織豊率  

N aI（丁り シンチレーション式モニタリングポスト  

（アロカ製 MA R－11）   

（4）調査指果  

表－1に定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。  

表一2に牛乳（原乳）の1，1tの測定精果を示す。  

義一3に降下物、上水、日常食、農畜産物、及び海産生物の核稚分析相異を示す．  

表－4にサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間綿毛率の測定持果を示す。  

3 指  謂  

平成元年度に実施した全ベータ放射能及び空間頬貴率測定結果は、例年と同レベルで   

あった。また、昨年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な憺は認められ   

なかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能測定結果  

採  取  降水声  放射能強度 （Bq／見）  

年  月  （m）  測定敷   最低値   最高値   

平成元年 4月  243．0   8   N  D  16   

5月  107．1   8   N  D   2  3   

6月  121．5   6   N  D   1．0   

月   76．5   8   N  D   0．85   

8月  135．2   6   N  D   1．、3   

9月  18 5  4   8   N  D   0．84   

10月  161．1   12   0. 111 1．4   

11月   58  5   7   N  D   2．8   

12月   59．4   4   N  D   0．6 5   

1月   13．0   4   N  D   0．9 2   

2月   94．2   6   N  D   0．74   

3月   69．8   6   N D   2．1   

年 間 値  1324．7   83   N D  16   

前年度までの過去3年間の値   2 29   N  D  63   

表－2 牛乳（原乳）中の＝－巨分析結果  

採 取 場 所   宮城県畜産試顆場（岩出山町）  前年度まで遇去3年同の饅   

採 取 年 月 日  1．5．9  6．13  7．11  8．29  9．12  10．4  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／l）  N D  N D  N D  N D  N D  N D  N D   10   
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表－3 ゲルマニウム半鞭休検出器による核種分析測定調束結果  

検  

採取  その他の機出紬た  

試 料 名   搾 取 場所  休  単 位  

月 日  人工放射性核＃  

敷               熊低値  蒋高値   

上水（蛇口水）   仙 台 市  7．3／10．2  6  ND   HD  mBq／且   

土壌（0－5cm）   岩 出 山 町   8．29   6．9                 6．9  Bq／kg乾土   

土壌（0－20ロ【）   岩 出 山 町  8．2g   3．9  3．9  Bq／kg幸乞土   

精米   田 尻 町   12．7    MD  Nr）  8q／kg生   

野菜（大根）  仙 台 市   9．1   1 ND HD  mBq／kg生  

野菜（ホウレン草）  5．1   1 ND MD  mBq／kg生   

牛乳（市販乳）   仙 台 市  5．1／9．1  6  MD   MBq／且   

日常食   石巻市、他  ．12／11．21  6  38   106  mBq／人・日  

mBq／kg生   

昭和63年度より測定開始  
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義一4 空間放射棉貴率測定精巣  

サーベイメータ  
測 定 年 月  

最 低 偵   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成元年  4月   8．3   15．0   9．4   50   

5月   8．2   11．4   9．2   51   

6月   8．0   12．了   9．1   50  

7月   8．1   14．6  9．0  52  

8月  8．0   15．6  9．2   51   

9月   8．3   13．1   9．4   51   

10月   8．2   12．6   9．4   51   

11月   8．3   17．了   9．5   48  

12月   8．5   15．5   9．4   53   

1月   8．1   14．了   9．4   4g  

2月   8．2   15．6   9．3   56   

3月   8．5   12．5   9．3   48   

年 間 値   8．2   14．3   9．3   48 ′－ 56  

前年よまでのき主3年間のl  20．2  8．5－9．9  44 ′－ 5 7   
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（55）事欠日∃県るこおしナる放卑寸育巨言周査  

秋田県衛生科学研究所  

勝 又 貞 ・佐 々 木貴子  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成元年度（平成元年4月～2年3月）に実施した科学技術庁委託に   

よる秋田県における環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調 蕉 の 概要  

（l）調査対象  

定時降水、降‾F●物、陸水（蛇口水、淡水）、土壌、農畜産物（精米、ダイコン、キャベ  

ツ、牛乳）、水産生物（コイ、タイ）、空間線異率（モニタリングポスト、サーベイメー  

タ）。  

（2）測定方法  

試料の調整および測定は、科学技術庁編「放射線測定調査委託実施計画書（平成元年  

度）」、「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」、「NaI（Tl）シンチレーショ  

ンスぺクトロメータ機器分析法（昭和49年）」、「放射性ストロンチウム分析法（昭和  

52年」、「ゲルマニウム半導休検出器を用いた機器分析法（昭和54年改定）」等に準  

じた。  

（3）測定装置  

①低バックグランド自動測定装置： ＾LOKA LBC－451型  
（診N aI（’rl）波高分析装置： 日立 505型  

③シンチレーションサーベイメータ ： ∧1．OKA rrCS－121型  

壌）モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト ： Al，OKA MAR－R－42型  

（9ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置 ： SEIKO EG＆G MCA－7800型  

ORTEC G EM－15180－P  

（4）調恵結果  

①各種試料の全β放射能調査結果を表1に示した。いずれの試料にも異常値は認められ  

なかった。  

②大型水盤による月間降下物及び定時降水中の全β放射能測定結果を夷uに示した。年  

間の降水皐は1723、7柵、定時採水の測定回数が144回であり、1月当りの全β射能濃度  

は N．D～4．78q、年間捻降下量が1km2 当り 0．74GBqで、いずれも平常値の範闊内に  

あった。  

③放射化学分析による90s rとゲルマニウム検出器による ■87C sの測定結果を、表m  

と表Vに示した。異常値を検出したものはなかった。  

④牛乳中の131Ⅰの分析結果を表lVに示した。6回ともすべて検出限界以下であった。  

（9空間線量率の結果を表Ⅵに示した。年間を通してモニタリングポスト、サーベイメー  

クとも異常値は記録されなかった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても昨年度とほゞ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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l 全ベータ放射能調査権果  

放 射 能濃度（含K）   前年度まて過去3年間の値  

試 半斗  名    採取場所  採取年月  検 休数  単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

降  下  物    秋田市  元、4～ 2、3  12   N．D   0．33   N．D   3．30  GBq／kmZ   

陸  蛇 口 水   秋田市  元、8・12   2   N．D  N．D   0．12   

Bq／ゼ   

水  淡   水  ／／   元、7   N．D  N．D   0．11   

1．10  0．95   1．20  Bq／gl‡土  

土  
33．0  29．9   4（），0  G8q／k爪Z  

1．00  1．05   1．2【1  nq／gl三上  
壌   〝   元、8   

119．0  123．D   130．0  Gnq／km2   

帽  米    秋田市  元、10   0．02  N．D   0．OZ  bq／g†トt   

野  大  根   秋田市  元、11   0，06  0，07   0．08   

bq／g t   
菜  キャベツ  〝   元、11   0．07  0．D6   0．09   

牛  乳    秋田市  元、8・1Z   2   39．7   43．8   33．5   43．0   Bq／ゼ   

コ イ  秋田市  元、7   0．07  0．∩7   0．12  Bq／g 生  

水産生物  
タ イ  男鹿市  元、7   0．09  0．12   0．15  8q／g 生   

日 常 食  秋田市  元、7・12   2   54．3   5g．8   47．0   72．3  Bq／人・日   

1Ⅰ大型水熊による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取  （定時降水）  大型水鮨による降下物  
採 取  

降水墜  放射能濃度（Bq／ゼ）  日間降下簗  
年 月  

十M■1                  （GBq／k汀12）   （GDq／k什2〉  

平成元年 4日  200．9   N．D   4．7   0．117   N．D   

5月  36．8   N．D   2．7   0，020   0．028   

6月  82．4   N．D   4．7   0．028   0．030   

7日  42．4   N．D   N．D   N．D   N．D   

8月  147．5   8   N．D   0．9   0．0（】9   N．D   

9月  373．3   17   N．D   1．G   0．021   N．D   

10月  149．g   15   N．D   0．040   N．D   

11月  210．6   14   N．D   2．8   0．208   N．D   

12月  165．0   18   N．D   3．1   0．150   0．326   

平成2年 1月  139．4   15   N．D   3．4   0．084   軋D   

2月  76．0   9   N．D   2．0   0．012   0．071   

3月  99．5  N．D   2．7   0．051   N．D   

年   間   憤  1723．7  144   N．D   4．7   N．D～0．208  N．D ～ 0．326   

前年度までの過去3年間の値   458   N．D   441．   N．P～7．7   N．D － 3．30   
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m 放射化′芦分析結果  

採耶  9りSr  

試 料 名  傾 休 放  単 位  
昨月  屋 低 値  清 市 伯  過 去 の 柄’   

18．9  ZZ．8 ～5：l．∩  nq／kf；響rl  
上  

n．57  0．80～ 2．14  GRl】／km2  

17．2  25．0 ～3【）．7  Bq／kgIち上  
鳩   

2．06  2．73～ 3．56  Gnq／k†【2   

貴珂（招来）   元、1n   0．04  n．∩2～ t）」用  りq／kg け十   

即  大  根  元、1l   0．36  0．34～ 0．54   

8q／kg t   
某  キャ′くツ   元、11   口．33  0．37～ D．51   

′ト   乳  元、8・12   2   0．04   0．05  0．11：巨－ 0．07  nq／g   

淡水産ノ主物   元、7   2．30  l、14・、′ 6．36  nq／kg 書   

rI常 食   元、7・12   2   n．05   0．12  0．D9～ 0．23  nq／＼［〕   

州 左 の 鳩（1  前 葎 r響Jlて／け －■1三1一ナ 句＝ 間（∩“  

lV ′ト乳「卜の ■ま▲l分析結果  

採 l捏  場  所  秋【”テI了  秋 Ⅲ 市  秋「‖ 硝  秋 口口 和  秋【り 市  玖 汀‖！盲  的年度土で過去3年間の備   

採 Ⅰ捏 年 月 一三j  元、4、21  元、6、14  元、8、18  元、10、19  元、IZ、5  2，2、6  最低値  鰻高値   

放射能濃度（Bq／ゼ）  N．n   N．D   M．D   N．D   N．n   N．n   N．n   N．D   

V ケルマニウム、！乙草†本棟上11器による柁種分析測定結架  

検  1＝ 酌年度まで  
採Ⅲ  Cs  

試  半：I 名   採取場所  休  
過去3年牒の偶   その他の検‡lほれた  

竹、侍  
年Jl  人工放射性f妾縄  

散                   最 低値  吊：市i仰  兎 低値  積 商 傭   

降  下 物   秋 口＝ 市  2、1～3  3  N．D   0．45  G【lq／klnZ   

陸水（蛇仁】水）   粕 川 テ†了  元、IZ  ロ   N．D  mllq／ゼ   

12l．（）  ろ¶．3  120．0  Bq／kgI！ゴ  
け－ 5（T爪  河 辺 呵                    元∴ 8  

仁  3．66  Z．13  4．80  GBq／k†n2  

域  123．∩  5【）．7  8q／kgl：土  
5－20c汀l   元、8  

lJ．7  5．8l   GRq／km2   

招  来   秋 田 市  元、10  l   n．39  q．Ol   0．15  Bq／kg†1＋   

即  大  根  玖m頼  0．07  n．00  n．50  

nq／kg↑   
菜  キャベツ  ／／   元、11  0、n8  0．05  り．23   

′1∴  孔   枕†日 嗣  元、8・12  2  0．02  0．08  0．10  0．71  Rq／ゼ   

淡水再生物   秋Ifl巾  元、7  0、40  0．64  1．29  Bq／kg‡   

rl 常  食   玖 汀1市  元、7・12  2  0．11   0．19  0．17  0．51  Rq／メR   
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Vl空間放射線吊率測定結果  

モニタリ ングポスト （cps）    サーベイメーク  

測 定 年 月  
最低肺  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成元年  4月   13．0   19．0   14．6   6Jl．9   

5月   13．5   18．0   14．4   Gl．1   

6日   13．5   18．0   14．5   57．7   

7月   13．5   18．0   14．5   54．1   

8月   13．5   21．0   14．7   60．4   

9月   13．5   21．0   14．8   59．2   

10月   13．5   19．5   14．7   59．7   

11月   13．5   27．0   15．3   63．3   

12月   13．0   21．0   14．8   58．2   

2年  1月   11．5  21，5   14．0   63．4   

2月   12．0   20．5   14．4   57．7   

3月   13．5   19．5   14，7   58．9   

年   間   値   11．5   27．0   14．6   54．1～ 64．9   

前年度までの過去3年間の他  12．0   26．5   14．6   4Z．6～ 88．7   
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（56）山 ヲl多県iこ おiナ る 放身寸骨巨 調 査  

山形県衛生研死所  

笠庶 義正 青木 政浩  

1 緒吾  

平成元年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準鍋査結果   

の概要を報告する．  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水の全β放射能および降下物，陸水（上水），土壌，精米，野菜，牛   

乳，日常食，海産生物（魚歎し．艮耕，海藻類）の各々γ放射能，並びに   

サーベイメータ，モニタリングポストによる空間線量を都連した．  

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量の測定は，科学   

技術庁繊『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和   

51年）』，『ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年）』   

及び平成元年度放射能測定鍋蓋委託計画書により行った．  

（3）測定装置  

各種試料の全β放射能の測定はGM青十歎装置（Aloka製，TDC－103），   

γ線の測定はGe半導体検出男（セイトEG＆G襲，ORTEC GEM15180），   

空m‖象羞の測定はシンチレーションサーベイメータ（Aloka製，TCS－131）   

及びモニタリングポスト（Aloka製，HAR－11）を使用した．  

（4）調査結果  

全β放射能測定結果を衷Ⅰに示した．定時降水試料申の全β放射能   

調査結果毘表Ⅷに示した．Ge半導体検出券による核種分析調査結束を   

表Ⅴに示’した．空間線量串測定結果を表Ⅶに示した．  

3 措 請  

平成元年度の山形県の環境放射能レベルは昨年度の他県における放射   

能レベルと比載して異常値は認められなかった．  
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1仝ベータ放射能調葱結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の構  
試  料  名    採取場所  採取年月  検体歎  単 位  

最低値  最高値  最低個   最高値   

大気浮遊じん  mnq／n3   

降下物  山形市  N．D   59g   Mbq／km2   

上水 振 水  
隋  

蛇口水   山形市  M．D   N．D  Ilq／1  
水  

淡 水  

0．52   0．74  llq／g乾土  
0～5c旺  山形市  

土  21000   27000  冊q／kn2  

頑  0．52   0．83  的／g乾土  
5～20cm   山形市  

70300   151700  Mnq／km2   

滞米  t山形市  0．022   0．023  Bq／g精米   

野  山形市  0．05（き   0．063   
Bq／g生  

菜   0．130   0．178   

茶  8q／g生   

牛乳  山形市  40．7   服．1  8q／1   

淡水鹿生物  Bq／g生   

日常食  山形市  34．3   59．3  Bq／人・日   

海水  n8q／l   

溶接土  Bq／g乾土   

音詩  酒田市  0．137   0．140   
蕗  
生  椚田市  0．100   nq／g生  
物  

u 定時挿水試料LtJの全ベータ放射能講義結果  

挿 水 の 定 時 採 瀬 （虔時陣水）     大型水盤による挿下物  
採淑  

降水見  放 射 能 重 度 （Bq／1）    月間時下尭  
咋月  （Mnq／kn2）   （MBq／k爪2）  

（れ血）  紺定数  最低値  晶指値   

叩戌元年 4月  154．3   9   Ⅳ．8   Ⅳ．8   Ⅳ．D  

5月  馴．0   8   N．D   M．D   M．D  

6月  66．8   10   N．D   N．D   N．D  

7月  43．7   6   M．D   N．D   N．D  

さ月  152．9   8   N．D   N、D   N．D  

9月  272．5   N．D   N、D   N．D  

10月  41．5   10   N．D   N．D   N．D  

11月  71．9   10   N．D   N．D   N．D  

12月  47．5   N．D   N．D   N、D  
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平成2年1月  45．9   10   N．D   N．D   N．D  

2月  37．9   6   N．D   M．D   N．D  

3月  30．8   10   N．D   N．D   N．D  

年 間 佃  10伯．7   M．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の偶   355   N．D   60．7  N．D～g14   M．D′〉599   

m 放射化学分析結果  

保釈  一口Sl・  l＝cs  単 †立  
検体放  

年月  煎低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

降下物  h18qパ（m2   

陸水（上水）  mDq／ゼ   

8q／kg托土  

土  
l一日qハtm！  

Bq／I（g乾土  

埴   
MBq／km2   

毀頬（精米）  Bq／lく官用米   

野菜根  Bq／kg生   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  Bs/e/e 

淡7】く産生物  8q／kg生   

日常食  Dq／人・日   

沌7k  mBq／ゼ   

沌  

窪  
・ Bq／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値。  

Ⅳ 牛乳中の1311分†昭吾果  

採 取 場 所  前年度iで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  最低値  最高値   

放射能傾度（Bq／β）  
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V ゲルマニウム、四川胡乱捌こよる核種分析測起訴禿精巣  

13－Jcs  的咋度まで   その他検出された  
試  料  名   採取場所  採取年月  検体歎  過去3咋”りの研    人⊥放射性核稀  典 侍  

最低桶  最高値  最低用  最高摘   

大気浮遊 じ ん   山形市  1．4′〉2．3  ロ   N．D   N．D  nbq／n3   

陣F物  山形市  1．4～2．3  M．D   0．20  Mnq／k爪？   

上水 源 水  
隋  

蛇口水  山形市  1．8，12  2   N．D   N．D  mnq／1  
水  

淡 水  

27．10  じq／£托土  

0～5c丑  山形市  1．7   

ニヒ  1500  【bq／km2  

頑  Z．60  nq／g乾土  

5～20cれ  山形市  1．7   
290  Mbq／km？   

精米  山形市  1．11   N．D  Bq／g粁米   

野  山形市  1．10   M．D  
nq／た生  

菜   H．D  

茶  恥／kg乾物   

牛乳  山形ポ  1．8，2．2  6   M．D   M．D  的／1   

淡水應生物  Ilq／h生   

日常食  山形市  1．6，11  田   N．D  0．怖0  nq／人・【1   

海水  一口q／1   

満席土  的／kg乾上   

海  前田市  1．8   N．D  
蕗  

生  酒田市  1．6   0．078  8q／g生  
物   

VIウラン分析結果  

要式 村 名  採取場所  採取年月日  ウラン應皮  過去の値  粗 放   

河 川 水  
⊥唱／ゼ   

梅   水  

土   頬  

河 底 土  mg／kg乾土  

海 底 土  

海産生物  mg／厘生  
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Ⅶ 空l町放射線皇帝河超結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最高価  平均佃   （nGy／h）   

平成 元年 4月   11．5   16．5   12．6   83．8   

5月   11．5   15．5   13．0   63．2   

6月   11．0   15．0   12．4   65．0   

7月   11．5   16．5   12．5   62．8   

8月   11．5   14．5   12．6   87．1   

9月   11．5   16．0   12．8   6Z．1   

10月   11．0   18．0   12．6   65．7   

1】月   11．5   23．0   13．0   59．7   

12月   11．0   19．0   12．7   81．2   

平成 2年1月   10．0   20．0   12．5   53．2   

2月   10．5   16．0   12．3   51．8   

3月   11．0   18．5   12．5   61．8   

咋  間  憫   10．0   23．0   12．8   51．8 ′〉 87．1   

附年度までの過去3年間の偶  10．0   Z3．0   12．9   50，8 ′〉 66．6   
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（57）福島県における放射能調査  

福島県原子力センター  

三野営百出 落合 良二 撒狩 良彦  

椚井 浮；行 伊藤  弊  

1．緒言  

平成元年度に福島県が実施した科学ほ術庁委託環境放射能水準調査結果及び原子力発′電所尉辺  

環鳩放射能調査結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

ア．委託調査……空間線ホ率、大気浮遊じん、雨水、野菜、牛乳（市販乳、原乳）、楕日米、  

日常食、湧水魚、上水、懐水、陸士、締水魚、沖水、梅底土。（福島牒、相馬私大陛町）  

イ．原子力発電所周辺調査……空間線應率、空間梢界線喪、大気浮遊じん、陸上、陸水、洞水、  

摘底沈根物、農畜産物、松葉、海産生物。（楢葉町、冨岡町、大熊町、双葉町、浪江町、  

小高町）  

（2）測定方法  

ア．全β放射臆測定は、科学ほ術庁マニュアルに従った。  

イ．核種分析は、試料乾燥後4500Cで灰化しG†モ半主削木椀出器で測定した。  

ウ．牛乳中の131Iは、瞼イオン交換樹脂を用いた化学分析法及びGe半洲本検出器に（kる市  

按測定法の二方法を用いた。  

（3）調査結果  

ア．委託調査（表－1－（1）～（4））  

空間線尭率については、服．8～59．ln（；y／h（平均53．7nGy／Il）で、前年度とほぼ同程度で  

あった。  

雨水中の全β放射能溌度については、書剣一11されなかった。  

環境試料中の核種椚度については、】31csが土鳩から、137csが降‾F物、音炎水、土鳩、市販  

乳、脚、日常食、洞底土、アイナメから楓来された。また、陀下物から原子力発電所に由来  

すると思われる6Pcoが極く微椚検出きれた。  

牛乳（原乳）中の13】1については、椀††lされなかった。  

イ．原子力発電所周辺調奔（蓑－2－（1）～（3））  

空間紙屑率、空間撒常緑燕については、前年度とほぼ同署．腔であった。  

環境試料の核樺濃度については、フォールアウトおよびソ連チェルノブイり原子力発電所  

事故の影鞘こよる137csが、陸士、満場沈積物、松葉、牛乳および魚野抽1ら‡剣1iされたが、  

前年度とほぼ同程度であった。  

3．結語   

委託調禿における空間線車率は、前咋度とほぼ同程度であった。また、環境試料では、フォールア  

ウトおよぴソ連チェルノブイリ原子力発馬所事放の案三野による核挿（137cs、134cs）が検出されたが、  

前咋度とほぼ同程度であった。さらに、降F物から原子力発電所に由来すると思われる6qcoが、極く  

微喪検出された。   

原子力発電所周辺調黍についてほ、空間鰻重率、空間時弊紙屑及び環塙試料の測定結果とも前年度  

とほぼ同程度であった。  

以 上  
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末一卜（】）き塀ま幣開削§紆硝軌折測繍果）  

宗i仁 料 名   
才采 取  l采 取  検休  T37（：軍  闊軟主軸   単  位  

場 所  ヰり引二1  靴  品眠肺  罷高肺  別件物門   

大気浮週じバ      4  1   

墜．F？勿   〝   呵t  田  0 卜1輌／lくm2   

陸〈毒仁一楽）  福島市  尭：？2  2  哺［／l   

水 淡 水   〝   元．9   l  8  ml恒／l   

L陣土  性2  Bq／kg乾」二  

（0～5cm）  元．6  313  MI！q／lくm2  

慄陣土  3．G6  Bq／kg陀土  

（5～20cM   元．6   1椚  M勒／kM2   

精 白 米   〝  元．11  R■二1／Iくg精米  

〝  元．11   R〔1／lく書生  

／／   元．  1  l！■1／kg！l二  

〝   フ与：皇0  2  
R11／t   

音炎順守勃  〝   元．9  0．】6  帥／l（書生  

元．6  

F‘1常食                大伽1   禿：主2  子   0．06   
8：鮮  

Rrl／人．【二l   

桐  】  水  相馬苗  元．R  Mβq／l   

海 床 士   〝   元．R   1  0．朋  8【1／kg柁土   

洞馴妄）物  元．！‡  0．15日  n－1／lく只／ト   

（注） － は帆†1されず  

表‾卜（2）き曙押野葬弼据酢水准調禿純潔  

碑t耳順所  大熊町   大熊町  大熊阿丁  大嘩町  大揮町  大嘩町  前咋度まで過  

大 野  大 野  大 野  大 理一子  大 野  大 野  去3咋閃の伯   

】采昭  罷昭博  最高  

咋月【1  元．4．13  元．〔；．23  元．8．2r）  元．10．25  元．12．19  2．2．28  値   

放射能肌  

倍（R†】／l）  

（注） － LH針lユされず  
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乗一1－（：き）  

測  定  年 †］   サーベイメータ（l′lGy／ll）   備  考   

平 成  元 年  4 月   55．5  

5 月   53．3   

【；月   52．f；   

7 月   53．0   

R 月   54．壬‡   

～）月   57．f】   

10 月   41！．ij   

11月   54．！‡   

12 月   59．1   

平 成 2 年   】 月   5l．㌻著   

2 月   5q．7   

3 月   52．7   

年  間  僻   ぺf‡．一事 ～ 59．l  

か1‾（4）閻毒帽弼開場弗闘  

年  月   
覿姦  巧l盟曹  醇円  醐愕  滞ヤ雪  憫野間   

平成元年4月   186  

5月   7   126  

6月   9   16日  

9l  7月  12  
8月   7   1壬i3  

14と）  9月  12  
10月  田   100  

11月   5   23  

12月   4   3壬】  

平成2年1月   6   23  

2月   8   113  

3月   4   64  
計   90  1264  

（注）  － は械汁はれず  
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表2－（1）原子力発電所周辺の空間綾里率  

測定場所   
測 定  測定   測  定  値  （HGy／hr）  
地点数  回数   平  均  値   最   大   値   

柄粟町   2  連続   41 ～ 44   60 ～ 64   

曾岡町   3  ／／   38 ～ 几6   61 ′－ 71  

3  〝   37 ～ 43   61 ′－ 6／l   

双葉町   2  〝   丑3 ～ 45  
狼き工円†   3  〝   39 ～ 50   59 ～ 78   

小高町  63 一－ 64   

表2－（2）   原子力発電所周辺環境放射能測定結果  

埴三縄  単  位   測  定  値   

平■ 均 憤  最 大 値  

空間綿密率    （】5）  nGy／h  37 ～ 50  59・～ 78   

空間積算線度    （18）  mGy   0．44  ～  0．57   

大気  全甘酢度  全／】沢渡   核  挿  椚  腔  

0．03う  

浮遊じん  4   Bq／川3                       ～0．042   検出された核種なし  環  

陸  士   12  Bq／kg陀  

上  水   24   Bq／l   鳩  001～ 006  LTn ～1．R  

摘  水   30   勒ハ   I．T【）～ 0．06  31I  t－TD～】．6  濃 度  核  種  濃  度       351 ～】022   137cs    LTD ～ 33．9                311                          L’Ⅲ～3．4   海底沈組物   30  Bq／kg乾  3爛 ～ 694   137cs  
精白米   6  Bq／kg生  1．R へ′ 2．4  検出された核種なし  

葉 菜  12  検出された核挿なし  

12   検出された核種なし  

牛 乳  24  Rq／幅生  40 ～ 51  137cs    l．Tn 一－ 0．1Ⅰ  試 料                                                                                                                                      寛                       勒／kg生  108 ～ 189       根 菜   恥他姓  55 一－ 80                            松  葉   28  nq／kg生  5（）～ ＝‖   137（二s    l－Tn ～ 0．47  魚貝柏   34  Rq／kg生  78 ～】34   137cs    l－TD 〆－ 0．40  
海藻頬  8    166 ～ 404  検出きれた核種なし   

表2－（3） 原子力発電所周辺の空間碩算繰塑 （TLD）  

測定場所  測定地点数  測定回数  租 界 線 農 （1年I！研一j当値）1－nGy   
相葉町   3   4阿／年   0．51 ～  0．54   

冨岡町   3   〝   0．45   0．49   

大憧町   3   〝   0．44  へ′   0．54   

双葉附丁   3   〝   0．49  ～  0．53   

浪江町   3   〝   0．51 ～   0．57   

小高町  0．49  へ・ 0．52   
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（58）茨城蝿における放射能調査  

茨城県公′吉抜摘センター  

平井保夫 野崎∴武 村七重倍  

tり辺ガ次 酢不利f三好降  

1 緒 言   

平成元年度に茨城塊で実施した科学技術け尭i元の環境放射餞調査の結果について裡甘す‾る．  

2 調査結果の概要  

1）調査の対象   

定時碑水、降下物、大気浮遊じん、陸水（蛇＝水、淡水）、捜番廃物（精米、大根、ホウレンJ声、   

原乳、市販乳）、日常食、土壌、水盛生物（コイ、シラス）、海水、海底土、空間線量率   

Z）測定方法   

試料の前処理、全β放射鴨測追及び核種分析は、主として科学技蘭≠のマニュアルに従って突施   

した。   

使用した測定掛ま、全β放射絶はGM計数装置、接種の測定は低バッググラウンドガスフロー型   

β線計数装置、及びゲルマニウム半草体検出描、空聞線量やほ車載エリアモニター（Nal（－111））   

である。   

3）測定結果   

（1）走時降水の全β放射能をlに示す．特に異苗購服認められない。   

（2）90Sr及び1さ■7（二sの放別化′㌢分析結果をIlにホす。いうつ■れも例咋とはばl甘びのレベルであつ  

た。   

（3）臆乳巾の＝11の分研梢雄をIllに示す。鼠試料娩出限界以ドである。   

（4）ゲルマニウム半特休娩出壬馴こよる核稽分析結果を1Vにホす。1”csはほとんど検出限界以ド  

であり、検出された水甚生物、及び甘帯食は前卑磯とほぼ同レベルである。」二卿ま前年比と化  

繊して減少している。また、その他の人⊥放射性核糠は抽出されなかった。   

（5）空！き臼級長準をVに示す。拍に異邦朋は認められない。  

3 結 謂   

平成元年度の環崩バ1の放射摘鵡度は、例年と転ば封じレベルである。  
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査結果  （描玩・場所：水戸市  l 定時降水試料‡－を1の  

降水・；声  放射能諾竺比川（1／裏）   川W降下苛：  

（Inm） 弧j定数 ム袖丈情 払別真 （岨q／Kmコ）  

描∴版」羊ノ了  

平成元年 4月  

5月  

6月  

7ノj  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月  

平成2年1月  

2月  

3ノ」  

137．0  9  

148．0  15  

171．5  ii 

16…）．0  1こト  

r」．l．）   N．U  N．U  

「hl′）  「1．1〕  N．U  

「（．U  N．U  N．D  

N．り  N．リ  N．り  

rり〕   N．1）  N．D  

N．1）   N．U  N．U  

rl．1〕   r」．り  N．D  

軋L〉  N．U  N．U  

N．U  l．9  5．6  

N．り  2．こi   ：i．8  

N．り  N．1〕  N．1〕  

・． ・．  

柑0．0  

157．0  

17こi．5  

30∴i  

24．5  

∩
∂
 
0
 
り
ム
 
7
 
ハ
U
 
 

l
 
l
 
 

39．5  7  

84．0  11  

1j．：i．0  10  

植」，4こi7．5   111  年  間  

前年度までの過去3年間の伯  3ユ4  N．L）   5（）   N．り′｝510  

山 放射化学分析招来  

単 位  1・〕7（二s  試料名採地検休数  90三；ー－   

咋ノJ  故紙戚i吾 週ノミ（引！t：√ J貴紙 最高 過去の腿   

0．24 0．14～（）．25  0．U38   N．り  1うqパ（g生  

0．24 0．柑～（）．30  0．073 N．D～U．056 J／  

0．0朋N．U／・－t），0・絹 0．0：う8 0．068 N．D～U．15 勒／父  
0．0280．030～0．041  0．38 0．26～0．95Bq／馳生  
N．D N．L）～（）．j（J  O．11 0．12～0．27  〃  

こi．2  4．4～（う．9  l．Z l．9～3．7 mllq／夏  

大 根 1．．‖ 1  

ホクレン葦 ／′   1  

…
誹
 

一
‖
U
■
 
 

‥
／
】
 
 

市版乳8・2ノ」   

コ イ 】．5  

シ ラ ス 1．7   

溢 水 1．7  

l
 
γ
 
l
・
1
し
 
 
で                                                の過去こうカ隼聞の旭。  過去の個は、前年度ま  

1u ′ト乳巾の1′－・－1分析紺黒  

水 戸 市 見 川  過去3年間の佃  採椒場所  

探取年月日 l．4．26  l．1U．2G 2．1．29 2．3．16 最低傾最高伯  1．7．6  1．！）．20  

放射能濃度  

（的／ゼ）   N．Ij 「i．！）  ＝〉  N．1j  N．U  N．】1  N．リ  N．り   
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1＼′ ゲルマニウム判別棉紺撒による桜花分研劇碇粛懐果冴  

抹収 検  】’リ（二さミ  裾巨比の帖 その他娩出．†tl．付  

議村名 抑収場J新  体  された人⊥  

数1掛肘泊J．訂細工肋矧頂」裾引追放灘性接稽  

大気浮遊じん水戸市1回〃カ月 4  N．U N．1） r寸．1J  N．D  J祀q／m 

Mlうq／km2  

mL‡1／夏  

1）q／kg托  

醐q／k什1  

Bq／kg柁  

Mbq／km・？  

11q／k見当二   

bq／   

輌／kgf仁  

鞭／人・＝  

I祀q／■夏  

日q／kg弓iZ   

降 ド 物   ′′ 1回／月12  N．じ  N．U N．り   N．1）  

睡 蛇口水   ′′ 6ノj，1川 2、＝  ＝ ＝  D  

水 淡 水 ㌫ケ油 1．5 1  

0・5cm 東湖村 ／J  ］  

．！．5  N．D   

5日  J  

2，3UU  5，6UO  土  

壌 5－20cm  ／／  J／   1  ‾ ‾‾  

．－・  

精  米  水戸市 1．川  2  N．じ  N．U N．U  N．D  

大  根   ／／  1．11 1  

ホウレン草   ／／  ′′   1  

臆  乳   ／／ 8月，2ノj 2  

N．D  

N.U 

N．D N．U N．1）  

・U  ＝ N・l）  

り．昭  

0．12   

N．り   

N．O   

N．り  

＼・；－  

0．86  

（J，用  

車
叩
一
コ
 
 

版
…
 
ラ
仙
常
 
 

乳
…
イ
 
 
 

／／  ／J  ∠  

電ケ浦1二5 1  

不 大洗町沖1・’7 J  シ
■
H
H
 
 

食 水戸市 6月，12ノj Z O．057 （）．（糊4  N．U O．］2  

海  水 東海村沖1．7  i  

海 底 土   ／／  ′′   1  

V 空間放射線線農率測定結果  

測 二足 年 月 サーベイメータ  

（llljy／′ll）  

平成フセ昨月パ  

5月  

6月  

珊  

4
 
n
ロ
 
 

4
 
4
 
 

’りj  45  

8月  47  

9パ  4（；  

10月  46  

1jノj  47  

12月  47  

ili成2年と1ノ」  15  

2月  46  

3月   

咋l！臼 伯  44～49  

‡封の伯  43～57  過去2勺三l  

削産地点：水上「ポ  
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（59）栃木県 に お け る 放射能調査  

栃木県公嘗研究所  

吉沢 月針子  

伊藤  功  

小玉 泰子  

鈴木 秀夫  

1．緒 言  

栃木県では、昭和62年度より科学技術庁委託により環境放射能調査を行なっている。  
今回は平成元年度に実施した調査の概要について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊産・降下物・土壌・陸水（上水）・朽米・牛乳・野  
菜類（大根・白菜）・日常食のGe核種分析、サーベイメータ及びモニタリングポスト  

による空間線農率の測定。   

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、r平成元年度放射能測定調査委託計画書」に基づき行なっ  

た。全β放射能、γ繰核種分析、空間線最率は、科学技術庁の放射能測定法マニュアル  
に準じて行なった。   

（3）測定装置  

a 全β放射能  全βGM白軌測定装置（アロカJl〕C163彗り  
b γ繰核種分析  G e半導体核種分析装置（キャンベラGC1518型  

HpG e検出器シリーズ95MCA8k c h）  
c 空間練兵率  N aI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカrr C S－131型）  
モニタリングポスト（アロカMA R－11型）   

（4）調査結果  

a 全β放射能調査  定時降水中の全β放射能測定結果を表1に示した。  
b γ線核種分析調査  測定結果を表2に示した。  

c 平間線環率調香  測定鰊果を釆3に示した∩  

3．結 語  

いずれの調査項目においても前年度とほぼ同程度の伯を示しており、特に異常な値は認   
められなかった。  

－145一   



喪1 大型水賭による月間降下物試料及び定時降水試料If－の全β放射佗調禿結果  

採 版 年 月   降（エ，言「   
平成 元年 4月   211．3   

5月   19 3．5   

6月   311．5   

7月   3 6 8．2   

8月   164．9   

9月   19 5．8   

10月   17 7．7   

11月   2 8．1   

12月   2 4．6   

2年 1月   4 3．3   

2月   103．3   

3月   7 8．8   

年 間 値   19 01．0   

降 水 の 定 時 操 舵 （定時降水）  

放 射 稚 濃 度 （H q／1）  月間降下吼   

（HBq／km2）  

2 7．6  

5 4．7  

最 低 値  

N．D  

N．D  

尼摘 僧   

1．5 7   

2．9 6  

測 定 数   

7（1）   

13（4）  

N．D   

l．81   

1．7 3   

1．8 6   

l．4 8  

7（3）  

11（2）  

9（1）  

N．I）   

1．7 3   

3．2 3  

l（）．2  

12．1   N．D   

N．D  N．D   

ユ．3！）   

3．2 3   

2．8 3  

0．19 8   

H．D ～】13   

N．D ～184  前咋度までの過去3年間の依－  

N．n：検出されず（計数慨がその計数誤差の3情夫瀾）  
＊  ：昭和62年12月から平成元年3月までの依  

衷3 空間放射量革測定結果  

モニタリングポスト（nGy  

柵  定  年  月  
最 低 値   厄 病 依   

平成 元年 4月   12．3   19．2   

5月   12．6  18．3  

6月   12．3  18．6  

7月   12．3   19．5   

8月   12．3   17．1   

9月   12．3   18．3   

10月   12．3   17．1   

11月   12．3   17．4   

12月   12．6   18．0   

2年 1月   12．3   16．8   

2月   11．7   16．5   

12．3   2 0．7   3月  

年  間  値   11．7   2 0．7   

前年度までの過去3年間の値■   12．3   19．2   

Fスト（nGy／h又はcps）   サーベイメータ  

厄 病 依   （nGy／h）      平 均 値   

19．2   13．5   5 0   

18．3   13．5   5 7   

18．6   13．4   5 8   

19．5   13．3   5 6   

17．1   13．3   5 6   

18．3   13．2   5 8   

17．1   13．5   5 6   

17．4   13．5   51   

18．0   13．7   5 4   

16．8   13．7   51   

16．5   13．7   5 2   

2 0．7   13．5   5 5   

2 0．7   13．5   5 0 ～ 5 8   

19．2   13．6   4 9 ～ 5 5  
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表2 ゲルマニウムナl潤休検出掛二よる核塵分析測定調査船架  

その他の  
検Hはれた  
人工放射性  
核種   

前年度まで  
調去3イ1刑の佃  

l＝17C s  
rい 樟  

【lRq／m‥－  

MRq／km2  

mBq／1  

Bq／kg乾土   

MRq／kmン   

Rqルg乾土   

MBq／km2   

恥／kg椚米   

伯首1仰  

N．1〕  （1．4用．28）  

XlO｝：i   

n．18  
！0．037   

0．26  
‡0．056   

28 jl．3   

1f；00i5fミ   

a．1‡0．85   

480！63   

0．1910．027  

t〕．16  

！0．037  

N．I〕  

26！l．4   

6（∋0 十 37   

4．1iO．81   

99！1g  

D
 
r
D
 
 
 

N
 
‖
 
N
 
 

（8．5！2．3）  

×10－3   

（20！3．7）  

XlO▼：1   

0．12   
土 0．026  
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（60） 埼 玉l具 に お け る 放 射 能 錮 奄  
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l．令ベータ兢射能調査結果  

＿＿＿＿＿＿】  

ナ］Ⅰ）   NT）   卜JD  n．16l   

n．23   0．2【i   P．32  Bq／g乾1二  

554〔   7小川  7T80  M8q／kR2  

n．2f；  0．25  Bq／g乾卜       0．28  

2悶nO   248D8   36了Dn  MBq／k爪2  

q．n23   0．02（】   0．023  恥／g摘果  

0．0別】   0．047   0．067   
8q′／再生  

0．ZO   0．18   0．20   

0．47  8．51   0．52   0．87  8q／胃範禍   

㈹   ㈹   ㈹   8q／l   

54   57   8q／人・日   

0．n66   0．8丁2   
＿▲＿＿＿＿」      0．け8l  恥／‘囁  

椚L】胴   1．軋l．12  

t  ロー5用  浦和苗   l．8  

鳩   5一綱川  浦和摘   1．8  

用  瀬  浦和市   l．12  

大  根   浦和価   l．12  

黎  浦和市   l．12  

茶  入聞蒋、所沢市   1．丁  0．47   

牛  乳  浦和用   】．8，2．2  2   

日常食  浦和苗   】．6，1．12  

所帯生物 鰐  浦和市   1．12  

ナ］Ⅰ）  

▲＿＿＿＿」   

2．大聖水鰍＝よる日間押下杓拭科及び定時一存水試料小の今ベー乍放射能網布結果  

「 

¶‾【▼…－▼’【‾‾1■   

挿木の定持採耶（定時押水）  大聖水館による甘聞降下杓  

搾爪印円   降水れ  腋専用篭鴻虎（8qノ1）  日間挿下ホ  日間挿下鞭  
（HDq／k■2）  （M8q／k■2）  

（■■）  怜l本領  最低傭  苅高研   

平成元年4日   188   9   叫 P   2．3   1n．9   NO   

5日   ND   1．7   3．3   N D   

6月   
2¢5   河 口   2．り   12．¢   N D   

丁円   N t）   Hl）   N D   

内円   18イ   6   N n   N D   N n   N n   

9戸亨   ND   N D   、P   

10日   158   8   N D   N D   ND   ND   

l1日   N D   N n   MD   

ND   N P   N D   Nn   

平成2年1日   N 口   1．4   丁．6   ND   

2円   丁．9   ND   

3円   用   N D   Mp   

年間仰   1532   N n ～ 38．9   N D   

12日  田   N 8 ～  850   N D ～  4丁4   8  N n  N D           g8  N n  2．3  
川  N口  l．8  
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3．放射化学分析結果  

採  取   9nSr  137Cs   
舌ぺ才：ほ  ㈲本数  

年  目  爵階佃  最高値  過去の憤  屠II代晒  最高値  過去の伯   

ND   

Nl〕   t】．n74一－3．n   

卜   0－5cln  1．8   

用   
l．8   

硝下Iわ   目 1河   

相川り射い  】．12   四    〔．05  0．り0一－1．59   ND N†）  0．09 NI）  0．nn一－14】   
t．I2  ll．1l  （l．27  n．∩トーけ，2Il   

1．7   】．‥   l．】  n．77一、′l．9   

1．8．2．2   

1．8．l．12   

減産生物 捧  1．12   ND  n．の22～n．胴5  †ド   乳  l    n．n23  n．n11、′D．n15  0．【＝4                   Nl〕  Nl）          ロ        1．n  1．2            ロ  0．n32  n．033  n．027～0．059  8．n22  ∩．044    什常食     ロ  n．【）59  q．】0  0．¶1丁～0．∩82  0．032  n．〔76  ∩．047～n．23        ロ          0．22  0．2l～0．3T  
n，nO～1．5   

過去の†l削ま、前年度まで過去3ケ年間の伯。   

4．上卜乳－いの1311分析結果  

1利粧唄所  江南押†  江南町  江南岬  汀科l即  †射†－！fF月rl  l．5．2f；  1．7．27  l．9．27  1．1l．29  放射能渡摩（けq／l）  N 巾  N【）  N n  田   
前年度7亨1、過去3年仰の値  

5．空間放射繚喪率測定紹慄  

】■－Ⅰ閻l・． 
．  
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（61）頁壬 コ京：者ドiこ お 乙ナ る 放 身寸 育巨 討司 三恋  

東京都立街生研究所  
坂本朋 子 鈴木秀雄 追野秀雄  

緒 言  

平成元年度に実施した放射能調査について和哲する。  

2  調査の概要  

（1） 調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、 日常食、海産生物。  

（2） 測定方法   

科学技術庁縮 放射能測定方法（19 7 6年）によった。  
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核種分析装置  

（4）調査結果   

各試料の全β放射能測定結果を表l，u，Ⅶ に示す。  
表Ⅴに核種分析結果を示す。  
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であるが、 これに付いても  
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Ⅰ 全ベータ放射‡嗣ヨデモ吼果  

Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果   

降水の定時採取 （定時棒水）  大型水盤による降‾F物  

降水完．・ 放射柁濃度（bq／£）  
l  

一月l脚降下遥＝  月 打8時下蓑  

一一▲ 
MB州】 

MB刷  

繭釘  製
封
 
定
‖
一
 
旦
 
 

‖
ぺ
】
 
こ
∧
）
 
 

）
 
‖
ハ
ト
）
 
一
′
 
 

m
膏
∵
ほ
 
 
 

最低値   
平成元々  

′4／「」  N．D I  N．D  

‾‾ 
‖L＋＋・1－－－－∵一  

卜一一－ 
打二 ． 

＿＿．＿＿＿ ＿L＿         ＿．▲＿ ＿．＿．＿＿＿．＿＿－l＿＿＿－＋→＿＿一  

■－   ‾   
・－  －  

＿．．  

11  

218．0】 8i＝  
－－－－▼－∴－・ t】＿一一．＿†「一．．「＿＿＿．」＿＿＋＋＿＿  

10月と：30．丁‘ 一一・一一十－－－－・－∴…！1」～生ゼ  
‥   ：・・  ．、∴  
12月 r  2・1．・11  2‡ N，D  

ヒ旦一＿－．▼⊥＿＿▼＿生旦．【＿．▼，，し＿＿＿＿▼■＿＿上里  
ヒ：む＿＿＿＿＿一t一＿＿一一＿＿＿杢ぜ  

■ 
．   
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Ⅲ放射化学分析紹欄  

1・1‘7cs  贈 位   
＿－－＿＿＿＿▼＿．  

最高値l過去の偶i  

試料名 
■  

、  9nSr  
＿＿＿＿．＿＿．＿．  

し，」些垂竺旦」＿＿＿＿＿  

」 
一叩－“土工空二㌍⊥一旦－－・－⊥－  

頂r 1・一一一‥・∴－∴ユ生t2－j－一一－一旦」一一  

6云てこ       】】／6 】1l   

上・       －       ‥…  
明・ニー20cJl ・1′ノ6  

穀軌滞米 一－一－一触・・－一－トーーー1－」  

好宮 一ーーー－【・一一一l  
’ 】  
ノ，レ 

■卜 乱  し12，2′ノ2－   6】  

・し′8，2／2・  
l＿＿＿＿＿【＿．．＿＿L，．．＿－－＿＿  

0  

ト6．1／に  2  

淡水遁生物  J  」姓里 
＿▲＿■＿＿」▼，＿＿  

て  ミ、・1、∴＝  
＿二．．⊥＿ ‾  一サ＿＋1▼＿．．．一＿．＿＿＿＿L  

ー  －  「－ミ  

．  

～
 
こ
 
二
 
～
 
 

生
 
 
 

g
 
 

n
－
 
n
り
 
 

～
．
～
 
～
 
 

n◆’l’乳l【lの 仁1〉析結果  

度まで3年間の憾  

＋－－」堕      l瓜   ド，一 ∴＿二二二  些⊥些蔓嘩  

放射籠濃度（1hノ′・ご）：＼．L ・ド．D  】  l  
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Ⅴ ゲル「′ニウムさ「苺tド娩出毒馴こよる核種分析測建調査結果  

位
 
 

革
 
 

た
 
 

前年度まで  

過去3年間の値  ‾ 
「｛▲■‾‾‾  

の他の検出され  

人工放射性核種  

順  

t  二二・・ニ・－・‥二   
大気浮遊じノレ  弓  

＿       ＿ ＿ ▲．▼▼  一－ ，  1  一  
塑／竺L ーーー【…－  

∵■一日l／K汀i          l  

l  J  

j曲／タ  

ニーーー」∬     用・1／kg乾土  

1Jn（／r J  

綽下物  抑露区ll．1／10～2／03  

陸止／大 詰駅 水；常軌区： ‘  

蛇l］永葛飾区ぺ廿日2  

．．＿，，ト 

・0Ⅶ 5c－．】   詰飾区 用1／06  

土  ーーー≠－】－一－   l  
壌屯－20刷  葛飾区  

l     ■■ ＿、．＿．．＿＿＿▲．＿ 、＿ ．，．．．．  

－＿ ⊥j準堅」些聖  壁些  一－－－】⊥  
】nq／Kg生  野；火 根   【新宿区  

′ト  ハ  

；Gレ12，02／02…2ト33±0ヰ翫0・021－   1的／ク  

l 】  

ニニニニニ－一一－⊥ － 
」  

＿＿【＿＿＿」  

・軌／Kg生  

・ 

＿1＿  

‥ 
ニ二二二二          I l l l j  

淡水産生物  
＿．．．＿＿ ＿▼＿＿．一 ．＿＿．＿‖．＿＿＿＿  

llq／人・口  日常貞  
一－  

▼＿，．．＿＿▼＿＿＿一＿＿1．埋吐L＿  
lミq／Kg乾土  

的／化生  

湖底ニlニ ＿＿＿＿一＿＿．．＿＿⊥＿．．．－1＿「＿  
むろあじ ㌻湖」  

l  

l＿  

．：  

Ⅵ ウランカ析結果  
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Ⅶ空間放射線ムヒ宰測定結果  

軽ニタリングポスト（nGy／卜又はcl）S）  ーーベイメータ（rlGy／ll）  
L  

測 定 ゴiニ ノ］  一 息低値  
、＿＿＿」＿＿＿＿  

平均値  ■ 八丈島  

】義：古‾】十▼諒盲    39．6  61．6    36．4  64．1    36．‘l  ⊥芯    36．0  79．2  
、平成元†1ミ  ′り」  事  
＿＿……．‖】．▲＿＿＿＿＿＿一＿＿」一【▼⊥＿  

ニ月  

1 ＿【【…，■＿＿＿＿＿＿…竺．竺】＿」】＿＿＿  
】   

＿▼エ，＿．．▲＿  ．  

】．12．9  
・－－－一一－－－一一1－・－－－－－  

－ ・11．6  
十  
＿」．  ．＿＿ ． ⊥＿＿．＿ I＿＿．＿＿．＿＿＿＿．   

ト  42．1  
▼ －■▼ ■■▼   】   ■一一■ ■ ▼一 －  

十－  
▲…．＿＿」＿一－＿欄．＿＿鵬＿－⊥＿→．   

こ平成2！1て  ユ月  ▲ト】L．＿竺！＿…－L－竺竺  
ト ．13．4  1 88．∫l  I l  

－＿．．．．」．‖＿＿一＿▲＿－∬．」  ＿一＿、欄J＿▼－ニニ…＿＿  
l  

＿【⊥＿＿  j＿＿＿＿＿＿＿‖＿…  

l  

り＝l18 憾   

ほでの過去三3隼聞の旭  

38．3～ 79．2  

36．1～ 64．4139．2～80．0  
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（62）訓l奈ハl班蚤乙こヨ3らブ‾る披見寸百巨吉川査  

1989年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 大屋日登美‡  

杉山英男国（規日本食品鞘生協会，‡‡現国立公衆衛生院）  

1 緒言 神奈川県内において19‡‡9年度に行った放射能，空間放射線及びウランについて  

調査結果を報告する．  

2 調査の概要   

（1） 調査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，摘水魚，梅水，梅底埴碩物等  

について放射能濃度，県内2カ所における空間線率測定，河川水，河川底質，摘水，  

滴底1旺梢物，洞産物，土鳩についてウラン潤度の調禿を行った．   

（2） 測定方法  

全ベータ：定時掩水は硝酸酸性にしヨウ素担体、硝酸銀を加え蒸発柁回した．核枠  

分折：月間降下物等は蒸発漉縮し，また，牛乳，野菜等は電気炉中450 0Cで灰化  

U－8容器に入れ試料とした．ウラン：河川水，摘水は水酸化アルミニウムで共沈捕  

集，酢酸エチルで抽出し，アルカリ招馳し，固休けい光光度法により定盈した．土鳩  

は 105℃で柁燥し，河川底質，拍底唖租物ほ0．297川‖のふるいを適した後，凍結  

柁燥し，試料を硝酸により抽出し，抽出㈲夜を河川水等と同様に分析した．   

（3）測定装置  

全ベータ放射能はアロカ製GM計数装置を用いて測定し，核挿分析はゲルマニウム  

半導体検出器をニュークリア・データ社製Nn－66波高分析器に接続して測定した．ウ  

ラン測定はアロカ製FMT－4フリオリメータ，空l悶絶蒐率はNaI（1’りシンチレーションサ  

ベイメータを用いて測定した．   

（4）調査結果  

表Ⅰに定時降水の全ベータ，表Ⅲに牛乳巾の1311および表Mにゲルマニウム半群  

検出器による核種分析結果を示した．蓑Ⅳにウラン分析結果，表Ⅴに構浜市および横  

須賀市における空間線虫率の測定結果を示した．  

3．結 語  

日常食は0．10日q／人・日（平均値）で，昨年同様の値であった．しかし，ソ連チェルノブ  

イリ原子力発電所事故の起こる前の1985句三に比べ約2偶の値であった．環境中の放射能（   

緑）はほぼ事故以前のレベルに戻った．ウラン濃度についてほ河川水，河川底質，土鳩等  

はいずれも天然に存在するレベルであった．  
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一 定時膵水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時閏水）  大型水盤による降下物  
ほ河東  

陀水盤  放射能澗腰（Bq／1〉  
年月  月間膵F盟  

（mm）  最高値   （卜Inq／】くn】2）   （MRqハく”I2）  

1989年 4月  235．0   8   Nl〕   ND   ND  

5月  157．0  14   〝   〝   〝  

6月  2〔；5．2   9   〝   ′′   〝  

7月  323．l  〝   〝   〝  

8月  276．4   R   〝   〝   〝  

9月  228．q   9   ／／   
〝   〝  

10月  17日．R  〝   〝   〝  

11月  119．5   9   〝   〝   〝  

12月  29．0   3   〝   〝   〝  

19日9年 1月  44．l   5   〝   〝   〝  

2月  173．2  12   〝   〝   〝  

3月  60．4   8   〝   〝   〝  

年 間 値  2090．1  107   〝   〝   〝  

前年度までの過去3年間の憤  Nl）   110   Nn・－2附   NI）   

Il牛乳中の13tI分析結果  

採1牧 場 所  藤沢印  藤沢市  藤沢市  藤沢市  掛尺市  藤沢市  前年まで過去3年間の値   

i采1俣 年 月 日  89．5．川  89．7．27  R9．9．29  89．11．27  90．1．26  90．3．16  最低値  最高値   

放射能澗度（8q／1）  四   冊   HD   ND   ㈹   0．30   
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lllゲルマニウム半主別封剣ユ1器による核ほ分析測定調査結果  

採  前年度まで過去  

t37cs  3年間の値  その他の検出された  

喜iモ 料 名   ほ職場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊 じ ん   構浜市  HP    ND  110  mRq／m3   

陀 下 物  〝  12  ND  0．27  Hい   0．28  トIRq／lくm？   

陸  

mllq／l  
水   蛇口水  横浜市  〝  2  〝   〝   〝   〝  

58  48  61  Rq／kg柁土  
土  8  

1500  川00  1700  M軸／km2  

鳩   16  12  20  βq／kg柁土  

5へ■20cm  〝   8  

1500  1600  190（1  Mけq／lくM2   

精  米  〝   I 1 ND ND  N【）  Dq／lくg精米   

野  〝   3    〝  ／／  0．02  

Rq／kg生  

菜   〝   3    〝  〝  ND  

牛   乳  横浜市  9，3  2  〝  〝  2．2  8q／l   

日 常 食  平塚市  8，12  2  0．09  0．1l  0．07  0．14  勒／人・日   

㈹   水  横須賀市  9  口  冊  ㈹  Nn  mBq／l   

淘 底 土  〝   9    3．3  4．4  23  8q／kg柁土   

渦  0．23  0．35  
産  

生  Rq／1（g生  
物   

IV ウラン分析結果  

試 料 名  l采脚易所  ほ取年月   ウラン濃度  過去の値   塑 侍   

河 川 水  横頒質市  89／9，1l，2，90／2  0．1～1．8  HD － t．8   
〃g／1   

減  水   〝   90／2   2．7一－ 3．3  1．7 一－ 3．3   

土  鳩   〝   89／10，90／2   0．l一－ 0．7  0．1～1．5   

河 底 土   〝   mg／kg柁土        89／6，9，12，90／2，3  0．2一－ 2．0  0．l～2．2   

胸 底 土   ′／   90／2   0．7・～1．4  0．3 ～1．1   

洞直也憫   〝   90／2   0．01～0．0：l  0．Ol～ 0．03  れ唱ハ（8吐   

ー158－   



V 空間放射綿屈屠潤定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ（11Gy／11）  
測定年月日  

最低値  最高値  平均値  横 浜 印   横 須 賀 市   

19日9年 4月  50   53   

5月  5！j   61   

6月  53   53   

7月  52   55   

8月  50   54   

9月  50   ・   

10月  52   57   

11月  50   61   

12月  42   53   

19【事9年 1月  50   53   

2月  54   50   

3月  51   54   

年  間  憤  42－58   50～57   

前年度迄の過去3年間の値  5．6－9．1（〟Rハ1）  5．5～7．2（ノ川／11）   
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（63）新潟！具における主賓葦薙放身寸再転フkシ1墜貢岡三森  

新潟県衛生公吉研究所  

米田 和広、安達 憑、田漣 席和、殿内 東政、帝馬 連耶  

大都 触手臥諏訪 成俳、上村 柁   

1請   書   

前年度に引き続き、平成元年度に実施した科学技術庁萎柁の項墳放射能水準調査及び県が実施した原子  

力発電所周辺の環境放射娘監視網査の概要を報告する。  

2 調査研究の概要  

（l）洞禿 対 象  

科学技術庁蚕紙の環境放射能水叩網養l；t、降水、大気浮遊じん、降下物、降水、土鳩、梢米、野菜  

牛乳、淡水産珪物、日常食、海水、海底土、楕産生物、空間綿昂率を対象とした。  

原子力飛花所周辺の理壌放射線監視網義は、空間絶景率、横井線祭、浮遊じん、降下物、陸水、土  

壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。  

（2）珊定 方 法  

拭†斗の採取、前処理、鋼製及び測定は、科学技術庁絹の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

網楽章花実施打雨音（平成元年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺埋境放射拍監視網査年度折両  

市（平成元年度）」に基づいて行った。  

（3）珊定機 器  

ア 全ベータ   ・自動サンプルチェンジャー付きGM引数装帯：アrIカ社製Jl）C－・153  

放射能 ・低バックグランドGM打数菜謂：7ロカ社製LBC岬451  

イ 核稚分析   ・高純度Ge半澤休牧山器付き16kch波布分析兼帯：キャンベラ汁矧IP－Gc検tll  

器－シリーズ85  

・低′ヾツクダランド液体シンチレーションカウンター：アロカ杜矧．SC一用1  

・低バックグランドGM打数装置：アロカ社剥l－BC－451  

・シリコン平射本校111器付き4096ch波高分析装置：キ十ンベラ社製シリーズ35  

ウ 空関根鼻率 ・他線農事珊定器：DBM方式2”¢×2′′Na】（Tl）シンチレーション桧山器  

・モニタリングポスト：アロカ社製 MAI～一－11  

・シンチレーションサーベイメータ：アロカ祉蚤墾 ′rCS－121C  

エ 横井絶景   ・松下電器露草社製7’LD素子 UD・－200S  

（4）網秀 頼 黒  

衣1に環境拭署1の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に定時降水の全ベータ放射能の測定純果を示す。  

表3に原子力発電所周辺の低織豊率測定器による空間線罷やの珊定結果を示す。  

来4にTLDによる横井絶景の測定結果を示す。  

表5に新潟でのモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間紙屑率の珊定結果を示す。  

衷6に項境拭料の放射化学分析結果を示す。  

表7に環境拭料の抜穂分析結果を示す。  

3 結   語   

平成元年度の網査結果からは、一部の紙料から過去の核実験やチェルノブィル原子力発電所事故の影響   

によるものと判晰される人工放射性核穣が検出されたが、これらはいずれも栖めて低い植であり、異常植   

は揉められなかった。  
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表1 全ベータ放射能調査精巣  

（注）＊は検出限界以‾F  

表2  定時降水試料中の全ベータ放射能網査結果  

（注）＊は検出間界以下   

兼3 他線露率測定器による空間絶景率  
（原子力発馬所周辺監視網奄）  

（単位：nGy／h）  

表4 積算紘読（原子力発屯所周辺監視網充）  

（脚立川Gy／91日間）  

四半期  界I  第Ⅱ  卯m  界Ⅳ  年間  珊定地点  四半期  四半期  四半期  四半期  横井線屋  監視網禿地域  0．12  0．12  0．13  0．13  0．d9  対照地点    0．13    0．14  
測定地点  平均憫  最高値  最低値   

柏崎潮野局    101  

荒 浜 局      23   

下市町 局  

刈 羽 局    109  

勝 山 局  

宮 川 局      23   

西 山 局      24  

（注）測定地点歎は、監視網燕地域19か所、対照地点は5か所  
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表5  空間放射線景率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（cps）  

最 低 値  最 高 値  平均債  （nGy／h）  

fll年4月   15．0   17．4   15．9  

5月   15．1   16．9   15．7   

6月   15．1   16．9   15．7   

7月   15．2   16．7   15．8   48   

8月   15．5   17．6   15．9   

9月   15．3   16．7   15．9   

10月   15．4   17．4   16．0   50   

11月   15．4   18．2   16．3   

12月  18．8   16．3  

H2年1月   13．8   18．4   15．9   

2月   13．6   18．4   15．7   

3月  15．3   17．4   15．9   

年間植  18．8   15．9   

25．9  15．5～16．8   44～58   層霊廟  13．9  
（注）測定場所は新潟  

表6－1放射化学分析結果（？Osr）  

拭 村 名  採取場 所  採取年月  検体放  最 低 植  最 帝 位  過去3年の値  単  位   

精米  0．015   0．017   ＊～0．027  8q／kg生  

大根（根）   Hl．11   0．10   Bq／kg生  

1Il．4，7，10  0．024   
原 乳  柏崎  112．1  0．024   0．040  8q／g  

貝類（バイ）  西山   111．5   ＊   ＊   ＊   8q／kg生   

彗県鳥物  放水口付近  Hl．5，10   0．11   
4   0．089   0．12  ～0．23  Bq／也生   

（注）＊は検出限界以下  

表6－2 放射化学分析結果（3H）  

拭 科 名   採取場 所  採取年月  換体歎  最 低 植  最 高 位  過去3年の偵  単  位  

上 水  椚●刈羽  『拍9・12   
＊   1．5   ＊～1．9   

8q／β  

河川水  柏崎   Hl．6，12   ＊～1．3  

海 水  薮栗耶近  肌．5，10   ＊   ＊   ＊～0．85  Bq／‘   

（注）＊は検出噸界以下  

表6－3 放射化学分析結果（2日◆＝Opu）  

拭 村 名  採取 場 所  採取年月  検  最 低 俵  最 帝 位  過去3年の植  単  位   

浮遊じん  刈羽   I†1．7，H2，1  ＊   ＊   ＊   8q／ボ   

降 下 物  刈羽   1tl．7，II2．1  ＊   0．040   ＊～0．0010  Bq／d   

海 底 土  放水口付近  Hl．5，10   0．14   0．22  0．12～0．20  Bq／lg乾   

（注）＊は検出限界以下  
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薮71ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

大気浮遊仇   柏崎・刈羽  毎月   ＊   ＊   ＊  0．0059  Bq／d   

降 下 物   柏崎・刈羽  毎月   ＊  0．54  nq／ポ  

上 水  椚‘棚  111．6．9，12 l】2．3   0．0037   

＊   ＊   ＊  
8q／β  

河川水  柏楕   
lIl．6，12    ＊  

相鳴・刈羽  】11．7，11    2．9    3．2  椚  8q／kg乾  

柏崎・刈羽  
酉tll   tll．10   0．11             3  0．049  0．14  0．041  Bq／kg／と  

大根（板）   刈羽   111．11  0．070  0．Of）（；  0．2日  Bq川g吐  

大根（葉）   刈羽  ttl．11   0．56   Bq／kg生   

キャベツ   刈羽   IILll   ＊  0．14  8q川g吐   

椚，7，川  
0．047  0．28  ＊   1．1  田  Bq／β   

松 葉   柏崎   Hl．7，11    0柑  0．43  0．23  nq／kg珪   

海水  ＊   ＊  0．015  Bq／β  

海底土  ＊   ＊   ＊  Bq／kg乾  

カレイ  西山   Hl．5  0．08（）  0．080  Bq八g生   

マダイ  柏崎  ltl．7   0．24   8q川g吐  

ヒラメ  西山   l11．9   0．23  Bq／kg生  

バイ  西山   l11．5   ＊  ＊  ＊  ＊  

叶  
Bq／kg生  

ワカメ  柏崎   l】1．5  ＊   ＊  
物  

0．28  Bq八g生  

柏崎  ＊  ＊   ＊  0．89  Bq／kg生  

わタワラ  闘冊近  I11i∋；1鮎！皇  1．1  Bq／kg生   

（旧主：や些昭翫甘㈹カ、ったことを示す  
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表7▼－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定鋼査結果（環境放射能水準調査）  

前謂霜粕   き子‘妻∋一宇   
単  位  

採取場所  採取年月  廷  137cs                 最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊仇   新潟   毎月   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ポ   

降 下 物   新潟   毎月   ＊  0．39  ＊  0．18  8q／ポ   

陸  Hl．6，12    ＊   ＊   ＊   ＊  

水   
Bq／g  

Hl．11   ＊   ＊  8．5E・4  8．5E－4  

Hl．丁   
田  Cs‾iヲ塁  8q州g乾  

C爪   950  

6．8   Bq／lg乾  
5～20   Hl．T   

1800  1800  1300  1300  MBq／kd  

＊   ＊   ＊   ＊  
0～5    柏崎  

Bq几g生   

大根（根）   新潟   Hl．11   ＊  0．031  ＊   ＊  8q八g生   

ホウレン草   新潟   Hl．6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

牛  
Hl．5，8，1l  
H2．2   ＊   ＊   ＊   ＊  8q／β  

乳   Hl．8川2．2    ＊   ＊   ＊  0．26  

淡甥筆㍗   新潟   Hl．11   0．28  0．28  0．30  0．30  Bq川g生   

日常食   西川   Hl．6，11    ＊   ＊  0．14  0．22  8q八g生   

海 水   新潟港沖  ttl．7   ＊   ＊   ＊  ＊  8q／g   

海底土   新潟港沖  Hl．7   2．0  2．0  Bq／kg乾   

Hl．11   0．11  8q／lg生  

Hl，5  ＊  ＊   ＊   ＊  Bq几g生  

藍  カレイ サザエ ワカメ  新潟  nl．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

（注）毒；；諾隅妄な継誠三幸真否吉ため、S63年度の植を過ま。僻とした  
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（64）富l⊥lぜ宍∵にニ：袈ぎらナ る放頁寸百巨調杏  

宵山県公害センター  

久 田 俊 之   

1．緒言  

前年度に引き続き、富山県において平成元年度に実施した科学技術庁委託の環境放射   
能水準調査結果について報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜  
（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間線塁率   

（2）測定方法  

試料の調製及び測定は、科学技術庁桐『全ベータ放射能測定法（昭和51年度）』  
『ゲルマニウム半噂体検出器を用いた機習分析法（昭和54年度）』、及び『平成  
元年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  
GM計数装置：アロカ製 JD C－163  

イ 核種分析  
G e半導体核種分析装置：検出器 E G＆G ORTEC GEM－20180  

波高分析器 セイコー E G＆G MCA7800  
ウ 空間繰員率  
シンチレーシロンサーベイメータ：アロカ製 TC S－131  

モニタリングポスト   ：アロカ製 MAR－11   

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  
表2に環境試料の核種分析結果を示す。  
表3に空間線塁率の測定結果を示す。   

3．結語  

いずれの試料についても、巽常は認められなかった。  
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衷－1  降水（定時降水）試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採1瞑 （定時降水）  
採 取  

降水塁  放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  
年 月  （MBq川和2）  

（■l）                     測定数  敢低値  府苗梢   

平成元年 4月  88．1   9   3．9   17   
5月  108．1   9   

6月  113．0  
7月  228．0   9   N□   

8月  175．2  13   
9月  466．8  15   
10月  115．l  10   NO   2．0   5，1   
11月  242．4  13   ND   2．0   10   
12月  197．7  14   HD   

平成 2 年 1月  227．8  16   
2月  154．3  10   
3月  136．I  14   ND   

年  間  値  2252．6  143   3．9  ND ～17   

過  去  の  値●   192   HD   4．1   ND～ 81   

ND：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
＊ ：昭和63年1月から平成元年3月までの値  

表－2   ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  l”cs  過去の値●   その他の検出された  
試 料 名  採取場所  採取年 月   体  人口放射性核種  単 位  

数  
最低値  魚苗値  最低個  最高値   

大気浮遊じん  小杉町  毎 月   4  上Bq／山3   

月間降下物   小杉呵  毎 月  12  ND  0．22  0．48  MBq／紬2   

陸水（蛇口水）  ′ト杉町  元．8 元．12  2  ND  ■Bq／1   

土壌0－5e■  Bq川g乾土  
1100  960  H8q／仙 

5－20cb  3．9  2．3  Bq／Xg乾土  

710  410  HBq川u 
精米   小杉昭   8q川名精米   
野菜（クーイコン）  小杉Ml  元．】1   ND  8q川g生   
野菜（ホウレン革）  高山市  元．11   0．082   Bq川草生   

牛乳   砺波田  元．8 2．2  2  0．1l  ND  0．13  Bq／1   
日常食   小杉町他  元．6 元．】1  2  0．094  0．12  0．】1  0．12  Bq／人・日   

ND：検出されず（計数値がその軒数誤差の3倍未満）  
＊ ：昭和63句三度より測定開始  

義一3   空間放射碩塁率測定結果  

モニタリングポスト（cps）●】    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最 高値  平 均値   （nGy／h）   

平成 元 年  4月   16   2 2   17   5 7   
5月   16   2 2   17   6 0   
6月   16   2 3   17   6 2   
7月   16   2 3   17   6 3   
8月   16   2 3   】7   61   
9月   16   2 3   17   6 2   
10月   16   2 6   17   61   
11月   16   3 3   18   5 9   
12月   16   2 9   18   6 0   

平成 2 年 1月   11   2 9   】7   6 3   
2月   13   2 4   17   61   
3月   15   2 5   17   5 9   

年  rli】  伯  11   3 3   17  57 ～ 63   

過   去   の   値  14   3 6   18  55 ～ 65 ●2   

＊1：昭和63年8月より測定開始  
＊2：昭和63年1月から平成元咋3月までの値  
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（65）石ノIl県‡こおをナる放頁寸命臣調査  

石川県衛生公害研究所  

大辻 真紀子 安井 義朗  

中谷  光  小森 正樹  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成元年度に実施した科学技術庁委託放射能調査について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土鳩、日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「放射性   

ヨウ素分析法（昭和52年）」、「N8Ⅰ（Tl）シンチレーションスベクトロメータ機器分析法（昭   

和49年）」に準じている。  

（3）測定装置  

低バックグラウンド自動測定装眉：アロカ製LBC－452U型   

波高分析装置：日本原子力事業製Eシリーズシステム  

N8I（Tl）シンチレーシFンサーベイメータ：アロカ製TCS－121  

モニタリングポスト：アロカ製M人R－11  

（4）調査結果  

降水、降下物については、調査期間の定時採取試料数は118回であり、放射能レベルは0～  

185HBq／km‾2と平常値の範囲内である。なお、年間降水是は2，690．0Ⅲで、年間降下量は3．67   

GBq／km－2で平常値の範囲内である。陸水、土壌、日常食、農産物、牛乳、水産生物の全ベータ   

放射能は、ワカメでやや高い値が得られたが、いずれも平常値の範囲内である。牛乳中のヨウ   

素131については、全試料（6検体）検出限界以下である。空間線量率は、例年とほぼ同程度の   

レベルを示しており異常値は認められない。  

3．結 語  

各種試料から異常値は観測されず前年同様低いレベルである。  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

放射能測度（含【）   嗣年度まで過去3年間の値  

拭 科 名  採取場所   採取年月  検体赦  単 位  

叔低値  最高侶   最低値   最高値   

降下物  金沢市三馬  1．4～2．3（毎月）  12  検出されず  250   検出されず  8585   HBq／kn2   

陸   上水 蛇口水  金沢市三馬   
1．8  

水  1．12   
検出されず  検山されず  検出されず  検出されず  Bq川   

0．93  0．92   1．02  Bq／g陀土  

土  l．7   
52．4×10l  82．5×101  48．9×105  HBq／k仇2  

0．94  0．86   1．02  Bq／g乾土  

頬   1．7   
152 ×10さ  135 ×10l  166 ×10う  MBq／k町2   

椚米  金沢市三馬   1．9   0．028  0．031   0．03き  8q／g椚米   

野  金沢再三馬   l．11   0．058  0．044   0．059   
8q／g生  

粟   1．11   0．17  0．18   0．19   

牛乳  羽咋耶押水町   l．8  2   43．8   d6．3   38．9   45．9   
2．2  

8q川   

日常食  
金沢市及び  1．8  
野々市町  

2   82．0   72．5   51，l   81．4   
l．12  

Bq／人・日   

海  羽咋押詰来町   1．4   0．24  0．1l   0．18   
産  

生  羽咋郡古来呵   1．8   0，14  0．1l   8q／’古生  

物   
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調禿結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  
掟 顆  

降水最  放射能測度（Bq／1）  月間降下昂  
年 月  （H8q／k㌔）   （H8q／k汀り  

（■■）  測定数  最低値  最高値   

平成元年  4月  108．0   8  検出されず  12．5   324   250   

5月  126．5   7   〃   3．82   184   200   

6月  125．0   8   2．59   184   検山されず   

7月  275．0   8   〃   2，05   88．9   

8月  154．0   7   3．65   147   85．2   

9月  580．5   5．28   302   

10月  188．0   〝   5．22   159   〃   

11月  358．5   〃   5．8＄   728   ／／   

12月  170．0   7，38   543   ノ／   

平成2年 1月  32T．5   〃   5．58   495   〃   

2月  148．0   7   〃   4．63   283   

3月  136．0   10   7．28   260   〃   

年   間   値  2，690．0   118   〃   7．38  83．9～ 728  検出されず～ 250   

前年度までの過去3年間の値  124   18．9～5，805  検出されず～3．585   
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Ⅳ 牛乳中の1！1Ⅰ分析結果  

採 取 場  所  石川県羽咋那押水町  前年度までの3年間の値   

採 取 年 月 日  1．5．25  1．7．11  1．9．28  1．11．14  2．1．23  2．3．2  最低値  最高値   

放射能凛度（Bq川）  検出されず  検出されず  検出きれず  検出されず  検出されず  検出されず  検出されず  0．32   

Ⅶ 空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成元年  4月   15．5   25．5   17．0   67   

5月   15．5   22．5   17．0   71   

8月   15．5   21．5   17．1   78   

7月   15．5   24．0   17．3   88   

8月   15．5   28．0   17．2   

9月   15．5   26．0   17．4   77   

10月   16．8   27．5   17．2   72   

11月   15．5   35．0   17．9   74   

12月   18．0   8l．0   17．8   

平成2年 1月   13．0   34．0   17．3   78   

2月   15．0   29．5   17．3   72   

3月   15．5   24．0   17．2   72   

lF  悶  値  13．0   35．0   17．3   68一－78   

嗣年度までの過去3年間の億  18．5   33．0   17．2   68一－83   
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（66）幸田■井！罷ろこお8ナる放男す台ヒ網査  

柑井県麻生研 究 所  
長嶋純一 塩谷勝夫＊  

1． 緒言   
前年にひき続き、福井県が平成元年度に実施した科学技術庁蚕紙の「放射能測定鋼査」   
の結果について、その概要を報告する。   

2． 調査の概要   
（1）綱査対象  

雨水、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線姜率   
（2）測定方法  

放射能調査委托実施計画書（平成元年度）によった。   
（3）測定装置  

① 全β放射能網査；アロカ TDC－501  
⑧ 核種分析網査；HP Ge検出器（相対効率  
⑧ 空間線喜率銅査；サーベイメータ（アロカ  

モニタリングポスト（ア  
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 （4）調査結果  

平成元年度の綱査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の絆袖に  
ついては、別添の表を参照されたい。  
① 定時雨水  

前年と同様に大気中での核実験はなく、測定した94拭料のうち2拭料から  
全β放射能がわずかに検出された程度であった。  

⑧ 牛乳申の13ⅠⅠ分析の結果  

前年と同様に大気中での核実験はなく、＝1Ⅰは検出されなかった。  
⑧ 核種分析網査  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット旧斗を測定したカ㌧放射㈹は牧山されなかった。  
肘 降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾回した拭料を測定したが、放射能は抜出さ  
れなかった。  

（c）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（各々100β）を蒸発乾闇した拭料を測定  
したが、淡水中に137csがわずかに検出された。  

（d）土塊  

0～5cm及び5～20cmの2層から採取した拭料について測定を行った結果、  
いずれも13Tcsがわずかに検出された。また、0～5cm層からはチェルノブイ  
ル事故の影響とみられる131csがわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、  
日常食、海産生物について測定を行った結果、牛乳、淡水産生物、日常食、  
海産生物等から13Tcsがわずかに検出された。  

④ 空間線量率  
空間絶景率の鋼査結果はモニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と  

同程度であった。  
3． 結語  

全β放射能及び空間線量率については、従来と同程度であり、核種分析の結果も  
土壌と食品の一部から137csがわずかに検出されたはか、土壌中にチェルノブイル  
事故の影響とみられる134■Csがわずかに検出された程度であった。  

＊現在；福井県厚生部艇康増進辣  
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Ⅰ一 式巨Il音l野水薪式非斗申の全β放易寸再転網査布告果  

月間降下景  
採 取 年 月  降水崇  （M8q／kd）  

（■1）           測定歎  最低値  最高植   

平成 元年 4月   123   N．D  N．D   Ⅳ．D   

元年 5月   111   N．D  N．D   N．D   

元年 6月   161   N．D  N．D   N，D   

元年 7月   248   N．D  N．D   N．D   

元年 8月   151   6  N．D  N．D   N．D   

元年 9月   499    N．D  N．D   N．D   

元年10月   112   N．D  N．D   N．D   

元年11月   243   9  N．D  H．D   N．D   

元年12月   223  10  N．D  2．5  N．D～25   

2年1月   362    N．D  N．D   N．D   

2年2月   133   N．D  N．D   N．D   

2年 3月   146   9  N．D  4．3  N．D～39   

年  間  他  2，512  94  N．D  4．3  N．D～39   

前年度までの過去3年間の価   291  N．D  4．3  N．D～39   

H． 牛字L亡1コの1＝31Ⅰう｝析称畜果  

採 取 場 所  奥趣高原牧場  〝   〝   前年度対紬過去3年間の他   

採 取 年 月 日  1l．1．5．18  1．6．15  1．7．17  1．8．8  1．9．12  1．10．24  最 低 他  最 高 偶   

放射能濃度（Bq／β）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．り   〝  〝                                          M．D  N．D  N．D   

一172－   



M【． ウ∫ルマニウムヨま導体検出召昔乙こよる核糀分封手打U定引回査称古典  

換  
拭 村 名   採 取 場 所  採取年月   休  人工放射性  

敷   

大気浮遊じん   衛生研究所屋上  1．4～2．3  ロ  N．D  N．D  N．D   N．D  浦q／J   

降下物  1．4～2．3    N．D  N．D  N，D   N．D  MBq／u   

陸  1．6．12    N．D  Ⅳ．D  N．D   N．D  
椚8q／g  

水   3．0  2．6   3．0  

7．9  7．9   臥6  131cs；0．42  Bq／kg乾土  
土  

380  273   MBq／kd             380  ＝lcs；祁  

4．0  2．3   4．0  Bqハg乾土  
壌   〝   1．7   

590  100   590  MBq／kd   

柏 米  細井市   1．10      N．D  N．口   N．D  Bq／地相米   

野  1．10      N．D  H．D   N．D  
8qハg生  

菜   1．10      N．D  N．D   N．D  

牛 乳  福井市，勝山市  1．5～2．2  6  0．04  0．09  0．04   0．14  Bq／β   

淡水産生物   三方町 三方湖  1．12      0．39  0．31   0．39  8q／kg生   

日常食  相井市   1．6，2．1  2  0．037  0．16  0．037   0，17  8q／人・日   

海産生物   三国町   1．11      0．14  0．14   0．19  8qハg生  

※ 核種分析については、昭和63年度から始まったものである。  

1V． 空l切放易寸繰景率測定邦吉果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  
最 低 債  最 高 値  平 均 植  （nGy／h）   

平成 元年 4月   14．0  21．0  15．8   

元年 5月   14．0  21．0  15．6   

元年 6月   14．0  24．0  15．7   

元年 7月   14．0  23．7  15．9   48   

元年 8月   15．0  27．0  16．1   56   

元年 9月   14．0  22．5  15．7   64   

元年10月   15．0  24．0  16．4   51   

元年11月   14．9  28．0  16．5   

元年12月   14．5  27．0  16．8   

2年1月   11．0  28．0  15．8   

2年 2月   12．8  28．0  15．8   

2年 3月   14．6  28．0  15．8   

年  間  植   11．0  28．0  16．0  46～67   

前年如軸過去3年間の値  11．0  29．7  15．9  46～67   
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（67）山 系せ り語におとナる放射‥能訂司査  

山梨県衛生公雷研究所  

小林規柁夫 茅野 陽子 境 充足   

平成元年度に山梨県が実地し・た科学ほ術庁委託によろ放射櫨朋査結果  
について柁告すろ。   

2．調査の概要  

（1）訂寄査対象  

持水、大気浮遊じん、柁下物、陸水（蛇口水）、土橋、精米、野菜（大  

根、ほうれん章）、牛乳、日常企及U空間放射綿逓音   

（2）測定方法  

言那斗の】；妄取、前処理及び測定ほ科学ほ術庁縞「全ベータ放射附則定法  

（1976）」「Ge半i捌本検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全  

局縞「放射能測局部査委託実施計画暫（平成元年度〉」によりけった。  

（3）測定装置  

Gへ1計数装置  ．へlolこa TD（ニー5り1聖  

G（ヲ半導体検出器  SEll（O E（ニ＆（ニ  

シン札一ションサイtイトクー  ＿へl－〕k〔1、（二S－131製  

モニタリングポスト  Ålol（こIMAR－11聖   

（4）調査結果  

定時陀水の全ベータ値別能の測定結果を表Ⅰに、G e半増作瞳出器にしkる  

各ほ環塙言iしトl中の眩便分析結果を去Ⅲに、空間故射線鼻音別電結果虻表朝ぶ  

示した。   

3 緒 言吾  

環境試、f▼：lの全ベータ放射能、†亥†亜分析、枝ひ空「附加J級毘実の榔引庖は  

平常時のレベルにあり異常已よ喜忍め‘ちjlなかった。  
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票T 7‡哨瞳水≡iて閏rlコの全β放射能調査結果  

陀 水の 電場 ほ呵冥（定時‡完取）  

陀水丑  
ほ顆年月  放 刑 植i虎度 （8rl／l）    月間陀下立  

（巾巾）  

（‖帥／kM2）    測定敢  叢†氏債  最高値   

平成元咋 4月   108．0   7   N．D   6．5   250   

5日   101．0   ＝   N．D   2．2   2G   

6月   153．0   12   N．D   2．0   3．7   

7月   146．5   17   N．D   7．2   199   

8月   224．0   N．D   G．5   42G   

9月   229．5   10   N．D  N．D   N．D   

tO月   138．0   8   N．D  N．D   N．D   

11日   2G．0   N．D  N．D   N．D   

12月   19．5   2   N．D  N．D   N．D   

平成2年1月   30．5   G   N．D   2．0   G．0   

2月   耶．0   1G   N．D  N．D   N．D   

3月   72．5   8   N．D  N．D   N．D   

咋 即 位  l，3qq．5   113   N．D   N．P・－J126   

前年度までの過去3年間の債  N．D   3．n  

宍汀 ゲルマニウム準射拙岨潤によ引亥†重力析測定！円査結果  

I兵  137cs  前年度まで過去3年間の値   その他の偵出  

三iモ ーニI名   ほ 取1苫 所  採取年月   倖  きれた人工放  
椚佳ほ闇   

大気浮遊じん   山梨県甲田市  89．4一－90．3    N．D   N．D   N．D   N．D  浦q／M】   

持 下 柏   山烈県甲田市  89．4～90．3  】2  N．D   N．D   N．D  0．08±0．026  †柑q／km～   

汚水蛇口水   山梨県町内市  89．689．】2  2  N．D   N．D   N．D   N．D  Mβq／l   

38±】．0  q8±l、1  8q／kヱ柁土  
土  

1，800±17  2，600±60  ト】Bq／kM～  

13±0．G8  t4±0．7  8q／kg柁土  
用   

11700±87  2．100±100  卜t8q几れ！   

惰  架   北巨摩郡長坂町  89．1l  N．D  N．D  8q几g楕米   

大 根  北巨摩耶高†民町  89．11  ロ   N．D  N．D  

8q八苦生  

菜                      ホウレン革  北巨摩耶高根町  90．l  ロ   N．D  N．D  

牛  乳   北巨犀郡高根町  89．890．3  2  N．D   N．D   N．D   N．D  的／l   

日 常 食   山里県甲田市  89．689．12  2  0．OG7±0．018  0」2±0．01：！  0．093±b．o12  0．11±0．Oll  8q／人・日   
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黄m 空間放射綿農事測定結果  

モニタリングボス    ト（cps）サーベイメータ  

測   定  年  月  
平均値（nCl′／Il）   最低値  最高値  

平成元年  4月   15．5   20．0  16．3  58   

5月   Ⅰ5．0   23．0  16．1  67   

6月   14．5   19．0  16．2  58   

7月   15．0   23．0  l（ミ．1  63   

8月   15．0   2l．0  16．2  70   

9月   15．0   2l．0  16．2  【；4   

10月   15．5   19，0  16．4  6l   

11月   15．5   19．5  16．5  63   

12月   15．5   21．0  16．7  71   

平成2年 1月   15．5   19．0  16．6  62   

2月   15．0   21．5  l（；．5  58   

3月   15．5   19．5  1G．4  54   

年  間  値   14．5   23．0  t6．4  54～71   

前年度までの過去3年間の値  15．0   24．0  16・4 60～75   
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（68＝言印f肪t（′こゴ二j（，る こなk舅J、胃巨喜拝l三森  

持野県相生公苫研究所  

性′J木・敏 内川 英夫  

笹非 番錐 山崎雄一郎  

1 指 貫  

祈年度に引続き、Jミ即賃＝こ才；いて「ド成元叶・度に実施した†1ず技附け委託によ   

る放射能調査の結果について鞘ぎ音す，る′ 

2 調査の概雫   

（1）調査．対象  

定時降水、大気浮遊じん、陀ーこ一拍、陸水、土壌、農雅物、魚用、I］常食、  

空間放射純度率  

また、試料の搾取一喝所ほ六Vにホすとおりである。   

（2）測定方法  

試料の調整と測定ほ利芋ほ伸川て網「全ベータ放射能測定法（1叩（一，）」、  

「ゲルマニウム半導体検出君芹をrrlいた†花器ケ＝昨法（】叩り」及び同Jiて桐  

「放射能調査委託実施計画戸㌻（て「・成元年度）！により待った。   

（う）測定装置  

（ユ11計数装置  八lolく a T D〔1＝10 3  

r√；e半澤俸籾吉†l謂  N AI（二；  ‡〔；〔：－－1〔，19S  

ニ ン ナレーシ ョ ンサーベイ ′トーク  ∧】（）k ニ・t  ′llC S t－121（二・   

（‘j）調査純果  

た哨降水のやβ舶用能の潮乍ヒ結果をデこ†Iに、（i√・、ト尊称雄射．fi芳旨による  

各項境言椚川1の†＝市分析紹‥黒を貴Vに示す′一 花吋降水の全β放射恍は、  

大部分が不検出てわ一・）た（．また、澗埼試利「いの核持分析では、土鳩、魚  

用、日常食で1－7C sが椀出されたが、これらほい㌢汀も町川川↑ト度（7）金  

岡平均値（阿部ら、耶51回！射毘放射能調査研究成果論文抄織焦、I■54う5  

平成元年）と比べ、同程度の隋であ′－た．、  

空間放射線風刺ま鶉Ⅶのとおり、り卜」用≠勘′′llの鞄岡にあり、前年度と  

ほぼFi・司程度であ一）た。  

ヨ 結 語  

環境試平川Jの全β放射能、人－r二放射里‖艮苗及び空間放射線最牢の測定値は   

す′、・こて平常時のレぺ／しにあり、異7「‖屯は認め」∵hなかった。  
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l全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
拭 村 名   採取場所  採取年月  検体歎  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  ¶8q／h】   

降下物  M8qルRI   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  
水  

8q／ゼ  

淡 水  

8q／g乾土  

0－ 5cm  

土  出Bq／kmt  

韻  8q／8乾土  

5－20cm  
耶q／kMt   

用米  8q／電柵米   

野  
8q／g生  

菜   

茶  8q／E生   

牛乳  Bq／‘   

淡水産生物  8q／g生   

日常食  輌／人・日   

海水  mDq／‘   

海底土  8q／g乾土   

海  
産  

生  
物  

8q／g生  

Ⅰ大型水盤による月間降下物拭料及び定時降水椚斗中の全β放射能珂査結果  

降 水 の 定 時I采 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水t  放射能襟度（的ハ）  月間降下最  
年月  川輌／一拍！）   （H8qル爪り  

（m）  

平城元年 4月  曳j．J   7   ノ∨．β   〝9」   鼠P  

¶   ウ   〟〟   ハ  

6月  9了．J   Jp   乃  

7月  J07．㌢  ／P   J  

8月  ／ブタ．7   ／／   ケ   β  

9月  ／〃．P  肌   ク   ん   ♂  

10月  亡j．J   r   ク  

11月  止？、ユ  円  ♂  

12月  ノり  ．「  
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ユ年1月  J了．P   ＜／ク   ク．7   よ／  

2月  ．ぐ～P   ？   ′／  

3月  j7、ブ   Iプ   

年  間  値  －つ；、クー  川J   ♂笠7  ♪ ～柑  

前年度までの過去3年間の値  ′Jク   JJ  ク ～∽）∂  ⊥わ  

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  lOsr  t＝cs  単  位  
蒼式 村 名  検体歎  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

降下物  MBq／km！   

陸水（上水）  mBq／‘   

Bq川g乾土  
土  

M8qル爪I  

Dqルg乾土  
壌   

M8q／k■！   

殿頬（柑米）  8q／kg精米   

野菜頬  Bq／kg生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  8q／β   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  8q／人・日   

海水  m8q／‘   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値。  

Ⅳ 牛乳中の＝11分析結果  

泊■■駁  ・  前年度H過去3年間の値   

採 耶 年 月 日  最低値  最高値   

放射能襟度（Bq／ゼ）  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
耶  lきTcs  前年度まで   その他の検出された  

書式 f斗 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  
月   
数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気梓過 じん   那抽偶  丸り ∧．」． ′J∂  ハ／の   ／V／つ   ∧り  
m8q／mJ   

降下物  もq  
（・  ヘコ．1  JJ   八／D  β．∂β～   （／ク  専．斉  ltBq／km！   

陸  

水   
mDq／ゼ  

淡 水  波か；R  古」コ  ロ  〟J）   ∧′♪   乃．う  

8q／kg乾土  

0－ 5cm   
土  郎伸上り 偏純真虎  司  ロ  ／♪ク0  α7                 併∂    M8q／k仁一  

頬  
5－20cm   占．    J．    8q／kg陀土  

〃  軋7  I  
〟／P  」クク  

H8q川■I   

相米  柏餅転  丸′ID   
人JD   〟D   〟ク  

8q／kg絹米   

／  

野  

菜   ′′   いD  □  JJD   〟ク   ルク  
茶  8q／kg乾物   

牛乳  長男も  もP 1二〉   〟D   ／Jロ   〟P   〟β  8q／‘   

淡水産生物  独話瑚  ‾ノl之  n  n．Iマ   ロ．付   ∂．く占  
8q／毎生   

日常食  朋痛  知 つ．l  J   ¢、凸ワ0   D．け  D．／／   ∂J7  
8q／人・日   

海水  m8q／‘   

海底土  8q／厄絃土   

蒋  

産  
Bq／kg生  

生  

物   

Ⅵ ウラン分析結果  

拭 村 名  採取場所  採取年月日   ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  
喝／g   

海   水  

土   壌  

河 底 土  喝／kg乾土  

海 底 土  

蒋産生物          喝／kg生  
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1廿 空間放射線最率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （ltGy川）   

平成ラも年 4月  ≠¢   

5月  
占／   

6月  J？   
7月  四   

8月  占¢   

9月  
占r   

10月  
占P   

11月  
占／   

12月  スα   

ユ年1月  J？   
2月  JP   
3月  

年  間  値  よg ～甜   

前年度i印過去3年間の値  J7 ～好   

ー181－   



（69）甫争岡勇もiこおiナる放月J一骨巨鯛≡王空  

静岡県環境放射線監視セン タ一  

植松甲之介、兵科l＝珪彦、石渡達也  

摺滞矧†仁子．久欄m正．臥†く雄・郎、村松北欄  

「‾‾‾‾‾‾▼  
’■－■■‾‾▼‾▼‾‾’ 

1                  1  
ぎ1 緒 言  

2
 
 

静岡県では、昭和36年度より科学技循庁委託放射能調査を、また、昭和47年度から浜  
岡原子力発電所周辺環境放射能調査を実施しているが、今回は、平成元年度における調  
概要を報告する。   

調査の概要  

（1）調査の対象   

ア 科学技術庁委託額境放射能水準調査  
定時降水、浮遊感、空間線豊率、陸水、ヒ水、農畜産物、海産生物等。   

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査  

積算線量、空間線量率、降下物、浮遊磨、陸水、海水、農畜産物、海産生物等e  
（2）測遠方法  

の
 
 

査
 
 

ア 積算線量……熱艶光線量計を用いて、約3ケ月間の積算線量を測定した。  
イ 空間線量率…シンルーシヨントへ－’イトタによる定期測定（科学技術庁方式）、モニ州ンク、甘朴  

（科学技術庁仕様）及びモニタルク’、ストションによる連続測定を行った。  

ウ 全ベータ放射能…委託の定時雨水、原発周辺環境試料の測薙を行った。  
エ 核種分析  
①がンマー線スヘ●タトロメトリーにより＝Mn、EjFe、、三∩■Co、3FZ r、）ミNb、1三7cs、  

144Ce及び1ヨ1Ⅰの測定を行った。  

⑧化学分析により射S rの分析測定を行った。   

（卦液体シンルーシヨン測定法により了Ⅰ‡の測定を行った。  

（3）測定装置   

ア 横井線量 …ナシヨナJITI．D素子、UD－512抗取装置   
イ 空間線量率…アロカ（梯）TCS－121C，Nal式科学技術）；＝1士様モニタリンク、甘ス  

ト、アロカ（株）空間線量測定装置、   

り 全ベータ放射能・‥アロカ（株）JDC－151R型G丸く憫り薙装置   

工 核種分析  
甘ガンマー線核種…オルテック7010型波高分析装置及び肝－Ge検出器  
②）ーニーS r…アロカ（怖）LBC－453型低／くツクダランド測産装醗  

一萱一三H…アロカ（棟）1．SC－L円2型低バックグランド液体シンチレーション測定窮置  

（1）調査結束  

垂託環境放射能水準調査結果は、別紙のとおりである。－一方原子力発電所周辺環坑放   

射能調査結果の内空間線量は、横罫線是0．55～0．73mGy／3（；5日、線長平67～71nGy几であ   
ったっ全ベータ放射能は、浮遊塵で＊～0．89nRq／n三、陸水で＊～270mBg／¢、海水は検出   

されず、海底土で590～890Bq／Kg乾土、農畜産物で22～130Rq川g生、海産生物で37～2nO   

Bq／Kg生であった。機種分析結果は浮遊虔、降下物、上水及び海底土で検出されず、1三7c s   

が海水で＊～5．OmBq／夏、土壌で5．2～18日q／Kg乾土、農畜蔑物で浩～OJi6日q／Kg生、松茸で  

琉～0．32Bq／Kg生、海産生物で＊～0．32Bq／Kg生であったがワ1加、ラ1Fe、仁1：coは検出さオ  
なかった。宮S rは農畜産物で＊～0．48Rq／Kg生、鳳産生物で検出されずであった｛三l†は  

上水及び海水で検出されなかった。（＊印は、「検出されず」である。）   

結 語   
今回の調査結果では、一部の環境試料から過去の核爆発薬類等の影菅と思われる放射能が  

検出されたが、減少傾向であった。それ以外の調査結果には持異な傾向は見られなかった。  

ー182－   



l 全ベータ放射能調査結果  

「【云‾【，志【‾‡ 採取年月  
最低値…   

｝‾‾‾‾l 単位と  

旧 i＋‾‾＋      ・示示－－j   

8q／g乾土  

HBq／Km二   ‾‾‾■‾ 大気浮避じん                    降下物         l        臨 水  上水 源 水        円      Bq／史   蛇口水        u L      淡 水        弓     土 L壌  0－ 5c13   H  」  ‾「▼十▼‾▼‾▼’‾‾‖－‘▲‘‾■■－一－‥▼－、  ‥i     的／g托土 【8q／Km二        」÷」二      5－20cm    ［コ                    精米         u F    Bq／g滞京 
！   

l   

Bq／姓   

茶  

牛乳  

淡水産生物  的／g生   

日常食  M  所  Bq／人■日  

海水  ‖ 卯     ‾二「‾－トニ←¶丁Ⅵ■‾二‖■‾‖】‾    】 ∃  ．  nRq／史   

＝ 野  大根            ーーーー・一－一一－1   菜  ホウレン草  n     ー÷十÷ト三・▲・一－  円   邑                     n     Bq／史     1      l                     j  

二丁      二≡…   
大型．水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

‥ 

持一、r、  
L▲． →＋  ．＿】＿＿＿．＿▲＿▲＿．．＋－  竺川竺▲＿．＿＿＿空＿＿竺＋L【竺空 採   取   

年   月  
放  射  

測定歎  

絶  濃  度（Bq／夏）l月間降下塁】 月間降下量  
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＼Jゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＝7cs   l 皇 甘望まで過去  
3年間の偶  

1  

最低佃  最高佃  最低値  最高値  

浜岡町  4河／年   nB勺／nヲ   

．降下物  浜岡町  毎月   四  M．D  0．］3  【 N．D  0．2貝  

上水 源水   「二’【  
陸  

i 静岡市  6，1Z  N，D  
水  
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i  
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460  ト了                  †∧▼，‾■■，▼‾▲ その他の検出され た人工放射性核種  】二1三‾‾－1              0．口】3        ロ  N．D  N．Ⅰ）  N．D                           Mbq／kn                      nRq／¢   蛇口水                                          l      四  田    的／kg乾七       f    53r）  530    HBっ／km二  
9．3  7．0  7．0  旦手∑ 

5・ZOcl”  御用場市  7   

MBq／km二  
1500    950  95（）  
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㌣千干 
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要   ⊥¶．，＿」   

Ⅵ ウラン分析槽東  
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－184－   



5
一
〇
一
〇
 
 

6
 

6
”
7
4
 
 

つ
′
」
 
 

n
り
 
 
D
 
 
D
 
 
 

N
‖
 
晶
 
‖
N
 
 
い
n
 
 

＼．ll   

N．D   

N．D   

＼．n   

n．028  

ln 放射化学分析塙果   

「盲▼「諒丁  

‾‾ ■ ▼ ▼‾▲   l▲     、      l   一■  ‾ ▲  ， ‾  

・Sl、  s  「
 
 

1ヨ7c   

過去の憫  最低値1最高値i過去の個   

bq／Kg乾土  

“・－」  

；8q川£精米  

1▼ 【 ‾■‾  
」
‡
†
「
r
⊥
 
 
 

二
－
一
川
 
 

．町禦甲   i ：  

1芥   

ー  
ぎ  「▼▼▼「▼’「▼「‾‾‾‾■  

′卜乳   
】 」仙＿－←▼ 【 柵⊥【＿■＿＿  

q／Kg生 l  
▼＿▼＿▼＿＿▼＿＿．」  

「  

二】・十  
_j_ 

こコ＝  q／柁乾物  

十  

■ ■、】一  
【－←－一岬」－－←－－－ト  

【  1  ！  

竺竺竺＿ト：  

＿▼ Ll＿二  

‾～‾ iBq川g生  
▼‾－ 
「「‾－‾■▼F‾‾‾一二‾ Bq／人・口  

瀬
一
淘
 
度
 
 
 

巾／ゼ   

‾‾‾‾▲‾ 
1  

生
 
物
 
 

】  

Ⅳ 乍巧L中の131Ⅰ分析結果  

㌫∴「読  喝
二
 
年
 
 

取
…
取
 
 

…モニ．∴二 ∴  
餉咋疫まで過去3年間の†慮  同左  

最 低 値   2．2．】5  

射稚濁度（仇／史）】N．P 】1．D ！N．D  

ー185－  



1『 空間放射線線量率測定結果  

河産年月  

‡  

1  l     最低個    ‾‾「‾‾‾‾■■‘－‾1 叫値いr・G洲  ト－－【 平成元年4月  11．8  16．5  12・7’i■ 55       5月  1】．9  18．4  
6月   

7月   

8月   

9月   

10月   16．1   ‖ ：；：…一十 ≡；    11．7    11．6  ーー【てニー⊥一軒二き二，   u    11．6    11，5  17．2‾音㌻T－▼‾「㌃「 16．。】‾▼‾i；言「十¶「■完‾▼‖¶‾▼1    11．6   
11月  12．0   

12月  11．8   18．3   ‾】1妄㌃‖†▲】▲▲1古 

平成2年1月   11．8   16．0   12．8 19・51－3・0】 62       ▼        i63】  

2月   11．8   17．0   】2．8【 
6  

3月  】11・6   15．8   】2・ 書   

6  

欄「－≠岬→一▼－ 
6g  

「－】‾‾】‾‾】 
年 Ⅶ 価 rll・5  12・755～69   

u       23・0   ▲‾‾‾‾‾‾’‾▼血‾‾■‾‾’■’■■‾‾‾‾‾‾▼卜‾■▼‾▼■▼‾‾▼▼1▼‾’▼ 前年度までの過去3年間の傾い1・3  
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（70）愛矢口県 ここ  お らナ る 放身寸台巨調査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子  近藤文雄  
青山 斡   冨田伴一  

山田直樹  

茶谷邦男  

1 緒言  

愛知県ほ科学  
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表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
採取  降水量  

放 射 能 測 度（Bq／ク〉    月間降下重  

年月   （MM）  

（MBq／kM2）    測 定 赦  最 低 値  最 高 値   

1年 4月  160．3   H．D．   N．D．   H．D．   

5月  193．5   N．D．   N．D．   N．D．   

6月  292．9   10   H．D．   H．D．   N．D．   

7月  126．1   7   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   81．6   N．D．   N．D．   H．D．   

9月  321．2   10   N．D．   H．D．   N．D．   

10月   64．9   8   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   54．9   6   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   30．4   N．D．   H．D．   N．D．   

2年1月   77．4   8   H．D．   177．8   0．4   

2月  117．1   8   H．D．   N．D．   N．D．   

3月  116．3   10   H．D．   N．D．   N．D．   

年  間  値  1636．6   93   H．D．   177．8   0．4   

前年度までの過去3年間の値  254   N．D．   32．0   N．D．～1628   

蓑H 放射化学分析結果   

検  98sr  】37cs  

試料名  採取年月   体  単  位  
赦                 最低値  最高値  過 去 の 値  最低値  最高値  過 去 の 値   

降 下 物  l．4～ 2．3  12  H．D．  0．22  N．D．～ 1．8   H．D．  0．19  H．D．～130  ト1Bq／km～   

陸水（上水）  1．6，12   1．8   2．4  l．5 ～5．3   H．D．  N．D．  N．D．～ 4．5  MBq／ク   

牛  乳  1．8，2．2  2  0．043  0，046  N．D．～ 0．066  N．D．  0．026  H．D．・－ 0．2l  Bq／2   

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値。  
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蓑In ゲルマニウム半＃休検出器による核種分析測定調森結果  

検  キ1  

137cs  その他の検出された  

臣モ  科  名    採 取 場 所  搾取年月   休  人工放射性接稽   単 位   

軌     J酎氏値競甜煎  

大気浮遊 じん    名古屋苗北区  巨4一－ 2．3  ロ     H．D．  H．D．  M8q／Mつ   

降  下  物    名古屋市北区  1．4へ・2．3  12  H．D．  0．071  H．D．  0．1q  MBq／km2   

陸  
MBq／9  

水   蛇口水   名古屋市北区  1．6，12  2  朋．D．  0．54  H．D．  0．25  

4．3  Bq／kg柁土  

土  
300  【8q／km～  

N．D．  Pq／kg陀土  

鳩   
H．D．  H8q／km2   

柿  米    名古屋市北区  l．12   N．D．  H．D．  H．D．  8q／k8精米   

H．D．  N．D．  

8q／kg生   

N，D．  N．D．  郭 大   根    程美即田原町  l．5  口              菜 ほうれん茸    渥美那田原即  仁5  l  
牛  乳    名古犀市北区  1．8，2．2  2  H．D．  N．D．  H．D．  N．D．  8q／ク   

日  常  食    名古尾市   1．6，‖    0．0個  0．OG5  0．63  0．094  Rq／人・日   

泊  水    研削別＼鈴谷沖  1．8   H．D．  mBq／ク   

摘  庇  土    伊勢消小指谷沖  1．由   1．6  叫／kg陀土   

泊  0．】2  

産  

卜6   N．P．  Bq／k8生  
生  

物  

‡】ヰ則本殿が1の烹i（料についてほ芯†貯睡の欄に測定肺烹己栽。  
‡2 昭判162年ユ1月以降の測定†l引こついて罠己搬。  
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表Ⅳ 空間放射抜主事測定結果  

サーベイメーター  

測  定  年  月  
（nGy／h）   

1年 4月   85．3   

5月   81．4   

6月   89．4   

7月   84．8   

8月   93．6   

9月   80．5   

10月   9l．6   

11月   81．6   

12月   82．8  

2年 1月   86．2   

2月   83．6   

3月   80．8   

年  間  値   80．5一－ 93．6   

前年度までの過去3年間の値‡  80．9～ 108．8   

‡ 昭和61年7月以降の測定値について記載。  
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（71）三男匡妨もにおける放射骨巨嗣査  

三男県衛生研究所  

橋爪 浦  佐藤 原  

1 緒言   

三乗酎こおいて平成元年4月から平成2年3月までの期間に実施した科学技輔庁   

委託による環境放射能調査についてその概要を報告する．  

2 調査の概要   

（1）調査対魚   

降水の全β放射臥大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水しと水），牛乳，精米，   

野菜頼（大根，ほうれん草），日常食及び茶の核種分析．サーベイメータ及び  

モニタリングポストによる空間線量率の測定．   

（2）測定方法   

就料採取，前処軌全β放射能，γ規模積分析及び空間線量率の測定は，科学   

技術庁編「環境試料採取法（S58）」，「全ベータ放射能測定法（S51）」及び平成元  

年度放射能測定調査委託実施計画書に従った．   

（3）測定装置  

GM軒数装置：アロカGM自動測定装置TDC－511，SC－756B  

Ge半導体検出摺：NAIG－EシリーズMCA，SLD－4  

N8Ⅰシンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－131  

モニタリングポスト：アロカMAR－11   

（4）調査縮果   

全β放射能測定結果は表Ⅱに，γ線核種分析楷呆は表Ⅴに，垂間線量串の測定  

楷果は表Ⅶに示した．  

3 結締   

本調査は2年度目になるが，前年度とほぼ同税度の低を示し，特に異常な値は  

組められなかった．  
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Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時性水試料申の全β放射能調査楷果  

採取  陣水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （醜）  測定赦  最低値  最高値   （MBq／扉）   （【Bq／局）  

平成元年 4月  141．0   4   ND   ND   ND  

5月  269．5   ND   ND   ND  

6月  368．0   13   ND   ND   ND  

7月  230．0   15   ND   ND   ND  

8月  245．0   7   ND   ND   ND  

9月  424．0   ND   ND   ND  

10月   34．5   7   ND   ND   ND  

11月   34．5   4   ND   ND   ND  

12月   16．0   4   ND   ND   ND  

平成2年 1月   37．0   8   ND   ND   ND  

2月  99．5  9  ND  ND  ND    3月  108．5  8  ND  ND  ND    年 間 恨  2008．5  103  ND  ND  ND    前年度まで過去6ケ月間の償   25  ND  ND  ND  
Ⅶ 空間放射線土中測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低憫   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 元年  4月   13．2   17．1   14．2   36．7   

5月   12．g   20．1   14．5   37．5   

6月   12．9   20．4   14．3   37．5   

7月   1Z．9   20．1   14．1   38．5   

8月   1Z．9   15．9   14．2   37．5   

18．0   14．3   38．6   9月  12．9  
10月   13．2   16．5   14．4   42．2   

11月   13．2   18．0   14．5   43．6   

12月   13．2   18．g   14．6   47．2   

平成 2年 1月   13．5   17．7   14．5   43．6   

2月   13．2   20．1   14．5   43．g   

3月   13．2   19．2   14．5   43．2   

年  間  他   12．g   20．4   14．4   36．7 ～ 47．2   

前年度まで過去6ケ月間の値   13．2   20．1   14．4   34．9 ～ 35．8   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出捌こよる核種分析測定調査結果  

挟  前年度まで  その他の  

試料名   採取場所  取  過去6ケ月間の僚    検出された  単位  

年  人工放射性核種  

月   最低値  最高値   最低値  最高値   

目元．4  

気浮遊じ   津市 桜橋  4  ND   ND   ND  ND  ■的／d   

′－H2．3  

目元．4  

降下物   沖市 桜橋  ND  0．151   ND  0．192  MBq／krJ  
～1t2．3   

水原水  

H元．6  
蛇口  2  山Bq／超  

目元．12  

淡水  

ND  2．96  8q／k範士  
0－5（玉  清市 巣町  †一元．7  ロ  

ND  173  M8q／krJ  

ND  ND  恥／短乾土  

5－20（刃  津市 兼町  ll元．7  ロ  
ND  ND  MBq／kJJ  

精  米  松阪市  目元．g  ロ   ND  ND  13■cs  的／k精米  

Nt）  0．01g  

bq／他生  

、ウレン草   大根   多気耶明和町 三重那個呵  H元．11  ロ  大台町  0．0302              目元．11  ロ     ND  1＝c8  的／k範物   

七山市   

lt元．8  

牛乳   会那大内山村  ND   ND  ND  ND   l】●cs  Bq／瓜   
H2．2   

淡水産生物  8q／k生   

lt元．6  

日常食   清 市  2  0．0248   0．0525  0．046  0．121  8q／人・日   

H元．11  

海水  t8q／且   

淘底土  恥／k乾土  

的／厄生  
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（72）滋賀鼎iこ おiナ る 放射骨巨 細 査  

汲賀県相生環境センター  

畑中稔  井上朋宏  

松井【日照  岡本茂凧   

1．循吾  

平成元年に滋賀県で実施した科学技術庁垂託の環境放射取水準鍋蓋の楷果に   

について報告する。  

2．納査の概要   

（1）網査対象  

定時降水、降下物、大気浮遊じん、陸水（上水・蛇I］水）、農畜産物（精  

米、大根 ホウレン草、原乳）、日常食、土壌、空間線虫串を対象とした。  

（2）測走方法  

試料採取、前処理、全ベータ測定、核種分析および空円‖吸塵の測走は、科  

学技術庁のマニュアルおよび平成元年度放射鴨測定調査委純朴両者より行な  

った。  

（3）測走装置  

G M計数装置（＾LOM牒壬 JDC－163）  

G e半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180，SEIKO7800）  

サーベイメータ（＾LOKA瓢 TCS－151）  

モニタリングポスト（ALOKA弼 I川R－15）  

（4）加奈結果  

表－1に定時降水の全ベータ、義一2にゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析拙走調査結束を示した。義一3に大沖市における空間放射線真申測走結果  

を示した。  

3．楷硝  

全ベータ放射能、空田】放射線真申については異常値は隠められず、γ繰核種   

分析において日常食および土壌から137c sがわずかに検拙された。  

－194－   



義一1 定時降水試料巾の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
採取  

放射能漉度（8q／1）  
年月   

珊定数  最低値  最高値   

元年 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  7．9   6   ND   

11月  15．8  10   ND   

12月  24．9   ND   3．6   10．0   

2年 1月  43．7   6   MD   Nt）   ND   

2月  173．5   冊   ND   

3月  146．4   ND   ND   

年 間 偲  412．2  ND   3．6   ND～10．0   

至糟㌔の過去  

宗一2 ゲルマニウム半導体検出毒馴こよる核種分析測定調査結果  

検  鵬年度まで  
137cs  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年l問の偶  単 位  

数  

大気浮遊じん   大津市  l】1．10～112．3    MD  ℡Bq／㌔   

降下物  大津市  Hl．11～1ほ．3  5  ND  HBq／Km2   

上水 源水  憤  
蛇口水  大津市  111．12   ND  mBq／1  

水  

淡 水  

10．2  8q川g乾土  
土  

609．4  MBq／Km2  

亜   2．8  Bq／粍乾土  
5－20cm  野洲町  lIZ．3   

416．5  MBq／Km2   

滞米  志賀町  Hl．10   NI）  Bq／板稲慄   

野  安土町  Hl．12   ND  
Bq／Kg生  

崇   ND  

茶  Bq／Kg乾物   

牛乳  日野町  H2．2   ND  Bq／1   

淡水産物  Bq／Kg生   

日常食  大津市  IIl．12   0．12  Bq／人・日   

淘水  爪Bq／1   

海底土  Bq／Kg乾土   
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表－3 空Ⅷ放射線具申珊走楷果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  
測定年月日  

最低惜  最高値  叩均相   （nGy／h）   

叩成元年4月  

5月  

8月  

7月  

各月  

9月  

10月   13．0   19．4   13．8  

11月   13．0   24．2   13．9  

12月   13．0   19．1   14．0   58．1   

平成2年1月   13．l   16．3   13．9   64．5   

2月   13．0   22．7   13．9   61．1   

3月   13．0   17．0   13．8   61．4   

年  間  値   13．0   24．2   13．8   58．1～64．5   

前年度までの過去3年間の偶  
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（73）プ；亡者lり揮iこおiナる放身寸骨巨鯛≡再≡  

京 都 府 衛 生 公 害 研 究 所  

波浪哲也・辻厚男・藤波直人・江阪忍  

1．緒 言   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線監視交付金  

による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

（ア）環境放射能水準調査   

空間線虐率、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡水、農  

畜水應物（茶、米、大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、土軋 日常食  

（イ）高浜飛局所周辺の環境放射能調査   

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（清水及び河川水）、陸士、農畜産物（米、大  

根、ほうれん草、高菜、みかん、牛乳）、指標植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、さぎえ、  

なまこ、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水  

（2）測定方法   

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁綿『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導体検  

出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂H）』に依った。  

（3）測定装置   

測定機帯は、表1のとおりである。  

（4）調査姉弟   

表Ⅰ～Ⅴに銅喪結果を示す。  

（ア）環境放射能水準調査   

昭和63年度より降水を除く環境試料については、ゲルマニウム半導体検出将による核種分析調査  

を行った。茶に137csが従来の測定楢と同程度舐められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能開発   

今年度の鍋蓋結果では、陸士及び松葉に134csを検出したが、これは、ソ連チェルノブイル原子力  

発電所事故に由来したものと考えられる。その他、検出きれた核種は、3H、及び長半減期の137cs、  

98srであった。  

3 結 締   

前年度に検出きれたソ連チェルノブイル原子力発電所事故由来の核種もほとんど検出されなくな  

り、事故以前のレベルに戻りつつある。  
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義1 測蓮根草  

モニタリけⅤ朴：DBM方式NaI（Tl）シンルーシヨン検出特  

空間線量率     放射能水埠調査：NaI（Tl）シンルーシヨントへ’、ィメータ   
空間積算線雇  熱蛍光線量計 TLt）素子（CaSO4：Tm）   

がンマ抜放出核種  ケ■’ルマニケム半導体検出器   

トリチウム   液体シンルーシヨン計数装置   

全へ’－一夕放射能   

G絹「歎装置  

フ■ラスチックシンルーシヨン検出器   

全アルファ放射能  
モニ州ンク、tホ●朴  

ZnS（Ag）シンルーシヨン検出符   

ストロンチウム  低ハ’■フタタ、’ラウンド放射能測定装置   

1 定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果  

Ⅲ 放射化学分析結果  

試料名  P 位       Sr－90濃度  去の個   

単 位  よもぎ  葉  大 山    1．5．柑  1100 ± 40  480～・ 2800 560′・・■ 1900  mBq／kg・生       tl．10．18  2200 ± 50    青 堀    11．5．18  790±a4         1900 ± 50   
Ⅲ 牛乳中のト131分析結果  

取場所   京都市  
l  
カ他市  担去3年間の佃（Bq／L）   

取年月日  い．1．5．25  h．1．10．24  l  ト．2．1．17  最低値  最高値   
射能濃度  N．D．  N．D．  N．D．  M．D．  N．D．   N．D．   
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Ⅴ 空間放射線真率測定結果  
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（74）：大l坂J弓勺＝（こお¢ナる政男寸肯巨象同査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村 幸子  渡辺 功  

布浦 雅子  

大阪府における平成元年度放射能調査結果について報告する。調査は、  

定時降水については全ベータ放射能測定、その他の試料については、ゲル  

マニウム半導体検出器による＝lI、1＝c s及び川Kめ測定を行った。  

また、モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメーターによる  

空間線量率測定を行った。なお、今年度ほゲルマニウム半導体検出器によ  

る分析確総事業の測定（寒天・牛乳・模擬土壌・分割試料）も行った。  

1 緒 言  

2 調査の概要   

（1）調査対象  大気浮逝じん、降水（定時）、降下物、上水（原水・蛇口水）、  

土鳩、精米、野菜（タマネギ■ ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、  

牛乳（原乳・市振乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）の各種  

試料及び空間棟量率測定（モニタリングポスト：1地点、シンチレーショ  

ンサーベイメーター：5地点）である。  

（2）測定方法  放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3）測定装置  GM計数装置：アロカ製TDC－501型  

ゲルマニウム半導体検出器：日本原子力事業K．K．製  

IGC－1619S型  
モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TC S－121型  

（4）調査結果  表Ⅱ、Ⅴ、Ⅶに示す。表Ⅱ中降水の値は6時間値である。  

表Ⅴに示す様に、平成元年12月5日採取の原水（淀川）中にt＝Ⅰを、  

検出した（1．1±0．17mBq／L）。  

表Ⅶに示したシンチレーションサーベイメータによる空間線量率測定結  

果は奇数月が3地点（熊取町内3カ所）、偶数月は2地点（大阪市及び  

羽曳野市）からの値であり、奇数月と偶数月ほ測定結果が異なる。  

3 椿 請   平成元年度大阪府における放射能調査抵果ほ、昨年度とほぼ同様の椿果  

であり、異常値は認められなかった（原水を除く）。今年度初めて、原水  

（淀川）中に若干の131Ⅰを検出したが、その値は低く、飲料水の摂取制限  

に関する指標の約1／108 であった。  

－201－   



u 定時降水中の全β 放射能調査結果  

降  水 の 定 時 採 取  （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間  
年月  降下量  

（mm）  測定数  最低値   最高値   （トtBq／k田2）  

平成元年 4 月   ND   Ⅳp   ⅣD   

同  5 月   205   ND   ⅣD   ND   

同  6 月   190   8   ポD   ND   ND   

同  7 月   107   〃D   ド♪   HD   

同  8 月   166   ND   ND   ⅣD   

同  9 月   う22   ND   ND   ND   

同 10 月   42   ND   1．う   5．1   

同 11月   ND   ND   ⅣD   

同 12 月   ND   1．5   2．2   

平成 2年1月   ND   ND   ⅣD   

同  2 月   142   ND   ND   ND   

同  ∋ 月   126   HD   MD   ⅣD   

年  間  債   172う   94   MD   1．5   トD・、 ≡．1   

前年度ま での過去3 年間の値  2ら0   ND   4．7   ND・、 290   

Ⅶ  空間放射繰量率測定枯果  

モ ニ タリ ングポスト（CPS）  サーベイ メ ー タ ★  
測  定  年  月  

最低値   最高値   平均臨   （nGy／h）   

平成元年 4 月   1う．2   1う．8   14．0   60．4 一－ 104   

同  5 月   1う．2   17．7   14．2   56．6 へ・76．6   

同  6 月   1う．l   18．0   14．0   うう．も ー－ 100   

同  7 月   13．1   18．9   1う．9   う0．う 一－ 8ら．う   

同  8 月   12．9   16．7   14．0   う9．う・、 102   

同  9 月   1う．0   17．2   14．0   う9．D 一－ 70．0   

同 10 月   1う．う   17．7   1上 2   うる．0・・－ 99．2   

同 11月   1う．8   2う．9   14．う   う8．8 一－ ら8．0   

同 12 月   1う．2   19．9   14．う   54．5 へ 99．9   

平成 2 年 1月   1う．0   19．1   14．1   う8．9 一－ 77．6   

同  2 月   12．9   18．7   lう．9   う2．9 へ一 94．4   

同  3 月   12．8   17．0   1う．7   うぅ．9 ′、 ら2．7   

年  間  値   12．8   2う，9   14．1   う2．9 ′、 1q4   

前年度までの  
過去3年間の値   12．9   2う．2   14．2   5う．7 一－ 105   

＊：市数月 と 偶数月 は、測定場所が異な る  
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Ⅴ ゲルマニュウム半導体横出暑引こよる核種分析測定調査結果  

採  横  
取  137Cs  前年度まで  その他の  

拭 科 名   採取場所  年  体  過去〕年間の饉＊    検出された  単位  
月  人工放射性核種  

数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大阪市  1．4へ一2．）    仲   ND   腫   Np  山心■†   

降下物  大砺市  1．4・、2．う    州）  0．056   冊  仇0粥  頗／k虎2   

隆  ND   0．う2  131Ⅰ：1．l   止VI  

水   抑   m  咄l   

上8摘乾土  
土  

150  陥l／k■2  

6．8  t吋鴫艶土  
叫   

940  H軸 心2   

精米  大阪市  1．11   ND  ⅣD  恥旬爛米   

大 損  大阪市  1．11   0．017  佃  
野  翫川嶋生  

ホウレン草  大飯市  1．11   【D  ND  

兼  〃D  ⅣD  

BV厄生  
キャベツ  熊取町  2．1   I叩  ガD  

牛  HD   ポp  

8q／1  
軋   ⅣD   ㈹  

日常食  寝屋川市  1．6，1．12    0．074  0．104   0．08  B小人・日   

薄水  大阪港  1．8   ポD  戚〟l   

沌底土  大阪港  1．8   4．6  8扉kgた土   

澹  大願市  1．11   0．18  0．2う  
産  

生  
物   

BVkg生  

■：昭和63年皮下半期値カ月分の俵  
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（75）＝裏毛樺ダ誇むこおもナ る放身寸‾宙巨河可変  

兵庫県立衛生研究所  

構村公郎 寺西 消  

1．緒言  

前年にひき続き，平成1年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放   

射能測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水）  

土壌，日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地，哨染地）  

海産生物（いかなご．生産地），垂閉経真率  

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定，および核種分析は，主として科学技  

術庁のマニュアルに従って行った．  

（3）測定機器  

アロカ  L B C4 52  

富士電気 NHS710  
日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半噂体γ緑波高分析装置  

3． 調査結果  

測定結果の表1に示すように，定時採取による惟水の全ベータ放射能の測  

定値については昭和63年度とほぼ変わらず特に異常値は認められない．  

ゲルマニウム半檀体γ線波高分析装置を用いたt31Ⅰ，13Tcs， 川Kの測定  

値を表2に示す．全ての試料について131Ⅰは検出されなかった．1う7csに  

ついては，昭和63年度に比べて全ての試料において減少する傾向がみら  

れた．さらに全ての試料についてd臼Kは前年度と比較して特に変化は認め  

られなかった．婆間線量率についても表3に示すように過去3年間の倍よ  

り大きくなったがこれは1mmの鉛吸収体を交換したことによる．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水艮   降水の定時採取（定時降水）  
年月   放射能濃度（駒几）  月間降下最（Ⅶ句几ポ）  

測定数  良性惜  熊拓債   

t989．04   78．7   7   t．m  し」†¶   

198り一05   138．8   12   【一m  （1．73   9．93  

1989．nG   23（〕．8   L一■tl〕  L．1p   

19約．07   113．9   6   【′¶）  【．1T）   

1989．08   157．9   10   LllJ  l．1¶   

1989．09   434．9   13   し」ll）  l．11）   

1989．10   24，7   4   l一¶）  l－m   

I9R9．11   35．2   6   lノm  t－11）   

19R9．12   1d．5   【爪）  lJll）   

1990．01   33．0   6   1．m  l一丁D   

199∩．〔12   ‖5．7   9   l．11）  l。1p   

19り0．n3   9R．4   7   し．m  l一¶）   

表2 ゲルマニウム半導体検出月別こよる核種分析割促調充結果  

試料名   採取場所  捉取年月   検休   一っ7cs  過去2イドの値   その他検出された  丼悼  

数  最低椚 愚苗僑 最低値 最高値  人工放射惟核種   

大気浮遊應  l－m  l．m  t．．¶）  l－1■D  正k州1  

豊岡市  89．剛－90．03  ロ  L．m  l－m  L．r11）   LTI）  仙川’  

降下物   神戸市  89．0‘卜90．03  12  LTO  O．0倉O l．m    O．26  帆句丑ポ   

蛇口水   神戸市  89．06，89．12  2  L11）  L¶）  LTt）   LTD  咄／l   

土壌ロー5c汀l  47 17 74（1阿）  軸几g乾ニヒ  

1．7 l．7 3．0（L回）  C勒∧ポ  

土壌5－2口cm  3．5 3．5 13（1何）  軸几g乾土  

0，320．321．8（1回）  G【h∧㌦  

生産地米   【′TⅥ 1．m  しm  軸几g糊兼   

洞穴地米  神戸巾  89．tl   l．m  lm  Llp  恥旬痢慄   

大根   加西巾  89．1l   Lm  l．．11） l，T口    n．013  軸几g生   

ホルン草   加西市  89．11   l－m  L．m  【．TD   【，TD  軸几g生   

牛乳   三原町  89．08，9q．02  2  LTl〕  0．（195 l．m    n．13  陶／l   

日常食   加古川市  89．〔吼即．12  2   28  5】  d8  96  膚ね／人口   

海産生物  明石巾  89．05   0．13   0．13  什3G（1回）  鴎几g生   

空澗放射線最率測定結果（神戸市）  
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（76）宕亨∫諷県iこお古づ‾る放身寸行巨椚査  

奈良県鞘生研究所  

岡田 作，岩本 サカエ  

1．純  云■  

奈良県においては、平成元年度より環境放射細／水郷網束に加j）ることとなった。  

てド成元咋度に実施した1井手技術庁委狛こよる放射能調査について和告する．  

2．調査の殿要  

（1）調査対象  

定l曙膵水の全β放射私 大気浮遊じん，托ド杓，上軋柁．水，′l写し，澗米，野菜㈲   

r］帯食及び茶の核種分析。空間放射線長平  

（2）刑薙方法  

試料の消処理，仝β放射確聞慨，核間分析及び線量平測定は、科学技術庁の「放射  

能測定調査委花実施言Ⅰ所打」「全β放射縄粧巨状」「Ge、一昭帖検出田を用いた磯田  

分析方法」等に従って実施した。  

（3）刺殺装置  

全β放射沌 余βG：、川動批ヒ！雪間（アロカ淵C川3聖）  

γ核種分析（コl！：l′■㈲肘酎即川相聞（爪芝MIGIGCl倶9S塑）  

聖Ⅶ繰長平 NaI（Tりシンチレーションサーベ■・rメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ 凧R－15型）  

（4）調査結果  

定時降水の金β放射能をIIに示す。全訳料Iいで検出されなかった。  

†・協和分析による1つ7「二・、分析紺書ミを1一にホす。⊥瀾，茶，l＝l常食で】つ7cGが検出  

された。  

空間放射線講準ほ1昭二ぶすっ  

3．折  詰乃  

木現において環坑放射相調廠ほ、初隼技のため平成2年1月からの実施となり測  

定†′ト数ほ少ないもの（り、泄院紺二村ニ異開脚は講忍められなか－．）た。  
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＼11空Ilロ放射線長平測定結果  

モニタリングポスト （じl、S）  サーベイメータ  

（tlGy／tl）  

洞  蓮  祥  月  

ヤ成 元 咋 ・1J1  

5 月  
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Ⅴ ゲルマニウムヱlモ導体検出j馴こよる核種分析測定調査結果  

撞  

取  その他の映汁ほれた  
訳 料 名   採取場所    咋  人工放射牲核欄   ！11位  

月   

数  

2．1  
大気浮遊じん   奈良叫  浦q／ln？  －2．3  口  Nn ND  田 ND  
降下物  

・2．3   
l－1bq／k¶＝  

上水流水  

≡一i  

口  ND  mBq／1  
水   

淡水  

5．4  5．4  nq／kg事乞上  

土  

2aO  

明   5．4   
5 － 20cm  ロ  2．3   

710  710  Ftnq／h～   

描米  塩原苗  1．9  口  一丁D   ND  nq／kg滞米  

大  根  桂原市  2．2  口  ND   ND  

nq／lくど生  

ホウレン葦  

奈良市  l．7  口  0．61  0．Gl  nq／転配物  

大宇陀MJ  2．2  口  Nn   Nn  nl／1  

淡水塵生物  Dq／他生  

日常食  奈良了li  2．3  口  0．n84  0．084  nq／人・日   

海水  mBq／1   

海底」二  nq／kg糀土   

渦  

踵  

生  

物  bq／k生  
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1′】l空【用放射線茄準測定耗㌃釈  

サーベイメータ  

（llG〉イll）   

モニタリンニ／－7ドア、ト （甘（り  

洞  鑓  咋  〃  

くl∫成 元 咋・・lJ】  

5 月  
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（77）手口歌山県乙こゴゴくナる放身寸台巨富周査  

和歌山県衛生公害研究センター  

内田勝三 有本光良 畠中哲也  
角田町代 言本邦彦  

1． 緒  言  

前年度に引き続き、平成元年度科学技術庁委託によろ放射能測定結果について相省すろ。   

2． 調 査 の 概 要   

（l）調査対象  

掩水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土鳩、各種食品（牛乳、ハクサイ、大   

根、アシ、米）の核種分析、および空間線量率測定を行った。  

（2）測定方法  

試料の調製およひ測定方法は昭和58年産科学技術庁娼「環境試料採取法」、昭和51年度改訂  
「全β放射能測定法」、昭和5こ1年度「Ge半導体掃出器を用いた機器分析法」に従った。   

（3）測定装置  

Ge半年体横出器（米国キャンベラ社製 PLUS－35シリーズ型）  
低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 L王∋C－ユ52し一望）  

r線シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－131 型〉  
モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－11型）   

（4）調査結果  

表1に定時掩水試料中の全β放射能測定結果を示した。その結果定時降水の全β放射能異常値は前   

年度と同程度で異常値ほ検出ざれなかった。また環境試料中の核種分析について．ケルマニウム半導   

体検出器により測定した結果．降下物．土壌，日常食て137C sが検出されたが．昭和63年度の全国   

平均値（阿部ら．第31回環境放射能調査研究成果論文P54～P57）と比較すろと同程度または以下で   

あった。空間線量牽測定結果については、表3に示したとおり40～56nG）ノhてあり前年度と同程度  
てあった。   

3． 結 語  

今年度の調査結果は全て異常値は検出されなかった。  
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策2 ′／凡て二・7ムヒ′■けl烏止：芥に上引た！l丹抑M号沌繁  票】 言師ヲユ水拭†ユ中の皇β方丈鼻1佗1判定相異  

モの他のl射出  ヱいIR  弓IF¶■引箭   噂Itlt  l，〔二っ 「完示可云 きItた人工職  
杓11け作用  岬l記  

言宕  

大貫け虐靡い冊山市  l  、小  、？  ■帥／■’  

はr†「  

汚水 r吃亡17lく）ぎ斤 扇】Ii  】 MRr，ハ   

r【】  L仰R   Yn  n・膵    －Ⅶq八■～      一一1－J  叫n 〉  RqルアIZ土  口                            ＝・－－巧    十▼▼「ニ▼ lLln             ！▼， IRS一一っnr和  lり粁1只    1n  ロ ヽ〔    机ハり佗土  M 斗二       lrr爪1  l  ＼「     帥／圧生  ーに三三  l l  
偽、和（丁↓）†斤喜一lF  ロ  1n  、」n       ＼P 10  †ト    十乱（打開欄）   R＝．Ⅶ1    Y n    R†1／l  日下貪川択Lll†n     ：：トニ二：竺－    RrI／人・日  

表3 空間放射絨量要調号結果  
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（78）ノl：ちJl又軒ともこ土うり‾る放舅寸†iた誹・トイ呈  

′「川則．川相川l究所  

作‖l仲通i＋ ノ往＝llⅦl  

帽‖ 洋犬  洞岬 祁徳  

佐藤 白  

l 紺 言  

前年度に引続き鳥取朋において、平成元j＝如こ実施した科学ほ術け委託による放外‖た調査の   

結果について報告する。  

2．鰍在の概要  

（1）訴憐対象  

降水  降下物  上水  牛乳  野菜  柿米  海水魚  日子符食  大気押遣じん  

土鳩及び空間捜晃  

（2）測定方法  

科学技御子縮「全ベータ放射能決帆走i去（l椚伽51年＝他 放射†た測；ヒiノミシリーズ 及び  

r放射能測定調査委託実施計画讃」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置   ：＾L，OK∧’r［）C＋103  

波高分析器  ： 臼 jヒ  505  

サーベイメータ  ：∧LOKA ′r’CS－121  

モニタリングポスト：∧Ⅰ＿．OlくA M∧lトー11  

（4）調査畑栗  

木年度の調査において、年ぷ‖曙7k】27什中級射腔の検＝されたIiil敬は前年と川じ】b回  

であったが、総降下吼は5情」㌣削冊届から 375．1日R（I川l†ヂと昨年度．Lり 32ワく減り、人里  

水盤による降下物の咋l紺椚も b∽目的〃lイから 316．！）MBり川rlrと13％さ英少した。  

モニタリングポストによる空間挟屏華は昨年と変わらなかったが、サーベイメータによる  

練師事はやゝ低下していた。  

その他各捕食II才一等についても、前咋腔とほとんど変わらず測定結果のいずれにし異常椚烏  

孟忍められなかった。  

う もIi詔  

木年度も前年度と同様、†封こ異常ほ認められずリl親き訓査をわうナ罠である。  
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1 全ベータ放射能諷鷹結果  

li川り窪まて過ノ…う年1抑乃研  放 分霊 能 濃 度（含K）  

0．06   

（）．1l  

0．05   

0．15  

49．7  

b2．5  

■lI．2  

・11．8   

（1．11く）   

48．7  

0．1U  
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山 大型水盟に⊥る日石川条下物言ぺ料及び）L岬降水試料小の仝β放射能副査もIi黒  

様似  
降水歳  削 

咋Jl  

（■■）      測定数   

・†ll成 1咋 4Jl  7（）．7  8  

125．1         5ノ」  8  

6月  91．7   9  

7月  128．4   7   

8Jl  1（I5．9   10   

9JJ  12（l．7   1（）   

10JI  12（J．4   11   

11J】  180．う   1∋   

12f】  212．5   11   

平成 2咋 1J】  2リ7．7   18   

2ノI  12L〕   9   

うノl  119．7   7   

年  l㌫】  債  20（）6．4  127   

駒咋度まての過去3年l帯川 偵   ∋78  

人里水盤による膵卜物  の）と 叫 1采 収 （）いl・川簑水）  

ノ1．4  30．う   

Nり   Nl＿）   

Nl）   N【）   

NI〕   NL）  

Nl）   NL）   

Nl）   Nl）   

1．6   8，0   

7．∋  1∠10   

∠1 1  147   

2．9  4 9．8   

Nl〕   ND   

Nり   NU   

7．ヨ  ND 一一一1ノ17   

44．4  Nl）一－972   

J】糊 膵 ド．ち！二   

（ト仙l／hn2）  

軋庇（鋸／l）  

1′l．2  

17，．し）  

1（）．0  

22．2  

20．7  

一Il．】  

50．〕  

2 ■j．ヨ  

6．b一－61．8  

Nl）一－54 2  

tV 牛乳申の】31け＝椚漬北  

米rlけ  米イili  前咋度まて遇：  

2．1．18 Nl）  2．う．6 NI）  最低値 NL）  
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Ⅶ 1！【乱放射ほ．量1・Ⅶ眈闇Ⅷ  

サーベイメータ  

（lI（；y／h）   

8（）．0   

80．7・－し9ノl．9   

7リ．2一－10（）   

ー215－  



（79）占箋和美県iこおいナる放身J‾再巨河村査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、市岡勝広  

細田 晃、山本春海、五明田寧  

1．緒 言  

平成元年度に島根児が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間繰真率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線皇、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん草、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら頬、岩のり）、陸土、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成元年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成元年度島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁緬各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使 用 機 老害   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2花ガスフロー計数装置   

核  ‖sr  

種  ，H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装跨   

析  

空  緑  モニタリング  ★原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI：Tl検出器   

間  委託調査：1”¢Xl”Nal：Tl検出器  

線  

丑   

＊：末次、大声については、2”x2”¢Nal：Tl検出器  

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

松葉、むらさきいがい及び定時降水については、前年度と同等のレベルであった。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境試料から核実験等によるものと思われる1‖c sが  

検出された。前年度は、降下物、茶、松葉からソ連原子力発電所事故の影響と思われ  

る13●c sが検出されたが、今年度は、いずれの試料からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で 0．471～1．005 fnG yであり、平均は0．642mG yであった。  

また、モニタリングポスト及びサーベイメータによる線農率の測定結果は前年度と同  

程度であった。   

3．結 語  

平成元年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析により核実験等の影   

響が見受けられたが、全体としては特異な傾向は認められなかった。  
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l．全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度までの過去3年間の佃  
諷㌢l名  ＊ 採取場所  採取咋ノ1  傾 休 数  単  位  

最 低 値  最 高 伯  最 低 値  畏 吊 値   

松  葉  鹿 島 町1  ■89．10   0．10と！  0．078   0．104  勒／g生   

むらさき  

いがい  椚沌附岸1  t89．7   0．09：〕  0．081   0．093  的／g生   

＊：数字は地点敬を表す  

口．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水罷  放 射 鴨 濃 度 用q／e）    ノー間降下侃  

年  月  （mm）                      （Hじq／扉）    測 定 数  敢 低 値  政 商 低   

平 成 元 年  4 月   50．7   8  0，52   4．18   

5 月   127．0   8  0．44   6．96   

6 月   131．9   

7 月   155．0   9  

8 月   125．4   13  

9 月   333．9   14  0．2a   2．33   

10 月   86．3   9  0．26   4．23   

11月   95．2   15  0．26   2．42   

12 月   88．3   16  0．70   22．23   

平 成 2 年 1月   149．8   23  5．54▲   17．26   

2 月   68．G   14  

3 月   65．5   15  0．51   3．47   

年  間  値   1477．6   155  5．54 霊  ー ～  22．23   

前年度までの過去3年間の値  44．03  ー ′・・・ 1219．89   

－：検出限界伸夫満を表す  ＊  2日間分の値  

ILl．放射化学分析結果  

‥s r  
拭 †† ヤ†  

採 取 年 月  検 体 教  
†笹   イ競  

昨   F   物   89．4～■90．  12   0．O17  0．139   一 ′・・・0．126   MBq／u   

土  1．1  l．4～13．0   Bqノkg風乾土  

堺  0へノ5cm   t89．7   50  65′）379   MBq／u   

穀斯（精米）   ’89．10   0．015  0．042   Bq／kg精米   

野   菜   類   ’89．12   5   0．084  1．011  0．159′、JO．781   Bq／kg生   

茶  ’89．5   1．152  0．907′〉1．735   Bq／kg生   

海  水   ■89．4   2   2．9   6．2   1．85 ～6．29   mBq／£   

沌  0．030  一 一｝0．024   

席  0．029  0．098  Bq／kg生  

生  0．092  0．058′〉0．244  

物   

－：横目i限界値未満を表す  

Ⅳ．牛乳中の13■1分析結果  

斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  鹿 島 町  前年度までの過  
採 取 場 所  

坂 けj  坂 U」  坂 田  坂 凹  坂 山  坂 出  北 講 武  去3年間の値   

採 取 年 月【i  ’89．5．24  89．7．21  ’89．8．21  †89．10．2  89．12．1  ■90．2．2  89．4．1Z～●90．1．3  最低値  最高値   

放射能濃度（Rq／企）  23．2∠】   

－：検出限界値未満を表す  
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V．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の個  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 靡   松江苗1  

gE飽町2   4．686  7．92  爪bq／nf   

推   下   物   松江苗1   ロ  12  0．148    251．20  MBq／緑月   

陣  

浜田市1   l．25  39．92  

虎口水  松江市1  3  0．70  mBq／kg  

水   淡 水  鹿鹿町1  ’89．6  6．1l  

0～  5qm  鹿島町3  2．66  36．60  1．63  159．63  Bq／kg・尾篭土  

土  三瓶町1  ■89．7  4  MBq／痛  

明                                           5′－ノ2 0ロれ   8．48  7．46 － 9．66  Bq／k£・£範士  

三瓶町1   ロ  MBq／届   

柿  米   松江市1  

鹿島町1   Bq／kg・層莱   

大  根（槻）  鹿島町2  

野  三瓶町1   0．10  0．20  

ほ う れ ん草  鹿島町2  Bq／kg・モ  

菜  三瓶町1   0．08  0．20  

■89．5   0．08  2．03  

茶  鹿島町1  ■89．5  0．27  0．67  29．33  Bq／kg・生   

鹿島町2  

松  葉    松江市1  

三瓶山1  Rq／kg・生   

隠岐1   

′ト  乳   斐川町1  

鹿島町1   n（】／kg・畳   

日  常  食   松臼二朽1  ■89．6  

－89．12    0．08  0．12  0．11   0．12  Bq／川   

汚  水   原発沖3  

発放水口2   ■Bq／£   

海  底  土   原発沖 3  ’89．4  4  l．76  2．82  Bq／kg・よ乾上   

浜田市1   

0．02  0．04  

わ  か  め  原子葛沿岸 2  ’89．4  2  0．17  

産  

－89．10    0．08  0．24  0．10  0．41  

原殆沿岸3  Bqハg・隻  

生  0．14  0．38  

隠．岐1   

さざえ（肉）  原褐氾岸l  ●89．4  4  0．07  0．10  

物   〝   －90．1  4  0．11  0．23  

＊：数字は地点散を表す  －：検出限界値未満を表す  
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Ⅵ．空間放射緒農率測定結果  

a．水準調査  

モニ タリ ン グポスト（cps）    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  尼 席 佃  1え 均 佃   （l】Gy／lり  

平成元年  4月   Il．6   16．8   12．4   67．8   

5月   11．5   19．7   t2．5   70．0   

6月   11．4   Ⅰ7．3   12．1   67．3   

7月   11．2   16．5   12．2   79．3   

8月   11．4   18．0   12．3   80．9   

9月   11．5   18．1   12．6   74．9   

10月   11．2   17．7   12．6   65．2   

11月   11．5   19．6   12．7   67．1   

12月   11．4   23．1   12．9   73．8   

平成2年  1月   10．7   23．3   12．9   7β．3   

2月   1l．2   21．9   12．5   66．1   

3月   11．5   20．6   12．6   71．1   

年  間  値   11．2   23．3   12．6   65．2 ～ 80．9   

前年度までの過去3年間の値  11．0   28．0   12．7   63．5 ～ 85．7   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地   点   最 低 値  最 高 値   平 均 値   

西 浜 佐 陀   39．3   111．2   55．0   

御  津   31．9   81．8   38．3   

古  潤   32．1   73．9   38．4   

片  句   32．5   87．1   43．0   

北  浦  武   29．6   79．8   36．9   

佐 陀 本 郷   22．1   80．5   28，5   

末  次   27．1   74．6   36．8   

大  声   28．6   106．7   37．0   

Ⅶ，空間放射侍所井縛表  単位：■Gy／908   ■Gy／365日  

地  域  地点敷  区  分  第1四半期  那2四半籾  節3四半期  第4四半期  年 間 様 丘   

平 均 値  0．159  0．158   0．158   0．159   0．642  

県下全域  36                  最 低 値  0．116  0．118   0．11f；   0．116   0．471  

最 大 値  0．247  0．255   0．249   0．239   1．005   
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（80）岡山県乙こおらナる放身才色巨調査  

岡山県環境探題センター  

片岡敏夫 清水光郎 杉山広細  

道広凄秀 柚木英二  

1．緒 言   

岡山県内において平成元年度（1989年4月～1990年：〕月）に実施し′た各種環境試料中の  

全ベータ放射能、牛乳中の131Ⅰおよび空間線量宰、ならびに動燃人形峠事業所周辺で人形峠付  

近を源流とする吉井川流域の河川水中ウランについて調査したので柁告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

大気浮遊じん、降下物、降水（定時降水）、陸水（上水）、土鳩、農畜産物（精米、野菜類、牛  

乳〉、日常食、海産生物（浦水魚）中の全ベータ放射能、牛乳中の131Ⅰおよび空間綾里葦、な  

らびに河川水中のウランについて調査した。  

（2）測定方法   

各種環境試料の調製および測定方法ほ、科学技術庁縞「放射能測定調査委託実施計画書」（元年  

度）および科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、「放射性ヨウ素分析法」  

く昭和52年）、「ウラン分析法」（昭和57年〉に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能の測定：GMカウンターく富士電機製NSH－2001聖・NGMA1201－  

1およぴアロカ製TDC－501・GM－5OO4）  

1ヨIlの測定：3’’d＞×3’’NaI（Tl）シンチレーション検出器およぴ512c hPHA  

（キャンベラ社製シリーズ35）   

空間綾里率の測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製TCS121C）   

ウランの測定：分光吸光光度計〈島津UV－200S）   

く4）調査結果   

各種環境試料中の全ベータ放射能、牛乳中の1311分析結果および空間放射線量率測定結果に  

ついては、いずれも平常値の範囲内であった。   

また、吉井川涜域の河川水中ウラン凛度は全地点とも検出下限値未満であった。  

3．結語   

岡山県における各種環境試料中の放射能調査を行なったが、本年度も従来とほぼ同程度で異常値  

は認められなかった。   

また、動燃人形峠事業所周辺の吉井川流域の河川水中ウランを調査をしたが、全地点とも従来と  

同様低い値であった。  
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l全ベータ放射能調査結果  

手許ヨ鋸直が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  

ロ 大聖水盟による月間時下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 ほ 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  降水立  

放射能求度 （8q／1）  月間降下丘  
年月   （中申）  （Mβq／km2）   （MβVkn2）  

検体数  最低値  最高値   

平成元年4 月   20．8   6   H．D   N．D   H．D   N．D   

5 月  108．0   12   N．D   N．D   N．D   N．D   

6 月   41．4   9   N．D   N．D   N．D   N．D   

7 月   5．0   8   N．D   N．D   N．D   N．D   

8 月   9！）．0   8  N．D  N．D  N．D   N．D   

9 月  186．0   12   N．D   N．D   N．D   N．U   

10月   5．0   6   N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   31．0   6   N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   4．4   2   N．D   N．D   N．ひ   N．D   

平成2年1月  25．6   9  N．D   N．D   N．D   N．D   

2 月   19．0   9   N．D   N．【）   N．n   N．D   

3 月   44．0   9   N．D   N．n   N．Ⅰ）   N．D   

年間値 G19・2  9G；N・D   N．D  恒ト…  ト・「、＼・リ  

前年度まて¢過去3年間の値  252 ∃ N・D【1～－・6    N．D・－ N．D  N・D － N・n l   

】：計ぎ女値が汁ぎ女吉呉差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  
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Ⅲ 牛乳中の－31Ⅰ分析結果  

．  拍■■旺  －‘  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  前年度までの過去3年間の値   

妻采 取 年 月 日  Hl．5．15  Hl．7．31  Hl．95  Hl・11・2  H2．l．12  H2．3．19  最低値  最高値   

放射能濃度（8q／l）  N．D  N．D  H．D  N．D  H．D  N．D   N．D   N．D   

‡計数値が計数誤差の3悟を下回るものについてほ「N．D」七した。  

Ⅳ ウラン分析結果  

拭科名  才采取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

Hl．6．7  
河川水  吉井川水系  く 2   く 2   〟g／1   

Hl．12．12  

‡過去の値は、前年度までの過去3年間の値  

Ⅴ 空間放射線量審判定結果  

モニタリングポスト（れGy／帽dcps）    サーベイメータ  
測定年月 

最低値  最高値  平均値   （れGy／h）   

平成元年 4月  57．5   

5 月  68，2   

6 月  61．3   

7 月  69．1   

8 月  60．3   

9 月  5モ‡．3   

10月  70．l   

ユ1月  65．9   

12月  65．9   

平成2年 1月  63．6   

2月  62．3   

3 月  63．7   

年  間  値  57．5一－70．1   

前年度まで¢退去3年間¢値  62．9－77．4   
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（81）広島県乙こおらナる放身寸台巨調査  

広島県衛生研究所  
穂下誠彦 坂本征則  

1．緒言  
平成元年度に実施した科学技術庁委託による各種環境試料中の放射能調査結果   
の概要を報告する．  

2．調査研究の概要   
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定方法は，科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（昭和51年  
ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年改訂  

（3）測定機器  
GM計数装置：アロカ製 TDC－511型  
Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  
シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－151型  

（4）調査結果   

ゲ莞讐竺彗禦蛋縞蒜是警警接  
線豊率を表＝暮に示した．  

及び空間線虫率の測定値は表lに，又，  
種分析測定結果を表＝に．更に，空間放射  

3．結語  
平成元年度に行った総ての調査項目について平常時のレベルにあり，特に異常な   
値は認められなかった．  
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l定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
採取年月  （MBq／kM2）  

（佃）   

平成1年4月  54．2  7   ND   ND   HD   

5月  151．9  13   HD   ND   ND   

6月  132．8  9   1．08   14．7   

7月  174．0  7   HD   HD   HD   

8月  143．2  10   ND   1．64   7．55   

9月  302．7  13   ND   ND   ND   

10月  26．3  5   ND   ND   HD   

11月  121．0  4   ND   1．19  42．8   

12月   8．8  3   ND   2．69   4．84   

平成2年1月  88．8  m   HO   ND   HD   

2月  105．3  m   ND   HD   ND   

3月  68．5  7   ND   l．92   5．59   

年間値   1377．5  100   ND   8．52  ND－75．5   

前年度までの過去  ND   4．44  ND－72．5   
3年間の憤  
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llゲルマニウム半群体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名   採取場所  採取年月  検  137cs  前年度までの過  
休  去3年間の値  
数  た人工放  

射性核種   

大気浮遊塵   広島市  毎月   4  ND   ND  m8q／m3   

降下物  〝   毎月   12  ND   Nn   ND  0．041  MBq／k汀12   
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日 放射線墨率測定結果  

モニタリングポスト（Gy／h）    サーベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成元年4月  116   

5月  134   

6月  132   

7月  125   

8月  136   

9月  141   

10月  143   

11月  132   

12月  127   

平成2年1月  126   

2月  127   

3月  132   

年 間 憤  116－143   

前年度までの過去3年間の値  79．2－137   
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（82）【⊥J仁】県iこおiナる放射骨巨調査  

山口腺衛生公害研死センター  

松尾・除数 上利 押、松崎 車夫  

1，．諸 吾  

平成元年度に実施した、山［1県における各種環境試料及び食品の187cs，181Ⅰ及び   

40Kの分析、定時降水の全β放射能測定、並びに空間γ線々墓率測定結果の概要を報告   
する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象   

①全β放射能測定試料  

薙時降水   
⑧137cs，131Ⅰ及び40K等の横様分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  

牛乳（市乳）、日常食、海水、海底土及び淘席生物（メバル）。   

③空間γ線々真率調査  

シンチレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト。   

（2）測定方法   

①全β放射能測定  

科学技術庁据「全β放射能紺走法」（昭和51年）及び放射能測定調査委蘭実施  

計画者（平成元年度）に準じて行なった。   

⑧1aTcs，1alI及び40K等の核種分析  
科学技術庁縮「ゲルマニウム半埠体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）及び放   

射能測定調査委託実施計画者（平成元年度）に準じて行なった。  

③空間γ線々景率調葱  

放射能測定調査委詑実施計画帯（平成元年度）に準じて行なった。  

（3）測定装置   

①低バックグラウンド放射能自動測定装眉   

⑧Ge半導体検出器   

⑨モニタリングポスト   

喀）シンチレーションサーベイメータ  

アロカ  LBC－452  
NAIG Eシリーズ  

アロカ  MAR－11  
アロカ  TCS－1：！1  

（4）調査結果  

大型水盤による月間陣F物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果、空間放射線   

具申測定結果及び、ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定調査楷兼を、それぞれ   

の表、l，11及び】Ⅶに示す。   

3．結硝  

この調査期間中においては、大気圏内核実験や核串故等もなく、調発したいずれの試料も   

前年同様平常侶であった。  
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王 大輿水4馴こよる月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調充結果  

降 水 の 定 時 採 椒 （  
採取  

年月   
降水果  放射能濃度（Bq／1）  

（m）  

60．5  

5月  195．5  5   N．D．  1．01  

6月  209．5  7   N．D．  0．78  

7月  210．5  N．D．  0．！）0  

8月  N．D．  0．90  

9月   N．D．   0．76   

10月  6Z．0  N．D．   N．D．   

l1．月  17．5  N．D．   N．D．   

12月  昭．0  N．D．   0．99   

9      平成1年 1月  110．5  N．D．   3．92   

2月  135．5  6   N．D．  N．D．  

3月  104．0  9   N．D．  0．75  

年   間   値  1680．5  63   N．D．   3．92   

約畔度までの過去3年間の憫  

定時降水）  大聖水盤による陣F物   

月 間挿ド 衆   
（Ml！q／krIり   
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Ⅲ ゲルマニウム・半額休検出者削こよる核櫛分析測定調衷結果  

その他の検出された   
人工放射性核種  即位  

mBq／m3  

Mnq／kTlf  

mllq／】  

nq／k乾」二  

【Rq／kポ  

Bq／kg乾」二  

粍Bq／kl正  

8q／k精米  

Bq／転生  

Bq／1  

Bq／人・臼  

Bq／1  

m 空間放射線農申測定結束  

ガ  建  坪  月  

成 1年 4月   16   

5月   16   

6月   16   

7月   16   

8月   16   

9月   16   

10月   18   

11月   16   

12月   17   

戌 2咋 1月   18   

2月   16   

3月   柑   

W  佃  16   

I三度までの過去3年間の佃  16   
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（83）針裏．馳リiし に お け る 放 身寸 骨転 科村 ≡密  

碓鳥県保健環境センター  
今池 亘、北村寿朗  

l▲▲‾‾‾‾1  

1  綿 吾  

平成元年度に緒島県が実施した科学技硝庁委託環境放射㈹水準調査腰灘尤ついて報摂する。  

2  調褒の概要   

（1）椚査対袈  

純水，陣下物，陸水（蛇口水），土壌，滞米，野菜，牛乳，日常食の全ベーター放射能、並びにサーベイメ  

ター、モニタリングポストによる空間扱東を測定した。  

（2）測定方法  

試料採取及び附処理は、科学技術庁綿「環境試料搾取法（昭和58年）」食べ一夕線の測定は、同庁描「や  

ベータ線測定法（昭和51年）」並びに平成元年腔放射憶測建謝査妻托計画割こより実施した。  

（3）測定装置  

イ  全ベータ線の計測  

口  車l切 線 真 率  

全ベータ線測定装置  
（アロカ型．】DC－163）   

NaI（TI）シンチレーションサーベイメータ  
（アロカ製’rCR－151）  

モニタリングポスト  

（アロカ馳 MAR－15）  

（4）折葱結果  

雨水，陣下物の全ベータ線測定結果は表Ⅰに示す通りである。  

上水，土壌，日常食，精米．野菜の全ベータ線湘定結果は表正に示す通りである。  

サーベイメータ及びモニタリングポストにする空間繰農申の網走将来は表Ⅲに示す通りである。  

3  締 栢  

平成元年度における徳島県の環境放射能濃既について，特に異常は揺められなかった∩  
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工 降水及び火型水盤による川lり降下物訊料巾の食べ一夕放射能調査結果  

降水の定叫採取（鑓叫挿水）     大型水盤による綺下物  

放射憶油性川q／Ⅰ）    月冊柿下豊  

＋⊥   
（MBq／Kn†）  

「‘う   降水兼 （mm）                （MBq／Kd）   

q             l 5月              6月  －】  l            璽  7月  ＿l   H l ー】‾    臼 ＿l  
l  

」 8月  

9月            l  10月              11月  75．5  11  N．D  N．D  M．D    ・12月  9．5  ロ  N．D  N．D  N．P  
叩戌2年1月   42．5   5  M．D  M．D  N．D  

2月   126．5   9  N．D  N．D  M．D   N．D  

3月  84．3   6  M，P  N．P  N．D   ＝  
1   

咋  nll 桐     】 
z5  Ⅳ．D  N．D  N．P  

帆印度までの過去3咋聞の†】代  
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∬全ベータ放射値測定結果  

放射碓濃度（含K）   嗣年度まで過去3咋間の佃  
試 料 名  採敢場所  採取昨日  検体散  胆付  

最低相  最高相  鮒佃  線描憫   

大気浮遊じん  徳島市   lほ．Z   口，柑  

」  
m】∋q／m？1   

降下物   名西郡石井町  112．2′｝3   M．D   N．D  

枠木（蛇l」水）  徳島市   li2．2   N．D  Bq／♂   
■ 

0．18  

MBq／Km？  
▼■▼】  

土0～5cm  
14，000  MBq／Kmフ  

0．】9  Bq／g乾土  
112．3   

43，100  MB（丁／Kmフ   

Bq／g将米   

Bq／g 生   

壌5～20cm  板野郡上板 

野 大根   

精米   

／ト寧し  Bq／ゼ  

-1 
El常食   Bq／人．EII   名西郡石井町  ltl．11  ロ    0．02           名西郡石井町  lIl．12  ロ    0．05         菜 ほうれん革  同．上  lt2．1  口             板野郡上坂町  】12．2  口            徳島市  】t2．2  ロ  
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u 空㈹放射線最畔測定結束  

11月  

12月   l  7月    】            岳 8月 円  ．．l  l 】      i   9月                10月                ‖            10．8  9．7  l 1（）．1  
叩成2年 1月   11．0  9．7  10．1  60．8   

2月   

3月   

附咋度までの過去   

三年間の構  

10．6   
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（糾）香ノIl耳たiこ流言石づ‾るん女：EH‾青垣相可三再三  

香川鼎公賓研死センター  

西原 幸一  漸戸 鵡久  
三好 健治  浮打1和也  

L．綿 喜▲  

科学技術庁表紙による平成元年度環墳放射能測鑓都債㈲湖の脾捌こついて報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時昭水の食べ一夕放射絶・大気浮遊じん・降ド物・降水（蛇しl水）・二l淵・椚米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・口珊食・渦躇生物（カレイ）の核椰分析及び酬ij放射純琉利こついて、鯛査を   

行ったものである。  

（2）測定方法  

執料の的処理及び洲縫は、「放射能糾窺鋼索委細実施計両替」「食べ一夕放射能測薙灘（l紳】51   

年改訂版）」rゲルマニウム半特休換Ⅲ椚を用いた粗景詩分析洪㈹和54咋改訂順）」により行った。  

（3）測定袋帯  

全ベータ放射能  

核欄分析  ‥  
空間放射線丑準  

アロカ鞘」し）Cl．63  

オルテックGIてM－15180  
アロカTCS－1こil（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11．（モニタリングポスト）  

（4）調査相子粟  

l）鐘崎降水の全ベータ放射㈹は、Ilのとおりである。  

2）各種試料の核櫻分析は、Ⅴのとおりである。  

3）空間放射線尭率は、Ⅶのとおりである。  

ご主．相 補  

いずれの調査項目も、他県の過去の報告憫と同種姥であった。  
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Il大型水鰍こよる月間隋F物試料及び定時持水拭朴llの全β放射能調義絶果  

測定数  

4   HD   

13   帖   

9   ND   

8   

6   

15   

5   

6   

2   

7   

10   HD    HD    田    HD          冊    1．3    柵    HD   
7   Hい   

92   岬   

G6   Nl）   
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Ⅴ ゲルマニウム半場休検出器による核積分析測定調査結果  

棲  

採取場所  採取咋月   休  
赦   

最低値  最高値   

大気浮遊じん   高校用  4半期毎  4  冊  ㈹   

降 下 物  高松市  循月  12  ND  0．071   

上水 源水  

陸  
H．1．6．12  

蛇口水  高松巾   11．l．12．12  2  ㈹  M）  
水  

撒水  

I5  

土  
1150 

l．8  

鳩   
2川   

精  米  津田町  ll．l．10．17  口  N【）   

野  M）  

菜   
大 根   ll．l．10．19  口  ND  

茶  

lI．1．8．24  

咋  乳  高漸町   lI．2．2．19  2  四  四   

き炎水産生物  

高松叩及  

日 常 食    善通寺市   

拘  水  

渦 残 土  

座泊町  It．1．11．21  口  0．12   

カレイ             霞            物  

cs  その他の検出され  
た人工放射性核縄  単位   

最高値  ∵＋∴＋  最高値   

㈹  Hけ  ㈹  川和／M3   

‾‾   
0．071  11  冊  トtBq／kM2  

M）  仰  抽叫  

I5  12  輌／kg柁土   

850  630  ㈹1／kM2   

l．8  1．3  陶／kg陀土   

2川  180  ト18q／kM2   

N【）  ND  勒／短精米   

M）  
8q／kg生  

Hn  

8q／kg陀物  

H【I  Nn  8q／p  

8q／kg生   

8q／人・日  0  0．079  

M8q／月  

Dq几g陀土   

0．12  0．22  

βq／kg生  

・  
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Ⅶ 空間放射線か和則定拍果  

罷眠植   

平 成 元 年 4月   Ⅰ5．0   

5月   川．8   

6月   15．（）   

7月   14．8   

8月   15．0  

9月   13，4   

10月   15．2  

11月   15．2  

12月   lq．8  

平 成 2 年 1月   t5．2  

2月   15．2   

3月   15．2   

年  間  値   13．4   

前年度の7月～3月の帽  

サーベイメータ   

平均値   （IIGyハ1）  

川．0   59  

川．3   61   

16．2   G2   

柑．0   57   

16．3   57   

1G．4   57  

16．4   58   

川．4   58   

1G．4   57   

柑．3   5R   

川．3   57   

1＄．3   57   

1I弓．3   57 一－62   

16．2   55 一－ 65  
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（85）愛嬢県lこおlナる放身寸督巨諸岡唐笠  

愛校県公胃技術センター  
盲Ii町内 茂・大円 研・篠崎IL胤  

堀川 郡明・影浦 久・一色 祐子   

1 緒言   

平成元年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山巾において行った原子力発電所周辺環   

境調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降‾F物、陸水、土壌、農産食品、組物、／卜乳、日常食、渦水、渥底⊥、泥産  
生物、空間放射線塵率、空間柄井線属   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと r放射能調査委詑  

計画書（平成元年度）」に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射他  低／くックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－471  

イ 核節分折  高純度Ge半群休検山器：オルテック GMX－30200他  
低バックグラウンド液休シンチレーションカウンタ：ア桐＝ばC－L別  

NaI（Tりシンチレーーション換＝器：バイクロン 3M3／3  

ウ 空間放射線星率  Nal（Tりシンチレーション換仙界：アロカ ND－471V  

高旺電離箱換！lほ旨：アロカ M八R－I153  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 空間積算線量  TLl）：ナショナル U上）－200S   

（4）測定結果  

ア 環境試料の全ベータ放射能  
環境試料の全ベータ放射能は衷1に、降F物の全ベータ放射†脚は表2に示すとおりであり  

過去3年間の依と同レベルである。  

イ 環境試料の核種分析  
POs rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の僻と同レベルである。  

Nal（Tりシンチレーション検出器を用いたtユ11の分析結果は表4に示すとおりであり  

全試料とも検出されていない。また、：リⅠの分析結果についても表5に示すとおり岡レベル  

である。  

Ge半弾休検出汽を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、フォールアウト核椰は  

川7csのほか、一部の統料についてl笥イCsが換川されている。  

り 空間線屋  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線見  

率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）における空間  

柄井線最測定締架は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の依と同レベルである。  

3 結謂  

平成元年度の環境放射能のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常は   

認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去における核爆発実奴   

等の影轡と考えられる。  
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衣 1 令ベタ放射舵調布尉iリミ  

検  打＝＝＝＝＝3年間の萬  
武  田  名   採取場所  接 収 年 月   体  単 位  

数   

伊柵九咽公田  り4．7．10，2／1  ロ  21  伯   
人気㌢戸避 じ ん  Ml∃q／m：－  

100   310   30   290   

伊柵肌膣公l  ノトl回  12   8   23   射0   

降  下  物  州内／k一穴2月  

公害技輌セント  月1回  12   8   21   4   1ノ暮0   

降 水  河 川 水  伊柵九州川  l／1．7．10．2／1    18   32   椚）   購   m】句／l   

土 窮  0・～15cl〔  伊柵九I膵亀   月11巨】  36  0．19   0．37   0．14   0．43  馳／g艦上   

頼ん（河川）  伊 方 町l  1／‖   10  0．027   0．046   0．026   0．048   
戯産  

柑ん（果皮）  10  0．0イ1   0．0■78   0．0一＝   鴨／融  

食■1／I  

野 菜   9  0．098   0．22   0．063   0．24   

椚  0．0’76  0．085   0．10   
Bq／g生  

物   0．13   0．059   0．12   

亨柾  水   伊方町†さ  1／5．7．9．1l   ⅣD   34   M）   吊   m的／l   

雁  成  上   伊方Ir†霹  1／5．7．9．11   8  0．21   0．32   0．19   D．44  軸／g軋   

魚研（可は）  鋸町九Il削  1／5．6．7．10．11，2／3  8  0．095   0．13   0．085   0．13   
泥  
拝  0．079   0．059   
生  

0．078  
的／g生  

物  0．075   0，030   0．10  

渦 藻 軒  町l川Il帥  l／4．5．8．12，2／3  6  0．30   0．45   0．21   0．56   

往）東酬亜”焦 Ⅳ用胱釦、て、N≦3冊¢ときNDと鯨ほ。   
鋸の敲柑、…K紬、ている。  

衷 2 大型水場によるノ川胴鞍下物紙料lいの仝β放射傭調査耕黒  

伊方MJ九町越公開   松  山  再  
採 版 年 月  

降水款  月間阿F夙  降水熱  J＝川降F県  
（mn）  （MBq／用）  （h爪）  （MBqハd）   

＝ド ノり！   52．5   8  爛．0   13   

5   195．5   18  181．0   

6   165．5   12  128．5   13   

7   112．0   13  113．5   10   

8   232．5   16  189．0   13   

9   428．5   15  280．0   12   

10   40．0   10  46．5   

153．0   18  馴．0   9   

12   12．0   14  26．0   21   

2年 1   93．0   23  9t．5   2l   

2   105．5   19  115．5   

3   12l．5   12  114．0   用   

咋  け¶  約  1711．5   178  139丁．5   164   

削lまでの鮎3帽棚  4 ～ 440    4 ～ l仰   

托）卵価臥12浦舟の矧択ある。  
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衷 3 放射化学分析結果  

検  臼Osr  
試 筆斗 名   採取場所  採取年月   体  単 位  

数               最 低 値  最 高 値  弟年療まで遇去3年牒＝＝   

郎町州世相  1／4．10   2  N［）   0，063   Nl）   0．13   
降  下  物  M的／km2・月  

柑獅センター  1／4．10   2   Nl）  Nl）   

陸 水  匝J川 水  伊方呵責州  1／10   】．6  0．8l   ユ．0   mBqハ   

土 崩  0～15cm  剛帥九lは亀  1／7   3  2．1   9．6   1．2   8．9   Bq／kgたt   

l靂l品  野菜 斐  伊 方 町  0．22  0．27   0．56   8qルg生   

泥  水  伊方町干葛  1／5．7．9．11   4  3．0   3．6   3．0 5．2   mBq／l   

稚  底  土   伊方町†慕  1／5．7．9．11   8  M）   0．42   ND   0．78   Bq／kgtヒ   

海  Nr）  NI）  

産  0．039  ND   0．029  

Nl）  
的／kg生  

生  NI）  

物   2  0．089  0．10   Nn  0．18   
往）ま酬の酬I N土A胱軌lて、Nく3△NのときNDと表札た。  

衷 4 一”一分折結架  

試  料  名    採取場所  採取年月  州l  ＝＝lの雛根  糾よま増長3年伽脆  申 位   

抽ん（可I旛）   l方呵l  1／1l   3   Nl）   ND   
出産  

j柑ん（掴）   一 方岬l  1／l1   3   Nl）   NI〕  

食品  
野   菜   伊 方 町  1／12，2／1  9   ND   ND   

勒／Rg隻  

松   葉   伊 方 町  1／5   ND   ND  
机 物  

杉   斐   伊 方IJ  1／5．8．11 2／2  4   Nl〕   ND   

＝Hl  i川  全休  田町仙削  1／4   ND   Nl）   

軋紬伽刷＝捌耽師、Nく3仰のときH祝福しL  

衷 5 ヱtll分析鮨架  

，ll潰腫  銅よ量モ貞夫3相川  
訳出名   採取噺軒  揺 取 咋 月  検体数   f響l位  

慮低偵  慮商値  般低値  最高値   

鋸I仙l†越生蝉  月1回   12  ND  I．9   ND  2．1   
陸  

公：紺純ント  Jll回   12  Hn  2．0   ND  2．0  
水   

削りよ  伊柵九Il榊  1／4，7．10，2／l   4  1．2  1．7   ND  1．8   
恥／l  

海  水   伊方町干さ  1／5．7．9．＝   4   ND  Nr）   

桂）餓紳輔膵】他州通＼て、Hく3州のときNDと表札た。  
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夫 6  ゲルマニウム半導体検＝界lこよる核椰分析測定調査船果  

検  ＝＝Cs  針＝＝＝＝＝3年夙の拡   モの鳥の  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   休  l狛＝圧  

数          人迅”性購   

伊仙九帽畑  1／4．7．10，2／1  4   N 】）  N l〕  
大気浮遊 じ ん  

軌   
ml垣／m：，  

雄Il机ント  1／4．7．10，2／1  4   N l）  N 

伊柵肌越公l  月1阿  12  ND   0．067   ND   170   
降  下  物  Mlね／km2月  

鰭l用セント  月1回  12  NP   0．090   ⅣD   44   

陸  N D  N D  
mnq／l  

水   2   N L）  Nじ   0．74   軋   

土  月1回  36  5．0   51   4．1   78  ＝イCs   
恥／柏覿L  

壊   2  34   3．1   

殿 煩（椚米）   松 山l】l  1／jO   N l〕  ND   0．02G  軋  t恒／吊It   

農  10  ND   0．044   0．0081  0．37   

羅  ND   0．069   ND   0．78   軋  
的／Kg生  

食  伊 方 町  1／12，2／1   9  HD   0．080   ND   0．18   
野   菜  

lコ 川I   牧 山 市l  1／1l   N 】〕  HD   0．14   軋   

植  0．10  1．1   
内川g生  

物   ND   5．9  ＝4cs   

／卜  軋   絞 山 前  1／8．2   4   N I）  仙   0．22   軋   Rq／l   

日  常  食   松 山 布  1／6．11   2  0．031   0．049   0．08g   0．15   軋   鴎／人・U   

海  水   伊方Il†轟  1／5．7．9，11   4  仰   3．8   3．7   7．0   mBq／l   

海  氏  土   伊方Il†遇  1／5．7．9．11   0．62   2．0   0．81   3．7   軋  恥／kgむ   

mll畑削  1／5．6．7．10．11．2／3    0．14   0．2！）   0．13   0．52   軌   
而  

松 山 市 村  1／8   0．23  0．23   0．41   軋  
席  

魚斯（可柏外）  裾町刷削  1／5．6．7．10．11，2／3  8  0．067   0．22   〃D   0．35   軌  軸／kg生  

生  
無脊椎動物  机Il価掛  1／4．7．10，2／2．3  8  ND   0．039   HD   0．15   

物   
海 漢 頬  晰11肌削  1／4．5．8．12，2／3    ND   0．12   ND   0．21   軋   

辻）甜州側川 根△肛釦lて、Nく3ANのときHDと表札た。  
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表 7 空間放射線統率測定結果  
（稚：llGy／11）  

ポ イ ン ト  モニタリングステーション  ‡ニ タリ ン ケ ポ スト  サーベイメータ   

場  所   伊刷九l服用  伊仙甜  伊仙九Ir  松 山 市  椚州絶G根   

洲定㌍  Hal（Tt）シシルー■ション  花旺電l節  い＝‖＝    Nal（Tり  Nalぐーり   

区  分  最低  最高  平均  最低  重商  平均  最低  最高  平均  

1年 4月  14    15    56  47      48   85  34～68   
5   13  39  16  45  58  47    66  50   83  37～68   
6   14  62  16  44  64  47  49  83  51   83  33～68   
7   】3  38  ユ5  45  59  d6  伯  66  84  35～71   
8   13  57  15  44  64  47  購  79  80  33一、・■70   
9   36  ユ6  掴  56  47    67  50   83  33～69   
10   ‖  36      56  47    65  84  34・｝70   

56  ユ6    63  47    78  50   86  35～70   
12   14 29 15 15 56 17 17 60 51 89  36～70   
2年 1月  13  51  16  47  65  49  49  79  5】   84  35～64   

2   ㈹  16  17  68  咽  佃  7！）  5t   86  3G～G9   
3   13  38  16  47  60  49  48  6－7  5l   84  35へ一69   

咋 阿 倍  13  62  16  44  68  47  45  83  50  80～89  33・～71   

糾lよで鮎3柑の鴨  13  65  17  45  83  50  45  94  5ミ）  72～92  34～75   

往）モニ州ン川スト〔ついて軋相克年3月の僻棚【佃≠出‡雌廷t棚はたれ粧相即覿Fしている。  

衷 8 空間横井線度測定結果 （■1’LD）  
（柏：βGy／91日）  

洞 定 地 点  節1四半期  卵2四半糊  那3四半糊  耶4匹ドlり切  糾l重用去3欄棚   

監視地域（30亀点）  86～130   86～125   89～129   g6～14l   87～148   

対象地域（11点）  195   185   206   2Z5   191～209   
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（86）高架口県にお古ナる放射骨巨調査  

高知県衛生研究所  
竹林生夫 宅間範雄 福井節子  

1 緒 言  
前年度に引続き、科学技術庁委託による環境放射能水準調査を実施したので  

その結果の概要を報告する。   

2 甜査の概要  
（1）訝査対象  

降下物，降水，陸水（上水（蛇口水）），土壌，精米，野菜（大乱 ほう  
れん革），牛乳（原乳，市乳），日常食，海産生物（鰹），空間放射線主宰  
（モニタリングポスト，サーベイメータ）   

（2）測定方法  

試料の採取、調製およぴ朝定は「放射能測定調査垂託実施計画書（科学技  
術庁平成元年度）」、科学技術庁縮 r全ベータ放射能測定法（1976）」およ  
び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」に拠った。   

（3）測定装置  

GM計数管  アロカ（株）GH－2503B  
計数装置  アロカ（株）TDC－104型  
シン≠いショントヘt、ィトタ 日本無線監理学研究所 TCS－121C型  

モニ州ンク’’ホlスト  アロカ（株）1AR－11型  
Ge半導体検出器   （抹）東芝製IGC1619S型   

（4）調査結果  

全ベータ放射能調査結果をlに示した。降下物，蛇口水については全ベー  
タ放射能は検出されなかった．また、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海  
産生物の全ベータ放射能は前年度とほぼ同じレベルであった，大型水盤によ  
る月間障下物試料及び定時降水試料申の全β放射絶調査結果をⅢに示したさ  

降下物、定時降水（調査試料数は122）ともに、前年と同程度のレベルであ  

った。  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果をVに示した。こ  

の魂査は平成元年11月より新たにはじめたものである。  
空間放射線孟率測定結果をⅦに示した。モニタリングポストおよぴサーベ  

イメータともに、前年度と同じ程度の推移を示したっ   

3 結 語  
いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は  

言忍められなかった。  
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】仝ベータ放射値鯛尭絆果  

採取囁所  採取年月  検体散   

高知市丸ノ内  1．4～Lll  ロ   
高知用丸ノ内  1．8   
高知市丸ノ内   1．9   
高知公開  
すべり山  1．9   

l   

1－51．8  
高知ホ円持帝   1．11   3   

高知巾桜井町  1．8   山   
高知市   1．6   

土岐市宇佐沖  1．5   好   

叩 い   

Mnl／k巾 二  

肋／¢ nl／kg柁1 

試  料  名  

5朋±2（5   ■   

もii   

Z7r；土間  

13，700±3，400   
181±51  

21，600±7，300  
51．7±3．1  

5J．5±3．3   

78．1±G．5   

121±10  

【l）1／km  

円l／挿廿  

仰q／km2  

nl／q   

111／人・目  

的／kg！lこ  

3Z．6±Z．5  

63．8±5．7  

133±7．2  

ll大「■≠水照による月け8附F物試料及び尭喝匝水試料巾の全β放射㈹綿奔簡潔  

搾 取 昨 月  仲水最  
（■■）      濃度（8q／1）    月間称 

叩戌元年4月  167．4  5  NP  MD  MD  

‘● ●  14’  ㈹  ㈹   ND   
】 6月  400．6  山  由  田  緬 

7月  1i4．0  16  匂  MD  山   
8月  700．1   

15   
】0月  3Z．5  司   山   MD  拍   
田   申      11旦  1641    MD  田   
12月  S．4  臼  ND  1．i「  3．54   

叩成2咋1月  IZl．4   7   N【）   ＿断  
ND   MD   

3月  1545  10  ND  ND   ND  

3，哺0．7  内  内  MD  MD  
34．7  51l   

大型水現による膵■F物   

月 汀月 棒 下 衆  
（【nqハ爪之）  

ND  

叩  
MU  

Vゲルマニウムや欄休輪丑澗胱よる根株分析測定加療精巣  

最低Ⅶ  最高佃   
」物  高知市丸ノ内  1．11” 2．3  田  ND    37．4±11   
こ 蛇口水  高知市丸ノ内  1．1Z   
斜  も  搾取場所  採取年月  検体歎    1りCs                                    巧  

臼    ㈹   
大概  矧剛附加l町  Z．1  山      ーホレン  
ウ革  高知市新顔敷  Z．Z                     ‾‘面河  高岡耶軌l叩J  2．1  ト       高知中門拝辞  Z．Z  市乳  高知叩楼升町  2．2  ロ    田   
凄   声知和   l．11   

附咋皮まで過去3咋閃の情  その他の娩出された  人工放列作棲糊   
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Vn 空【ll放州農具ヰⅦ憤杵乗  

タリングポスト（CPS）  サーベイメータ   
（nGyハり  

朋  
5l  

・い1  

日  
・＝  

椚  

糾  建  咋  月  
最低†爪  最高値  平均憫  【 
う．1  lす万 

8．4  89  13．4  
18．G   9．7   

g．8   75  14．9  
G6  17．7  11．0   
5．3  15．7   9⊥   
5．9  1Z．1  8．9   
6．4  1う了 

7．5  13．Z  9．3  【【   
テ竜  ‖．0   9．5   

6．9  13．8  9・塁＿   
7．8  14．0  9．Z  
5．3  18，6  

4．3    8．4  

▼【  
布 而  値  

まで過ま…3咋仰の偵  
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（87）宇宙岡鼎iこお古ナる放射骨巨綱査  

福岡県衛生公害センター  

森田邦正，楢崎串範，深町和美  

1． 緒書   

科学技術庁の委託業務として，平成1年度に福岡県で実施した環境及び食品中の放射能   

調査結果を鞘告する．  

2． 綱査の概要  

（1） 調査対象   

全ベータ放射能調査試料は降下物，降水，陸水（減水，蛇口水），土壌（0－5c爪，   

5－20c爪），精米（消費地，生産地），野菜（大乱 ホウレン草），牛乳（原乳，消費乳），   

日常食，海水，海底土及び鯛である．   

放射化学分析翻査試料は陸水（河水，蛇口水）及び牛乳（麻乳，消紫乳）である．   

放射性ヨウ素納套試料は牛乳（席乳）である．   

ゲルマニウム半導体核種分析紳査試料は降下物，陸水（源水，蛇口水），土壌（0－5cm，   

5－ZOcm），精米（消費地，生産地），野菜（大根，ホウレン草），牛乳，（腐乱，消耗乳）   

日常食及び海底土である．   

空間放射線塁率銅眉は当所屋上に殻置したNaIシンチレーション式モニタリングポストと   

福岡市西区の定点でNaIシンチレーション式サーベイメータを用いて行った．  

（2） 測定方法   

試料の採取前処理及び測定は科学技術庁締の平成1年度放射能糾定調査委托実施劇画音，   

全ベータ放射能測定法，放射性セシウム分析法，放射性ストロンチウム分析法，放射性ヨ   

ウ素分析法に準じて行った．  

（3） 測定装置  

1．GM計数装置  

2．低パックグランドベータ線測定装置  

3．NaIシンチレーション紆散薬置  

4．ゲルマニウム半導体核種分析装置  

アロカ製TDC－601  

アロカ熟LBC－452U  

東芝熱 波高分析装置付き  

東芝製  Eシリーズ  

5．NaIシンチレーション式モニタリングポスト：アロカ襲加R・11  

8．NaIシンチレーション式サーベイメータ ：アロカ製TCS－121   

（4） 調査結果   

表Ⅰ及び表Ⅱに全ベータ放射能銅査結果を示す．陸水（蔽水，蛇口水），海水の全ベー   

タ放射㈹は昭和60年から検出されなかった．降下物，降水，土壌（0－5Ⅲ，5－20cm），滞   

米（消費地，生産地），野菜（大乱 ホウレン草），牛乳（原乳，消費乳），日常食，海   

底土及び納は前年度と同様の全ベータ放射能レベルであった．   

美Ⅲ，表Ⅳ及び表Ⅵに放射化学分析，牛乳申のt31Ⅰ，空間放射線真申測定結果を示す．   

前年度と比べて大きな変化は経められなかった．   

蓑Ⅴにゲルマニウム半導体検出精による核種分析調査結果を示す．土壌（0－5c爪，5－20cm）   

大札 牛乳（原乳，洞泉乳），日常食及び海底土からり7csが検出された．  

3． 精細   

平成1年度に福岡県で実施した環境及び食品中の放射能調査桔果は最近10年間の調査   

結果とほぼ同程度であり，特に，異常値は総められなかった．  
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表1全ベータ放射能納套結果  

放射能濃度（含K）  舶年度まで過去3年間の価  

試料名  採取場所  採取年月  単位  

（平成）   最低佃  最高値   最低値  最高相   

降下物  太宰府市  1．4－2．3  12   MD   68   ND   547  Mnq／km2   

陸  ND   ND   ND   ND   
水   

蛇口水  福岡市  1．8，12   ND   ND   MD   ND . 

1．0   1．0   0．96   1．03  Bq／£乾土  

土  0－ 5cln  相同市  1．7   

111000  111000   40500   89000  M8q／kれ2  

壌  
1．0  1．0   0．98   0．99  8q／g乾土  

5－20cm  福岡市  1．7   

251000                251000   13800  176000  MBq／kれ2   

朽米  筑紫野市  0，020   0．030   0．025   0．040  Bq／g精米   

春日市   

町  志免町  1．11   0．040   0．040   0．074   0．118   
菜   

ホウレン草  志免町  1．11   0．170   0．170   0．111   0．210   

牛乳  福間町  38．0   50．0   42．3   64．2  8q／1   

筑紫野市   

日常食  筑紫野帝  44．7   49．9   0．025   0．032  Bq／人・日   

太宰府市   

淘水  北九州市  1．7   ND   ND   ND   ND  n8q／1   

海底土  北九州市  1．7   0．78   0．78   0．74   0．81  8q／g乾土   

海産生物（納）   村岡市  1．7   0．11   0．11   0．12   0．20  8q／g生   

ND；検出しない（計数値がその計数娯差の3倍を下回るもの）  
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弟u 大型水男割こよる月間降下物試料及び定時降水試料巾の全ベータ放射能網衷結果  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による時下物  

採取年月（平成）  降水最  放射能濃度（Bq／1）  月間降下農  月間降下克  

（【Bq／km2）  （Mnq／km2）  

（mm）                        測定数  最低値  最高値   

1iF  4月  32．4   ND   MD   ND   ND   

5月  1g4．7   MD   ND   ND   NO   

6月  123．0   ND   ND   ND   

7月  121．1   9   ND   ND   8．1   

8月  77．1   9   ND   ND   ND   ND   

9月  531．0   ND   MD   ND   ND   

10月  22．4   ND   MD   ND   MD   

11月  58．0   g   MD   6．1   7．1   

12月  50．2   6   ND   ND   ND   

2年  1月  92．4   ND   7．3   27．4   

2月  120．0   ND   MD   ND   MD   

3月  g5．7   13   ND   11．7   17．8   68   

咋開場   1518．0   目口   11．7  ND～・27．4   ND～ 68   

前年度まで過去3年間の偶  371   MD   35．9  MD（■ 24．5   ND′〉547   

ND：娩出しない（計数値がその計数軌差の3倍を下回るもの）  

表m 放射化学分析楷果  

98Sr  13Tcs  単位  

試料名  採取年月  
（平成）   最低値  最高値  過去の碓  最低値  最高値  過去の偲   

餞水 上水  1．12   1．7   2．7  1．3′〉2．8  0．30  0．43  0．30〈′8．9  mBq／1   

牛乳   1．11，2．2  3  0．054  0．05g  0．011～0．41  0．087  0．11  0．05g～0．26  Bq／1   

過去の偶は，前年度までの過去3ケ年間の価．  
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表1V 牛乳申の13tI分析結果  

搾取場所   褐Ⅷ町  福間町  福間町  相聞町  福間町  福間町  鮒年度までの過去3年間の他   

採取年月日（平成）  1．5  1．8  1．9  1．11  1．12  2．2   最低値   最高値   

放射㈹濃度（Bq／1）  0．65  0．48  ND  ND  M巾  M口   ND   0．39   

MD：検出しない（軒数憎がその紆教組差の3倍を下回るもの）  

弟Ⅴ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定測査結果  

137cs  鮒年度まで   その他の検出さ  

試料名  採取場所  採取年月  過去3年Ⅶの楢    れた人工放射性  

赦  核種   

（平成）   最低値  最高値  最低値  最高値   

挿下物  太宰府市  1．10－2．3  8  ND   ND  なし  M8q／km2   

陵  1 ND ND  なし   
水   mBq／1  

蛇口水  福岡市  1．12  1 ND ND  なし   

なし  bq／kg乾土  

土  0－ 5cm  摘岡市  1．7   
1200  1200  なし  【Bq／k几2  

明  
8．1   8．1  なし  bq／kg乾土  

5・20cm  福岡市  1．7   
920   920  なし  H8q／k血2   

精米  春日苗  2 ND NO  なし  8q／kg精米   

筑紫野市   

野  志免町  1．11   0．023  0．OZ3  なし   
粟   

ホウレン草  志免町  1．11   1 ND MD  なし   

牛乳  福間町  1．12  0．080  0．100  なし  Bq／1   
2．2，3   

日常食  筑紫野市  0．084  0．084  なし  8q／人・日   

太宰府市   

海水  北九州市  なし  mBq／1   

海底土  北九州市  1．7   5．8   5．8  なし  8q／kg乾土   

蒔超生物（鯛）   福岡市  なし  8q／kg生   

ゲルマニウム半導体検出柳こよる核種分析測定所査は平成1年10月より開始した．  
MD：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを含む）  
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表Ⅵ 空間放射線具申測定楷束  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

泄定年月（平成）  

最低個  最高値  平均哺   （nGy／h）   

1年  4月   13．5   16．8   14．8   76．7   

5月   13．5   20．7   14．7   73．8   

6月   13．4   21．7   14．8   78．3   

7月   13．2   19．5   14．4   72．0   

8月   13．8   18．5   14．7   72．4   

9月   13．2   21．8   14．8   77．1   

10月   13．8   18．3   15．0   76．4   

11月   13．3   21．7   15．0   76．2   

12月   13．9   24．8   15．1   7g．8   

2年  1月   13．5   1g．0   14．7   76．2   

2月   13．5   20．2   14．8   75．6   

3月   13．5   22．0   14．7   78．7   

年Ⅶ偶   13．2   24．8   14．8   72．0～7g．8   

的年度までの過去3年間の他  11．0   28．3   14．5   70．0′－81．0   
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（88）イ左要覧＿粍における放射‾骨巨調査  

佐賀県公害センター  
保坂 昇一、 小島 英男  
吉田 政敏、 岩崎 ゆかり  

1循 膏  

可1戌 元咋度に佐賀県が実施した、科学技術庁表紙による「平成 元年度環境放射能水準鯛査」の概   

要を和告する。  
なお、佐賀県では上記の委託鋼索のほかに、原子力発馬所用辺の環境放射能柵査を実施しているが、   
その調査楕果については、平成2年7月に公表した「玄海原子力発電所の逆転状況及び周辺項墳網走柿   

果（年報）」に紀載している。   

2 網充の概要  

（】）桐褒対象  

昭和63年度と同様に、空間放射線及び環境試料巾の放射能について憫査を行った。  

空間放射線は佐賀巾の1ケ所で、連続測定及び郁月1回のサーベイメータによる利達を行った8  

環坑試料申の放射附こついては、ゲルマニウム半楕体検出帯を用いた核種分析を実施した。  

調査対懇談料歎は、降水 99の全β放射能測定、押下物12，大気浮遊じん4，上水 2，土壌   
2，農産物 2，精米1，牛乳 2，日常食 2，水産生物1試料の核種分析と牛乳 6試料申のヨウ   
素－131を測定した。   

（2）網走方渋  

空間放射線測定及び環境試料中の放射㈹測定は、科学技術庁綿の各種放射能測定法シリーズ及び   
「放射能糾定銅尭委託実施計画番（甲成元年度）」に基づいて行った。  

（：り 測定魯置  

全β放射能  

核種分析 －－  
ノト乳小の】31Ⅰ  

空閃放射線  

Alo k a ：LBC451低バックグランド放射能測定装置  

東 芝   ：PGT Ge娩出縛、Eシリーズ4096ch MCA  

B上CRON：3h x4〝 NaI（T£）検出網、Eシリーズ1024ch MCA  

∧1。k a ：1〝 ×1〝 NaI（T£）モこ州け■ホ●朴、TCS－121Cトヘ■、ィト，  

（4）綱奔相異  

網索括果は次表のとおり【  

IIに走喝闇水試料巾の金β放射能網充棟果を示す。  

IV に′卜乳巾の1311の分析楕黒を示す。  

V に各種環坑試料坤の核秤分析測定網禿柑来を示す。  

Ⅶ に空叩放射線の計数申連続測定及び繰最率の測定結果を示す。   

3 楷 紹  

坪成 元咋腔の綱煮では、薙時挿水小の全β放射能、環境試料申の核種分析及び空間放射儲の測定楷   

東は、附年膿までの綱禿梧果と同程度のレベルであり 異常は暗められなかった。  

また、環境試料中の核挿分析で検出されている137csは、過去の核実験等の影響によるもと思われ   

るが、その済度は極めて低燕度であり特に間兎となるものではない。  

－251－   



l 全ベータ放射能綿査柿兼  

分析対象別料なし  

n 建叩細水試料小の全β放射能組査柿果  

降 水 の 建 咽 採 椴（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水丑  放射㈹濃度 （Bq／£）  月間柿下尭  

年月  （MBq／kr正）   （MBq／knり  

（mm）  最低㈹   最高憫   

平成元年4月   7   N．D  11  48  

5月   12   N．D   2．7  97  

6月  208．9  12   N．D   1．6   39  

107．2  6   N．D   52  

8月  63．6   3   0．4 2  1．0   23   

9月  404．2   13   N．D   0．48  150  

10月  18．3   6   0．49  2．0   13  

11月  53．1   4   0．31  1．2   22  

12月  31．6   7   0．35  5．3   30  

平成 2咋1月  97．1   9  3．2   88   

2月  187．3  12  N．Ⅰ）  2．5  160  

113．4          3月  8   0．39  5．9  110  

咋  叩  仰  152〔；．1   99   N．D   11   13 ～180  

醐咋腔までの過去3年間の椚   94 ′、ノ 117  N．D   26   8．5 ′〉 2（さ0  

（牲） N．Ⅰ〕・・・検出されず。 －・・ ・泄走せず。  

lけ 放射化ザ分析描果  

分析対象別料なし  

lV 牛乳申のlさII分析将来  

搾   取   場   所  前年度まで過去3年間の偶   

1l．1年  ll．2年  

採  取  咋  月  日   6／1  8／1  10／2  12／1   1／9  3／1   最低値   最高値   

放射憫飛膿（Ilq／8）  N．D  N．D   N．D  N．D  M，D   N．D   M．D   M．D   

（注）N．D・・・検出されず．  
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V ゲニマニウムJl土樽休検出椚による核椰分析測定鋼禿結果  

搾  換  昭和63年度   

採昭   椒  休  の醐  その他の検出され   

試 料 名  場所  年  歎  単 位  

月  最低値 最高佃  

大丸抒招じん   佐賀市  】．4 2∵3   Ⅳ．D  N．D  N．D  N．D   なし   mnq／mユ   

挿F物  佐賀市  1・」 2．3  ．12    N．P  N．D  MBq／b2   

上水 蛇口水   佐賀市  】．7 1．1Z   N．D   mBq／£   

N．D  Bq／kg乾土  
二t二0－5（¶  

110 N．D  〝   【Bq／h2  

3．5  4．9  〝   Bq／kg乾土  
璃5－20r珊  

570  730  MBq／b2   

椚米  佐賀市  1．11  N．D  N．D  〝   Bq／kg精米   

野  佐賀市  1．11  N．D  N．D  

Bq／kg生  

菜  0．059  0．12  

Bq／色  

Bq／人・日  

巴  

ポラ   佐才■買耶  1．g  0．12  0．11  JJ  Bq／kg生   

（注）N．Ⅰ〕・・・焼山されず。 一・・ ・測定せず。  

Ⅵ ウラン分析捕果  

分析対象訓料なし  
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Ⅶ 空洞放射線最中糾薙結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメーター  

糾  建  坪  月  

最 低 仰   最 高 仰   叩 均 侶   （nGy／h）   

叩成 元年   4 月   12．3   17．1   13．7   67   

5 月   1 2．5   22．9   14．0   66   

6 月   12．3   20．3   14．0   64   

7 月   12．4   19．7   13．7   73   

8 月   12．3   17．0   13．5   67   

9月  11一．8  23．5   13．9   66  

10月  11．7  19．1   13．3   64   

11月   12．6   18．4   13．8   64   

12 月   】2．5  20．8   13．8   68  

叩成 2咋  1 月  12．5  18．8   14．0   70  

2 月   12．0   22．2   13．4   71   

3 月   11．7   22．0   13．4   66   

咋  ドロ  憤   11．7   23．5   13．7   64   ～   73   

附咋腔までの過去3年間の†直  11．3   29．】   13．8   60   ～   77   
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（89）長崎県における放射能調査  
長崎県衛生公害研究所  

に位敏明 佐藤性由利 伊緑尾博夫  

1 緒 言  

前回に引き続き平成元年度に実施した放射自巨調査について柑告すろ。  

2  調査の概要   

（1）調査対象  

降水、浮遊靡、陸水、土壌、良品、空間線量等1．8 5件  

（2）測定方は  

試料の前処理並び■：こ測定方はほ、科学ほ術庁縞「放射能測定法  

（19 7 6年改訂）」に従った。  

（3）測定装置  

全β放射能測定－ アロカ製Gト・l自動測定装置．JD C －1（；：－  

牛乳中の／〝l測定－ N▲し＼Ⅰ（1社製波高分析装置  

空間線量率測定－アロカ製T S（ニー121C型∴チトショこ巨へイメータ  

（4）調査結果  

1．定時降水及び時下物の全β放射能測定値ほ通常の値てある．，   

2．浮遊摩の全β放射能の年平均憤ほ5 ■1．9日R り／m－て異常値こま認  

められない。   

3．上水、良品、土壌等の全β放射能測定値は例年並の値てあろ。   

4．空間緑皇帝の年平均値ミよ5（〕．1【l（］1‘／llて異常値は認め－うれな  

い。  
々／   

5．牛乳（原乳）中の Ⅰほ全て検LLiされなかった。  

3  結 語  

定時降水、陀下拘、浮遊摩及び陸水・食品・土鳩仰の全／り女射能i農度   

放ソ空間綿里謡こ【t例年脆い値て、牛乳（頂乱）中（つ／〝l；硬度こよ全て倹  

出限界値以下であ った。  
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l 全ベータ放射能調査崩果  

放射能凛度（含l（）   前年度まて過去3咋問の憤  
拭目名  軒位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊しん   長崎市滑石1・9・5   23  10．2  122   3．6  3〔与2   mBり／J   

衡公研尾上   

降 下 物  〝   〝   12   ND   0，4   N【）   207   M餌∧J   

随  2   ND  0．18  恥／月   
水   断公研   元．1：Z  
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ロ 人聖水盟によろ月間膵下物試料及び定時膵水試料中の仝β放射能調査結果  

年月  柁水量   
ヽ   （ML叫／L一正）   

（mm）  測定歎  是l酎虚  最高値   

「ニ    陀水の定鴫採水（定 時 膵 水）     大型水盟による膵下物    L空射鰻濃度（B（・／β）    月間柁F里   月 間 降 下 慶           （鳴り／山）    平成元 年 ⊥1月  36  7  ND  ND  Nr）  ND   

5月  236  10  ND  0．5  4．こl   ND   

6月  212  】0  ND  ND   ND   ND   

7月  536   7  ND  NI〕   ND   ND   

8月   19   1  ND  ND   ND   ND   

9月  432  10  ND  1．4  88，8   ND   

1（）月   16   4  ND  ND   ND   ND   

11月   93   G  ND  N【）   Ir;D ND   

12月   21   3  ND  0．5  8．5   ND   

平成 2fF l月   74  10  ND  2．1  10．0   ND   

2月  182    ND  ND   ND   0．1   

前年度までの過去3年間の値   32：2  ND  35．5  1D～125．7  ND－ 92  3月  159  G  ND  ND  ND  ND  年  間  値  2016  68  ND  2，l  冊・－88．8  ND・－ 0．1  
心／ Ⅲ 牛乳中の I分析結果  

l音 取 場 所  諌早市        謙早市    前咋淀まての過去3年間の憤   

放射能凛度（8q／月〉  Nr）   ND   ND   ND   ND   ほ 取 昨 月 日  l．G．19  1．7．1り      2．1．2：≧  2．3．13  ‾首肯盲‾1最高値              ND  ND   
ND：計数値が計蒼女誤差の3情を下回るもの  
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Ⅲ 大型水盟による月間降下物試料及び定時柁水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採水（定 時 降 水）     大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  
（M餌／Lパ〉   （卜IBl】／晶）  

〈mm）  

平成元 年 4月   36   7  ND  ND   Nr）   ND   

5月   236  10  ND  0．5  4．4   ND   

6月  212  10  ND  ND   ND   ND   

7月  536   7  ND  ND   ND   N・D   

8月   19   4  ND  ND   NI）   ND   

9月  432  10  ND  1．（1  88．8   ND   

10月   16   4  ND  N上）   ND   ND   

11月   93   6  ND  ND   ND   ND   

12月   2】   3  ND  0．5  8．5   ND   

平成 2年1月   74  10  ND  2．l  1（1．0   ND   

2月  182    ND  ND   NI）   0．1   

3月  159   6  ND  ND   ND   ND   

年  間  値  2016  88  ND  2．1  ND・～88．8  ND－ 0．4   

前年度まての過去3年間の値   322  ND  35．5  Ⅶ～125．7  ND～ 9：≧   

Ⅲ 牛乳中のⅠ分析結果  

採 取 場 所  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  前年度までの過去3年間の値   

才采 取 年 月 日  l．6．19  1．7．19  1．9．6  l．11．9  2．1．2：≧  2．3．13  最 低値  最高値   

放射能凛度くBq／月）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

ND：計数値が計働栗差の3倍を下回るもの  
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Ⅳ 空間放射線皇率測定結果  

サ ー ベ イ メ ー タ  
測  定  年  月 

（nGy／h〉   

平成 元   年 4  月   51．6   

5 月  4 8．4   

6  月   

7  月   

8  月   47・9l      5 0． 0      5 0．3   
9  月   4 9．8   

10  月  I 52．8   

11 月  】48・3   

12  月   5 5．0   

平 成 2 年 1 月   5 0．6   

2  月   4 8．9   

3  月   51・5 l   

年  間  値  47．9 一－55．0   

前年度まての過去3年間の値  い7・5－65・l   
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（90）月巨 木 嫉もiこ お さナ ■召5 放 射 骨巨 鯛 尭  

熊木県衛生公賓研死所   

上野一寿  楯岡 穣  
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放射線尭串測定結果では降雨日に高く  

ション式サーベイメータによる空間放  

常価は組められなかった。  
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葱結果は、環境試料申の放射稚及び垂  
内にあり、特に異常借は拝められなか  
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1 全ベータ放射能鯛恵贈果  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体歎   
放射能濃度 （含K）   前年度まで過去3年間の億  

最低値   最高僧   最低値   
単 位  

大気浮遊じん  鵬q／下l   

降下物  輝8q／kmヱ  

上水 源 水  

蛇口水  Bq／色  

淡 水  

0－ 5cm  
Bq／g範士  

18q／kェ王  

5－20c打l  

Bq／g乾土  

H8q／k甘■  

米  8q／g糟米   

野  

菜   
Bq／g生  

茶  Bq／g生   

牛乳  8q／色   

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  8q／人・日   

海水  nBq／色   

海底上  Bq／‘乾土   

海  虎  

生  物  8q／g生  

打 大型水盤による月間降下物試料及び走時降水眉料申の全β放射能測査結束  

棒 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による挿下物  
採 淑  

押水景  放射能濃度（Bq／色）  月間降下量  
年 月  （MBq／km2）   （M8q／kn王）  

（mn）  

平成元年  4月  

5月  

8月  

7月  

8月  

9月  

10月  30．2   N．D   N．D   M．D  

11月  88．1   5   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

12月  28．6   N．D  1．9   10  
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平成2年 1月  88．1   M．D   N．D   N．D  

2月  139．2  12   M．D   N．D   N．D  

3月  138．4   5   N．D   N．D   N．D  

年   間   偲  508．6  39   N．D   1．9  N．D～10  

前年度までの過去3年間の個  

（注）紳査附始：平成元年10月  
N．D  ：検出されず（封建傾が計数娯差の3倍未満）   

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  98sr  1＝cs．  
試  料 名  検体敷  

年 月  
単  位  

最低債  最高偶  過去の価  最低偶  最高値  過去の値   

押下物  MBq／k椚Z   

内水（上水）  n8q／色   

8q／kg乾土  
土  

MBq／k和之  

Bq／kg乾土  
書   

M8q／km2   

穀類（帯米）  Bq／k£精米   

野菜類  8q／kg生   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  Bq／且   

淡水席生物  Bq／kだ生   

日常食  Bq／人・日   

海水  nBq／色   

海  

趣  
8q／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の価。  

Ⅳ 牛乳申の1書1Ⅰ分析結果  

採  取 場 所  前年度まで過去3年間の偵   

採 取 年 月 日  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／且）  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出照による核種分析測定鍋蓋結束  

田  1aTcs  その他の検出された  
試 料 名   採取場所   年  人工放射性核種   単 位  

月   
数                   最低値  最高値  最低値  最高個  

熊本市  1年10月   
mBq／が   

降下物  ～2年3月   
MBq／kmZ   

上水 源 水  陸  

蛇口水  熊本市  1年12月  ロ  N．D  
水  

mBq／色  

淡 水  

96  Bq／kg乾土  
0 － 5cm  酉原村  1年11月  口  

土  2300  MBq／km之  

8q／kg乾．七  
明                                          5 －20cm  丙原村  1年11月  ロ    20  

1390  1Bq／k相星   

椚米  含意町  1年10月  N．D  Bq／kg滞米   

野  合志町  1年10月  N．D  
Bq／kg生  

菜   N．D  

茶  御町 上  1年5月   1．28  1．37  8q／kg乾物   

牛乳  含意町  2年2月   N．D  8q／色   

淡水腐生物  Bq／kg生   

日常食  熊木市  1年12月  0．103  Bq／人・日   

汀Bq／色   

8q／kg乾土   

8q／k長生  

海水                     海底土                     淘 頼 生 物  

Ⅵ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の憫  畢位   

河 川 水  
〝g／且   

海   水  

土   窮  

河 底 土  内耳／kg帝乞土  

渦 底 土  

海燕生物  mg／kg生  
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Ⅶ 空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  
測定年月  

最低値  最高値  平均繊   （nGy／h）   

平成元年4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月   11．8   18．4   12．8   38   

11月   11．7   18．3   12．7   43   

12月   11．8   17．0   13．0   40   

平成2．年1月   11．7   18．1   12．8   

2月   11．7   18．8   1Z．9   

3月   11．7   15．8   12．7   43   

年  間  億  11．7   18．6   12．8   38～ 43   

前年度までの過去3年間の償  

（注）紳査開始：平成元年10月  
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（91）大分鼎♭こヨゴけ‾る放月寸肯巨吾周森  

大分県公害純生センター  

恵良 雅彰  足立 和治  

森崎 澄江  有川 等   

本県では昭和62年12月1日から科学技術庁の委託を受け、環墳放射能測定調査を実  

施している。機器整備の都合上、62年度は一部の項目のみの測定であったが、昭和63  

年4月から全網森対象の測定を開始した。前年度に引き続き平成元年度に実施した調  

査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1） 調査対象  

降水、降下物、陸水（上水蛇口水）、大気浮遊じん、日常食、牛乳（原乳）、  

土鳩、米（精米）、野菜（はうれんそう、大根）、空間繰発率  

（2） 珊定方法  

科学技術庁絹 F仝β放射能測定法』、Fゲルマニウム半導体検出器を用いた測定   

法』、r環境拭料採取法」及び放射能調査委託実施計画者に基づいて測定した。  

（3） 測定装置  

仝β放射能  Alok∂ 製  GM自動測定装置  JD C－163  

T線核稗分析 CANBERRA製 M C＾  シリーズ35PIJU S  

空間緑黄率  Aloka 製  Nal（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

T C S－131  

空間緑黄率  Aloka 製  モニタリングポスト MAR－11  

（4） 調査結果  

表1に定時降水中の仝β放射能測定結果、表2にゲルマニウム半導体検出音詩によ  

り測定した牛乳中の1311の測定結果、表3にゲルマニウム半導体検出器による核稚  

分析測定結果及び表4に空間緑皐率測定結果を示した。  

3 結 語  

平成元年度の大分県における放射能測定調査の結果は、空間γ線及び環境試料の放  

射能ともに通常のレベルであった。  

ー265－   



表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

放射能濃度（Bq／g）  
採取年月   降水景  月間降下昇  

（■小       （MBq／kd）    測定欺  最低値  販高値   

平成元年4月  108，8   N．D   l．3   69．2   

5月  360．7   12   N．D   l．6   88．7   

6月  181．5   12   N．D   3．7   52．5   

7月  197．4  10  N．D  N．D   N．D   

211．0  10  N．D  0．8   59．2   

9月  251．5   10   N．D   0．6   37．5   

10月  49．8   2   N．D   1．7   84．6   

11月  73．2   N．D   N．D   N．D   

12月   0．0   0  

平成2年1月  63．4   9   N．D   3．3   61．1   

2月  87．9   12   N．D   1．2   18．2   

3月  80．0   5   N．D   0．9   12．7   

年 間 博  1662．7   93   H．D   3．7  N．D′－88．7   

前年度王モ過去3年間の借◆  100   N．D   5．9  N．D～241   

（注）軋D：検出されず（測定値が紆敷誤差の3伯東満）     ●  
昭和63年3月測定開始  

褒2 牛乳中のl‖I分析結果  

（は）H．D；検出されす（測定値が計数誤差の3伯東満）  
■ 昭和63年4月珊定開始  

ー266－   



表3 ゲルマニウム半導体検出器による抜穂分析測定調査椿果  

採取  前年度まで   

試 料 名   採取場所  検体敷   ′”cs  過去3年間の値■   その他の検出された  

年月  人工放射性核種   単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎月  4  N．D  N．D  亜q／d   

降 下 物  大分市  毎月  12  N．D   N．D   0．19  ㈹凋   

陸水（蛇口水）   大分市  1．も 1．12   2  N．D  N．D  ■Bq／‘   

110   110   110   110  恥／短乾土  

土  
1400   1400   1謀X）   1500  HBqノ／kd  

18   18   21   21  恥／tg乾土  

壌   
810   640   970   970  惟凋   

精 米  宇佐市  1．10   N．D  N．D  恥／kg柑米   

野  宇佐市  1．11   H．D  H．D  
恥／他生  

菜   札D  軋D  

牛 乳  久住町  t．， 2．3  2  N．D   0．24   N．D   0．15  Bq／‘   

日 常 食  大分市  l．l ；．l   2  0．岱0  0．11   0．肪3  0，093  的／人・日  

（注）N．D：検出されす（測定価が軒数誤差の3伯東清）  
● 昭和63年4月測定開始  

表4 空間放射線量牢測定結果  

モニタリングポスト（cps）大分市    サーベイメータ  

測 定 年 月  （咄小）  
佐賀関町   最低値  最高値  平均値   

平成元年4月   12   19   14   71   

5月   12   21   69   

6月   13   ：詑   14   便；   

7月   75   

8月   12   ：あ   14   

9月   13   19   14   〔B   

iO月   13   ：犯   14   〈訂   

11月   13   21   14   t泊   

12月   13   16   70   

平成2年1月   12   14   朗   

2月   13   19   14   鴎   

3月   13   18   14   閲   

年  間  値   25   14  66～75   

前年度吏で過去3年間の値●   12   ZT   14  66～85   

●モニタリングポスト 昭恥年4月測定開始   
サーベイメータ   昭和田年1月測定開始  
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（92）宰r 畔街路iこ 凍三‡サ る放身寸育転封村三i壁  

宮崎県柿生環境研死所  

野崎 祐司 てI1日 顔久  

前［Tl 武  

1緒 宮  

前年度に引続き、宮崎県で実施した叩成元咋腔の環琉放射能水準調禿  

について、その調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、  
額、精米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、牛乳、  
射線尭率  

土
放
 
 

付
目
 
 

空
 
 

水
び
 
 

口
及
 
 

蛇
食
 
 

（
 
 

水
臼
 
 

陸
 
 

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画蕃（平  
成元種皮）」に基づいて行なった。   

（3）測定装置   

全ベータ放射能   ：GM式β線測定装置（アロカJDC－1（i3）   
ガンマ線放出核稽分析：G e半噂休核種分析装荷（SE川O EG＆G MODEI．  

7800）   

空間放射線盈率  ：モニタリンク■－ホ●スト（アロカ 村人R－11）及びシンルーシヨン式  

サーへ“イトタ（アロカTCS－151）   

（4）調禿結果   

定時降水試料申の全β放射弛調査結果を表1に、ゲルマニウムさl仁き常体  

検出＝指による核種分析結果を表】Ⅰに示した。降下軌 士風 野菜（大根  
及びホウレン草）、茶、牛乳、日常食から計数娯差の3倍以上のl？7c s  
を検出したが、いずれも前年度の裾査締果と同程度であり、土塀及び茶  
に関しても他県の調允紺兄と同種皮のレベルであった。   

モニタリンダポスト及びサーベイメータによる竺上川り放射線恩坤の調査  
結果を表Ⅲに示した。モニタリングポストによる空閥放射線塁率が年度  
間平均傾13・6cps、 サーベイメータが仲間侶 36～46nGy／hrであり、  
いずれも前年度の調査柿兼と同程度のレベルであった。  

3 結 語  
宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降‾F物、その他各種試料、並  

びに空間放射線量率の調査結果は、いずれも前年度と同程度のレベルで  

あり異常値は舐められなかった。  
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1大型水盟によるノ描8膵ド物試料及び定時膵水試料申の全β放射能調査梢粟  

（N．D：較川されす）  ー
ノ
 
 

7
 
 
 

′
7
 
 

）
 
 
l
 
 

ハ
O
 
 

n
H
 
 

始
 
問
 
 

閤
 
 

1Iゲルマニウム上l増作牧山苫詩による核種分析測定調査結果  

．開館問鮒：昭和（；こ川ミ7月  

nt 空間放射線最率測定結果  

（N．D：映．■llきれす）   

閉館闘鮪：昭和6こ＝lエ7月  
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（93）鹿児島県らこお乙ナる放舅寸宙ヒ鋼査  

鹿児島県環境センター  

宕元宏弘 四反田昭二，藤崎学，福田大三郎  

1緒 言  

平成元年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準鋼査結果に  

ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のはかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  

視網査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  

放射線調査結果報告書（平成元年度 年手酌」で卿こ報告している。  

2 調査の概要  

（1）詞査対象  

降水く定時降水）の全ベータ放射鼠 降下軌 陸永（蛇口水），土鼠 精粗  

野菜（大嵐 ホウレン草）．茶，牛乳 日常食，満水魚の接種分析及び空間放射  

線圭率  

（2）測定方法  

拭料の採取，前処理，鋼整及び測定は，科学技術庁編の各種放射能測定法シリ  

ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成元年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

イ 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  

波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線喜率鋼査  

1¢ 1L Nal（TA）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  

1¢ 1L NaI（TA）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・  

TCS－121C  

（4）甜査結果  

大型水盤による月間降下物試料及び定時降水拭料中の全ベータ放射能甜査結果  

を義一Ⅰに示す。また，空間放射線呈率甜査結果を真一Ⅲに示す。いずれも，こ  

れまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は組められなかった。  

核種分析調査結果を真一Ⅱに示す。接種分析調査については，昭和63年虔から  

実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果及び  

，環境放射能水準調査結果と比較して掛こ異常は踏められなかった。  

3 結 語  

平成元年度の調査結果は，空間放射線量，環境試料の放射能とも，これまでの  

調査結果と比較して同程度のレベルであり．異常は組められなかった。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降7k試料中の全β放射能調査結果  

降 7k の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水息  放射能濃度（日q／1）  月間降下是  
年月  側8q／kmZ）   ⅧBq／血り  

（皿）  

乎嵐元年 4月  友7、ぐ   ル／D  占．P7  ／／．／  

5月  Jお、♂  ／ク  〝∂   ／レβ   〟∂  

6月  よね∫   ／j   ノレ∩   ．〕ノ∫  ／j．j  

7月  39デ∫  ／♂  〝∂   〝∂   ／〆∂  

8月  ／♂デ、ク   ∂   〟〃   〝∂   乃  

9月  如才  ／ク  ／rβ   ノレβ   〟′β  

10月  ／J．ク   夕  ノゾ〃   ノゾ∂   ノγ乃  

11月  jよよ   田  〟′∩   パ／〃   ル′乃  

12月  ／よク   J  ノγ乃   エバ   〟．∠  

年1月  ／出、0   ノコ  〝∂   〝か   ／／∂  

2月  J／ダ   ／ヱ  ル′か   メ．メク   ／J‥？  

3月  ／お、ク   7  〟Ⅵ   ∫／／  プ♂．〃  

年  間  値  ユ／揖、  ／クヱ   ∧／β   ∠．P7  〟∂～jク♂  

前年度圭での過去3年間の直   j／占  ／「∂  ／2．3  〝∂～／♂♂   〟D   

（辻）－／寸劇見（てl－かこと皇斉、す  

Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核ほ分析測定調査結果  

採  
取  I】Tcs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  
月■   
数                     最低値  最高値  最低個  最高値   

大気浮遊じん  DBq／Ⅲ】   

降下物  如節  ，．ゲ ～2．3  ／2  〝∂  〟∂   〟  ノゾ乃   ／γD   
h18q／km2   

上7k 原 水  
陸  

え．占  mBq／‘  

水                         蛇口7k  鯛錘．．   ／2  2    ノγβ  〟D  ‥．〟β‥‥  ‖‥．〟妻．．－．．  
淡 水  

土  2．j  ブ2．J   ル′β   
0－ 5cm  腐碗町  え．曾  ／        古    8q／kg幸乞土       女J7  〟〆7        h柑q／km7  

壌  

5－20cm  餌場町  え．g  ／   
四  ∂‘  β  〟β  〟β  8q／kg幸三土  

クP／  7P／    ∂   ル℃   
lt8q／k血：   

精米  鹿盟鯛  え．JJ  円  ル′β  ／′∂  ♂／♂  ♂ノク与  ル′   Bq／kg精米   

野  

粟   ／γ∂   

知鼠町  左．．£  円  ／．ク／  ノ．♂  、．～  ノ、アJ   ／VD   
Bq／短乾物  

茶  

免哀町  え占  口  ♂7ゲ  ♂．7¢  ／、♂∫  ／♂∫   ／VD   
Bq／kg乾物   
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牛乳  生皇妃  押；紘町  え・言 つ．甘  享  〝D  ル′D  ノ∨〃  戊♂．iヱ   〝∂   
8qノ（  

消費肱  勉締  左官 2．ヱ  ヱ  ∧′わ   ル′β   〟b  〟∂   〟’β   8q／‘   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  大ウ僑  与・占 才▲．／／  2  ♂．♂g／  ♂．ク77  ♂〝tjg  ♂ク占7  〟∂   8q／人・日   

海水  加叱好局  え．7  q  ル′∂  〝β  人／か  〟∂   〝β   皿8q／ゼ   

海底土  加蜘青  え．7  円  〝〃   ル／′β  〟∂  〟∩   ／γ∂   B〟kg乾土   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物   

（注）－ ／才潮見lて∫一々いこじを未了．  

Ⅲ 空間放射諌量率測定結果  

洲  定  年  月   
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37cs 椚度は前年度と同レベルの推移である。  
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射能椚度は前年度と同レベルの推移であった。  
137Cs 濃度も昭和62年度をピークに減少する傾  
度まで検出きれたチェルノブイリ原子力発電所事故  
今年度の試料では棉汁1限界以下であった。  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

試 料 名   ‡采取場所  採取年月  検体数        単 位  

恩情惜  F∃て旨■  最低値   最高値   

陀 F 物  与那城村  】ll．4～lt2．3  12   N．D   32．4  N．D   170   MBq／kM？   

陣  

水   2  51．8   61．0  N．D   mRq／t  

931   958   963  帥／抽柁土  
土  0－ 5cln  那 覇 市  HI．7．5  

56】08  597】8  MBq／km2  

901  9】7   的／幅陀土  
鳩  0－20cM  那 郡 市  ＝1．7．5  

】98ほ0  2【）0540  Ml‡q／km2  

米   与那城■村  28．6  17．5  25．9  的／kg精米  

大 根   与那城村  R9．2  9：‡．8   】30   

Rq／k生  
ホウレン市  与那城村  220  】38   250   

∠ト 乳  与那城村  11l．6一日l．12  2   46．0   46．7   41．1   46．4  Bq／‡   

日 常 食  那 覇 市  H2．2．4  q（；．9   56．5   66．0  R【】／人・日   

涌 水  県内5地点  Hl．7一‖2．l  m   21．5   65．8   42．2   80．4  m8q／l   

海 床 土  県内5地点  ＝1．7一日2．1  ‖   90   82】   3l．7   915  βq／kg陀二l二  

タカサゴ  与那城村  Hl．11．17  】3q   12日   Ⅰ38   

8q／kg年二  

Ⅲ 定時陀水試料中の全β放身細巨調蒸結果  

降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  
‡采取  

降水環  月間陀F照  
年月  

（m）  

平成元年 4月  68．5  円   N．D   H．D   N．D   

5月  310．0  IO   N．D   H．D   N．D   

6月  122．0   7   N．D   N．D   N．D   

7月  112．5   9   N．D   H．D   N．n   

8月  263．5  13   N．1）   H．D   N．D   

9月  17l．0  13   N．D   N．n   H．D   

10fi  13．5   

11月  118．5   9   

12月  93．0   6   

平成2年1月  85．0  m   

2月  182．5  13   

3月  60．5   6   

年  間  憫  1600．5  112   

3】2   ロ  H．1）  H．D  N．D        N．D  H．D  N．n        N．n  H．n  N．D        H．D  H．D  N．D        H．0  N．D  H．n        N．n  H．n  N．U            N．D  N．D  H．D一－N．D       H．n  14．3  H．D一－143   
－274一   



汀I叶乳のt311分析結果  

所   

前年度まで過去3句三関の憤  採 取 場  

採 取 4F 月 日   

放射能況度（餉／り  

Ⅳ ゲルマニウム半導体検出儒による核挿分析測定調査結果   

検  

Ⅰ采取  前年度まで  
試 料 名   採取場所  休  過去3年の憤  単 位   

年月  人工放与川三核挿  
数       罷附甫最高肺  

降 下 物  与・那城村  11】．4 ～ ‖2．3  12  N．D  N．1）  N．n  0．222  MRq／kM2  

l∴水源水  
尭  

蛇口水   那覇市  I†1．7，‖2．2  2  H．D  H．n  N．n  N．1）  M8qハ   

音炎 水  

6．2l  5．19  Rq／kg柁土  
土  0－5cl【   那覇市  

303   MRq／k†［2   

3．93  Rq／kg柁土  
鳩  那覇市   

759   MRq／kM2   

柿 米  与那城村  l†1．11．10  0．025  0．017  0．037  Rq／幅桁米   

与那城村  lIl．12．8  H．1）  H．n  H．D  

Bq／kg生   

菜lホウレン草   与那城村  朋．12．8  l  H．D  N．D  l．鳩  野 大 根  
隼 乳  

i炎水存生物  Rq／l                     Bq／只生   

日 常 食  那茹市  Ill．6一－112．2  2  0．044  0．070  0．035  0．734  8q／人・日   

涌 水  椚Rq／l   

締 成 土  勒／kg柁土   

洞  

68co（H．D～0．064）  

Rq／転生  

ヰ．  6βco（0．219）  与那城村  Hl．6～Ill」2  2  N．n  N．n  N．P  0．056                                                      県内5カ所  Ill．7一－1は．3  皿 m  2．96  4．45  2．22  5．55           県内5カ所  l†1．7～112．3   N．n  3．98  N，n  4．92       庫  物  タカサゴ  与那城村  lll．11．17  口 2    0．224  0．1F；R  0．228       シ1・コ月  宮古島     N．n  H．n 「．い         シャコ只  石垣島  ‖1．3．23  口  
－275－   



Ⅴ 空間放射線漬率測定結果  

サーベイメータ  
測  定  年  月  

（n恥／h）   

平成 元 年 4月   8．9   13．5   9．6   32．3   

5月   7．5   16．0   日．8   2P．7   

6月   7．5   14．2   8．7   27．9   

7月   6．7   13．0   8．5   28．8   

6．7   13．8   8．0   27．1   8月  

9月   6．7   10．6   8．5  25．3  

10月   7．1   11．0   8．1  27．9  

11月   5．9   13．4   8．7   32．3   

12月   9．4   17．2   12．4   27．9   

平成 2 年 1月   6．3   】2．6   7．8   32．3   

2月   6．7   12．2   R．0   27．9   

3月   6．3   12．2   7．8   2R．8   

年  間  値   5．9   I7．2   8．7  25．3一－ 32．3   

前印度までの過去3年間の慣  7．3   19．1  

－276－   
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日本の環境放射能調査の変遷と環境放射能水準の推移  

日本分析センター  

中村 勇   

1．環境放射能調査体制   

大気圏内での核爆発実験によるフォールアウトの状況を把握し、国民の安全を確保す  

る必要があるとの原子力委員会の意向に基づき、我が国における環境放射能調査体制の  

整備が開始されたのは19う7年である。これには科学技術庁、厚生省、農林省、気象庁、  

海上保安庁、防衛庁、一部の地方自治体等の関係機関が参画した。さらに、1961年には  

閣議決定により放射能調査休制の拡充強化が図られ、その後、改定を経て現在は表1に  

示すような調査休制が確立されている。   

初年度にこの放射能測定調査に参加した地方自治体は北海道他6都府県であったが、  

1961年には22、1977年には32となり、チェルノブイル原子力発電所事故を契機として  

1990年に昭都道府県の全国調査休制が整った。   

一方、原子力平和利用が推進され、原子力発電所等が各地に設置されるとともに、そ  

の安全運転を確認するため施設周辺の環境放射線監視が立地県により行われてきた。  

197u年には、いわゆる電源三法に基づく交付金制度により国がこの監視休制を支援する   

こととなり、現在では川道府県が原子力施設周辺の環境放射線監視を実施している0  

2．環境放射能分析・測定技術   

当初の放射能測定方法はGM計数管による全ベータ放射能測定が主流であり、19う7年  

に「放射能測定法」が刊行された。その後、1960年に「放射性ストロンチウム分析法  

」、1963年に「放射性セシウム分析法」が制定され、放射化学分析によるベータ線放射  

体の核種分析法が確立された。この頃からNaI（Tl）シンチレーション検出器を用いたγ  

線スペクトロメトリが普及し始めてきた。また1970年頃からゲルマニウム半導体検出器  

を利用することで、高精度・多核種の放射性核種分析が迅速にできるようになった0  

1986年のチェルノブイル事故後、環境放射能調査手法はゲルマニウム半導体検出器によ   

るγ線スペクトロメトリが主流となる方向に展開している。これらの放射能測定のため  

のマニュアルは、放射性ヨウ素等の放射性核種の分析法、ゲルマニウム半導体検出器を  

用いた機器分析法、環境試料採取法、環境†繰測定法等合わせて20稚が「放射能測定法   

シリーズ」として科学技術庁から発行されている。  

－1－   



3．環境放射能情報の収集管理   

長期にわたり途絶えることなく行われてきた環境放射能調査の膨大な情報を一元的に   

管理し、有効に利用するため、科学技術庁は日本分析センターに委託して1977年から環  

境放射線データ収集管理事業を開始した。これまでに日本分析センターは放射能測定調  

査結果、原子力発電施設等周辺監視結果及び気象庁、海上保安庁、水産庁等の研究機関   

で実施された放射能調査結果の当初からの報告書を収集し、約80万件のデータを環境放  

射線データベースに収録してきた。このデータベースを利用して手斗学技術庁を始め、都  

道府県の衛生研究所等に環境放射能データを種々の形で提供している。   

4．環境放射能7k準の推移   

米・ソ・英・仏・中国の大気圏内の核爆発実験は1錮5～1980年に斗23回行われ、放出   

された総量はおおよそ、90srが0．6×1018日q、13Tcsが1×1018Bqと推計されている。  

1963年8月に米・英・ソの大気圏内の核爆発実験が中止され、197岬にはすでに大きな  

核実験は行われなくなっていたが、197嘩以降でフォールアウト量に影響するような出  

来事として197叫、1976、1977、1978、1980年の中国の核爆発実験と1986年のチェルノブ   

イル事故があった。   

これらの事象を背景にして、197嘩度以降の放射能測定調査における…sr、13Tcsに   

ついて報告する。   

フォールアウトの影響を直接示す試料である降下物や浮遊じんでは137csが最も変動  

の大きい推移を示し、特にチェルノブイル事故の影響が新著に現れている。（図1）   

土壌試料の9nsr及び137c5の蓄積量の経年変化は上層（0うem）、下層（うー20cm）ともに   

ほとんどなく、他の環境試料とかなり異なる傾向を持っている。   

精米、葉菜及び根菜類では、9りSrについては精米が葉菜，根菜に比べて1／10以下のレ   

ベルであるが、…sr、137cs共にはぼ同様の減衰傾向を持っている。   

茶は降下物や浮遊じんとイ以た′ヾターンを示し、フォールアウトの影響を受けやすい試   

料と思われる。   

牛乳では、…srのほぼ一定の減衰傾向を示しているが、l：‖csはチェルノブイル耶故  

等の影響を明白に受けながらも、その後はほぼ従来の減衰傾向に従っているように見受  

けられる。   

日常食もほぼ牛乳に類似したパターンの推移を示している。（図2）  

－2－   



海水、海底土、海産生物はともにゆるやかな減衰傾向を示しているが、フォールアウ   

トの影響としては海水中の137csに197u、1980年の核爆発実験及び1986年のチェルノブ  

イル事故の影響が見られる。   

5．結語  

国民の健康と安全のため環境保全が叫ばれている今日、環境放射能水準が低下傾向に  

あるとは言え、環境モニタリングを怠ることなく、常に過去の状況を確認しつつ、現状   

を把握して不測の事態に備えておく必要がある。環境放射能を分析・測定することが一   

つの大きな輪であるとすれば、その情報をデータベースに収録して相互に比較検討し、   

解析することにより環境放射能の安全性を確認する情報管理事業はもう一つの輪に当た   

る。この両輪が機能して始めて、全国民の環境放射能に対する安全な日常生活が保証さ   

れることから、両者の意義は真に大きなものと言える。  

この意義を踏まえて、科学技術庁の委託のもとに日本分析センターは環境放射能情報   

の収集管理事業を的確に遂行すべく努力しているところであり、関係語機関の方々のご   

協力を仰ぐ次第である。  

表1．放射能調査休制  

調査対象    全β放射能測定   放 射 性 核 種 分 析   

高  防衛庁技術研究本部   防衛庁技術研究本部  
自  ケヒ エ  気象庁高層気象台   防衛大学校  
ワセ エ  
地  気象庁   放射線医学総合研究所  

然  表  県等衛生研究所   県等衛生研究所、日本分析センター  

放射線医学総合研究所  
環  県等衛生研究所  農業環境技術研究所  

県等衛生研究所、日本分析センター  

墳  気象庁、気象研究所   放射線医学総合研究所  
海  水産庁、海上保安庁   7水産庁、海上保安庁  

県等衛生研究所   県等衛生研究所、日本分析センター   

食  放射線医学総合研究所  
生  県等衛生研究所  農業環境技術研究所、畜産試験所   
【コ UrJ             活  家畜繰i生試験所   

環  県等価生研究所、日本分析センター  
境  
人 体  放射線医学総合研究所   

空間γ線  放射線医学総合研究所、気象庁、県等衛生研究所   

（原子力安全局原子力安全課防災環境対策室調べ）  
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図4．1大気浮遊じん中の90srの散布図と四半期平均値  

図4．2 大気浮遊じん中のIJTcsの散布図と四半期平均値  
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図5．1降下物中の90S rの散布図  
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図5．2 降下物中の137csの散布図  
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図6．1蛇口水中の90s rの散布図と年平均値  

‾図6．2 蛇口水中の137csの散布図と年平均値  
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図7，1淡水中の川SI■の散布図と年平均値  

図7．2 淡7lく中の ＝Tcsの散布図と年平均値  
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図8．1淡水魚中の90srの散布図と年平均値  

図8．2 淡7k魚中の137 csの散布図と年平均値  
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図9．1土壌中（0－5cm）のgOs r（Bq／kg乾土）の散布図と年平均値  

TemporalVarlatlonofCs－137inSoi暮（0－5cm）  
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図9．2 土壌中（0－5cm）の13Tcs（8q／kg乾土）の散布図と年平均値  
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図9．3 土壌中（0－5cm）の90sr（MBq／kni）の散布図と年平均値  

図9．4 土壌中（0－5cm）のL37Cs（MBq／kポ）の散布図と年平均値  
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図10．1土壌中（5－20cm）の90s r（Bq／kg乾土）の散布図と年平均値  

図10．2 土壌中（5－20cm）の137cs（Bqルg乾土）の散布図と年平均値  
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図10．3 土壌中（5－20cm）の9uS r（MBq／khi）の散布図と年平均値  

図10．4 土壌中（5－2OcmI）の137cs（MBq／kni）の散布図と年平均値  
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図11．1精米中の98srの散布図と年度平均値  

図11．2 精米中の137Csの散布図と年度平均値  
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図12．1葉菜類中のPqsrの散布図と年度平均値  

図12．2 葉菜類中の137c sの散布図と年度平均値  
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㌧図13．1根菜類中の80s rの散布図と年度平均値  

図13．2 根菜類中の137csの散布図と年度平均値  
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図14．1茶中の00s rの散布図と年度平均値  

図14．2 茶中の1＝csの散布図と年度平均値  
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図15．1牛乳中のgOs rの散布図と年平均値  

図15．2 牛乳中の137c sの散布図と年平均値  
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図16．1日常食中の＝s rの散布図と年平均値  

図16・2 日常食中の137csの散布図と年平均値  
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図17・1海水中の80srの散布図と年平均値  

図17．2 海水中の■37csの散布図と年平均値  
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図18．1、海底土中の90s rの散布図と年平均値  
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図18．2 海底土中の137csの散布図と年平均値  
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図19．1魚類中の90s rの散布図と年度平均値  

図19．2 魚類中の137csの散布図と年度平均値  
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図20．1貝．・頭足類中のgOs rの散布図と年度平均値  

図20．2 貝・頭足類中の137csの散布図と年度平均値  
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■■  

図21．1海藻類中のgOs rの散布図と年度平均値  

図21．2 海藻類中の137C sの散布図と年度平均値  
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